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ξノ,

この報告書は,日 本 自転車振興会 か ら競輪収益の一部で

ある機械工業 振興資金 の補助 を受 けて昭和49年 度 に実施

した 「昭和49年 度情報流通 のシステム化に関す る調査研

究補助事業 」の一還 と して と りまとめたものであ ります。
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貿 易業 務 の 簡易 化 と貿 易情 報 の経 営 に おけ る総 合的 な活 用 を 目的 に コ/ピ ュ

一 夕 を中心 と した 情 報 シス テム形 成 上 の問 題 につ い て昭和47年 度 よ り当財 団

に総 合貿易 情 報 シス テム 調査 委 員会(COTIS)を 設 け,国 連 ヨー ロッパ経

済 委 員会(ECE)を 初 め 海外 貿 易 関 係機 関 との情 報 交換 を行 ない な が ら調 査

研究 を進 め(お ります 。

本 報 告書 は 昭 和49年 度 に実 施 い た しま した調 査研 究 の成 果 を と りま とめ た

もの で あ ります 。 こ こに 本 報 告書 の と りまとめ に ご尽 力頂 い た委員 各 位 に心 よ

り感 謝 の意 を表 します と と もに,本 報 告 書が広 く各 方 面 に利 用 され,わ が 国 の

情報 処理 の発 展 に 資す る こ とを念 願 す る次 第 で あ ります。

も と よ り,本 報 告書 に盛 り込 まれた 内容 は 調査 研究 の一 部 であ り,と くに 調

査 研究 の過程 で 収集 され た 内外 の資料 に つ い ては,紙 数 の関 係か ら,十 分 に掲

載 す るこ と も出 来 ず,本 報 告 書 を掘下 げ て ご利 用 され るむ きは併せ て これ らの

資 料 も ご利 用 い た だけ れ ぽ 幸 甚 に存 じ ます 。

昭和50年3月

財団法人 日本情報処理開発 セ ンター

副会長 斎 藤 有
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は じめ に

貿 易 情 報 の シス テ ム化 は、 日本 国 内 は もちろ ん の こ と、海 外 諸 国 に おい て も

積極 的 に推 進 してい る最 も重 要 な問題 の1つ とな つてい る。

年 々拡 大 の 一途 をた ど る国際貿 易 は、IMFの 統 計 に よ る と、1973年 の

世界 の輸 出5,100億 ドル 、 輸 入5,210億 ドル に達 し、5年 前の1969年

ee比 べ 、3.4倍 と急 激 で あ る。 わ が 国の 場 合 は、1973年 輸 出369億 ド

ル 、 輸入383億 ドル で 、 同様vc1969年 対 比 では2.4倍 とな っ てお り、 世

世 界 の 中で 占め る割 合 も、5年 前の6.2%か ら7.2%と 増 加 を 示 し、 国 際

貿 易 に おい て重 要 な役 割 を担 いつ つ あ る とい え よ う。

このよ うな貿易量の増 大は、 取 引業 務 の増 加 や 多 様 化 ・複 雑 化 を うな が レて お

り、 同 様 に、 物 資流 通 の面 にお い て も、 迅 速 化 や輸 送 手 段 の 合理 化 を要 請 し、

コ ンテナ 化、 カー ゴ タ ー ミナ ル の設 置 、 高速 で大 量 の 物 資 を輸 送 す るた め の コ

ンテナ船 や ジャ ンボ機 の登 場 な どで あ るo

こ の よ うな状 況 の も とで、 従 来 の法律 ・制度 ・商慣 習 な どに拘 束 され る貿 易

手続 の面 に お い て、 必ず しも最 適 な もの とは言 えな くな つて き たた め、 国 際 的

に合理 化 す べ き問題 と して 提 起 されたo国 連 欧 州経 済 委 員 会 で は、 貿 易手 続簡 ・

易化 事業 と して取上げ、専門の部 会 を設置 して、貿 易 関 係 書類 の標 準 化 を始 め、

各 種 コー ド、貿 易 メ ッセ ー ジ の伝 送 のた めの ル ール な ど各 種 の問題 に つ い て検

討 を行 な ってい る。

当 財団 に設 置 され て い る 「総 合貿 易 情 報 シス テ ム調 査 委 員 会(COTIS)」

は 、 昭和47年5月 に発 足 以 来 、貿易 情 報 の 円滑 な 流通 と効 率的 な利 用 を 目的

に シス テム化 の問題 に つい て、 精 力的 に調 査研 究 を進 め て い る。

上記 の 目的 とす る ところ の貿 易 情報 シス テム化 では、 次 に あ げ るシ ス テ ム形

成 の 一環 と しても考 え られ る。

① 貿 易 関 係企業 が指 向 す る経 営 情 報 シス テム にお し・て、 オ ペ レー シ ヨナル情



r

報 と してまた、 プ ラ ン ニ ン グ情 報 と して、 貿 易 情報 を有効 に活 用 す るた めの

シス ア ムo

② 国内における商取 引 および物質流通 のた めの社会 シス テムの 中核 と しての

総合的 な貿易情 報 システ ム。

③ 国際的 に通信 回線 または媒体 を介 して、相互交換 される貿易情報 を処理提

供 す る情報 システ ム。

COTISで は、 これ らのシステ ムの ために、貿 易情報 を最 も有効に活用す

る機 能 と して、貿易情報 デー タバ ンク構想 を提案 した。

データーバ ンクは、公 共性 があ り、利用度の高いデータや情報 を、 コンピュ

ー タ ・ファイル に蓄積 してお き
、随時需要者 の希望 によ り生 データまたは、 ソ

フ トウエ アによ リデ一夕 を加工 して提供 サー ビスす る機 能で ある。

一方、貿易 の商取 引 において、扱われ るデ ータや情報は、多 種多 様であるが、

荷主 ・品 名 ・数量 ・金額 ・送先 などのデータは、注文書、船 荷証券、信用 状、

保険証券等 の多数 の書類作成において、 また、商社、代理 店、運送会社、保険

会社、税 関、銀行等の事業 体 におい て、ほ とん ど共通 に使用 され るo

現実的 な貿易 情報 の使用実態 とデー タバ ンクの機能 を結 びつ けた、貿易情報

データバ ンクが実用化 される素地 は、 エアカーゴ ・ター ミナル、 カー ゴ ・フ レ

ー ト・ステ ーション等 に見出す ことがで きる。貨物 の集荷 ・配送 を集 中処理す

るた めに物理的 な場所 の提供 とともに取 引、 書類 手続 および貨物 の現状 を把握

し、作業指令 ・管理 を行 な うため、情報処理 セ ンター を併置す るものである。

情報処理 セ ンターには、 データバ ンクとデータ処理 の両機 能 を持 たせ るのが一

般 である。

ここで、 カー ゴ ・ター ミナル が地 域的 に設置 され^機能 も周辺 の地域 に限 られ

るが、情報 処理 セ ンターは、企業 活動 の範 囲や国際的 な規模 を有す るシステム

となる。地域 的 セ ンター を全国的 なネ ッ トワー クとして通信回線 を介 して結合



されるo

COTISが 検討す る方 向 と して、次の3つ の問題 があげ られる。

第1は 、総合貿易情報 シス テムの コンセプ トの検討で ある。貿易情報 を処理

す るシステムを、1つ の事業体 の枠 を越 え業 務 の流 れに沿 い、複数 の業 種 ・事

業体 を結 びつけ るシステ ムを形成す るこ とが可能 か。

貿 易手続合理化 とい う大 目的 か らのニー ズが唱 えられ、 また、観念的 に需要

が見込 まれてい なが らも、 システム化 を困難 にす る重要な問題が存在す る。貿

易情報 をデータバ ンクによ り一元化す るため には、現在の法律、制度、取 引慣

習、各国 の事情 な どで多 くの改変 を要す る点 を多数生 じよ う。 また、一元 化 さ

れたこ とによ り、手続 の合理 化が相当 に進展す ることが予想 される。 この場合、

特定業種、中 小規模企業 に不利益 なシ ワ寄せが集中 しては ならない。 さ らには、

総合 シス テムに結合 される事業体 の個 別 システ ムの独立性 を確保す るこ とも考

慮 されなければな らないo

総 合 システムの コンセ プ トの設計 にあた っては、 プ ラス面ば か りでな く、現

状で想定 され るマイ ナス要件 にっいて、 十分 に明確 に把握す るこ とが緊要 で あ

るo

第2に は、 国際的 な貿易情報 システ ム化 の実態 と勤 向の把握 である。貿易 情

報 システムは、国内の諸社会 システムと密接 な関連 をもつ ことは もちろ んの こ

と、海外 諸国 にお ける貿易情報 システ ム化 に関す る情報 を把握 し、国際的 に協

調す るシ ステム化 を行 なってい く必要 がある。

また、国連 、ISOを 始 め各種 の国際機 関 におい ても貿 易手続簡易化 に関 し

て、国際的 に標準化や各種 ルールの討議が行 なわれてい る。常時 これ らの動 き

をと らえ、 わが国の シス テム化に反 映 してい くとともに、 わが国事情に よる意

見 を積極的 に提出 してい くよ うにす る必要 がある。

第3は 、貿易情報 システ ムに関連 す る情報処理技術の研究で ある。現在、研



究 さ れ てい る問 題 と して、 国 連 貿 易簡 易 化部 会 よ り提 案 され てい る 「国 際 貿

易 にお け る交 換 メ ッセ ー ジ構 成 の方 法 につい ての予 備 実 験 」 ※お よ び 「デ ー タ

伝 送 の た め のチェック ・デ ィ ジ ッ ト」 があ げ られ る。 この ほ か、 貿 易 デ ー タバ ン

クの た めの デ ー タ フ ァイ ル ・マネ ー ジ メ ン ト・シス テ ム、 貿 易業 務 処理 用 端 末

機 な どが テー マ と して あげ られ てい る。 この よ うな方 向 の も とに、COTIS

で は、 これ まで 次 の 項 目につ いて 調 査 を行 って きた。

(1)総 合 貿 易 情報 シス テ ム化 の 構 想

② 国 内 に おけ る貿 易 情 報 シ ス テ ム化 の動 向

総 合 商社 、 輸 送 業 、海 連業 、 航 空貨 物 、 貨物 保 険業 、外 国為替 業 務、 通

関業 務 、輸 出 保 険 、検 数 協 会、 海 事検 定協 会 、 直接 貿 易 メー カー(家 電 、

プ ラ ン ト)

(3)海 外 にお け る貿 易 情 報 シ ス テ ム化 の 動 向

LACES(ロ ン ドン ヒー ス ロ空港)、SOFIA(パ リ3空 港)、

∫AMPS(シ ア トル港 ほ か)・INSPECT(オ ー ス トラ リア)・

RAPID(ハ ンブル グ港)、 ワール ド・ トレー ド・セ ンター

(4)各 国 専 門機 関 の活 動 状 況

SITPRO(英)、NCITD(北 米)、COSTPRO(カ ナ ダ)

⑤ 国 内関 係業 界 の貿 易 情報 フ ロー の分 析(ケ ー ス ス タ ディ)

貿易 業 務 の簡 素 化 に関 す る国際 的 な作 業 は 、 国連 ヨー ロ ッパ経 済 委 員会(E

CE)貿 易 拡 大 委 員 会貿 易 業 務 簡 易化 部 会 が 中心eer£ って進 め て お り、 専 門的

で 技 術 的 な問題 に つい ては、 さ らに 「ADPと コー デ ィ ン グ」 「デ ー タ ・ リク

アイ ア メ ン トと書 類 」 の2専 門家 グル ー プ が設 け られ て検 討 され てい る。CO

TISか らも委 員 お よび 専門 委 員 が、 日本 政 府 代 表 の専 門 的 ア ドバ イザ ー と し

※ 同 部 会 で は 、 本 件 をINTERFACE( .lnternationallyRecognized

FomatforAutomaticCo㎜ercialExchangeの 略 語)問 題 と

略 称 され て い る。



て 出席 してい るo

この よ うな国 際 的 な動 き と とも に、 国 内主 要港 湾 当 局 にお い て も、貿 易 関 係

手 続 きの簡 易化 や 港 湾業 務 シ ス テ ム化 の た め の各 種 調 査 が実 施 され てお り、 一

部 では船 舶 の入 出港 を管理 す る 「船 舶 動静 シス テ ム」 の開 発 準 備 が進 め られ て

い るo

昭和49年12月 には、 大蔵 省、 通 商産 業 省 、運 輸 省共 管 の財 団 法 人 と して、

日本貿 易 関係 手 続 簡 易化 協 会(理 事長 水上 達 三 日本貿 易 会会 長)が 発 足 し、

貿 易 手 続関 係簡 易 化 に関 す る業 務 の総 合 的 中 心 と して役 割 を果 す こ ととな った。

これ に対 して、 当 財 団 の 「総 合貿 易情 報 シス テ ム調 査 委 員 会(COTIS)」

は貿 易業 務ADP化 の面 か らこれ に協 力 す る こ と とな る。

現 在貿 易 関係業 界 、 諸 官 庁 等 で独 自に推進 ・開発 され てい る各 種 個 別 シス テ

ム間 の メ ッセ ー ジ交 換 の方 向 を探 る もの と して 、 今年 度COTISで は 国連 欧

州経 済 委員 会 で と りあげ られ てい るINTERFACE(Internationally

RecognizedFormatforAutomaticCo㎜ercialExchange)に っい

て研 究 を行 った。

INTERFACEは 後 に詳 述 す る よ うに、 英 国 の 貿易 手続 簡 易 化 委 員会

(SITPRO-SimplificationofInternationalTrade

Procedures)が 開 発 した 国際 間 を含 む貿 易 メ ッセ ー ジ交 換 の 国際 規 準 をめ ざ

す もの で あ り、 こ の規 準 案 は国際 間 の貿 易 にお い て、 国籍 が異 り各 業 種 に また

が る貿 易 関 係 者 が 誤 りな く、多 種 多数 の貿 易 メ ジセ ー ジ を交 換 す るた めの規 準

案 で あ り、 そ の名 が示 す よ うに各 種 のイ ンタ フェ ー ス を考慮 して作成 され た も

ので ある。INTERFACEは 最 初1970年 に作 成 され、 英 国 で種 々の 実

験 を重 ね た上 、1974年 にECEに 報 告 され た。ECEで は これ をよ り完 壁

な もの とす る た め、 各 国 の協 力 を得 て検 討 を重 ね てい る段 階 で あ る。

現 在 国 内 で は 、各 業 界 、企 業 内、 官庁 等 に おい て 、貿 易 に関 係 す る各 種 シス



テムが開発 され、利用 されてい るが、 これ らは必ず しも他 のシステムとのイ ン

タフェースを考慮 して開発 されてい る とは限 らない。INTERFACEは 、

テ レックスか らADP処 理 に基づ くデータ伝送 まで を考慮 して、 メ ッセー ジ交

換 を行 うために作成 されてお り、 別個 に開発 された各種 システ ム間 のデータや

メッセー ジの交換 に力 を発 揮す るもので あると して、COTISで は研 究に着

手 した。 ここでの検討結果は、作成主体 であるSITPROへ 報告 され るとと

もに、ECEの 場 で討議 され、多 くの問題 点 を投 げかけ ている。

貿 易情報 の総 合 システ ム化 を図るための基礎研 究の一環 と して、昨年度 の輸

出 手続の フロー分析 に引 き続 き、 今年度は港湾経済研究 所へ委託 して輸入業務

の情報 フロー分析調査 を行 うとともに、全 国銀行協会連合会 よ りア ドバイ ザ を

得 て三井情報開 発に委 託 して銀行 を中心 とす る貿易決 済業務 の情報 フロー分析

に関す る調査 を実施 した。

第2部 にお ける輸 入業 務の情報 フロー分析 に関 しては、輸 出 と違 って多 くの

法的 な手続 を必要 とす るとともに、貨物 の引渡 しが多 くの時点で行 なわれてい

るため、一元的 なフローの追跡 が不可能 であるので、 一つ の典 型的 フロー とい

う形で分析 を行い、 フ ローは次の5種 に分 けて作成 した。

① 輸入 ドキュ メンテーシ ョンの フ・一

② 輸入在来貨物管理(総 揚)の フ・一

③ 輸入在来貨物管理(直 取)の フ・一

④ 輸 入 コンテナ貨物 の フ・一(CY渡 し)

⑤ 輸入 コ ンテナ貨物 の フ・一(CFS渡 し)

またこれ らを総合 して デー タ ・バ ンク構想 を想定 してお り、 デ ータ ・バ ンク

をランディ ング ・パ ッケージ、 カス トムズ ・クリア ランス ・パ ッケー ジ等 のサ

ブシステムの総合化 された もの と して考 えてい る。

第3部 における貿 易決済 業務 の情報 フロー分析 に関 しては、現在 の貿易 にお



ける外 国為替銀 行の役割 を調査 して、 これ らに通 商産業 省、大蔵 省等 の諸官庁

手続 きを含 め情報 フロー分 析 を行 った。 ここでは各帳票 毎に流通経路 を明 らか

にす るとともに、帳票上 の各項 自についてその内容、記入時点、 情報 の原帳票

を調査 してお り、将来 の コ ンピュータ化 を想定 して、項 目毎の記 入符号 を、邦

字、英字、数 字等 の区分 で示 してい る。

そ して、 これ らに基づい て決済業 務 にお けるシステム化 の方向、方法等 を考

察 してい る。
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1序 論

昭和47年 度 に、 内外の貿易情報 シス テム化の要請 に応 えて発足 したCOTI

S(総 合貿 易情報 システム調査委員 会)は 、貿易情報 システム化 に関す る調査

研 究を行 うとともに、最近 とみに活発化 してい る海 外の貿易情報 シス テム化の

動向 を把握 し、 これ らに 日本側 の事情や意見 を反映 すべ く活動 を行 ってい る。

欧 州では、戦 後の経済共同体(EEC).の 形成以来、 コンテナの国際間輸送

におい て ヨー ロッパ大陸 の多数の国境 を通過す るにあた り、関税、輸送 手段、

その他輸 出入手続等 の相違 によ り、各 国間の法的、 制度的 な問題 の解 決 が迫 ら

れた○

このよ うな背景 の もとに、 ヨー ロッパ経済委員会(ECE)に お ける貿易手

続簡 易化の動 きを、 全世界的 なものに広 げる努 力が図 られた。 この会議 に参加

している諸国は、世界貿易 の70%を 支配 し、 ヨー ロッパ域外諸国 の参加 を認

めてい る関係 もあって、ECEの 活動は ます ます重要 なものとな ってきてい る。

ECEに おけ る貿易手続簡易化部会 の中には、ADPと コー ディ ングに関す

る専門 化 グループ(GE1)お よび記載 データと ドキュ メ ンテー シ ョンに関す

る専門家 グル ープ(GE2)が あ り、COTISと しては主 にGE1の 活動 に

関心 があ る。

昭和49年 度に おけるECE会 議(於 ジユネーヴ)へ の出席は次 の とお り

であるo

GE1第7回 会合 昭和49年5月8日 ～10日

鈴木(孝)、 上条両COTIS専 門委員

GE1第8回 会合 昭和49年9月30日 ～10月4日

酒井、 市川両COTIS専 門委員

GE1第9回 会合 昭和50年2月17日 ～21日

北野委員(日 本貿 易手続簡易化協会の一行 と して)



GE1の 第7回 会 合 で は、 国 際 商 工会 議 所(ICC)の ワー キ ン グ ・グル

ー プ に よ つて以 下 のよ うなINCOTERMSの コー ド化 が提 案 され 、IC

Cで 現 在実 施 さ れ てい る商 業 用 語 の全 体作 業 が 完了 す る まで、 この コー ドが

使 用 され る こ ととな つた。

こ の会 合 で は この外 、 フィ ンラ ン ドの代 表 団 が ま とめ たチ エ ツ ク ・デ ィ ジ

ッ トに関す る予 備報 告 、 国 名 、船 名 、 包 装 、通 貨 等 の コー ドが検 討 され る と

と もに、 各 国 で の貿 易 業 務ADP化 の現 状 が報 告 された。

昭和49年9月 末 に開 催 された 第8回 会 合 で は、 コー ド化 問題 等 前 回 会合

の検 討 項 目が引 き続 き検 討 され る と とも に、 英 国貿 易 手続 簡 易 化協 会(SI

TPRO)が 作 成 した、 国際 貿 易 メ ッセ ー ジ交 換 の規準INTERFACE

(InternationallyRecognizedFormatforAutomaticCo㎜ercial

Exchange)に っ い て討 議 が 行 わ れ、 各 国 よ りこのINTERFACEとS

ITPROに 対 し、賞賛 の 言葉 と協 力 の 申 し出 が あ つた。 ま た、 ス ウェ ー デ

ン、 ノ ル ウェ ー、 ブイ ン ラ ン ドの代表 よ りな る北欧 グル ープが 作 成 したIN

TERFACE研 究 の報 告 は 、 各 国 の注 目 を浴 び た。

このINTERFACEに 関 す る資料 は 、 日本 に も もた らされ、COTI

S専 門委 員 会 に おい て翻 訳 さ れ、検 討 を開始 した。

GE]の 第9回 会 合 は 、 昭和50年2月17日 よ り開催 され た が、 そ れ ま

での 間 にINTERFACEに つ い てCOTISで 検 討 され た項 目に つい て

発 表 さ れたo

これ らの項 目の う ちには 、 エ ラー に よ つて生 じる責 任 の 問題 ・ 適 用分 野 ・

単位 コー ドの問 題等 が含 まれ てお り、 これ に書類 の オ ー ソ ライ ゼ ー シ ヨ ン、

ADP化 の適 応 の問題 等 の 項 目 を追 加 して、SITPROへ も文 書 の形 で提

出 したo

こ れ ら検 討項 目の うち、 エ ラー の問 題 につい て、 日本 が議 題 提 案 国 とな り・



各 国 の知 識 ・経験 を引 き出す と ともに、 と りま とめの役割 を引 き受 け る こ とと

な つたo



・



2.INTERFACE計 画

2・1総'論

2.1.11NTERFACE計 画

本事 業 報 告 に 述べ るINrERFACE計 画 とは,国 際貿 易eeesわ る関 係者 相 互

間 の情 報 交 換 の標 準 的方 法 を設 定す る こ とを提 案 して い る もの であ る。 これ は,

従 来 の ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン とは異 った 媒体 に よ り,情 報 の 伝達 及 び処 理 を 行

うこ と,即 ち,デ ・一夕 ・ トラ ンス ミッシ ョン(DT)・ と自動 デ ー タ処 理(ADP)

を行 うこ とに よ り,コ ス トの低 減 と,少 なか らず貿 易 手続 き上 の障害 とな って

い る もの を,取 除 くこ とを 目標 とす る もの で,こ れ をINTERFACE(・lnte-

rnationallyRecognizedFo㎜tforAut㎝aticC㎝mercialEx-

changeの 省 略 語)と 呼 ん で い る。

2.1.21NTERF・ACE計 画 の経 緯

このINTERFACE計 画 は,ADP及 び コー デ ィン グに関す る英 国SIT,PRO

の ワー キ ン グ ・グル ー プが,1971年3月 に"国 際貿 易 に おけ る情 報 交換 用

規 準 の 設 定"の 必 要 性 を認 め,そ の予 備 的研 究 に着 手 した こ とに始 ま る。

SITPROウ ー ギ ン グ ・グル ー プに よ って 上 申 され た研 究 結 果 とそ の経過 報 告

書 が,SITPRO会 議 で検 討 され,そ の 結果 承 認 され て,1972年9月 よ り,

NCC(NationalComputingCenterLtd.)プ ロジェク トt.並びに91BM

よ り提 供 され た シス テ ム ・エ ンジニ ヤ の 協 力 を得 て,最 終 的研 究 が進 め られ

る こと に決 定 した の であ る。

このINTERFACE問 題 に関 す る英 国SITPROの 提案 と,そ の研 究 作 業

とは,ECEの ジ ュネ ー ブに おけ る,国 際 貿 易 に関 す る ワー キ ン グ ・グル ー プ

の 中 のECE自 動 デ ー タ処 理 及 び コー デ ィン グに 関す る専 門家 グル ー プ会 議 に.

そ の都 度 報 告 され た。

この 事 に よって,貿 易 手 続 の簡 易化 作業 に 携 わ る諸 国の代 表 者達 が非 常 な 関

一1一



心 と興 味 を持 ち,英 国SITPROの 研究 を遡 及,検 討 した結 果,そ の重 要 性 を

改 め て 認 識 す るに 至 り,更 に1973年,SITPROの 依頼 に よ り・NCCが

INTERFACEの 実験 を 行 い(こ の研 究 と実験 に は40の 団体 も し くは,企

業 組 織 が参 加 した),そ の 結果 が,SITPROよ りttINTERFACE予 備 実験

報 告 書"と して,ECE会 議 に レポ ー トされ,翌1974年 初 頭 に は,ECE

のADP及 び コー デ ィ ン グに 関す る ワー キ ン グ ・グル ー プの 諸 国代表 団 に大 き

な影 響 を与 えた。

2.1.3諸 外 国 に おけ るINTERFACE研 究 の状 況

英 国SITPRO以 外 の 国 にお い て は,SITPROの 予 備 実 験報 告 書 に 基づ い

て,INTERFACEワ ー キ ン グ ・グル ー プを 設置 して具体 的検 討 及 び作 業

を 開 始 して い る。 中 で も北欧 に おい て は,1974年4月 コペ ンハ ー ゲ ンに お

け る北 欧 協議 会 の 日程 中,デ ン マ ー クの貿 易 大 臣 に依 って 主催 され た.貿 易 業

務 に 関 す る北 欧 会 議の 席 上(DANPRO,FINPRO,NORPRO,SWEPRO

の 代 表 の他 に,同 国及 び アイ ス ラン ドの 政 府派遣 団 も参 加 した),こ のIN-

TERFACE計 画 は,満 場一 致 に て,北 欧 共 同体 の 最優 先 検討 案 件 と して議 決

され た 。

そ して各 国 の 専 門家一 名 つ つ か らな る"北 欧INTERFACEワ ー キ ン グ ・

グル ー プ"が 設立 され,こ のINTERFACE問 題 を北 欧 圏 全体 の 視 野 に立 っ

て研 究 活 動 を 推 進す る こ とが決 定 され た。

この 北欧INTERFACEワ ーキ ン グ ・グル ー プは,SWEPRO,NORPRO,

FINPRO及 びDANPROか ら派 遣 され た代 表 者 よ り構 成 され てお り,1974

年 夏 に は 第一 次 予 備報 告 書 が.E己E専 門家 グル ー プ会 議 に報 告 され て い る。

一 方 わ が 国に おい て は,1973年4月 の英 国SITPRO報 告ttSITPRO

INTERFACEREPORT"を 入 手 した の に引続 き,ECE事 務 局 を通

じてSITPROか ら発表 され た 英 国 の研 究予 備報 告書(1974年7月29日

付TRADE/WP.4/GE.1/R38)と に基 づ き,総 合貿 易 情報 シス テ ム調 査

委 員 会(COTIS)の 専 門 委 員会 にお い て,"INTERFACE計 画k委 員 会 の
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研 究課 題 の 一つ と して取 りあ げ た,そ して48年 度 事 業 と して1974年3月

15日 及 び3月27日 に研 究 会 を開催 した の に引 続 き49年 度 事 業の 一環 と し

て1974年4月,9月,10月,12月,1975年1月,2月 に研 究 会 を

開 い て検討 を重 ね現 在 に 至 って い るが,こ の 間 に1974年10月 及 び1975

年2月 の2回 に わ た り,ECEADP及 び コー デ ィン グ専 門家 グル ー プの ワ

ーキ ン グ部会 会 議 に対 して,COTIS専 門委 員 会 に て研 究 検 討 した 問 題点 及 び

見解 の一 部 を提 言 した。

2・2工NTERFACの 概 要

2.2.1総 論

COTIS専 門委 員 会 は1973年4月 付 の"SITPROINTERFACE

PROJECT研 究 報 告 書"を 入 手 した後,直 ち に 当委 員 会 の 中こ"INTERFACE

ワー キ ン グ ・グル ー プ"を 設 置 して研究 作 業 を開 始 した が,そ の 後ECE事 務

局 を通 じて,SITPROか ら発表 され た英 国 に於 け るINTERFACE研 究 の

予 備報 告書(1974年7月29日 付TRADE/WP.4/GE.1/R38)を 基 に,

1974年4月 よ り,当 委 員 会 の 研究 テ ー マの一 つ と して改 め て,検 討 を行 っ

て来 た。

英 国 で研 究 され かつ 実験 を 行 った結 果 作 成 され た基 本 原則 は,当 委 員 会 での

研 究検 討 の結 果 との 間 に 多 少 の相 異 と,1～2の 問題 点 を残 しては い るが,英

国INTERFACEワ ー キ ン グ ・グル ー プに よ って 行わ れた 研 究 と作業 は極 め

て高 く評価 され る もの で あ る。

英 国SITPROのINTERFACE予 備報 告 書 は

第1部

第1章

第2章

第3章

第4章

概 要

序 文

必要条件

具体的方法

推進方法
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第5章

第2部

第6章

第3部

付

第7章

第8章

第9章

第10章

第11章

A

B

C

D

E

F

録

図 解

要 約

実 例

異 る環 境 にお け る メ ッセ ー ジ

技 術的 記 述

提 案

メ ッセ ー ジ

フ ィー ル ド

デ ー タの表 現

グル ー プ と リス ト

エ フー

に よ り構 成 され て お り,こ れ らの 全項 目に つ い て検 討 を 行

った が,そ の全 部 を こ こに報 告 す る こ とは 膨大 な量 に の ぼ るた め,INrERFACE

予備 報 告 書 の 内容 全編 に つ い ては,'資 料:「 国 際貿 易 に おけ る交換 メ ッセ ー

ジ構 成 の 方 法 につ い て の 予 備 実験 」,1974年10月"を 参 照 して頂 くと し

て,本 報 告 では,そ の 要 点 の み を ま とめ る。 また,問 題 点等 につ い て は.報 告

書 の 末尾 に 別途 表 記 す る。

な お,INTERFACE問 題 を研 究.検 討 す るに 当 っ て.当 委員 会 は,"現

在 国 際貿 易 にお け る情 報 の 交換 と.そ の処理 につ い て,関 係 企 業 間,あ るい は

個 々の 企 業 内で は それ ぞれ,そ れ な りに最 も良い と思 わ れ る方 法 で シ ステ ムを

開発 し,そ の利 用 に よ って 効果 を上 げ て発 展 してい るにもかSわ らず,何 故 に

参 加 者一 覧 表

メ ッセ ー ジの実 例

用 語 解 説 の 実例

フ ィール ド・コー ド索 引

プ ロジ ェ ク トの沿 革
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INTERFACE計 画 が研 究 提 案 され た の か。"と い う点 を改 め て見 直 し,こ の

提 案 の背 景 とそ の研究 の経緯 を 十分 に踏 まえ て研究 検 討 を行 った。

2.2.2.必 要 条件

国 際貿 易 にお い て,貨 物 が迅 速 に処 理 され るため に は,貨 物 よ り も,そ の貨

物 に 関す る情 報 が,先 に到 着 して い な けれ ば な らない こ とが不 可 欠 の 条 件 で あ

るが,現 状 に おい て は逆 に,貨 物 の方 声先 に到 着 して しま うご とが しぼ しば あ

る。

国際 間 で商 品 を売 買す る とい う制度 や 手続 きの中 には,本 質 的 に 複雑 な要 素

は 何 も含 まれ て い ない。 問 題は,一 部に おい て,そ の活 動規 模 があ ま りに も大

き く,又 一 部 に は,そ れ に 関 係す る人 員,利 害 関 係,国 家,言 語 が あ ま りに も

多 い とい う点 か ら生ず る もの で あ る。 そ れ故,最 善 の解 決 策 と しては,こ れ ら

旧来 の制 度 とか慣 習的 な手 続 を打 ち 破 って,新 しい もの を創 造す る こ とが必 要

で あ る。 、

国際 貿 易 の 分野 に おい て,書 類 の作 成 業 務 が 情報 伝達 の基 礎 であ る とい う事

実 が大 き な問 題 とな って い る。 書類 を迅 速 かつ,効 率的 に 作成 す る シス テ ムは,

長 い 間 に形 成 され て きた が,こ れ らの 書類 に表 示 され て い る情 報 の 処 理 お よび

伝 達 の方 法 は,容 易に は機 械 化 され 難 い状 態 に あ る。

しか しな が ら,商 取 引 きに お け る意 思 決 定や,問 題 点,矛 盾 な どを 適切 に 処

理 す る とい った,人 間 の判 断 が 要求 され る業務 は,将 来 も当然 の こ とな が ら存

続 す る もの で あ る。 そ の他 に は,書 類 の 照 合・諸チャージ の 計 算.情 報 の 伝達 な

どの 純 粋 に決 ま りきった業 務 が あ る。 これ らのル ーチ ン ・ワー クを 機 械 化 し,

仕 事 を捗 らせ るこ とは.輸 送 と情 報流 通 の時 間 とのバ ラ ンス が 改善 され,費 用

も低 減 され る こ とに な る。

貿 易 業界 にお い て あ る関 係者 に とって は,き ま りき った メ ッセー ジで あ って

も,他 の 関 係者 に と って は 例 外 的 なデ ー タで あ った り,ま た デ ー タを 連 接す る

コン ピュー タか ら コ ン ビュ ー タへ 直接 通 信 してい る関 係者 もあ り,そ れ に 引 き

か えあ る関 係者 は メ ッセ ー ジ を コ ン ピュ ー タに よ り処理 して い るの に そ の 相 手
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は手作 業 で処 理 して い る とい うケー ス もあ る。 また 種 々の 規準 が あ って,あ る

関 係者 に あ って は古 い規 準 を 使用 して お り,ま た新 しい規 準を 使用 してい る関

係 者 もい るで あ ろ うし,そ れ ぞれ 地 域 や 国によって異 った取 引 きの規 準や 必要 条

件 を処 理 す る上 で,種 々の メ ッセ ー ジの 形 式 を もって い る。

以 上 の 状 態 か らメ ッセ ー ジにつ い て,KEY(キ ー)の 部分 と,メ ッセ ー ジ

自身 の 部 分 を解 説 し,定 型 化 す る こ とが 必 要 とな る。

ADPメ ッセ ー ジ方式 は,そ れ 自体 正 確 か つ 完 全な もの であ るべ きで あ ろ う

し,こ の こ と と,最 も簡 単 で厳 密 なADPシ ス テ ム と,デ ー タ伝 送 とが 幅広 く

連 携 した 処 理 方 式 とは 別 の 問題 で あ る。 この 相 異 は,ADPシ ス テ ムの 記憶 容

量 や,処 理 ス ピー ドお よび デ ー タ伝 送 回線 の 容量 は,も はや,か って そ うで あ

った よ うな窮 屈 な 費用 の 制約 もな く,そ の結 果 枝 術 的 な発 達 との 間 に何 等 不 調

和 には な って い な い。

現 在 及 び将 来 に お いて も,次 の よ うな こ とが い え る。 即 ち,関 係者 間の 通 信

用 に,あ らゆ る取 引 き上 の 手続 が 調 和 され た規 準 が 必要 とな り,無 駄 な 費用 と

障 害 を取 り除い た デ ー タ伝 送(DT)と デ ー タ ・プ ロセ ッシ ン グ(DP)が 急

速 に増 加 す る。

これ らの 規 準 の特 質 は,単 純 に技 術 的 な考 察 よ りは む しろ,国 際 貿 易 の環 境

の観 点 か ら述べ られ る。

この 環 境 の特 徴 は,異 った 業 種 の利 害 関 係や,技 術 的 資源 や,習 慣 また は,

政 策 的 な決 定 を も った多 くの組 織 間 の 競争 関係 を 調整 す る もの で は ない 。

メ ッセ ー ジの 規 準の 特 質 は,大 体 決 め られ てい るが,あ る程 度 の要 求 に応 え

得 る い くつ か の 解 決策 を も ってお り,そ の最 も適 切 な解 決策 の 選択 は,直 接 取

引 きに関係す る者 自身の種 々な要求や利害の重要性に よって定 まるものである。

最 終的 に認め られた必要条件は次 のとお りである。

① 人間的要素 が,多 くの機械化 され たシステムに行 きとどき,機 械 と同様

人間に も取扱い易い ように作 られた メ ッセー ジであ ること。

② いか なる内部通信用の規準の型式 も,企 業規模とか,通 信装置の複雑性
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とは関 係 な く,国 際 貿 易 に携 わ る,ど の 関 係者 に も利 用 しやす い もの で あ

る こ と。

③ あ る特 定 の要 素 の み を完 壁な もの に しよ うとす る専 門 家 の要 求 を無 視 し

て も,利 用 者 の ため に メ ッセー ジ構 造 を準 備す る こ と。 この 準 備 は,平 常

の解 釈 と適 合 し,送 信老 と受信者 相 互 の 協定 に よ り使用 され る もの で なけ れ

ば な らない。

④ たとえ,最 適 な技 術 的 な効 率 を犠 牲 に して も,規 準 は簡 単 で調 和 の とれ

た,し か も理 解 しやす い もの であ る こ と。 即 ち,平 易 で 実 用 に適 した解 決

が 目的 で あ る。

⑤ 規 準 は,国 際貿 易手 続 きにお け る現 在 の不 備 な点 を 考 慮 に入 れ るぺ きで

あ り,現 行 の書 類 と適合 す るぺ きで あ る と同 時に,一 方 で は この 書 類 に あ

ま りに も拘 束 され て は な らない。 ま た,メ ッセ ー ジの 規 準 は,明 らか に不

満足 な状態 の ま 入固 定 化 す る よ うな,導 入の仕 方 は すぺ きで はな い。

⑥ 規 準 は 費用 の 割 合 に 比 して 効果 的 な もの であ る こ とが 必 要 であ る。 一 つ

の例 と して,費 用 の節 約 は,個 々の メ ッセ ー ジの 直 接 的 伝 送費 と して見 る

よ りは,貨 物 の 動 きを 改 善す る とい う見 地か ら考 察 すべ きで あ る。

⑦ 規 準 は,最 初 か ら国 際 的 に利用 出 来 る よ うに設 計 され るぺ きであ る と同

時 に,我 々の差 し迫 った 国 家的 ニ ー ズを も満 足す る よ うな 有効 な道 具 と し

て,規 準 を 開発 す る作 業 が 行わ れ るぺ きで あ る。

以上 の如 き一 連 の 問題 は,メ ッセ ー ジの具 体 的処 理方 法 とは 切 離 して取 扱 うぺ

きで あ る。 即 ち,

① メ ッセ ー ジ の確 認

② 安 全 と保護(当 事 者 以 外 の接 触 か らデ ータを 守 る こ と…SECURITY,

及 び不 正 行為 か らデ ー タを 守 る こ と…PROTECTION)等 は 別 の 問題 で

あ る。

しか しなが ら,前 項 の ① 及 び ② は,非 常 に重 要 な こ とで,考 慮 すべ き注 意 事 項

であ るが,こ の 問題 は,メ ッセ ー ジそ れ 自体 の標 準化 の 議論 か ら切 離す こ と も
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出来 る し,ま た 切 離 して取 扱 うべ きで あ る。

2.2.3具 体 的 方 法

A:INTERFACEの 役 割

U)INTERFACE言 語 は,前 節2・2に お い て記 述 した必 要 条 件 に 適合

す る 一 つ の 規 準 と して 設 計 され て い る。 即 ち 次 の如 き役 割 を演 ず る。

① 国 際貿 易 に お け る関 係者 の メ ッセ ー ジ交 換 に 使用 され る。

② メ ッセ ー ジを 作 るた め に,送 信者 が内 部の 処 理 手続 きを,あ らか じめ

準 備す る もの では な く,メ ッセ ー ジを伝 送,あ るい は また,受 信 者 が受

信処 理 す るた め の手 段 で あ る。

③ 送 信者 は,受 信 者 が どの よ うに処 理 す るか を 知 る必要 は な く∫む しろ,

メ ッセー ジを 送 る媒 体 が何 ん であ るか,ま たは,受 信す る媒 体 が何 で あ

るか を知 る こ とが要 求 され る。

④ 関 係者 の 取 引 き費用 及 び,経 済 上 め 必要 性 か ら,自 か らの シス テ ムを

最 適 化す るか 否 か は,関 係者 自身 に まか され て お り,拘 束 す る・もので は

ない 。

⑤ これ らの シス テ ム間で,中 立 的 な伝 達の 道 具 を 設け,個 々の利 用 者,

そ れ が大 企 業 で あ れ,中 小 企 業 で あれ,あ るい は ～個 々の媒 体 が簡 単 な

もの で あ れ,ま た は 複 雑 な もの で あ れ,利 益 が片 寄 らな い様 に,全 ての

利用 者 に対 して適 正 に利 用 出 来 る もの で あ る。

B:基 本 原 則

具体 的方 法 と して,い くつ か の基 本 的 な規 則 が準 備 され て い る。

(1)簡 便 さ と一 貫性

第1原 則 は,最 少 限 の規 則 と.こ れが確 実 に全体 に 適用 され る こ とで あ

る。 この こ とは.毎 日メッセージを 使 用 して い る もの に と って一 層 使 い易 い

もの に す る。 即ち,手 作 業 に よ る,あ るい は コ ン ピ ュー タに よる メ ッセー

ジの 処理 方 法 の設 計 を簡 単 に し,規 準を管 理 す る国 内 的に も 国際 的 に も困

難 な事 務 を容 易 に軽 減 させ る もの で あ る。 つま り・ すぺ て の段階 に お い て
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取 り扱 う言語 を易 し く して い る。

(2)構 造 上 の独 立 性

メ ッセ ー ジ とフ ィール ドの 構 成 部分 は,独 立 した もの で な けれ ば な らな

い。 そ うす る こ とに よ り,他 のすべ て の 部分 に影響 す る こ とな く,一 部 を

変 更す る こ とが 出 来 る。

(3)媒 体 の独立

① い ずれ の メ ッセ ー ジ も,ど の よ うな媒 体 に よって伝 送 され よ うと も,

一 連 の文 字 の続 き と して表 示 され る。 高速 回線 と低 速 回線,紙 テ ー プ と

磁 気 テ ー プとい うよ うな,そ れ ぞ れ の媒 体 に対 す る特 別 な形 の メ ッセ ー

ジは な い。 即 ち チ ャ ン ネル の 指定 とか,テ ー プのヘ ッ ダー等,媒 体 の コ

ン トロー ル 部分 のみ 異 るが,こ れ らの コ ン トロール 部分 は,は っ き りと

メ ッセ ー ジか ら分 離 され て い る。

この よ うに媒 体 の 影響 を受 け な い とい うこ とは,そ れ ぞれ の 媒 体 を最

高 の 状 態 で使 い易 くす る こ と で は な く,通 信の 問 題点 を単純 化 す る こ

とであ る。 この事 は,そ れ ぞれ の 媒 体 が 最適 な状 態 で使 わ れ な い とい う

ハ ン デ ィキ ャ ップ よ りは,経 済 的 利 益 の 方 が遙 かに 重要 であ るか らで あ

る。

② メ ッセー ジの 区 切 に おけ る余 分 な文 字 に は,チ ェ ッ ク機能 を 持 た せ て

い る。 これ は通 常 の 転 記エ ラーの よ うな場 合 に検 出で き る技法 の採 用 を

可 能 に してい る。

(4)規 則 の遵 守

① 文 字 の桁 数 を節 約 した り,そ の 他 の節 約 のた め に規 則 を破 りた くな る

様 な個 処 が 若干 あ るが,手 取 り早 いや り方 を して はな らない。 調 査 に よ

り,メ ッセ ー ジを短 縮 して も差 支 え な い場 合 が指摘 され た が,も し一 度

エ ラー が発 生す る と,こ れ の訂 正 が 非 常 に 困難 にな り,あ るい はそ れ 以

上 の エ ラーを誘 起す る恐 れ が あ った。

② 唯 一 の解 決 策 は,こ れ らの規 則 が 可 能 な限 り使 い易 い よ うに,特 別 に
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設 計 され て い る こ と,こ れ を厳 重 に 守 る こ とであ る。 規 則 を守 りやす く

す るた め に,規 則 を簡易 化 す る こ とが強 調 され る と同 時 に,自 か ら も規

則 を 遵 守 す る こ とが強 く要 求 され る。

㈲ エ ラーの訂 正

メ ッセー ジのエ ラー訂 正 に関 す る規 則 が 作 られ て い る。 しか しな が ら,

この エ ラー訂 正 方法 は,メ ッセ ー ジに のみ 作用'し,送 信者 や 受 信者 の個 々

の 内 部 シス テ ムに は一 切影 響 しな い。

(6)結 論

以 上述 べ た諸 原則 は,い ず れ も特 別 に新 し くも,ま た急 進 的 な もの で も

な い。 事 実 非 常 に複 雑 かつ 変 化 の激 しい 環 境 の 中 で通信 した い と望 む 場合

に,も しも要 求 され る融通1生が.論 理 的 に 首 尾一 貫 した基 本 原則 に よって

コ ン トロール され な い場 合 に は,ど うに も手 に 負 えな い もの に な って しま

う こ とで あ る。

C:メ ッセ ー ジ

(1)メ ッセ ー ジは,そ の 中 に含 まれ る情 報 に 関 す る限 り,従 来 の 書類 とお よ

そ 同一 価 値 の もので あ る。 しか し,時 に は 実 際 の書 類 よ りも情 報 が少 ない

こ と も,あ るい は また逆 に一 つ の 書類 よ り多 くの情 報 を含 む こ とも あ る。

② 具 体 的 方 法 と して,メ ッセー.ジを組 立 て る場合 に共通 の方 法 を用 意 して

い る。 これ らの メ ッセ ー ジは 別 々の フ ィー ル ドか ら造 られ て い る。 即 ち組

立 て式 ブ ロ ックか ら集め られ,構 成 され て い る。 これ らの メ ッセ ー ジの中

に は,メ ッセー ジの形 式 と内 容 を示 す'ヘ ッダーllと,メ ッセ ー ジの終 了

を 示 す"終 止 符号'を 含 ん で い る。

(3)INTERFACEに おけ るすぺ ての メ ッセ ー ジは,こ の基 本 の形 に完 全

に 従 っ てお り,メ ッセ ー ジそ の もの の構 成 は 違わ な い が,含 まれ る情報 に

よ って 内 容 は異 る。 各 々の メ ッセ ー ジは,適 当 な フ ィール ドの組 合 せ を集

め る こ とに よ り作 られ る。

(4)主 要 な情 報 に対 して は,"標 準 メ ッセ ー ジnが 設 計 され て お り,必 ず含
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まな け れば な らな い もの と含 め る こ とが 出来 る フ ィール ドの 内 容 の一 覧 表

が定 め られ て い る。

⑤ 標 準 メ ッセ ー ジは,変 化 す る要 求 に合 うよ うに必 須 の 情報 に 加 えて条 件

付 き,も し くは任 意 の 情報 を含 んでい る。

(6)標 準 メ ッセ ー ジは,ど の よ うな 情報 を 送 るべ きか につ い て,送 信 者 に 指

示 し,メ ッセ ー ジの 目的 を確 認 し,あ るべ き情 報 のすべ て が正 し く受信 さ

れ たか を チ ェ ックす る方 法 を提 供 して,受 信 者 を も手 助 け す る もの であ る。

そ の上 標 準 メ ッセ ー ジは,検 討 の 的 と,情 報 の流 れ に対 す る改 善 の的 を提

供 してい る。

(7)更 に,厳 密 に 定義 され た メ ッセ ー ジの他 に,INTERFACEの 一般 的

規則 に従 う'非 標 準的 メ ッセ ー ジ"が あ るが,こ れ らは 標 準 的 内 容 の一 覧

表 を持 って お らず,

① 特 別 の また は.臨 時 の メ ッセ ー ジ と して使 用 す る。

② 国家 的,ま た は 国際 的 標 準 メ ッセ ー ジに よ って は網 羅 され な い,特 別

の要 求 に対 す る,一 つ の型 式 と して 協定 してい る関係 者 の 小 グル ー プ内

で使 用 す る

③ 国家 的,ま た は 国際 的 標 準 メ ッセ ー ジ に よ って 満 され て い る要 求に 先

立 って,新 しい要 求 に対 処す る関 係者 間 で使用 す る。

(8)メ ッセ ー ジの 構成

① す ぺ て の メ ッセ ー ジは,通 常 の処 理 用 か,監 査 試験 用 か あ るい はエ ラ

ー訂 正 用 を 識 別す る ため の ,標 準 ヘ ッダ ー と,メ ッセ ー ジ終 了 の符 号 を

も って い る。 これ ら ヘ ッ ダー と終 了符 号 の間 に,一 続 きの フ ィール ドや

関連 した フ ィール ドの グル ー プが あ って,メ ッセー ジの 本 文 を構 成 す る。

標 準 メ ッセ ー ジに は,ど の よ うな フ ィー ル ドと グル ー プ が存 在す ぺ きか

を規 定 し,定 め られ た メ ッセ ー ジは 次の よ うに分 類 され る。

o必 須 の もの 一堂 に存 在 しなけ れば な らない もの(例 えば 通 関手 続 き

中 の貨 物 の 明細)
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o条 件付 の もの 一 あ る条 件 の も とで要 求 され る もの(例 え ば貨 物 が危

険 品 であ る場合 に は,危 険 品 で あ る 旨の 注 意)

o任 意 の もの 一送信 者 が希 望 す る場 合 に含 まれ る もの

② メ ッセー ジ内 の フ ィール ドと グル ー プの 順序 は,同 じ内 容 の 書類 に表

示 され てい る もの とほ ぼ 一致 す るが,標 準 メ ッセー ジの 厳 密 な順 序 は重

要 で は ない。 これ は 取 扱 い 上 の基 本 的 な特 徴 であ る。

、D:ブ イー ル ド

(1)フ ィール ドの構 成

① フ ィール ドは,メ ッセ ー ジを構 成 す る基 本 的 な ブ ロ ックで あ り,フ ィ

ール ドの セ ッ トか ら選 択 して メ ッセ ー ジを構 成す る。

フ ィール ドは,そ れ 自身 三 つ の 部分 か ら構 成 され て い る。 即 ち②

0

0

0

実例

O

フ ィー ル ドを 識 別 す る た め の フ ィ ー ル ド ・コ ー ド。

デ ー タ処 理 の た め,フ ィ ー ル ドを 区 切 る特 殊 文 字(=+)。,

フ ィー ル ド内 の 情 報

↑
フィール ド・コー ド 情報

③ すべ ての フ ィール ドは,一 組 の 同 じ規則 に従 い,フ ィール ド・コー ド

と特殊 文 字 は,ど の フ ィール ドに も同 じ方 法 で 使わ れ る。 フ ィール ド内

の情 報 は独 立 して お り,そ れ ぞれ個 有 の規 準 に も適合 して.解 り易 い 言

語,あ るいは コー ドで表 示 され る。

(2)フ ィール ド ●コー ド

① フ ィー ル ド ・コー ドは,こ こで 提 案 され て い る標 準 の 中 で最 も重 要な

もの の一 つ で あ る。 提 案 され てい る通 りに 使用 され る こ とが,標 準 の全

体 の構 成 上,必 要 条 件 であ る。

② フ ィール ド・コー ドは組 織 間 で通 信 され る メ ッセ ー ジの 中 に必 ず 存在

す る もので あ り,通 常 の場 合 は デ ー タの 直前 に,長 い リス トの場 合 は リ'

「 一 一ぴ 文字一ーー ー 一丁－T
SHPR=J.SMITH:5COMMERCIALRD:DOVER十
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ス ・の 始 ま る所 に二 度表 示 され る・ フ ・一ル ド'　 ドの存 在 は ・ デー

タを識 別 出来 る よ うに保 証 してい るの で あ る。 従 って,そ れ ぞ れ の メ ッ

セー ジその もの が解 り易 い もの とな って い る。

③ フ ィール ド・コー ドは,人 間 が 識 別す るた めの もの だ け では な く,コ

ン ピ ュー タ処 理 の ため に も重 要 な性 質 を も って い るの で,エ ラー か らこ

擁 守 る ・ とは 重要 な.・とで あ る と同時 に ・記憶 しやす い ‥ ぽ 櫛

こ とは,利 用 者 の 手 助 け に もな る;必 要 最 少 限の桁 数 よ りも,長 い 桁 数

の コー ドを採 用す る こ とに よ、り,、これ等 の 事 が達 成 され た。

④,,上 記 の結 果.優 れ た 記憶 コー ドを 選択 しや す くし,ま た 通 常 の転 記 方

式 で起 るエ ラーに よ り,他 の既 存 の コー ドに変 換 されな い よ ラな コー ド

体系 に な って し}る(チ 手 ッ.ク.,デ ィジットを 使用 す るの と同程 度 の 保 護 が

な され てい る)。

⑤ 記 憶 コー ドを使 用 す る こ とは,必 然 的 に言 語 の問題 を含 ん で い る。 本

予 備報 告書 では,主 と して 英 国 で研 究 が 始め られ た関 係 で,英 語 を基 礎

としてい る。記憶 コー ドをたん念 に選択す るこ とによ り,あ る特定の言

語にた よる・とを避けて・広 範囲にわ たって考騨 牢 と↓珂 能 である・

,酬 設計の酬 におけ る問題点の一 つは・国際的に受け人垣 れ るフ ィ

ー ル ド ・コ ー ドを 見 い 出 す こ と で あ る。

(3)コ ン ト ロ.・一ル ・キ ャ ラ ク タ ー

① 三 つ の 文 字=:+は,コ ン ピ ュ ー タ が,フ ィ ー ル ドや フ ィ ー ノレ ド及 び

デ ー タ を 探 し出 す 場 所 を 示 す 目印 と し て 使 用 さ れ る。

o=フ ィ ー ル ド ・コ ー ドと デ ー タ の 間 にt

o:デ ー タ の 区 分 に(例200:KGの よ うに 重 さの 数 量 と そ の 測

定 単 位 の 間)

o+各 フ ィ ー ル ドの 終 りに

こ れ ら の 目 印 は,他 の 何 れ の 目的 に も使 用 じて は な ら な い 。

(4)フ ィ ー ル ド内 の 情 報
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① 在 来 の ドキ ュメ ンテ ーシ ョン と両 立 す る よ うに 定 め られ た 目的 を達 成

し,更 に基 本的 な通 信 業 務 を コン ピュ ー タ化 す るた めに,各 フ ィール ド

に組 み 入 れ る情 報 に対 す る,唯 一 の必要 な制 約 は ,

oデ ー タの長 さが,決 め られ た 寸 法 を越 えて は な らな い こ と

o使 用 され る文字 が,す べ ての機 械 に 使 用 可 能 で なけれ ば な らない こ

と

で あ る。 この 文字 と寸 法 に関 して は,ECEレ イ ア ウ ト・キ ー あ るいは

JLCD(貿 易書 類 に 関す る共 同連 絡 委 員 会…SITPROの 前 身)マ ス

ター ・ ドキ ュ メン トに使 用 出 来 る もの の 内,何 れ か短 い方 の長 さを設 定

す る よ うに提 案 され て お り,キ ャラ ク ター ・セ ッ トは殆 ど一一般 的 に,テ

レッ クスに使 用 され てい る もの であ る。

② フ ィール ドに 記載 す るデ ー タの 表 現 につ い て,ガ イ ド・ラィ シを要約

す る と次 の とお りで あ る。

o数 量 に関 す る デ ー タ:数 量 を表 わ す 標 準 的方 法 を 採用 すべ きであ る。

oコ ー ド化 され た デ ー タ:コ ー ドの標 準 的 な翻 訳 文 を使 用す べ き であ

る。

o長 い普 通 言語 の デ ー タ ・フ ィール ド:も し必 要 な らば,該 当す る コ

ー ドに対 し,そ れ ぞ れの フ ィール ドに 併 せ て,普 通 言 語 の形 式 で 記載

す る。

o短 い 普通 言 語 の デ ー タ ・フ ィール ド:標 準 的 な 普通 言語 の形 式 を認

め る。

o自 由型 式 の フ ィール ド:注 釈 の た め"TEXT情 フ ィール ドを使 う

(例TEXT=THEREISDOUBTABOUTTHE

CLASSIFICATIONOFTHISCONSIGNMENT十)。

③ フィール ドの用 語 解 説 書 が作 られ な けれ ば な らない。 この用 語 解 説 書

は,そ の フ ィール ドが何 で あ るか を 詳細 に説 明 し,そ の意 味 を 明確 に定

義 して,フ ィール ド ・コー ドを 明記 す る と共 に,そ の 型 式(普 通 言 語

/コ ー ド/長 さ/範 囲等)を 指 定す る。 この用 語 解 説 書は 新 しい フ ィー
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ル ドを追加 した り,古 い もの を変 え る こ と も出来 る。 各 フ ィール ドが独 立

して,は っ き りと識 別 され て おれ ば,必 要 に 応 じて容易 に 変 え る ことが

出来 る。

④ 複 数 の フ ィール ドを グル ー プに ま とめ なけ れ ば な らない場 合 があ るが.

これ に対 して も準 備 が な され て い る。

E:特 別 の 形 式

(1)前2・2節 に て示 され て い る必要 条 件 と,調 和 の とれ な い組織 もい くつ

か あ る。 これ 等 の組 織 は 非 常 に特 殊 な要 求 を も ってい る。 この よ うな メ ッ

セ ー ジが 生 じた場 合 は,融 通 性 は あ ま り重要 では な く,例 えば チ ャネル 等

の 容 量 が 遙 か に重 要 で あ り,メ ッセー ジに関 して は,内 容 の表 現方 法 が よ

り本 質 的 問題 で あ る。

② この よ うな状 況 に あ って は,利 用 者 の グル ー プは,彼 等 自身の 間で の通

信 に 関す る協 定 に基 づ い て,特 別 な 形式 を 設 け る こ とが 出来 る。 そ の場 合

に は,次 の規 則 を守 らな けれ ば な らない。

① 特 別 の形 式 に関 す る全責 任 は,そ の メ ッセ ー ジの利 用 者 に あ る。

② 特 別の メ
,ッセ ー ジ も,普 通 の メ ッセ ー ジに 適合 しな けれ ば な らない。

また一つの ものか ら他の ものへの変換が 自動的に処理 出来なければな ら

ない。

③ 特別の形 式は,そ れを使用す ることを認 めた使用者間の任意の手段 と

して履 行 され るべ きで.こ れ を使 用 す る者 は,他 の利用 者 か らは基 本的

な形 式 で メ ッセ ー ジを 受け取 り,ま た必 要 に応 じて同様 に基 本 的 な形式

で ア ウ ト ・プ ッ トしなけ れ ば な らな い。

■

F:利 益

(1)以 上 述べ た よ うに,こ の処 理 方法 は.国 際貿 易 にお け る関係 者 の 代表 に

よって提 起 され た,必 要 条件 に 適合 す る よ うに開 発 され た もの で あ る。 あ

る一 つ の規 準 に対 す る要 求 が,こ れ 迄 以 上 に差 し迫 った もの に な ってい る。

この規 準 が,使 用 者 の 言 う要 望事 項 に応 じられ る よ うに な り,こ の 方法 が

本 当の 利 益 を もた らす もの と期 待 され る。
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(2)INTERFACEが,あ る特 定 の 組 織 に よ って,特 定 の利 益 を 求 め る と

い うよ うな,特 別 の状 態 で利 用 され る と して も,今 の段 階 では 利 益 につ い

て,漠 然 と しか述べ られ ない が,次 の よ うな利 益 が 見込 まれ る で あ ろ う。

① 機械 処 理 出来 る形 式 に,情 報 を 自由 に変換 す る こ とに よ り,多 量 の デ

ー タを 作成 す るた め の 準 備 作業 を 軽 減 し,も し くは,回 避 す る。

② 最 初 の 開発 費用 その 後 の 保 守 費用 を 最少 限 にす る よ うな,研 究 方法 が

,採 用 され て い る。

③ 新 しい発 展(一 層 合 理化 され た 商 習慣 や.新 しい政 治 的規 制)は 殆 ど

障 害 な く調 整 出来 る。

④ 最 初 の プ ログ ラ ミン グの 時 間 と費 用 は,他 の コン ピ ュー タ適用 事務 に

, .些校 して恒 高 い もの とな って も・ その後 の プ ・ グラ ム修 正 ぽ す る時

、間 や 費用 が 低 くな るは ず で あ る。 ・ 、,

⑤ 矛 盾 の ない 規準 は,イ ン プ ッ ト/ア ウ ト ・プ ッ ト用 の そ れ ぞ れ の プ ロ

グラ ムが,如 何 な る機 関 との イ ソタ ー7エ ースにも使 用 出 来 る こ とを 意味

して い る。・ ,、

、⑥ そ の 他 システ ム設 計 が簡 易化 され る点,非 常 時(一 つ の コ ン ピ ュー タ

が故 障 した場 合)に お け る他 の コ ン ピュー タに よ りBackup－ 手 作 業 に

'
、 代 って プ リン トア ウ ト等 一出来 る等 々。

(3}実 際 上,出 来 るか ぎ り規 準 を1,中 立化"す る よ うに 設計 され て お り,利

益 を 平 等 に広 く提 供 して い る。 即 ち三 つ の会 社 を他 の もの よ りも有 利 に扱

う よ うな こ ともせ ず,大 規 模 の関 係 者 も,小 規 模 の関 係 者 も特 別有 利 に扱

うこ と もな い。 ・

(4)規 模 の異 る組 織 の利 益 と して 考 え られ るこ とは,

① 小規 模 の組 織:最 少 の費 用 で 他 の シス テ ム と通 信 出来 る こ と。

② 中 規模 の 組織:必 要 条 件 を単 純 化す る こ とに よ って.デ ー タ ・プ ロセ

ッシン グ(DP)が 導 入 出来 るこ と。

③ 大規 模 の組 織:通 信 の 高度 の一 貫性 は,高 性能 の 装 置 を 効果 的 に 使用
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す る こ とを可 能 に し,大 規 模 の組 織 が 扱 い難 い,非 常 に まち ま ち で,量

の 少 ない形 式 の 通 信 の範 囲 を極 力 少 な くす る こ と。

㈲ 要 約す れ ば,こ こに提 案 され て い る規 準 は,実 際 の費用 が低 い こ と,開

発 に際 しては,具 体 化 や 修 正 が容 易 で あ る とい う特徴 を持 って い る。 更 に

異 った利用者や,環 境 の変化 に対 して,最 大 限の 融 通性 を与 え てお り,一 方

で は非 常 に簡 易 化 され た 通 信 を助 成す るの に十 分 な適合性 と一 貫 性 を 保 っ

て い る。

2.2.4推 進 方法

(1)第1章 に て,INTERFACE計 画 の経 緯 に つ いて簡 単 に 触 れ た が,

INTERFACEプ ロ ジ ェ ク トの 将来 の 発 展を 考 慮す る前 に.更 に,こ れ

までの発 展経 緯 を 要 約す る と次 の とお りで あ る。

① メ ッセ ー ジ規 準に 対 す る具体 的方 法 は,国 際 貿易 に おけ る関 係 者 の さ

まざ まな部 門か らの 専 門 家 と コンサル タ ン トの 共 同作 業 に おい て 準 備 さ

れた。

② 具 体 的方 法 が 実 現 出来 る よ うに 試験 され て,模 範 的 規 準 が設 計 され た。

③ テス ト用 及 び 本 番用 に準 備 され た デ ー タ と,受 信確 認 及 びINrERFACE

メ ッセ ー ジへ の 返信 用 に書 か れ た コン ピ ュー タの プ ロ グラ ムを 使用 して,

実 地 に(12の 形 式 の約200件Z)メ ッセ ー ジが14の 組 織 の 間 で伝 送

され て)試 験 が実 施 され た。 そ の結 果,こ れ まで促進 され 十 分 に評 価 さ

れ て い る。

(2)SITPROは,今 やINTERFACE提 案が,一 層広 く公 の 場 で検討 さ

れ,批 評 され る価 値 があ る と考 えて い る。 そ のた め には,現 段階 に お い て,

このINTERFACEプ ロジ ェ ク トの性 格 が十 分 に 理解 された こ とが 基 本

的 問題 で あ る。 今 迄 の ところ,ま だ シス テ ムは 出来 てい な い が,現 状 に お

い て,規 則 は,多 目的 の ため の一 つ の 作業 手 段 を提 供す る こ とが 出来 る。

しか しなが ら確 定的 な 勧告 が 作 られ る前に,運 用 可 能 な環 境 の,幅 の広 い

範 囲か ら,積 極 的 な研 究 調査 が 行 われ なけ れ ば な らな い。
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(3)INTERFACE発 展 の次 の 段階 は,力 関 係の 衝 突 で あ る。 国際貿 易 や

輸 送 の 目的 で,デ ー タの 流 れを 処理 す るた め に,ADPシ ステ ム を利用 せ

ざ るを 得 な い場合,取 引 き数や 公 共 の利 益 を 速 や か に増 大 させ る よ うに,

実 際 的 な保 証 と援助 が施 され るべ きで あ る。 ・

(4)SITPROは 現 在,INTERFACE'の 簡 略化 の 原理 と振興 に 積極 的 に

関 心 を 示 して い る他 の 国 内の組 織 及 び 国際 的 な組 織 と,多 角的 に 検討 作 業

を 開 始 して い る。

(5)SITPROは.英 国 の参 加 者 に よ って示 され た 国際 貿 易 に おけ るIN-

TERFACE計 画 とそ の 実験 の概 要 を,強 力 にか つ 広 く推 し進め て い る。

他 の組 織 また は会 社 が.将 来,ど ん な設 計 の作 業 で も.実 行す る前 に,現

在 の 環 境の 中 で もINTERFACE処 理 方法 を 実験 しよ う とすれ ば,そ れ

は 可 能 で あ る。 この よ うな場 合,最 初 にSITPROと 交 渉す れ ば 調整 方法

を 確 保 で き,さ らに実 験 に よ って得 られ た経 験 が示 唆 して い る修正 や 改善

策 を一緒 に調 査 す る こ とが 出来 る。

(6)こ れ らSITPROの 調査結 果 は,適 当 な 間隔 を も って,適 宜ECEお よ

びICCの 会 議 に報 告 され る。

(7)こ の 目的 は3年 以内 に,INTERFACEを 国際 的 に受 入 れ られ る内容

に す る こ とで あ る。 この3年 とい う時 間 の尺 度 は,プ ロジ ェク トが必要 と

す る支持 が,潜 在的 な利 用者 か ら も得 られ る こ との原 則 に よ る もの で あ り,

も しプ ロ ジ ェ ク ト ・メンバ ー の大 多 数が,作 業 の 中 断を余 儀 な くされ た場

合 は,そ の ギ ャ ップを予 測 す るこ とは 出来 な い。

(8)SITPROは.今 後 ともINTERFACEプ ロ ジ ェ ク トの全貌 を.広 く

一 般 に公表 す る予 定 で あ るが,シ ス テ ムの詳 細 や,国 際 的 協 議の 発展 に関

して,多 くの修 正 が 必 要 で あ る こ とは 疑 うぺ く もない。 しか しなが ら基 本

的 な方 法 が妥 当な もの で あ れば,将 来 の 適応 性 に対 す る必 要 性 を照 し合せ

て,規 則 を設 計す べ きであ る。

2.2.5要 約
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(1)INTERFACEの メ ッセー ジ規 準 と原型 の具 体 的処 理 方法 が 準 備 され

て い る。

② この規 準 と原 型 は,理 論 的及 び 実際 の試験 に 従 ってい る。

(3)こ れ らの 規 準 は,技 術 的 な重 要 性 を認 め て は い る が,技 術 的 な効 率 よ り

は む しろ,簡 易 化,融 通 性 及 び広範 囲に わ た る適応 性 に 重点 を置 い てい る

(4)機 械 化 に必 要 な 制約 が 守 られ る一 方,手 作 業 で も容 易 に処理 出来 る よ う

な規 準 の開 発 に 重 点 が置 れて い る。 、

㈲ テ レ ックスや,同 じよ うな機 能 を も った 機 械 が,要 求 に合 った最 低 限 の

装 置 と して考 慮 され て い る。

(6)す ぺ ての メ ッセ ー ジは.組 立 ブ ロ ックの よ うに,標 準 的 フ ィール ドを組

合 せ て構 成 され る。

(7)メ ッセ ー ジ の どの フ ィール ドも,そ の メ ッセ ー ジの 中で は,別 々 に識 別

され な けれ ば な らずか つ,す べ て の項 目は,そ れ ぞ れ独 立 して 明 確 な意 味

を もつ もの で あ る。

(8)メ ジセ ー ジ には,"標 準 メ ッセー ジ"と"非 標 準 メッセ ー ジ"と が準 備

され てお り,い ず れ も規 準に 従 うもの で あ る。

⑨ 完 成 まで に は,ま だ多 くの作業 が 残 ってい る。 と りわ け標 準 形式 を完 全

に 運 用 出来 る シ ス テ ムに転 ず る技 術 的 な 作 業 に取 り組 まな けれ ば な らず,

更に,国 内 お よび国 際 的 協 議が行 わ れ なけ れ ば な らない 。

2・3ま と め

当調 査 専 門委 員 会INTERFACE研 究 会 に て検 討 した結 果 を まとめ る と次

の とお りで あ る。

(1)情 報 の 交換,処 理 等 は 関 係企 業 で独 自の発 展 を 遂 げ てい るが,INTE-

RFACEで は これ に 規 準 を設 け て,統 一 的 に ど う対 処 す ぺ きかを そ の方 法

につ い て提 案 してい る。

(2)こ の 提 案 につ いて,SITPROで 研 究 され た 経 緯 を十 分 に踏 まえ て,そ
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の 必 要性 を検討 すべ きで あ る。

(3)情 報 の機 密 保 護 に つ い て は;別 途 切 り離 して検 討 す べ きで あ る。

(4)INTERFACEは,技 術 的,機 械 的 結合 の 問題 のみ な らず,む しろ そ

れ に 盛 り込 まれ る伝 送 内容(メ ッセ ー ジ)が 主 な る問 題 で あ り,そ の 面 か

らの 検討 が重 要 であ る。

㈲ 特 定 の 企業,組 織 に と って利 益 に な る もの で は な く,業 種,企 業 の規 模

の大 小 に関わ りな く利用 者 に有 益 で あ り,か つ 効率 的 で なけ れ ば な らない。

(6)INTERFACEに 使 用 され るキ ャラクター ・セ ッ トに関 しては.使 用 す

る媒 体(伝 送,処 理)に 影 響 す る もの で.最 低 の レベ ル の媒 体 で も使 用 出

来 る ものが 規準 と して設 定 され るべ きで,そ れ以 上 の高 級 の レベル を規 準

にす る こ とに は問 題 が あ る(INTERFACE提 案通 り)。

この 問題 に つい ては 別途 調査 す べ きで あ る。

(7)フ ィール ド ・コー ド設 計(組 立)の 原理 を更 に検 討 す る必 要 が あ る。

SITPRO提 案 に よれ ぽ,フ ィール ド ・コー ドを4桁 に したの は'(㎜

DIGITと 同等 の 機 能 を もたせ た"と あ るが;こ の 点に つ い て も'更に検 討

を 要 す る。

(8)エ ラ ー訂 正 に関 して,相 当 に 検討 され てい るが,手 作 業に よ る場 合 と,

ADPに よ る場合 とでは,必 然 的 に手 続.方 法 が異 るは ず で,こ の 点 につ

い て,本 提 案(報 告 書)だ け では不 明 な点 が あ る。

(9)本 報 告 書(INTERFACE提 案)に お～・て は,例 と して,輸 送 関 係の メ

ッセ ー ジ交換 の実験 結 果 が報 告 され て い るが,こ れ が,更 に 他 業 種(例 え

ば,銀 行,保 険及 び 日本 の 場 合 の よ うな総 合 商 社 の商 取 引 き)に 関 わ る メ

ッセ ー ジ交換 に適用 す る場 合,個 々の必 要情 報 を すべ て フ ィール ド ・コー

ド化 す る とな れば この 数 が膨 大 な もの とな り,実 用 的 で な くな る恐 れ が あ

る。

側 デ ー タ伝 送,メ ッセ ー ジ交 換 に お いて,エ ラー ・チ ェ ックシ ステ ムが不

完 全 で あ る と,一 般 的 に 利 用 し難 い 問題 が あ る。 一 旦 受 信 した もの を 全 部
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送信 側 へ送 り返 して,原 メ ッセー ジ と照合 す る こ と も考 え られ るが.い ず

れ に して も正 し く伝 送 され たか 否 か を速 や か に確 認す る方 法 も必 要 に な る

で あ ろ う。

⑪ 現状 では,各 国 聞 及 び 各 企業 間 で伝 送 され てい る情 報 の範 囲 が 明確 に さ

れ てい ない。 この 範 囲 を 明確 に し,送 受 信者 双 方 の メ リッ トが 明 らか に な

ら ない と,異 種企 業 間 の メ ッセ ー ジ交換 は 実施 され難 い 。

以上検 討 結果 の 要 点 を と りま とめ た が,上 記の 項 目以外 に も細 か な点 に おい て

特 に技 術 的記 述(こ こでは 記 載 を省略 した が)に つ いて 疑 問点 や 問題 点 が 指

摘 され たが,本 調 査 専 門委 員 会 と して は研 究 を始 め たば か りで あ り,ま た机 上

の検討 の域 を 出 てお らず,こ れ 等の 諸 問題 点 につ い ては 今後 の研 究(出 来れ ば

メ ッセ ー ジ交換 の 実験 を 行 った)結 果 を待 つ こ と とした い。 又,い ず れ に して

も,INTERFACE提 案 は,価 値 の あ る もの で,こ れ の 具体 的利 用 促 進 は,

それぞれ独 自の方法 で情報 の交換/処 理 を行 ってい る個 々の企業が共同統一化

するときの一つの基準にな るもの と判 断す る。
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TRADE/WP.4/GE.1/R.38

付 録 一1

付 録

A.図 解

図1一 メ ッセ ー ジ の 実 例

典型 的 な メ ッセ ージが,ど の よ うに組 立 て られ るか を 示 す。

ブ ッキ ン グ
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CYDN=URUGUAY十
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図2一 構造 の独 立

INTERFA℃Eの 提 案 で,次 の よ うな二 つ の フ ィール ドに よって説 明 さ

れ る。

NPAK=7十PACK=TEACHESTS十

(梱 包 の 個数)(荷 姿)

自己説 明 的 で かつ 独立 して い る。 これ と対 照 的 に,メ ッセ ー ジに関 す る取 り

決 めの 中 で.数 量 と,ア ル フ ァベ ッ トの 記述 との相 違 につ い ては,そ の特 色 が

確 立 され て い る。

7TEACHESTS

|
数値 か らアル フ ァベ ッ トへ の変 り 目は

次 の フ ィール ドが始 まる こ とを示 す 。

後 者 の場 合,こ の 特異 性 を維 持 しよ うとす れ ば,50GALDRUMSの よ

うに記 述 出 来 ない。 従 って現 状 で は,次 の よ うに二 つ の フ ィール ドに よ って表

現 され る。

750GALLONDRUMS

1'

アル フ ァベ ッ トか ら数値 へ の 変 り目は

誤 って フ ィール ドを 分割 す る。

複 雑 で 変化 して い る 状態 では,こ の よ うな制約 が増 大 し,プ ロ グラ ムを複 雑

に し,進 行 を妨 げ る。

INTERFACEel,こ の よ うな問 題 を無 くす るため に 設計 され てい る。
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図3一 媒体の独立性

メ ッセ ー ジを 構成 す る一連 の 文 字 は,

る。

従 来 の 書類 の この 部分

どん臓 置が伝達 しようが同 じであ

GROSSWEIGHT

(Spec、fykil。,。r"IC,.)

は,"GRWT=500:KG十"と 型 式 に記 入 され る。

異 る機 械 は,そ れ ぞれ異 った 方 法 で,こ れ を伝 達 す る。

す な わ ち,

1テ ・・ク畷 械の司

伝達 された信号

コ ン ピ ュ ー タ の 例 ～
伝送 された信号

◎
テ ー プの例

そ れ ぞ れ の信 号 は 次の よ うに な る。

GRWT=500:KG十

'/V▽ ▽ ∨ ＼

テー プの穿孔

['∴ ◆'‥ 「
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次 に 何 が 続 くか,ま た コ ン ト ロー 伝送 され るべ き デ ー タ 終 了

ル ・キ ー と して 作用 す る識 別 文節

メ ッ セ ー ジ

'

MessageHeader: CSEE=LEFGARACE:TOU1ρN十 ECMS十 十

㎜SPEE[WELLrト GDSD=SPARKPLUGS十

SERLF12345十 PACKii=(}RATES十

FRO～ 卜CARMAKERS十 NPAK=2十

TYPI}=SHIPINST十 N㎜=120:KG十

杵 etc.
`

IDENTIFYINGsectionto DATAthatistobe ㎜
showwhatfollowsand conveyed

actasakeyforcontrol

フ ィ ー ル ド FieldCode: 120:KG 十

㎜=

ー

N

O
ー



図5一 標 準 メ ッセ ー ジ

[1[91!E・ ・セージ

ー メ ッセ ー ジに 関す るす べ て の規 則 に従 うこ と

一公 式 に定 め られ た内 容 目録 を持 って い る こ と

例:ブ ッキ ン グ ・メ ッセ ー ジの 削除(11REJTBOOK")は 次の よ うに規 定 さ

れ る。

ヘ ッダー … … 必須

ユニ ー ク ・コ ンサ イ メ ン ト・ リフ ァ レンス%… … 条件 付 き

運 送取 扱 い 業者 証 明書 … … 必須

送信 者 名 … … 任 意

終 了 … … 必 須

次 の ご と く表 示 す る。

UNTO=FASTRRANSPORT十

SERL=136十

FROM≒SEALINE十

TYPE=REJTBOOK十

十十

㎜F=S]L/1964十

EOMS十 十

図6一 非標 準 的 メ ッセ ー ジ

A.非 標 準 的 メ ッ セ ー ジ:

一 メ ッセー ジに 関す るすべ て の規 則 に 従 うこ と

一 公 式に 定 め られた 内 容 目録 を持 た な い
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一
例:特 殊 メ ッセ ー ジ(,ESPECIALT)は 次 の よ うに 表 わ さ れ る。

UNTO=・FASTTRANSPORT十

SERL=137十

FROM=SEALINE十

TYPE=ESPECIAL十

井

PURP=CONFIRMRECEIVINGDATES十

SPNM≒WAYFARER十PTLD=LIVERPOOL十

DTRC=740417:740421十

■

EOMS十 十

B.メ ッ セ ー ジの 実 例

メ ッセ ー ジ明細 書 の例

メ ッセ ー ジ名:ブ ッキ ン グの受 諾

メ ッセー ジ識別 符 号:ACPTBOOK

メ ッセ ー ジ の 記 述 メ ッセ ー ジ の フ ィ ー ル ド

、

これ は 運送 取 扱 い 業者 か らの照 会 に

対 す る,船 会 社 または 代 理店 の返 事

注:相 互 チ ェ ックの た め,メ ッセー

ジで積 送 証 明 書の 明 細 が繰 返 さ

れ る こ と もあ る。

M/♂ フ ィー ル ド名

M ヘ ッ ダ ー

M 主要運送者

M 船 名

M 埠 頭

M 船 積 港

M 陸 揚 港

C 運送取扱い業者

C 一 〃一 証 明 書

C
ユ ニ ー ク ・ コ ン サ イ メ ン ト ・

リ フ ァ レ ン ス

M メ ッセ ー ジ の 終 了

*M=必 須項 目,C=条 件 項 目
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使用例

UNTO≒RTEADYSHIPPINGSERVICE十

SERLF=24/AI〆78十

FROM≒ACORNLINE十

TYPErACPTBOOK十 、

井

MNiCRrACORNLINE十

SPNM≒ENGLISHACORN十

QUAY≒KINGS+

PTLD≒LIVERPOOL十

P'rDS=QUEBEC+

UCRN』43846/t21十

1照SS/A1ン イ21十

ECMS十 十

メ ッ・セ ー ジ ・明 細 書 例

メ ッセ ー ジ名:非 流 通 船荷 証券

メ ッセ ー ジ ・コー ドMOUNEGBL

メ ッセ ー ジ の 記 述 メ ッ セ ー ジ の フ ィ ー ル ド

伝 送 そ の もの が,認 証の 問題 と

は 関係 が な い の で,こ の非 流 通

船 荷証 券 が表 示 され て い る。

ヘ ッ ダーに よ って指 名 され てい

る よ うに,船 会 社 と運 送 取 扱い

業 者 間 の伝 送 例 が示 され て い る。

注:メ ッセ ー ジの続 き,す なわ

ち デ ー タは メ ッセ ー ジの他

の どんな伝 送方 法 に も共 通

な もの であ る。

M/C .フ ィ ー ル ド 名

M ヘ ッ ダ ー

M 荷送人

C 荷送人証明書

C 運送取扱い業者証明書

M 荷受人

M 着荷通知先

C 地方輸送

C 船積港(国 内)

M 船名(主 要)

M 陸揚港

M 最終仕向地
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,

'

M B/L%

M 船会社

M 運賃支払地

M オ リジ ナルB/L数(枚 数)

M マー ク及 び 数

M 梱包の数

M 荷姿の記述

M 品 目の記述

M 総重量

M 容 積

C コ二一 ク・コンサイメン ト.リ ファレンス ノ吃

M メ ッ セ ー ジ 終 了

使用 例

UNTCPAIREAFDRVVARDERBIRMINGHA]N,F-

SERL=730724/!'21十

FROWt≒EURASIAN】 しINE十

TYPE≒NONNEGBL十

寸

SHPR=MIDLANDMOTORS十SHRF≒HK/24/37十

FWR剛347十

CSEE}≒PRESTIGECARSCANBERRA十NOyr'F≒ASABOVE十

LCTR=RAIL十

PTPドLI-SPNMANTHEA十

十FNDN=CANBERRA十

NBLS=6十MNCR=BURASIANLINE十

FPAT≒LIVERPOOL十NBLS=3十

GDO1==

MKNO・MIDLANDlvDTORS十CANBERRAVIASYDNEY3732十

NPAK=2十PACKi=CRATES十
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GDSD≒N,レVSPARE:BODYPilLRTS十

G醐=820:1(G十 ㏄BE=16:M3斗 十

GDO2=

MKNCPMIDLAND.UmRSCANBERRA:VIASYDNMY:2740tO41十

NPAK・=2十PACK=CARTONS十

GDSD≒M/VSPARES:SPARKPLUGS十

G醐 ≒25:KG十 四BE=2.5:M3十 ト

TGRW」845:G十TCUB≒16.5:M3十

EOMS十 十

C.フ ィ ー ル ド ・ コー ドの 索 引 例

この 索 引 は,実 例 に使 わ れ た フ ィール ドをす ぺ て網 羅 して お り,ま た 記憶 コ

ー ドが どの よ うな もの で あ るか を 説 明 してい る。

ACIN

AWBN

AWCH

BLDN

BTNC

BUYR

CANR

CHWT

CLUS

CNRN

CNWT

CRLF

CSEE

CORF

CUBE

エ ア ・ウ ェイ ピル に 関す る 「会 計情 報 」

エ ア ・ウ ェイ ビル 廠

航 空料 金 コー ド

B/L

BTN商 品 コー ド

バ イ ヤー

通関 番 号

課料 重 量

条 項/裏 書 保 証

コンテ ナ%

コンテ ナ重 量

キ ャ リ ッジ ・リタ ー ン

荷 受人

原 産地 証 明書 参 照面

立.方
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D

R
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L

D

M

B

L

N

D

A

O

A

D

R

S

W

U

L

T

S

Y

Y

L

L

N

T

T

T

U

V

N

O

X

X

L

N

P

R

T

W

W

D

R

A

M

C

I

C

C

D

D

D

D

D

D

D

D

E

E

E

E

F

F

F

F

F

F

F

G

G

H

I

L

L

*

*

*

*

仕 向国

原産地

削 除

引渡先 の住所

危険品の警告

通関 日

書類発行 日

搬入 日

代理店への支払額

申告運賃

伝 送指示記号のインターフェイスの終了

メッセー ジの終了

輸出者 の銀行

輸出許可書%

フライ ト面

最終仕 向地

支払運賃

メ ッセージの発信人

運賃の額

フォ ワーデ ィング ・エージェン ト

エ ー ジェン トの身分証

物 品の説 明

グロス重量

地方運送人 または運搬者

輸入許可書%

地 旙 送

メ ッセ ー ジに おけ るデ ー タ ・リス ト
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P
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E
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C

R

G

N

L

W

X

A

W

V

W

F

W

I

C

A

C

D

W

C

N

D

L

R

A

T

C

N

P

S

K

B

B

M

P

P

S

S

T

T

R

A

P

K

L

P

R

R

T

T

U

U

A

T

M

M

M

M

N

N

N

N

N

N

N

N

N

O

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

Q

R

R

主 要 連 送 人

輸 入 者 の 身分 証

メ ッセ ー ジ(DLETと 共 に用 い る)

マ ー クお よび数

オ リジ ナルB/Lの 数(数 値)

オ リジ ナルB/Lの 数(言 葉)

NIMEXE(商 品 コー ド)

梱 包 品 の 箇数

梱 包 品 の 箇 数(言 葉)

保 険 金(数 値)

保 険金(言 葉)

着 荷 通 知 先

ネ ッ ト重量

メ ッセ ー ジ作 成者

梱 包 品 の 説 明

港 税 預 金 口座番 号

梱 包 品 コ ー ド

船 積 地(国 内)(地 方船 積 港)

前払 運 賃

価 格

イ ンボ イ ス価 格

陸揚 港

船 積 港

メ ッセ ー ジ(非 標 準)の 目的

ドック ・埠 頭 または 駅

料 率/料 金

料 率/等 級
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RUTE

SERL

SHPR

SHRF

SITC

SLOC

SPNM

SPRG

*STRX

TCUB

TDLY

TEXT

TGRW'

TNTW

TPAY

TPPY

TYPE

UCRF

UNPR

UNTO

VYGN

*

ル ー ト

メ ッセ ー ジの通 し番 号

荷 送人

荷 送人 の身 分 証

国際貿 易 の標 準分 類

積 込 の位 置/船 の構 造 に 関す る参 照

船 名(主 要)(船 舶 名)

登 録 船

イ ン ター フ ェイス 開始 指 示 記 号

総立 方
'

引渡 条 件

自由形 式 テキ ス ト

総 グ ロス 重 量

総 ネ ッ ト重 量

支 払条 件

総 前払 金

メ ッセ ー ジの 種類

ユニーク・コンサイメント・リファレンス.%

単 価

メ ッセ ー ジの 受取 人

航海 ナ ンバ_

INTERFACEコ ン トロール 記号
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3.チ ェ ッ ク ・デ ィ ジ ッ トの研 究

3・1審 議 項 目 と し て 採 択 さ れ た 背 景 及 び ニ ー ズ

19・74年10月1～2日 に 開催 され .tc国 際貿 易 手続 簡 易 化 部会 のADP・

コー デ ィ ン グ専 門家 グル ー プ第8回 会合 での 議 題 は大項 目で,次 の よ うな もの

で あ った。

①INTERFACE問 題 ②特 定 のADPシ ス テ ムの 紹介 ③ADP関 係用

語 の定 義.④ 手 工 ック ・デ ィジ ッ トに ょ るオ_ト マ テ ィ ック.デ_タ.コ ン ト

ロー ル ④ コーデ ィン グ ⑤ そ の 他

この よ うにチ ェ ッ ク ・ディ ジ ッ トは一 つ の議 題 の項 目と して 取上 げ られ検 討

され て い る。 実 は チ ェ ック ・デ ィ ジ ッ トが議 題 の項 目と して採択 され た のは

1973年10月17日 ～18日 のADP・ コーデ ィン グ専 門家 グル ー プの 第

6回 会 合 で あ る。

チ ェ ック ・ディ ジ ッ トが 審議 項 目と して採 択 され た背 景 ・ニ ー ズに は 次 の よ

うな こ とが考 え られ る。

① 基 本 的 に国際 貿 易 情報 が 国際 間,国 内間 の各 企業,各 種 機 関 に また が っ

て 伝達 され る以上 は,そ の シス テ ム設計 に あた って当 然 の こ とな が らデ ー

タの 信頼 性 が 社会 的 に も,経 済 的に も,法 的 に も要 求 され る。

② 又,上 記 の 情報 処 理 に つ い てADP化 を も前 提 と して い る 以上,ADP

は1回 の デ ー タ ・イ ン プ ッ トで 何種 類 もの フ ァイル を 更新 ・作 成 し,帳 票,

統 計 リス トを作成 す る。 又 あ る種 の デ ー タは効 率 を考 慮 し,コ ー ド化 が 要

求 され る。 コー ド化 され た 場 合,人 間 は そ の意 味 を よみ と りに くい。 従

ってADPに よる処 理 を前 提 と した場 合,イ ンプ ッ ト・デ ー タの 信頼 性 が

特 に要 求 され る。

③ADP・ コーデ ィン グ専 門家.グル ー プの 会 合 で,数 種 の デ ー タ ・エ レメ
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ン トの コー デ ィ ン グ(コ ー ド化)に つ いて 検討 が 始 ま って い る。 チ ェ ック ・

デ ィ ジ ッ トを 必要 とす る デ ー タ ・エ レメン トは,そ の分 を 考 慮 した コー デ ィ

ン グ(コ ー ド化)が 必 要 であ る。

④ 当然 の こ とな が ら各 国,各 企業,各 機 関 と もバ ラバ ラで異 る方式 の チ ェ ッ

ク ・デ ィ ジ ッ トで は デ ー タ ・コー ドの チ ェ ックに際 し解 釈 が で きず役 立 た な

い。 従 ってそ の 標 準化 の 検討 が要 求 され る。

以上 の よ うなADP・ コー デ ィン グ専 門家 グル ー プに よる会 合 での 背 景及 び ニ ー

ズに も とづ き,1973年10月17～18日 の 第6回 会合 で審 議項 目 と して採

択 され た もの と考 え られ る。

3・2作 業 経 過

3。1で も述べ た よ うに,チ ェ ッ ク ・デ ィ ジ ッ トに よる デ ー タ ・コン トロール に

つ い て,1973年10月17～18日 の 国際 貿易 手続 簡 易 化 部会 のADP・ コー デ

ィン グ専 門家 グル ー プ第6回 会合 で 作業 プ ログラ ムの見 直 しが行 わ れ た際 に 新 し

く追加 項 目と して と りあ げ られ る こ とが 決 定 され,フ ィン ラ ン ド代 表 が スエ ー デ

ン と米 国 との 協 力 に よ り検 討 す る こ と を引受 けた の で あ る。

1974年5月8日 ～10日 に 国際 貿 易手 続簡 易 化 部会 のADP・ コー デ ィン グ専

門家 グル ー プの 第7回 会 合 で フ ィン ラン ド代表 よ りチ ェ ック ・ディ ジ ッ トの使 用

に よ るデー タ ・コン トロー ル につ い ての 検 討結 果 が紹 介 され,問 題 の 深 さに つ い

て更 に検 討す る必 要性 が強 調 され た。 第7回 の 会 合 に さ きが け て フ ィ ン ラン ド国

際 貿易 手続 委 員会 の予 備 報 告書 と して1974年4月30日 付 で,各 国の 専 門 家

グル ー プに対 して 「チ ェ ック ・デ ィジ ッ ト使用 に よる デ ー タ ・コン トロール ー

フ ィン ラン ド代 表 団 予 備報 告 書 一 」 が 配 布 され て い る。 本報 告 の 研究 内容 に つ

い て は(3)研 究 内容 及 び 問 題点 で述べ る。

フ ィン ラ ン ド代表 は 最 後 に チ ニ ック ・ディ ジ ッ トの使 用 は エ ラーを さけ るた め

に非常 に 重要 な方法 で あ り,標 準的 な方 法 を開 発 す る こ とが 必要 で あ る と結 ん だ。

これ に対 レ各 国 の 発 言 は 以 下 に要 約 され る。
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① スエ ー デ ン代表 は(こ の項 目に つ い て フ ィン ラ ン ドと責 任 を 分担 してい

る。)興 味 あ る フ ィ ン ラン ドの研 究 は チ ェ ック ・デ ィ ジ ッ トに 対 す る必 要

性 を確 立 して い る と発 言 した。

② 米 国代 表 は また この項 目につ い て フ ィンラ ン ドと共 同責 任 を も ってい る

こ とを説 明 し,非 常 に興 味 あ る研 究 に対 し フ ィン ラ ン ド代表 に感 謝 した。

チ ェ ッ ク ・デ ィ ジ ッ トは高 度 な技 術 的 問題 で あ り,多 くの異 った 専 門家 が

関連 す る。 次の10月 の会 合 で 更 に コメン トを お こな うと発言 した。

③:UIC(国 際 鉄 道 連 盟)の 代表 は,彼 の機 関 で 開発 され た チ ェ ック方法

を 説 明 し,UICの 経験 に基 づ く情報 を,こ の 項 目に責 任 を もつ3つ の機

関 に 送 る と発 言 した 。

④ 日本 代表 か らは チ ェ ッ ク ・デ ィ ジ ッ トとハ ー ドウ ェア に組 み 込 まれた チ

ェ ッキ ン グ ・メカ ニ ズ ム とのイ ンタ フェ ース の 問題 で,ど の程 度 の 長 さ

(デ ー タ伝送 上 の ブ ロ ックの長 さ)を 取扱 って い るか の 質 問 が行 わ れ た。

更 に 日本代表 は人 手 に よ って かか れ る チ ェ ッ ク ・キャラクター の 問題 に つ い

て も関 心が あ る と述 べ た 。 これ らは 大 きな,む つ か しい 問題 で あ り,更 に

研 究 が 必 要 であ る と答 え られ た。

⑤ 英 国代表 は チ ェ ッキ ン グに関 して 合 意 され た方 法 の 中 で更 に フ レキ シ

ビ リテ ィを もたせ る必 要 性 を 主張 した。 即 ち使 用 者 が望 む 正確 性 の 程 度 を

決 め ね ば な らな いだ ろ うか ら。

⑥TRADEFACILITYADVISERはISO/TC97が,そ め 問題 に

つ いて 興 味 を もって お り,そ こ との連 絡 を と って み るこ とを約 束 した。

第7回 の会 合 に 引 きつ づ き第8回 会合(1974年10月1～2日)の 審 議 の経

過 は 次 の とお りであ る。

チ ェ ッ ク ・デ ィ ジ ッ トを 使用 した オ ー トマ テ ィ ック ・デ ー タ ・コン トロール

に 関す る予 備報 告書 が フ ィン ラン ド政府 か ら送附 され て きた。 フ ィン ラン ド代

表 は,こ の領 域 で外 国か ら の建 設的 協 力 が多 数 あ る こ とを 述べ,フ ィ ン ラン ド

で も専 門 的 に従 事 す る プ ロ ジェ ク ト・グル ー プが創 設 され た こ とを述 べ た。
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更 に各 国 代表 の発 言 は,下 記 の如 く要約 され る。

① 米 国代 表 はや らね ば な ら ない 作 業 が余 りに も多 い こ とを まず 語 り,(ima

出入 に 必要 な全 デ ー タ ・エ レメ ン トが 第一 に識別 されね ば な らず.㈲ 次

に これ らの デー タ 向け に作 成 され た コー ドを比較 す る必 要 が あ る。6il)最

後に チ ェ ッキ ン グを要 す る コー ドの識 別 とな る。 今回 まで に デ ー タ ・エ レ

メン トや コー ドの識 別作 業 が十 分 に 行 わ れ てい な い こ とを 指摘 し,一 定 の

提案 を ま とめ る以 前 にや らね ば な ら ない 仕 事が 山積 してい る と発 言 した。

②ISO代 表 はISO/TC97(コ ン ピュー タ部 門)で 行 わ れ た 関連 作

業 を発 表 した。 そ の作 業 か らの 主 な結 論 の概要 は

・ 単 一 の体 系 が 望 ま しい。

・1デ ィジ ッ トだ け を加 え るぺ きだ。

・ コス トが適 正 な枠 内に納 まる よ うな体 系の 容 易 さが必 要 で あ る。

・ 人 間 がエ ラー を おか す一 般 的傾 向 を考 慮 に入 れ た体系 でな け れ ば な ら

ない 。

・ 体 系 は エ ラー 検 出 中心 の もの で あ り,自 動 訂 正機 能 が軸 とは な らな い。

③ ドイ ツ民 主共和 国(東 独)代 表 は,国 家 的規 模 の 研究か らあ る環 境 の下

で チ ェ ッキ ン グの 必 要 性 は絶対 で あ る と確 認 した。 最終的 なECEの 勧告

は選 択 とすべ きで あ ろ う。 即 ち あ る特 定 の シス テ ムが大 部分 の 専 門 家 の賛

同を得 た もの と して 勧 告 され るか も知 れ ない が,他 の方法 も除 外 され るべ

きで は ない と述べ た。

④ 議 長は,専 門家 グル ー プが フ ィン ラ ン ドの 努 力に感 謝 し,同 国 の代表 か

ら今後 も新 しい研 究 報 告 が 出 され る こ とを 希 望 した。

専 門 家 グル ー プは,ISOが そ の 内 部 の技 術委 員 会 を通 して情 報 を恒 常

的 に提 供 して くれ た こ とに も感 謝 して い る と伝 え た。

現在 まで の作 業経 過 は 以上 の ご と くで あ って,フ ィ ンラ ン ド代 表 よ りチ ェ ッ

ク ・デ ィ ジ ッ ト使用 に よる オ ー トマ テ ィ ッ ク ・デ ー タ ・コン トロー ル につ い て

基 本的 研 究 の報 告 が 行わ れ た が,貿 易情 報 の どの デー タ ・エ レメ ン トに,ど の
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よ うな 方 法 で チ ェ ック ・ディ ジ ッ トを もた せ るの かの 決 定 の前 に,ま だ まだ多

くの 作 業 が残 されて い る よ うで あ る。

3・3研 究 内 容 お よび 問題 点

この項 で フ ィン ラン ド代表 に よ って報 告 され た 「チ ェ ック ・デ ィ ジ ッ ト使用

に よる オ ー トマ テ ィッ ク ・デ ニ タ ・コン トロール」 の 研 究 内容 を 紹 介 し'最 後

に そめ 問題 点 につ い て記 述す る。

'(
1)主 題 の 定 議

コー ド識 別 に 関 し次 の疑 問 に答 え る こ とが 目的 であ る と まず研 究 の 目的

を 明確 に してい る。

①1つ の コー ドあ るい は結 合 され た コ ー ドが,チ ェ ッ ク ・デ ィ ジ ッ トを

含 む ぺ きか否 か,つ ま りコ ン ピ ュー タ・・チ ェ ッ クを うけ るべ きか 否 かを

決 定 す るに 当 って,如 何 な る要 素 を 考 慮 しなけ れ ば な らな いか。

② 全 ての コー ドに 利用 し うる単一 の 手 法 の採 用 を 考慮 すぺ きか,そ れ と

も各 ケ ー スを 個 別 的 に解 決 すぺ きか。 単一 標 準 手 法 の採 用 は,有 利 なの

か 不 利 なのか 。 どの よ うな 手法 が 標 準 と して考 え られ るか。

以 上 ①,② の疑 問に 答 え る前 に,チ ェ ヅキ ン グ ビエ ラ ー 繰 り返 しにつ

い て 若 干 の考 察 を 行 ってい る。

Dチ ェ ッキ ン グの有 無

一 つ の活 動 を チ ェ ックす る こ とは ,同 時 に 様 々 な リダ ン ダ ン シ ー

(冗 長度)を もた らす。即 ちプ ロセ ッシ ング面 で は検孔,繰 返 し,フ ィ

ー ド ・バ ッ ク,装 置 面 ではバ ッ ク ・ア ップ ・シス テ ム,コ ンポ ー ネ ン

トの 重複,デ ー タ面 では 繰返 し,チ ェ ッ ク ・ディ ジ ッ トな どの考 慮 が

必 要 で あ る。 リダ ソ ダン シーを 設 け る こ とは,コ ス トの み な らず,利

益,便 利 さ,等 の 分野 に 直接 の 影 響 を及 ぼ す。 主 要 な利点 は エ ラーの

早 期 発 見 とそ れ に伴 う事 後 のエ ラ ーの 回避 で あ る。

ii)エ ラL
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如 何 な る シス テ ムに おい て もエ ラーは 発 生 す る。 エ ラー の発 生 の 防

止 や検 出,訂 正は シス テ ム設 計 の不 可 欠 な要素で あ り,従 って チ ェ ッ

クめ有 無 の 問 題は シス テ ム ・デ ザ イ ンの 一 部 とみ なす こ とが で き る。

コー ドの 処 理 が多 くな れば な る程,チ ェ ッ クの利用 が正 当化 され る 由

縁 で あ る。

iii)繰 り返 し

人 か ら コン ピ ュー タへの デ ー タの直 接 入 力 に端 末機 が使 用 され る場

合 に,キ ー検 孔に 相 当す る繰 り返 しチ ェ ッ クが無 視 され る こ とにな る。

コー ドの 場合.こ の機 能 は チ ェ ック ・デ ィ ジ ッ トに よって代 行 され る。

キ ー検 孔 の よ うな手操 作 では,思 考過 程 が 似 てい れば,エ ラーが 検 出

され ず に 通過 して しま う場 合 が あ る。 従 っ て検 孔 は チ ェ・ッ ク ・ディ ジ

ッ トの 必 要 性 を減 ず る もの で は ない が,逆 に チ ェッ ク ・デ ィ ジ ッ トは

キ ー検 孔 を ス ピー ド・ア ップ した り軽 減 した り,時 に は不 必 要 に もす

る。

CRTの よ うな バ ッフ ァ ・デ ー タ記 録 シス テ ムでは,チ ェ ック ・デ

ィ ジ ッ トは訂 正 作 業 を 自動化 し,端 末 オ ペ レー タがチ ェ ック ・デ ィ ジ

ッ トを 有 しない デ ー タ に注 意 を集 中 で き る よ うにす る。 た だ し この 訂

正 は端 末 オペ レー タ 自身 に よる ため チ ェ ッ ク機 能 と しては む しろ低 レ

ベ ル の もの で あ る。

以 上 チ ェ ッ クの 必 要性 と具体 的 手 段 で あ る チ ェ ック ・デ ィ ジ ッ トの有 効

性 につ い て考 察 を 行 った 後パ 次 に 主 題 に対 す る疑 問に つい て こた えて い

る。

(2}要 素(フ ァ クター)

次 の リス トは,コ ン ピ ュー タの チ ェ ック ・デ ィ ジ ッ ト使 用 を支 持 す る要

素 田 とそ れ を抑 制す る要素 ←)を列 挙 した もの で あ る。 大 部分 の項 目は チ ェ

ック ・デ ィ ジ ッ トの 必要 性 を 自明の理 と し,し かも そ の 除外 は 考 え られ な

い と した 肯 定的 な要素(フ ァ クター)で あ る。
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①+コ ー ドの 正確 さは法 的,社 会 的,経 済的 側 面 で顕 著 な 影 響 を持 っ

て い る。

②+コ ー ドは 本 来 間違 い を起 しやす い もの で,エ ラー頻 度 が 高か った

りあ るいは 変動 が 激 しい性 質を 持 って い る。

③ 士 コー ドが 長 い田,或 い は短 か い(一)。

④+コ ー ドは,長 期 的 に 継続 され,本 質 的 に恒 久の もの で,不 断 の 使

用 に 供 され る。

⑤ 一 コー ドは,短 期 的 な 継続 時 間 しか持 たず,た だ一 度 あ るい は 内部

的 に しか使用 され ない。

⑥+バ リデ ィテ ィ ・チ ェ ックの条 件 が他 に殆 ど存 在 しない 。 つ ま りエ

ラーが 他の 手段 に よ り検 出 され るこ とは 稀 であ る。

⑦ ÷ コー ドは リダン ダン シ イを殆 ど乃 至全 く含 まな い。

⑧ 士 コー ドの多 角 的 処 理 の 必 要性 田,あ るい は手 操 作処 理 が 皆無 な場

合←)。

⑨ ← 手操 作処 理 が急 い でや られ た り未経験 者や 不満 足 な 状 況下 で行わ

れ る時。

⑩+即 時 的な手 操 作処 理 の 繰 り返 しあ るいは チ ェ ッキ ン グが 利用 され

ない 場 合,又 は 除 外 され る必 然 性 ・可能 性 があ る時。

⑪+直 接的 な デ ー タ入 力 で タ ー ミナル が 使用 され る場 合。

⑫+エ ラーの 早 期 発 見及 びADP以 前の段 階 で の 検 出。

⑬+エ ラーが もた らす コス ト高の 回避。 遅れ た 訂 正 作業 は 困 難 さを増

し経 費 もか か る。

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

十

十

十

士

十

ア プ リケ ー シ ョンの統 合。 国 際化 もそ の一 例 で あ る。

処 理 速度 の 均 一 化,及 び平 均 速度 の 向上。

十 分 な 容量 及 び価 格 上 で合 理 的 な キ ャパ シテ ィ。

デ ー タ伝送 距離(長+:短 一)

全 デ ー タ伝 送 装 置 が 奇偶 検査 を含 まない。
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⑲+手 書 き文書 の 光 学 式 読み 取 り。

⑳+チ ェ ック ・デ ィ ジ ッ トを使用 した単一 エ ラ ー 自動 訂 正の 可 能 性,

及 び正確 値 決 定 の 可能 性 。

㊨+秘 密の あ るい は時 間従 属的 な アル ゴ リズ ムを使 った偽 造 の 防止 機

能。

⑳ ± コー ドが 文 字 を含 む か 簡略 記憶 コー ドであ るこ と。

@一 チ ェ ック ・ディ ジ ッ トが 非演 算 的 な簡 略 記 号の リダン ダン シー で

構 成 され て い る。 即 ち,名 称の 最 初 の文 字,2文 字 の代 替 と した3文 字

国名 コー ド,2文 字 の アル フ ァベ ッ ト式 国名 コー ド等 が簡 略 国 名 コー ド

の チ ェ ッ ク ・ワー ドと して 使用 され る。

⑳+信 頼 性 は セ ール ス ポイ ン トを 持 ち親 近感 も与 え る。 又,コ ー ドの

使用 を促 進 す る。

⑳ 一 自動 チ ェ ッキ ン グは,同 一 の 手 法 で チ ェ ックされ る2つ の 正 しい

識 別 コー ドの転 位 まで 必ず しも発 見 しな い。

⑳ 一 チ ェ ッ キ ン グ手 法 の誤 ま った不 適 当な選 択。

以 上 の如 くコー ドに対 して チ ェ ック ・デ ィ ジ ッ トを もた せ る必 要 性 の有 無

につ い ての 具体 的 な判 定要 素 を眺 め た時,コ ー ドの 重要 性,コ ー ドが何 ら

か の理 由 でエ ラーを 起 す 可 能 性 が高 い場 合,コ ー ドの使 用頻 度 が 高 く長 期

的 に 使用 され る場 合,更 に 他 の方 法 で は検 出 され な い場 合 チ ェ ッ ク ・デ ィ

ジ ッ トに よ るデ ー タ ・コン トロール が特 に有 効 とされ る よ うで あ る。

(3}標 準 的手 法 とそ の要 件

チ ェ ック ・デ ィ ジ ッ トは,デ ー タの不 可欠 なエ レメ ン トであ る と同様 に,

技 術 的 な標 準化 に と って も有 効 な また 可 能性 の 高い 目標 で あ る。 そ して 標

準化 は,事 務 機 器,プ ロ グ ラ ミン グお よび総 合 シス テ ムに とって 実 に重 要

な要素 で もあ る。 一 方,チ ェ ッキ ン グ手 法 に関 連 した要 件 には,効 率,容

易 さ,速 さ,フ ィー ル ドの 長 さ,お よびキ ャ ラ クター ・セ ッ ト,実 用性,

汎 用 性 等 が考 え られ る。 標 準 的 手 法 とな り うる もの には,次 に示 す よ うな
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属 性 が 要 求 また は待 望 され て い る。

① 効 率及 び信 頼度 が十 分 な こ と。(エ ラー の検 出率 が 少 くと もgg%で

あ る こ と)

② 十 分 に容 易 さを 有 し,簡 単 で記憶 しや す く.速 く,短 か く,し か も経

済 的 に 安価 であ る こ と。

③ 計 算 の 容易 さ(算 術計 算的),一 次的 であ る こ と。 チ ェ ック ・デ ィジ

ッ トは,表 や他 の 素 材 を使 わ ず,簡 単 な計 算 法 で(公 式,定 数),し か

も手 作 業 で 算定 出来 るべ きこ と。

④ 汎 用 性,全 て の キ ー ワー ド,シ ス テ ムに応 用 出 来 る こ と。

・チ ェ ッ ク ・デ ィジ ッ トを 持た な い従 前 の 旧型 シ ス テ ム

・数 字 式,文 字 数字 式 及 び 文字 式 の全 方 式

・コー ドの 長短

・単 一 コー ド及 び 複合 コー ド

⑤ 数値 的 で あ る こ と。 即 ち単一 の 数字 チ ェ ック ・デ ィジ ッ トを使用 し得

る可 能性 。

⑥ 短 か さ。 単一ーチ ェ ック ・デ ィジ ッ トか あ るい は1つ の リダン ダン シー。

⑦ キ ー ワー ドの 識 別 部 分(基 本 コー ド,デ ー タ部 分)の 全 て の値 を受 け

いれ,あ る一 定 の 数 値 を除 外 しない こ と。

⑧ 一 定 不 変 の 効率 。 チ ェ ッキ ン グ機 能 は あ る クラ スの コー ドで他 の クラ

ス よ り効 率 が著 し く小 さい とか,絶 対 的 に低 い とか い った コー ドの選 り

好み を して は な らない。 コー ドの各 数 値,各 パ ー トに 等 しい 効 率 を与 え

エ ラーの未 検 出 が 多い 部 分 を作 っては な らな い。

⑨ チ ェ ッ ク ・デ ィジ ッ ト自体 がエ ラー状 況 を 頻繁 に生 じて はな らない し

コー ドの 他 の よ りエ ラー率 が低 くな け れ ば な らない。

⑩ 標 準 手 法 と して の 適応 性。 基本 的 手法 と して,し か も単独 で適 度 な セ

キ ュ リテ ィを 保証 しADP処 理 以前 に 事 務用 機 器 で使用 し得 る,よ り効

率的 な多 角 的 チ ェ ッキ ン グ技 法 の体 裁 を 備 え て い る こ と。 この ケー スで
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は,セ キ ュ リテ ィはADPの 過 程 で加 算 され た チ ェ ック ・デ ィジ ッ トを

点 検 す る こ とで増 強 され る こ ともあ るが,一 方 希望 に よ り加 算 され た チ

ェ ック ・デ ィジ ッ トが省 略 され る場 合 も起 り得 る。

⑪ 自動 修 正 出来 るチ ェ ッキ ン グ ・メ ソ ッ ドと して,ま たエ ラ ーを分 析 し

訂 正す る手段 と して 適合 して い る こ と。

⑫ 自由 自在 性:そ の 標 準が 各 々の 状 況 で欲 求,要 求及 び 限界 を 考 慮 しつ

つ最 良の 手 法 を選 び 得 る機 能 を提 供 す る一 連 の メ ソ ッ ドで あ る こ と。

⑬ エ ラー分 布 を基 に した,多 種多 様 な エ ラー 向け の効 率 及び 最 適 特 性。

通 常 のエ ラ ー分 布 は,エ ラ ーの種 類 に よ り非 常 に不均 等 で あ り,む しろ

相異 な る コー ドや ユ ーザ ーを対 象 と した 状 況 の相 違 に近 似 してい る。 と

ころ が状 況 が 違 った 場 合 のエ ラー分 布 に つ い て は経験 的 に殆 ど知 られ て

い な い。 手 法 が 異 る時 の 効率 を 比較 した り,現 実 の フ ァイル を 使 用 して

そ れ らを テス トした りす るた め に は,か な りの量 のエ ラ ー分 布 や エ ラー

の 素 材 を収 集す る こ とが必 要 とな ろ う。 そ の一 例 と しては,何 らか の 手

法 が 現 に使 用 され てい て,そ れ 故 デ三 夕収 集 が相 対的 に 容易 と思 わ れ る

コー ド等 が挙 げ られ るだ ろ う。

以 上 標 準的 手 法 に対 す る要 件 が列 挙 され てい るが,要 件 に つ い ては そ れ ぞ

れ 納 得 の で きる もの で あ る。 従 って チ ェ ッ ク ・デ ィジ ッ トの標 準 手 法 と し

ては 殆 どの要 件 を 満 たす もの でな け れば な らない と考 え られ る が,実 際 の

標 準 的 手 法 の採用 に あ た って は,具 体 的 な デ ー タ ・エ レメ ン トにつ い て そ

の 適 用 の場 で解 決 を求 め て いか ね ば な らない と考 え られ る。

(4}提 案 され た手 法

最 後 に フ ィ ンラ ン ド代 表 に よって報 告 され た チ ェ ック ・デ ィ ジ ッ ト使 用

に よるデ ータ ・コ ン トロール で チ ェ ック ・デ ィジ ッ トの標 準 的手 法 と して

2進 加 重 値 を一 つ の解 決 手段 と して 提 案 してい る。

即 ち 報 告 書 では,可 能 性 が見 込 まれ る手 法の 数 は 実に多 い。 更 に代 替 手

段 や 必 要 な 総 数 等 も膨 大 であ り,エ ラーの 態 様 も多 種

一43一



多 彩 で あ るた め,一 体 一 般 的 標 準 と しての 資格 を 備 え た解決 手 段 が 見 い 出

せ るの だ ろ うか とい う疑 問 を 提 起す る人 々 もい る。 だが この 問い に 対す る

答 は肯 定的 な もの で あ る よ うだ。 と して,2進 加 重 値 が一 つ の解 決 手段 で

あ ろ うと述べ てい る。2進 加 重 値 はそ の便 利 さ,容 易 さ,能 率 お よび 自由

自在 な活 用 等 の利 点 が あ るた め,標 準化 の 問 題 には 主要 な鍵 とな る と見 て

よい。 そ して これ らは,現 在 知 られ て い る方法 の中 で使 用 頻度 も高 く,標

準 と して も十 分効 果 を 発揮 してい る と結 んで い る。

以 上 この節 では フ ィン ラン ド代表 に よって報 告 され た 「チ ェ ッ ク ・デ ィ

ジ ッ ト使用 に よ'るオ ー トマチ ッ ク ・デ ー タ ・コ ン トロール」 の研 究 内 容 の

概 要 を 紹 介 したが,(1)主 題 の 定 義 で も明 らか な よ うに デ ー タ(貿 易情 報 上

の)の うち コー ドの み を対 象 と し,チ ェ ッ ク ・デ ィジ ッ トの 必 要性 の要 素

とそ の 標 準的 手法 の要 件 につ い て報 告 され た もの で あ る。

(5)問 題 点

まず 報 告書 の内 容 そ の もの で あ るが,② の チ ェ ッ ク ・デ ィジ ッ ト使 用 を

必 要 とす る要 素,必 要 と しな い要素,㈲ の標 準 的手 法 とそ の要 件 に つ いて

そ れ ぞ れ 要 素,要 件 が一 般 的 に 列挙 され て い るにす ぎず,実 際 の 貿 易情 報

に適 用 す る場 合 に は デ ー タ ・エ レ メン トー つ一 つ に つい て 更に つ め て い く

必 要 があ る。

即 ちそ れ ぞれ の デ ー タ ・エ レメ ン トがエ ラーを 起 こ した 場合 の 他 へ の影

響 度(損 失),冗 長度(コ ス ト)を 総 合 的 に,具 体 的 に判 定 してい か ね ば

な らず,チ ェ ック ・デ ィジ ッ トの 必要 性g)一 般 的 要素 お よび標 準 手 法 の一

般 的要 件 の み か ら,チ ェ ッ ク ・デ ィジ ッ トの 必要 性,標 準 的手 法 を決 定す

る こ とは極 め て 困難 で あ る。 従 って 今後 の 作 業 と して は,貿 易 情報 の 各 デ

ー タ ・エ レメ ン トに つ い て,そ れ らの デ ー タを 使 って い く立 場 か ら具体 的

な検 討 作 業が 必要 で あ る と考 え られ る。

次 に 問 題を よ り広 範 に と らえ た場 合,即 ち チ ェ ック ・デ ィジ ッ ト使用 に

よる オ ー トマチ ック ・デ ー タ ・コ ン トロール の うち デ ー タ ・コン トロール
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の方 に ウエ イ ト をお い た 時,コ ー ドの エ ラー検 出,防 止,訂 正 と して の

チ ェ ッ ク ・デ ィジ ッ トの み を議 題 と して取 上 げ てい て よい もの だ ろ うか 。

デ ー タの重 要 性,信 頼性 の面 か らみ れば,コ ー ドの みに と どま る もの で は

ない と考 え られ る。 コー ド以外 の デ ー タ と しての数 量や 金 額等 の数 値 的 な

もの,あ るいは 説 明文 や記 号的 な もの に つ い て も,デ ー タの重 要 性,信 頼

性 が強 く要 求 され るで あろ うo

従 って 全 デー タ ・エ レメン トに つ い て,そ れ ぞれ エ ラー が起 った場 合 の

社 会 的,経 済 的,法 的 影響 度 を考 慮 し,そ のエ ラーに対 す る検 出,防 止.

回復 の 具体 的 な検 討,対 策 が 必要 で あ る と考 え られ る。

又 そ の検 討,対 策 に あた って は,デ ー タの作 成,伝 送 に端 末機 の利 用 を

前 提 と考 えた 場合,デ ー タ作 成 まで の レ コー ダの帳票 へ の記 入 ミス,オ ペ

レー タの デ ー タ作成 ミス,お よび 端 末機 か ら他 の端 末機 あ るい は 電 子計 算

機 へ の 伝 送上 の ミスの 各 フ ェー ズに 分 け て,デ ー タのエ ラー発 生 の 検 出,

防 止,回 復 の ため の手 法,シ ス テ ムの 研 究 が必 要 で あ る。

付 録

フ ィン ラン ド代表 に よ る報 告 書 か ら2進 加 重 値 に よ る数 種 の ア プ リケー シ ョ

ン が例 示 され てい るの で以 下 に記 述す る。

2進 加 重 値(重 み)は,以 下 の例 で示 され る様 に数種 の ア プ リケ ー シ ョンが

あ り,そ の どれ を とって も独 自の 長所 を 有 して い る。 従 ってそ の優 劣 の順 位 を

確定ナ ることは まず無理である。 様 々な ファクターを勘案すると次の様 な示唆

が 得 られ る。

・まず 第1に 例1で 示 され た方 法

・第2番 目に あ る一 定 の 条 件 を考 慮 に 入 れ た例2の 方 法

・第3番 目に 留保 つ きの 例3の 方 法

・一 定の 条 件下 に於 け る これ らの方 法 の よ り効 率的 な変形 形 態

・1の 変 形 と しての 例5及 び例6

・2の 変 形 と して の例7
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・3の 変 形 と しての例4

1.例1に 示 され た 最初 の 勧 告方 法 は,1か ら10ま での 数 が,増 加 係数11

に 関 し一 つ の代 数学 的 集 団 を形 成 して い る とい う事 実 に 基礎 を 置 い て い る。

2.例2の 第2番 目の方 法 は,次 の 様 な 各場 合 に の み使 用 す る こ とが 出来 る。

即 ち,チ ェ ック ・デ ィジ ッ ト"10"に 帰着 す る コー ドの 当該 値 あ るいは

コ ー ドの11分 の1が 除 外す る こ とが 出来 る場 合 や,そ の値"10"が 他

の 数 値 とは 明 らか に違 った方 式 つ ま り"X"と い う文 字 等 で表 現 され得 る

場 合 な どが これ に該 当す る。 こ う した ケー スで は,例1に よ りも幾 分効 率

的 に 処理 出来 る。 例2は,国 際 的 な コ ンテ ナ ・ナ ンバ ー ・ス タ ン ダー ドに

於 て 使 用 され てい て,コ ー ド 「連続 番 号」 の部 分 が あれ ば 除外 が 可 能 とな

って い る。 この方 法 は,最 良 の(つ ま り最 も効 率 的 な)係 数11チ ェ ッキ

ン グ ・メ ソ ッ ドで あ る。

3.例3は,例1と 効率 の 点 で ほぼ 同 程 度 で あ るが,幾 分 計 算 しや す い。 こ

れ は,加 重値(重 み)例 の 最 初 の二 つ の 数字,つ ま り1と2が 交 互 に使 用

され る切 断形 式(CutoffVersion)で 利用 され,"ル ー ン(Luhn)"

(※ 著 者注参 照)"IBMモ ジ ュラス10","IBMコ ー ド",'ダ ブ

ル ・ア ン ド ・ア ッ ド(doubleandadd)り 等の多 くの名 称 で知 られ て い る。

この 切 断 形 式 は他 に比 べ て や や容 易 に 処 理 出来 るが,非 常 に 効率 が 悪 く標

準 と しての資 格 に欠 け てい る。 例3の 変 形 と して,数 字 の9が 未 使 用 の ま

ま残 され るな ら例4が 利 用 出 来 る。 しか しな が らこの ケ ース では,ず っ と

効 果 的 な例2が 常 に 適合 す るの で,例4が 使用 され る こ とは まず ない だ ろ

う。

4.チ ェ ッキ ン グ面で これ 以 上 の 効率 を 望む な ら,例5,6及 び7の 使 用 が

考 え られ る。 例7は,そ の 基 本型 で あ る例2の 手 法 とほぼ 同 様 の コ ン デ

ィ シ ョン で使 わ れ る。 また例7は,全 て の2数 字(twodigit)エ ラーす

ら検 出 し得 る能 力を 持 って い る。 そ の 効 率性 は 少 く とも信 頼 度99.9%に 達

して い る。 更 に この 手 法 は,比 較 的 容 易 に1デ ィジ ッ ト・エ ラー の 自動訂
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正 を 可能 とす るだ ろ う。 例1に 対応 した変 形 も考 え られ この場 合 例1は,

適当 な手 法 を 追加 され た基 本 メ ソ ッ ドとい う役 割 を果す こ とに な る。 だ が

効 率 の点 で もそ う秀 れ てい る とは 思 えず,単 一 エ ラーの完 全 な 自動訂 正機

能 は 持 た ない だ ろ う。

***

※ 著 者 注:Luhn(ル ー ン)

チ ェ ッ ク ・デ ィ ジ ッ トの 作 り方 に は い ろ い ろ あ る が,広 く用 い ら れ て占・

る も の あ 一一つ に ル ー ン ズ ・チ ェ ッ ク(Luhn,8Check)の 算 出 法 が あ る。

例 え ば,得 意 先 コ ー ド467843の チ ェ ッ ク ・デ ィ ジ ッ トを 算 出 す る

に は,次 の 様 な 操 作 を 行 な う。

コ ー ド467843

× × × × × ×

ウエ イ ト121.212

計4+12+7+16+4+6

各 々 の ケ タ ご と に ウ ェイ、トを 掛 け,そ の 答 を 横 に 加 え る 。 た だ し,乗 算

の 答 が2ケ タ に な れ ば,1ケ タ ご とに 加 算 す る。 た と え ば,12=1+2,

16=1十6の よ う に す る。

4十1十2十7ー ト1十6十4十6=31

こ の 合 計31を10で 割 る。

31÷10=3余 り1

10か ら 余 りを 引 け ば,チ1ッ ク ・デ ィ ジ ッ トが 算 出 さ れ る。 つ ま り

10-1=9,こ の9が チ ェ ッ ク ・デ ィ ジ ッ トで あ るか ら,コ ー ドは

467843-9と な る。

コ ー ドの 記 入 誤 りで 一 番 多 い の は,次 の 様 な 数 字 の 転 位 に よ る ミス で あ

る 。46784394768439

こ の よ うな 数 字 の 転 位 に つ い て は,1・00%発 見 出 来 る し,コ ン ビ=一

夕の プ ロ グ ラ ム に よ っ て 復 元 も出 来 る。
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i例:2進 加 重 値(ウ ェイ ト)2

デ ィ ジ ッ ト及 び ウ ェ イ ト

ポ ジ シ ョ ン,イ ン デ ッ ク スi;

例 キ ー ・ ワー ド,デ ィ ジ ッ トdi;

ウ ・ イ トPi-2'

ウ エ イ トPi-21m・d9:

ウ ェ イ トPi=21mod11:

109876543

09876543

(10)

10245122561286432168

78421578

163791058

デ ィジ ッ ト及び ウェイ トの乗積,並 びにその計算例

2110

　

2110do=G方

4 . 2

|
412

1

412
1

1

1

1

ック・デ

イジ ソト

Σdi(21md11):0+54+24+49+54+50+20+24+8+2+d・=285+d・

例1(Colenbrander)

Σ(d.2imod11):

CO=・10modllmod10")

10十10十2十5十10十6十9十8十5十2十6=Omod1

まず 最 初 に各di値 を"10"に 置 き換 え る。

下 線 部 は,乗 積 の剰 余 部分(mod11)の 里 定数 を表 わす。

10

最 小 値>o,即 ち"基 本 エ レ メ ン ト"を 表 わ し,残 余 は1,ICi… ≦10

例2(純 粋mod11)

Σd(21mod11:)0十10十2十5十10十6十9十8十5十2十1≡Omod11

又 は0-5十4-2十4-4十9-…-Oセ2十 〇十1=Omod11

Σdi(2im・d9):0+72+32+14+6+25+28+24+8+2+d・=211+d・

例3("mod9mod10")

X(di2im・d9):0+9+5+5+6+7+1+6+8+2+O==Om・d10

下 線 部 は,剰 余 部分(mod9)の 固定数 を表わ す。 最 小値 ≧0で,di≠9

及 び2番 目に小 さな数 ≧0の 時 は,そ の残余が"基 本エ レメント"で あ る。 ま

たdi=9の 時 は9.
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例4(純 粋mod9)

Σdi2imod9:0十 〇十5十5十6十7十1十6十8十2十5=Omod9

又 は0十 一7十2-F3十2十1十4十… 十2十5=Omod9

チ ェ ック ・フ ィール ド(欄)が2デ ィジ ッ トで構 成 され て い る場合 の追 加 例

例5

偶 数i及 び奇 数iの 双 方 を別 々に して,"2回"例1を 応 用す る と,他 の数

値 中 の2デ ィジ ッ トだけ のエ ラ ー全 部 が 検 出 され る。 これ らの2デ ィジ ッ ト

の ため に,0,2,4… 等 の 正 しい デ ィジ ッ トが エ ラー 間 に存 在 す る。 また 他 の

数 値 中 に,2デ ィジ ッ ト ・エ ラーの大 部 分を構 成す る各 値に 隣 接す るエ ラー

の全 部 も検 出す る。

[ll≡::'1、 蒜lll::ll]
(1)Σ(dipimod11):1+0+7+4十5+4十9=Omod10(例1)

(2)Σ(diqim・d11):0+2+2+7+1+2fO=Om・d10(例1)

例6(Colenbranderと100数 値 体 系,mod100の 一 変 形)

例5に 対 応 す る の が こ の 母 数(modulus)100チ ェ ッ キ ン グ で あ る 。

ここで は キ ー ワー ドを100シ ス テ ムの 数 と解 釈す る。

il=098765432176以 下 同 様 で あ る。

C=127247514276そ し て 条 件 を Σci=Omod100と す る。

例7(純 粋2倍mod11)

シングル ・エ ラーを自動修正す るチェ ッキング法である。

　
i:1098765432110-1

11:竺11:IY,;:[1::lill:1隠1)'-u
S1=Σdipimodl1:0十10十2十5十10十6十9十2十5十2十1十 〇=Omod11

(例2)

S2=二Σdiqimod11:0十9十8十7十6十5十4十3十2十1十 〇十10=00mod11

(x)
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こ の1組 の 条 件 項 は,1又 は2デ ィ ジ ッ トに 限 定 され る 全 て の エ ラ ー を

検 出 す る。 加 え て 先 に 述 べ た 訂 正 も 行 うこ と が 可 能 だ 。 コ ン デ ィ シ ョ ンは,

ど の 単 一 エ ラ ー が 起 っ て い る か を 表 示 す る。

S1=0(S2=0)mod11な ら ば,Cl－ エ ラ ーe=S2(Co－ エ ラ ーe=S1)

mod11と な る。 ま たS2≠Omod11な ら,エ ラ ーeの マ グ ニ チ ュ ー ド

=S2mod11と な り, 、当 該 エ ラ ー の条 件iは,方 程 式S221=SImod

11で2進 加 重 値(binaryweights)をS2で 掛 け,ど の 乗 積 がSl

mod11と な るか あ る い は 位 置 表(positiontable)でi(S1,S2)を

調 べ て 得 られ る。

正 し い 値 は,di-emod11で あ る 。 も し こ の 数 値 が10modl1な

ら,シ ン グル ・エ ラ ー は 解 釈 と して は 意 味 を な さ な い 。 又,di十4=di十3

又 はdi_6=di_7な ら,問 題 と な っ て い る 条 件 の 中 で,ダ ブル エ ラ ー

1
aa→bbで,a=b-5S2=b-6S2mod11と い う説 明 が 可能 であ

る。S2==Omod11の 時,少 く と も一 つ のi>0で(di十1-di)2i=Sl

mod11な らば,誤 った 順序 が あ る と解 釈 出来 る。2つ の隣合 った デ ィジ

ッ トの転 位 な どが そ の一 例 で ある。

も し不 必 要 な らチ ェ ッ ク ・デ ィ ジ ッ トC1の 加 算 やそ れ 以上 の チ ェ ッ

キ ン グは除 外す る こ とが 出来 る。 この場 合 基 本 的 な チ ェ ッキ ン グだ け が使

用 され る こ とに な る。 これ は,ADP基 本 チ ェ ッキ ン グや そ れ 以 上 の加 算

チ ェ ッキ ン グに優 先 して行 わ れ る。

例7に 対 応す る加 算例

例82進 加 重 値 の 代 りに,算 術 例 の ウ ェイ ト1,2,… …,9,10

つ ま りpi=iが 使 用 され る 時,piS2=Sl,modl1の 方 程 式 か ら,

シ ン グル ・エ ラ ー の ポ ジ シ ョ ン はi=SIS2-1mod11で あ る。

Ci>1,S、S2≠o,i基 本 チ ェ ッ ク ・デ ィ ジ ッ ト=d、,加 算 チ ェ ッ

ク ・デ ィ ジ ッ ト=do)

S2:12345678910

一50一



S2,-1:16439287510

例9 ,

例7(直 接 総和)を 対 象 と した加 算手 法 の効 果 は,順 序 の間違 いに は皆

無 であ る。 従 って 例7は,一 組み の デ ィジ ッ トの転 位 を必 ず しも全部検 出

す る とは 限 ら ない。 例 え ば期 時 に於 け るdd㎜ → ㎜ddあ るい はdd㎜yy

→yymmddの 転位 が そ れ に 当 る。 この観点 か ら ウ ェイ ト ・マ トリクスを持

った2重 母 数11の 活 用 が有 効 で あ る。

ぱ::1∵i。il?]
こ れ は,ノ ル ウ ェ ー の 国 民 識 別 コ ー ドで 使 用 さ れ て い る 。

例10(ダ ブ ルColenbrander)

基 本 メ ソ ッ ドが例2の 代 りに例1と され る場 合,直 接 総 和(mod10)

は,最 良の 加 法 で は な い。 よ り良 い解 法 と して は,

ll㌶:::lll;:蒜::ll=℃ 蕊:剖
この方 式 で隣接 した デ ィジ ッ ト中 のab→ba及 びaa→bbが 全 て 検 出

され,そ の 他 の2デ ィジ ッ ト・エ ラー中 で は1%以 下 が発 見 不能 に と どま

る。

例11

BCHメ ソ ッ ド(Bose-Chandhuri

thod)や そ の 変 成 手 法 で あ る。

2進 ウ ェ イ トを 一 般 化 す れ ば,

ウ ェイ トpij=(2J)1=2J1(mod11)

チ ェ ッ ク ・マ ト リ ク ス の 例 を あ げ る と,

－Hochuenghem-me－

と な る。
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i:10987654321

11):li;
。)、[一∴ 一:-1:1:::

この解 法 は 標 準 と して の 可能 性 を 有 してい る。

この ダ ブル ・チ ェ ッ クは例7,8及 び9よ り効率 的 で あ る。

0-1

1 .0

01 ]
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4通 貨 コ ー ドの 標 準 化

4・1通 貨 コー ド標 準 化 の動 向

通 貨 コー ドにつ い て はECE貿 易 拡 大委 員 会の 国際 貿 易 手続 簡 易化 部 会 に於

け る 「ADP及 び コー デ ン グ専 門 家 グル ー プ」 で しば しば 討 議 され て きた が,

1974年10月1～2日 に行 なわ れ た 同 グル ー プの会 議 でか な り具 体 的 な進展

を み て お り,近 い将 来,最 終 的 な結 論 が 出 され て くる もの と思わ れ る。

この 専 門家 会 議 で討 議 され た内 容 は,ISO技 術 委員 会 のTC68"バ ンキ

ン グ手続"(Bankingprocedures)作 業 グル ー プが 「国 際金 融 取 引 の簡 易

化 を軸 に した コー ドの 標 準化 」 作業 の一 環 と して 作成 したISO/TC68/

SC2/WG2の 通 貨 コー ドにつ い て で あ り,そ の 要 旨は,(財)日 本情 報処

理 セ ン ターの 資 料(12月 一4)に 邦 訳 され て い る。

ISO/TC68/SC2/WG2の 通 貨 コー ドとは,ISOSTANDARD

DIS-3166の アル フ ァ2文 字 の国 コー ドの 末尾3桁 目に 当該 国通 貨 名の イ

ニ シ ャル1文 字 を つけ た もの で,ア ル フ ァ3文 字 で構 成 され る通 貨 コー ドであ

る。

ISOSTANDARDDIS-3166の アル フ ァ2文 字 国 コー ドは,

別添 表1に 掲か げ た もの で,1974年10月 に 行わ れ たADP及 び コー デ ン

グ専門 家 グル ー プの会 議 で,そ の採 択 が決 定(finalize)さ れ て い る もの であ

る。

通 貨 コー ドの標 準化 に は,他 に有 力 な提 案は な く(3桁 ニ ュー メ リ ック コー

ドはADP及 び コー デ ン グ専 門 家 グル ー プで 多数 意見 の 同 意 が得 られ ず 取 り下

げ られ て い る),今 後,多 少 の 曲折 が あ るに して も,基 本 的 には,上 記IBO

/TC68/SC2/WG2の アル フ ァ3文 字構 成 の コー ドに落 ち着 くもの と思

わ れ る。 何 れ に して も,更 に,国 際金 融 機 関等 関係筋 の 意 向 を 広 く聞 き,問 題
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点 をつ ぶ した 上 で採 択 され る こ と となろ うが,以 下 に,ADP及 び コー デ ン グ

専 門家 グル ー プの会 議 で指 摘 され た コメ ン ト,問 題 点 等 につ い て 述べ る。

4・21SOの 通貨 コー ドに対 す るECEADP及 び コー デ ン グ専 門 家 グル

ー プの コメ ン ト,及 び問 題 点

㈲,ISO/TC68/SC2/WG2の 通 貨 コー ドの アル ファ3文 字 の 中,

最 初 の2文 字 は,ISOのDIS-3166の アル フ ァ2文 字 国 コー ドと

同 じで あ るが,3文 宇 目の対 象通 貨 の イニ シ ャル につ い ては,考 え方 が提

案 され た に 止 まってお り,具 体的 に すべ て の通 貨 の イニ シャル 文字 が 明示

され てい るわ け では ない,例 示 と して,Dは,Dalasi,DeutscheMark,

Dinar,Dirham,Dollar,Dong,Drachma,等 を表 わ す とい うに止 ま って

い る。(DeutscheMark,をDと 表 わ す 例 示 は お か しい)。 通貨 に よって

は 二 つ の 異 る呼称 を も ってい る もの(ギ ル ダー,フ ロー リン),又,呼 称

と綴 りが異 る もの(MEペ ソ→ME$),等 が あ り,こ の よ うに,通 貨 の

イ ニ シ ャル と して如 何 な る文 字 を使 用 す るか につ い ては 関係 各 国 に委 ね ら

れ て い る とは い う もの 入,最 終 的 には 混 乱 の お こら ぬ よ うな配慮 が必 要 と

な ろ う。

(P),オ ー ス トラ リア ・ ドル の如 く,ISOの リス トに登 場 す る数 ケ国 が共 通

の 通 貨 を使 用 して い る場合,WG2コ ー ドは どの よ うな 構成 とな る のか 明

示 さ れ てい な い,こ の 場合,支 配的 な 国 オ ー ス トラ リアの通 貨 コー ドとな

るAUDを,他 の 国 々で も コー ドと して使 用 す る もの と推察 され るが,一

体,支 配 的 な国 とは,ど う定義 され るの か定 か で は ない。 為 替 決 済 の上 か

らい えば,オ ース トラ リア ・ ドル が 使用 され てい るパ プ アニ ュ ーギ ニ ア と

の,オ ー ス トラ リア ・ ドル 建取 引 に於 け る通 貨 コー ドはAUDで な けれ ば

都 合 が悪 く,PGDで は オー ス トラ リア ・ ドル の 為 替 決済 の 中心 地 で あ る

シ ドニ ー又 は メル ボ ル ンに 決済 勘 定 を 設 け て い る為 替銀 行の事 務 処理 を い

たず らに混 乱 させ る こ と 人な ろ う。

通 貨 コー ドは,ア ル フ ァ2文 字 国 コー ドに 対 象通 貨 の イ ニ シ ャル ・アル
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フ ァ1文 字 をつ け る とい うこ とであ るが,こ の 場合,国 コー ドとは,対 象

通 貨 を管理 コン トロール す る国(支 配 的 な国)の コー ドとす べ き であ り,

共 通 に使用 され てい る地 理 上 の国 の 国 コー ドに よるべ きで はな い と考え ら

れ る。

←→,ア フ リカ財 政 共 同体 フ ラン(CFA),太 平洋 フ ラン(CEP)等,単

一 国 の管 理(支 配)の 下 に ない通 貨 に つい て ,現 行 のISOア ル フ ァー2

コー ドと混 乱 が 生 じな い よ う配慮 さ れてい る 旨で あ るが,例 えば,CFA

フ ラ ンにつ い て,カ メル ー ンーCM,チ ャ ドーTD,コ ン ゴーCC,象 牙

海 岸 －CI,等 と し,こ れ らすべ ての コー ドがCFAフ ラ ンを示 す こ とを

ユ ー ザ ー又 は コ ン ピュー タ ーに簡 単 な相 関表 で 知 らせ る云 々等,何 故考 え

な け れば な らな いの か疑 問 であ る。 ア フ リカ財 政 共 同体 フ ラ ン,太 平洋 フ

ラ ンiあ るい はSDR(SpecialDrawingRight),ユ ー ロ コ,U・A

(UnitofAccount)等 の如 く単 一 の管 理(支 配)国 の存 在 しない,所

謂,複 合 通貨 につ い て は,将 来創 造 され る であ ろ うもの を含 め,国 コー ド

の2文 字 アル フ ァに 固 執 すべ きで は ない と思 わ れ る。 即 ち,CFA,CEP ,

SDR,ユ 一 口コ,U・A等 は,地 理 上 の何 れ の 国 セ 使用 され よ う と,CFA,

CED,SDR,(ユ 一 口コ,U・Aに つ い ては コ ー ド未 定)を 通 貨 コー ド

と して よい と考 え る。 勿 論,こ れ等 複合通 貨 に つ い て の コ ー ドが,ISO

アル フ ァー2コ ー ドと混 同 しない よ う配慮 す る必 要 は あ ろ う。 いつ れ に し

て も,当 該通 貨 の管 理 母 体 が一 つ(複 合通 貨 も国 際 機 関が 管理 母 体 とな っ

て い る)な ら当該 通 貨 の コー ドは1つ であ る方 が む しろ便 利 で あ る。

EXCHANGERATEが 同一 で あ り,管 理 す る母体 も一 つ で あ る同一

通 貨 につ い て,共 通 に使 わ れ る国 ご とに使わ れ る国 の 国 コー ドを と り入れ

た通 貨 コー ドは,例 え,相 関表 で簡 単 に知 らせ 得 る と して も,全 く意味 の

な い こ ととい わ ざ るを 得 な い。 元 来,複 合 通貨 は 国家 主権 を 超 越 して 創 り

出 され た もの で あ り,通 貨 コー ドの 中 に主 権 を示 す が 如 き一 国 の アル フ ァ

文 字 を組 み込 む必 要 は な い もの と思 われ る。
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←),ADP及 び コー デ ン グ専 門 家 グル ー プで指 摘 され た,一 国で 運用 されて

い る複 数 通貨 に 関 しては,指 摘 の趣 旨が暖 昧 と思わ れ る。

即 ち,こ 入で いわ れ て い る複数 通 貨 とは,コ マ ー シ ャル 及 び フ ァイ ナ ソ

シ ャル の 区別 であ ろ うが,(イ タ リア,フ ランスの 例 の如 く)こ の 区 別を

も って,複 数 の通 貨 が 運用 され てい る と定 義 し,二 つ の通 貨 コ ー ドを設 け

る こ とは,コ ー ドを複 雑化 す るの み で,少 く とも,金 融機 関 か ら見 る限 り,

余 り意 味 の ない こ と とい え よ う。(Co㎜ercialFrancsもFinancial

Francsも そ の管 理 母 体 は フ ラ ンス 当局 で あ り,通 常 貿 易,経 常 取 引勘 定

と資 本 取 引勘 定 の相 違 で あ る,換 言す れ ば,フ ラン ス当 局の 為 替管 理上 の

色 分 け で あ って,通 貨 の 相違 と見 るの は 行 き過 ぎでは な いか,実 務 上,具

体 的 に 異 る点 は,凡 そ,取 引 に適 用 す る為 替 相場(EXCHANGERA

TE)が 異 る こ と,対 外 決 済勘 定 が 異 るこ と,(銀 行 が設 け て い る為 替決

済勘 定 の 口座 が 別 であ る),及 び為 替管 理 の規 制 が異 る こ と等 で あ ろ う。

これ は,む しろ取 引の 分 類 上 の 問題 で あ り,通 貨 コー ドに この 区 別 を と り

込 む こ とは疑 問 で あ る。 この 区 別に 類 す る こ とを取 り入 れ るな らば,更 に,

ConvertibleとUnconvertibleの 区 別,Externa1とDomesticの

区 別,Non-ResidentとResidentの 区 別,FreeとLimitedの 区 別,

OpenAccountの 区 別,デ ノ ミネ ー シ ョン等 の時 に発 生す る 旧通 貨 と新

通 貨 の 区 別,等 々通 貨 コー ドで は論 理 的 に 収拾 のつ か ぬ とこ ろ ま で拡 大 さ

れ る恐 れ が でて くる。 これ 等 の区 別は む しろ,通 貨 コー ドとは 別 個 の デー

タ(コ ー ド)に より処 理 され るべ き亀の と考 え られ る。

困,WG2通 貨 コー ドと現 実 の通 貨 各 称 との 混 同を避 け るため の配 慮,及 び

現 在 のWG2コ ー ド,あ るい は,ISODIS-3166国 コー ドと混 同

す る よ うな 国 コー ドを将 来 の 新 興国 につ け ぬ よ う配 慮すべ き との 指摘 は全

く同感 で あ る。

内,又,WG2で 提 案 中の 通 貨 コー ドがISOの3ア ル フ ァ国 コー ドと一

致 す る こ とに な る場合 は,こ れ を 回 避す ぺ き こ との 指摘 は理 解 で き るが,
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混 同回避 のため,WG2の 通 貨 コー ドの 末尾 の文字 が対 象通 貨 の イ ニ シ ャ

ル とな らず,通 貨 を意 味 しな く(denoteし ない)な る場 合 は ど うす るの

か触 れ られて い な い。 この 点 に つ い ては,余 り固執 す る必 要 は な い だ ろ う。

貿 易,国 際決 済取 引 では,WG2通 貨 コー ド,及 び,ISOのDIS-3166

の2文 字 アル ファ国 コー ドを関 係 者 が一 致 して 採択 す る限 り,3文 字 アル

フ ァ国 コー ドと同 じもの が あ って も大 きな 支障 とな らない もの と思わ れ る。

通 貨 コー ドが 使わ れ る情 報 の レイ ア ウ トは 金額 の 直 前 力1直後 で あ り,通 常

国 コー ドと混 同す る こ とは考 え られず,そ れ 程神 経 質 に な る必 要 は な いだ

ろ う。 む しろ,通 貨 を表 わ さ ない(denoteし ない)イ ニ シ ャル 付 け(3

桁 目の文 字)の マ イ ナ ス の方 が 大 きい と思 われ る。

(ト),所 定 の国 で使 用 され て い る通 貨 名 の簡 略化 で,3文 字 を用 い る こ とは恐

ら く不 必要 で あ ろ うと い う指 摘 につ い ては,コ ー ドの標 準 化 に 逆 行す る も

の と思 え る。 す べ ての 通 貨 コ ー ドを2文 字 アル ファ とす る こ とが 可 能 な ら

別(ア ル フ ァ2桁 では 解 り易 い 表 意 コー ドを作 るの は難 しい と思 わ れ る が

)で あ るが,所 定 の 通 貨 に限 り2文 字 とす る こ とは ・ そ の通 貨 の み を と

り出 して み れば簡 略化 され よ うが.実 務 上 は標 準化 に な らず,む しろ,エ

ラ ー防止 上 マ イ ナス とな り,金 融 機 関 に受 入 れ られ ぬ こ と ム.なろ う。

聞,先 に 言及 した如 く,一 国 で 複数 の 通 貨 が運用 され てい る.よ うな場 合,当

該 通 貨 コー ドの3文 宇 目にA,あ るい は,Xの 文 字 を用 い て こ.れを 区別 す

る こ とにつ い て は,好 ま し くな い。

(リ),通 貨 コー ドの3文 宇 目に決 済 方法 を示 す 文字 をつ け るこ とにつ い て も前

記←似 下 との 関 連,及 び,次 の 理 由 か ら好 ま しくない と考 え られ る。

即 ち,決 済 方 法(Methodofpayment)は,ADP及 び コー デ ン グ専

門 家 グル ー プが指 摘 して い る よ うに,単 に,銀 行 紙幣,個 人 小切 手,銀 行

手 形 の如 き分類 では,金 融 機 関 に と り積極 的 な意 味 は な く,む しろ無 用 の

混 乱 を 招 くこ と とな りか ね な いか らで あ る。

こ 入で決 済方 法,支 払 手 段,資 金 の 態様,為 替 管理 か ら くる規 制 の 態様
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●

によるすべ ての分類を筋道を立てX解 説す る積 りはないが,そ のい くつか

を羅列すれば以下の如 くとな り,用 語や分類の問題を残す とはい え,こ れ

等の組合せに よって異 って くる金融機関の実務処理を(Proceduresを)

通貨 コー ドの3文 宇 目で何ん とか しよ うとす る試みは無益 と思われ る。 そ

れは簡略化 ではな く逆 に複雑化に結 びつ き混乱を招 くことNな ろ う。

現金硬貨

現金紙幣

個人振出小切手

銀 行振 出小切手

法人振 出小切 手

中央銀行振 出小切手

当店払小切手

他店払小切手

他行払小切手

中央銀行払小切手(日 銀 チ ェック等)

国内払小切手

海外払小切手

店頭振出小切手

預金小切手

送金小切手

旅行小 切手

個人振出手形

法人振出手形

銀 行振 出手形

約束手形

為替手形

無担保手形
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荷付手形

信用状付手形

信用状無手形

取立手形

一覧払手形

D/P,D/A手 形

期限付手形

割賦手形

商業手形

割引手形 ・

再割引手形

レインバ ース手形

引受手形(未 引受手形)

不渡小切手,手 形

保証手形

レシー ト.請 求書

支払指 図書

郵便 送金為替

電信送金為替

マネー ・オーダー

ポスタル ・マネー ・オーダー

付替 －Transfer

－覧払決済

ユーザ ンス決済

交換決済

現金決済

中央銀行預け金決済(FederalFund)
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CashRate

AtSightRate

AcceptanceRate

UsanceRate

Custome'rsRate

Inter-officeRate

Inter-BankRate

MarketRate・

ArbitratedRate

StandardRat'e

GoldRate ,

FinancialRate

CommercialRate

ContractRate

ExternalRate

DomesticRate

SellingRate

BuyingRate

Financia1・

Commercial

DomestiC

External

Convertible

Unconvertible

Resident

NorResident

Free,Limited
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Opena/c

ClearingFund

FederalFund

各 種Deposit

〃'Loan

C,D,BOND,配 当証,そ の他 債 権等 有価 証 券

等 々 … … …

以上 に 羅 列 した 如 く,こ こですべ てを 記 した わけ では な い が,こ れ 等分 類

の組 合 せ を通 貨 コ ー ドで簡 略 化 す る こ とは到 底考 え られ な い こ とであ り,'

単 に現 金,小 切 手,手 形 の区 別 で は何 も メ リッ トは生 まれ な い。

更に,資 金 の 性 格 や 態様 は,同 じ一 つ の取 引 に於 い て も変 わ る もの で あ

る こ とを理 解 してお く必要 が あ る。 輸 出 手形 で も銀 行 が 買取 る ときに は 現

金,小 切 手,あ るい は預 金,送 金 ロー ンの返 済等 種 々の 形 で代 り金 が支 払

われ る もの であ り,時 に は 現金 ・預 金 等 の複 合 とな る こ と もあ る。 又,

Co㎜ercialか ら当 局 の許 可を得てFinancialに も変 り得 る し,我 が

国の 如 く,FreeYenか ら円へ とConvertさ れ る こ と もあ る。 この よ う

な場 合,そ の都 度 通 貨 コ ー ドを変 え る実益 は 見 当 ら ない ば か りか,実 務 上

では 耐 え きれ ぬ 苦 痛 とな ろ う。

繰 り返 し記 す こ と とな るが,通 貨 コー ドは,そ の 通 貨 を管 理(支 配)す

る国又 は機 関(Entity)ご とに1コ ー ド宛採択 され るべ き であ り,一 国 の

為 替 管 理 上,そ の 他 の理 由 か ら,い た づ らの性格 付 け は 避 け て標 準 化す べ

き もの と考 え る。

SWIFT(Society 、forWorldwideInter-bankFinancialTele-

co㎜unication)で 使 用 さ れ る 通 貨 コ ー ドは,銀 行 協 会 資 料(SWIFT

HANDBOOK)に よ れ ば 次 の と お りで あ る。
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TheCurrencyCodeConsistsofthetwo-1etterISO

CountryCodefollowedbyathirdletterdenotingthe

particularCurrency(notyetdefined)

即 ち,通 貨 コ ー ドは2文 字 のISO国 コ ー ドに 当 該 国 の 通 貨 を 表 わ す 第 三

番 目の 文 字 を つ け た も の で 構 成 さ れ る(第 三 番 目の 文 字 は 未 確 定)。

以 上 の 如 く,SWIFTで の 通 貨 コ ー ドは,ADP及 び コ ー デ ン グ専 門

家 グル ー プ で 討 議 さ れ て い る もの と 基 本 的 に 異 る も の で は な い が,同 グル

ー プ で 指 摘 して い る よ うな 通 貨 の 性 格 付 け,あ る い は,決 済 方 法 を 表 わ す

(denote)よ う な 通 貨 コー ドは 考 え ら れ て い な い よ うで あ る。 決 済 方 法 等

は,取 引 区 分 コ ー ド(TransactinCode)等 に よ り識 別 さ れ る 方 向 に あ

る。

本邦 外 国為 替 銀 行 に於 け る通 貨 コー ドに つ いて,そ のすべ て を 記す こ とは で

きない が,実 例 と して,多 くの銀行 の うち あ る銀 行 で 使用 され て い る コー ドを

別表 と して添付 した。 現 在邦 銀 間 に は 合意 され た標 準統 一 通 貨 コー ドは 存 在 し

ない が,使 わ れ てい る コ ー ドの種 類 は2桁 ニ ュー メ リ ック コー ド,及 び2桁 ア

ル フ ァ コー ドが多 い よ うで あ る。 通 常外 国為 替取 引で 取 扱 う通 貨 は 主要 通 貨

2'0種 程 度 であ り,稀 な ケー スを 含 め て も30種 を超 え る こ とは な く,2桁 ニ

ュー メ リッ ク コー ドで も全 く支障 は ないわ け で あ る。 なお ・.将来 は ・SWIFT

との関 係 もあ り,邦 銀 間 で標 準化 され る とす れ ばSWIFTの 通 貨 コ ー ド.即

ち,ISOのWG2コ ー ドに な るの で はなか ろ うか。

又,通 貨 コー ドの レイ ア ウ ト上 の位 置 に つ い であ るが ニ ュー メ リッ ク ・コー

ドの場 合 は金 額 と混 同 せ ぬ よ う記 載位 置 を 分離 す るの が一 般 的 で あ り,ア ル フ

ァ文字 コー ドの場 合 は 金 額 の 直前 に 記載 す るの が一 般 的 で あ る。 ニ ュー メ リッ

ク ・コー ド使 用 の場 合 は,金 額 の 直 前 に アル フ ァ文 字 に よる通 貨 の 通 称 を記載

す るの が殆 どで あ る。 これ は金 額 の改 ざ んに よ る事故 防 止 の ため と思 わ れ る。

一62一



事 故 防 止 の た め に は,次 の 表 示 方 法 も あ り,小 切 手,手 形,信 用 状,支 払

指 図 書(P/O)等 に 使 わ れ て い る 。 例$10,000,旦(Dollarsten

ThousandonlyinU,S,Currency)。

以上 通 貨 コー ドにつ い て,ADP及 び コー デ ン グ専 門 家 グル ー プの 討 議 内 容

(1974年10月)を 追 い 乍 ら,述 べ て きた が,通 貨 コー ドの 標 準 化 は,我

が 国 で も,そ の もた らす 利 益 は大 き く,早 期 実 現が期待 され る と ころ で あ る。

銀 行 か らみて 貿易 業 界 だけ で な く,一 般 大 衆 に も解 り易 い表 意的 アル フ ァ文字

コー ド(旅 行者 等貿 易 に 関係 の ない人 々 に も通貨 コー ドそ の ま 入で通 貨 を 容易

に識 別 で きる もの)で 標 準化 され る こ とが 望 ま しい。
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別表 一 ■ ISO STANDARDDIS-3166
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5
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6
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6

6
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6
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6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6
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6
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7

7

7

7

7
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7

7

7

7

7
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別表 丑 コ ー ドの 例

Code ShortNa皿e

Facom 工BM ofIBM
NameofCurrency(Country,Currency)

¢¢ 31 ¥ Japan,Yen

u$ φ1 us$ U.S.Dollar

u£ 2¢ STG.£ UnitedKingdom,Pound

DM ¢3 D.M. Deutsche,Ma壬k

C$ ¢4 CANS Canada,Dollar

SF ¢5 S.FR. Switzerland,Franc'

SK ¢6 S.KR. Sweden,Krone

FF φ7 F.FR. France,Franc

DG ¢8 D.GL. Netherlands,Guilder

BF ¢9 B.FR. Belgium,Franc

AS 1¢ SCH Austria,Schilling

DK 11 D.KR. Denmark,Krone

工L 12 IJT Italy,Lira
'

NK 13 N.KR. Norway,Krone

PE 14 ESC. Portuga1,Escudo

A$ 51 $A Australia,Dollar

AD Algeria,Dinar

AF Afghanistan,Afghani

飢 Albania,1、ek

AP 5¢ $N Argentina,Peso

BD 53 B.D. Bahrain,Dinar

BP 54 $B Bolivia,Peso

BC 48 CR. Brazi1,Cruzeiro

BL Bulgaria,Lev
.

BK 55 KYAT Buma,Kyat

BR Burundi,Franc

BT Bangladesh,Taka

CR Calnbodia,Riel

CU 56 CEY.R. Ceylone,Rupee

CE Chile,Escudo

CY 15 RMB.¥ China,Yuan
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Code ShortName

Facom IBM of工BM
NameofCurrency(Country,Currency)

CP 57 COL.$ Colombia,Peso

CZ Congo,Zaire

CC 58 COLON CostaRica,Colon

C£ Cyprus,Pound

CK Czechoslovakia,Koruna

DP DominicanRepublic,Peso

ES 59 SUCRE Ecuador,.Sucre

EC EISalvador,Colon

EF EquatorialAfricaC.F.A.

E$ 6¢ ETH.$ Ethiopia,Dollar

囮 93 MARKKA Finland,Markka

㎝ Germany耳ast,Mark

GC 61 N.CED工 Ghana,NewCedi.

GD 62 DR. Greece,Drachma

GQ 63 G. Guatemala,Quetza1

d$ Guyana,Dollar

HG Haiti,Gourde

HL 64 L. Honduras,Lempira

H$ 42 HK$ HongKong,Dollar

'

HF Hungary,Forint

IK Iceland,Krona

IN 43 1.R. India,Rupee

工P 65. RP. 1ndonesia,Rupiah

IR 66 1.KLS エran,Rial

工D 67 工.D. Iraq,・Dinar

Iu 工reland,Pound
1

工0 工srae1,Pound

J$ Jamaica,Dollar

JD 68 J.D. Jordan,Dinar

KS 69 K.SH. Kenya,Schilling

KW 7φ WON Korea,Won
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Code ShortNa皿e

of工BM
NameofCurrency(Country,Currency)

Facom 工BM

KD

正、K

鵬

LP

LF

甑

随

M$

MF

ゆ

MP

皿

囲

孤

NR

N$'

NC

N£

PR

PB

PG

PS

PP

PZ.

QR

RL

RF

SR

SL

S$

SS

71

72

73

74

44

47

76

75

77

78

79

45

94

49

81

82

52

K.D.

KIP

L.1..

£L

M$

P.●

DH

M.RP.

N.R.
'

NZ事

£N

P.R.

P.B.

S/.

P.P.

R.F.

S.$

Kuwait,Dinar

Laos,Kip

Lebanon,Pound

LibyaArabRep.,Dinar

Luxembourg,Franc

MalagasyRep.,Franc

Malawi,Kwacha

Malaysia,Dollar

Mali,Franc 。

Malta,Pound

Mexico,Peso

Moroco,Dirham

Moza皿bique,Esqudo

Mouritius,Rupee

.

Nepal,Rupee

NewZealand,Dollar

Nicaragua,Cordoba

Nigeria,Elaira

Pakistan,Rupee

Panama,Balboa

Paraguay,Guarani

Peru,Sol

Philippines,Peso

Poland,Zloty
.

Qatar,Riyal

Rumania,1.en

Rwanda,Franc喝

SaudiArabia,Riyal

SierraLeone,Leone

Singap6re,Dollar

Somalia,Schilling
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`

Code ShortName NameofCurrency(Country,Currency)
Facom IBM of工BM

・

SA 83 R. SouthAfrica,Rand

SP 9¢ PT Spain,Peseta

S£ 84 1..SD. Sudan,Pound

SD 85 1、.S. SyriaArabRep.,Pound

T$ 91 NT$ Taiwan,Dollar

TS Tanzania,Schilling

TB 46 B Thailand,Baht

TT Trinidad&Tobago,Dollar

TD Tunisia,Dinar

TL 86 LT Turkey,1」ira.'

US Uganda,Schilling

UD UnitedArabRep.,Pound

UP Uruguay,Peso
」

UR 92 RBL U.S.S.R.,Ruble,

UA U.A.E.,Dirham
・

VB 87 B. Venezuela,Bolivar

VP 88 VN阜 Viet-Nam,Piastre

WF WestAfrica,C.F.A.
「

YD Yugoslavia,Dinar ,

ZK 89 K. Za血bia,Kwacha

¢1 3¢ F.YEN Japan,Free-Yen

25 FinancialFrenchFranc

26 FinancialBelgianFranc

27 Financia1工talianI・ira

1

99 Others

φ
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別 表 皿

通 貨 略 名 一 覧 表(付)

通貨
通 貨 名 通貨略名(U 通 貨 略 名 (2)

コード

01 米 ドル u S D u S S

02 英 ポ ン ド s T (} S T (} ● L

05 日本円 Y E N Y E N

04 カ ナ ダ ・ ドル C D C A N . S

05 ス イ ス ・フ ラ ン S F R S ● F R ・

06 ド イ ツ ・マ ル ク D M D M ●

07 ス ウ ェー デ ン ・ク ロー ネ S K R S W ● K R ●

08 フ ラ ン ス ・フ ラ ン F F R F ● F R .

ノ

09 オ ラ ン ダ ・ギ ル ダ ー G L G 1」 S ■

10 ベ ル ギ ー ・フ ラ ン B F R B ・ ■ F R ・

11 オ ー ス ト リア ・シ リ ン グ A ・ S A ■ S ●

21 デ ン マ ー ク ・ク ロー ネ D K R D ● K R ・

◆

31 イ タ リア ・ リ ラ L 1 R 工 ■ L 1 R ●

41 ノ ル ウ ェー ・ク ロー ネ N K R N ● K R ■

51 ポ ル トガ ル ・エ ス ク ー ド E S c E s C ■

61 オ ー ス ト リア ・ ドル A ・ D E S C ●

62 ホ ン コ ン ・ ドル H K D H K ● S

65 イ ン ド ・ル ビー 工 ● R 工 ● R E ■

64 パ キ ス タ ン ・ル ピー P K R P ● R

65 メ キ シ コ ・ペ ソ M X P M E X S

66 ス ペ イ ン ・ペ セ タ S P T P T

・

.

67 ボ リ ビア ・ベ ソ B 0 P $ B

68 南 阿 ・ラ ン ド R N D R A N D

69 人民元 R M B R M B
.

70
◆

ル ー フ ル R B 1」 R B L ●

71 韓国 ウォン W 0 N W 0 N

72 シ ン ガ ポ ー ル ・ ドル S P D S S

75 マ レー シ ア ・ ドル M A D M S

74 ニ ュ ー ジー ラ ン ド ・ ドル N Z D N Z S

(備 考)

o電 算機か ら打 ち出される通貨略名には、 上記の2.種 類 があるoこ の使い分けは、次の通 りであ

あるo

通 貨略名(1>・・…(1)外国為替相場 並 びに持高の照会で画面に表示され る場合o

(2)(ロ)事 後処理 で作成す る還元表に プ リン トす る場合

通貨略名(2>・… …・端末機 を操作 して作成する帳票類に プ リン トする場合。
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は じめ に

(1)調 査 の 目的

① 輸 入 業 務 につ い て現 状 分 析 を行 い,書 類 の流れ.貨 物 管 理 の 流 れ,そ の

他 関 連 業 務 の実態 を 明 らか にす る こ と。

② 輸 入 業 務 に係 る海 貨 通 関 業 の機 能 に つ い て現状 分 析 を行 い,そ の 実態 を

明 らか にす る こ と。

③ 輸 入 業務 の情報 シス テ ムの 現状 お よび総 合 シス テ ムの うちそのサブ シス テ

ムの 在 り方.問 題 点 お よび対 策 に つ い て調 査 す る こ と。

② 前 年 度 に 行 った調 査 は 輸 出 業 務 で あ った が,わ れ わ れ は先 ず輸 出 業務 と輸

入 業 務 との基 本 的 な相 違点 を求 め る こ と と し,こ れ を第1章 総 論 に ま とめ,

輸 入 の 特 色 に沿 った デ ー タバ ン クの 構 想(業 務 の関 連)に 及 ん だ。 そ して 先

ず 業 務 の流 れ,書 類 の 流 れ を.次 の よ うな5種 類 の フ ローチ ャー トに ま とめ

た。

① 輸 入在 来 貨物 直 取 の フ ロー

② 輸 入在 来 貨物 総揚 の フ ロー

③ 輸 入 コンテ ナ ー貨 物 の フ ・一(1)CY渡 し

④ 輸 入 コン テナ ー貨 物 の フ ロー(皿)CFS渡 し

⑤ ドキ ュ メンテ ー シ ョンの フ ロー

㈲ 輸 入 業 務 を分 析す るに あ た って,わ れ わ れ は,前 記 の フ ローチ ャ ー トの順

番 に従 って行 った。 この際,概 念 的 に は貨 物 の フロー と ドキ ュメ ン ツの フ ロ

ー とは.分 離 され 得 る が,実 際 に シス テ ム設計 に あた っては ,両 者 は統 一 的

に処 理 され なけれ ば な らない とい うこ と,お よび貨 物 と ドキ ュ メ ンツ との2

つ の フ ローの うち,貨 物 の フ ロー が基 本 的 な もの であ る とい うこ と,こ れ ら

の 考 え方 は,前 年 度 に 引 き続 き堅持 され た基 本的 な セオ リー であ る。

(4)フ ロー チ ャー トの作 成に 引 き続 き,関 係す る帳 票(海 貨 通 関 業 務 を主体 と

す る)を 集め,そ の デ ー タ ・エ レメ ン ツを時 系列 的 に 配列 し,こ れ に 一 連番
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号 を付 した。 この一 連 番号 は,次 の よ うに整理 され て い る。

LandingPackageOO1～300

CustomsPackage301～499

DeliveryPackage501～699

これ らの デ ー タ ・エ レメ ンツ の調 査 の 結 果,多 くの 問題 点 を見 出 したが,こ

れ は 「ま とめ」 の 項 に述べ られ てい る。

㈲ この 調 査 に あた って は,港 湾 経 済 研 究 所 の運 営 に よ り設 け られ そ い る港湾

業 務 近 代 化 研 究委 員 会 の各 社 お よび 委 員 各 位 の全 面 的協 力 を お顕 す る こ とが

で きた 。 また 委 員の 多 くの 方 々が,作 業 グル ー プ と して研 究 に参 加 して頂 い

たの で 心か ら感 謝 の意 を表 した い。 また 近 代化 研 究 委 員会 で は ない が,次 の

各 氏 か らは特 別 の ア ドバ イ スを 得 たの で,こ こに感 謝 の 意を表 したい。

三 菱 商事 株 式 会社 鉄 鋼 本部 付 部 長代 理

佐藤 吉 信

株 式 会 社 大 森 回漕 店

松 浦 克 己

内 外 日東 株式 会 社

大 森 英 俊'

大 森 正 夫

宇 徳 運 輸 株 式会 社

鈴 木 賢 吉

(6)輸 入 貨 物 の 通 関は,税 関 本来 の 関税 お よび内 国 消費 税 の徴 収業 務 を 主体 と

す る もの で,税 関 業 務の 重要 な部 分 で あ る。 この た め,デ ー タ ・エ レ メン ツ

の 検 討 は,特 に詳細 に行 うたが,添 付 書類 と して 必要 な他法 令 関 係は,全 部

の 貨物 に 関 係せ ず,特 定 の もの にだ け 関 係す る もの で あ り,か つ 甚 だ複 雑 多

岐 に わ た るため これ を サ ブ シス テ ム と考 え て デ ー タ ・エ レメン ツの 検 出を 割

愛 した。 税 関 そ の他 官 庁業 務 に つい て は,次 の各 氏の お世 話 にな ったの で,

感 謝 の 意 を表 す る次 第 で あ る。
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横浜税 関統括 審査官

長谷川 吉雄

横浜税関輸入部管 理課長

佐伯 俊郎

横浜税関統括保税審査官

金子 近雄

横 浜通商事務所業務課長

山中 文 吾

その他関東海運局,横 浜海上保安部,横 浜市港湾局,農 林 省神奈川食糧 事務

所,農 林省横浜植物防疫所,、農林省動物検疫 所をは じめ多 くの官公署.船 社

では 日本郵船横浜支店その他各方面のお世話になった。
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ワーキ ン グ ・グル ー プ(順 序 不 同 ・敬称 略)

五十嵐 舗

柴田 茂

西沢 孝司

峯 昌則

佐野 英雄

熊谷 功

保坂和登志

遠藤 義宏

落合 哲夫

堀井 義允

高津 政美

高見玄一郎

千須和富士夫

日新運輸倉庫(株)

向南運輸(株)

日本貨物検数協会

〃

全 日本検数協会

検定新 日本社

日本海事検定協会

丸全昭和運 輸(株)

日本運輸(.株)

〃

東西運輸(株)

(主 査)港 湾経済研究所

(助 手)港 湾経済研究所
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1。 総 論

1.1輸 入貿易管理 の法体系 とメイン ・システムの設定

輸入は.輸 出の場合 と異 って多 くの法的手続を必要 とす る。基本 となる法律

は 「外国為替及 び外国貿易管理 法」(昭24 ,法43)で,そ の 旨とす るとこ

ろは 「外 国貿易 の正常な発展をはか り,国 際収支の均衡,通 貨の安定。 および

外貨資金 の最 も有効な利用を確 保す るために必要 な外 国為替,外 国貿易及びそ

の対 外取引の管理を行い,も って国民経済の復興 と発展 とに寄与す ること」 を

目的 としてい る(第1条)。 この法律 のもとに,外 国為替管理令,輸 出貿易管

理令,輸 入貿易管理令,標 準決済方法に関す る省令,そ の他があ る。輸出の場

合に も,輸 出貿易管理令があるが,輸 出に関す る法的制約は最少限に止め られ

てお り,わ れわれが輸出に関す る海貨 通関業務の フ ローを検討す る場合には,

この間の手続 きや フ ローは殆 ど除 外 して よか った。 しか しなが ら輸入の場合 に

は,輸 出の場合 に くらべ て甚 だ複雑であ り,一 応その概 要を総論で とりあげる

ことに した。われわれの調査研究はCOTISの 「第2貿 易情報 システム」 であ

って,商 社 業務に属するこの部分は当然除外 され るのであるが,海 貨通関業務

の システ ムと関連す る,そ れ以前の流れのメイ ン ・システムが何 であるかを 明

確にす る必要があ る。 この メイ ン ・システムは,管 理 令による有為替輸入 であ

って,無 為 替輸入,仲 介貿易契約による輸入等,今 日のわが国の輸入貿 易の主

流の周辺 にあるものは,こ れをサ ブシステムと考 える。 この ような定義,な い

し規定 を行 って,極 め て概念 的ではあるが,総 論の 中に,輸 入貿易管理の法体

系の概要を示す こ とに した。 以下述べ るところは,有 為 替輸入 を主体 とす る官

庁や銀行に対す る諸手続の体 系および概要の フロー,事 務処理の プロセスに関

す るものである。

1.1.1輸 入貿易管理 の 目的

(1)輸 入秩序の維持

代金決済の期間,支 払条件等の規制。
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② 国際的義務の履行

国際的協定あ るい は国連決議等 に よる規制。

(3)国 内産業の保護

国内産業 との競争商品の輸 入規 制。

(4)国 際収支の均衡

国際収支の悪化をふせ ぐための通貨お よび代金決済面か らの規 制。

(5)他 法令関係によ,る輸入の規制。

1.1.2輸 入貿易管理の法体系

以上 の ような輸入貿易管理 の 目的に したが って多 くの法的措置が とられてい

るが,基 本 となるものは外国為替 お よび外国貿易管理法であ る。

(1)外 国為替 および外国貿易管理法

輸入に関す る直接的規定は,第52条(輸 入の承認),第53条(制 裁)

第54条(税 関長 に対す る指揮監督等),第55条(担 保の提 供)の 四つ

の条文か ら成 ってい る。 実際 の管理方法 等は政令以下 の省令,告 示等に よ

って行われる。 その主要な ものは次の とお りである。

① 輸入貿 易管理令の主 なる内容

輸入公表

有為替輸入承認,輸 入届出

無為替輸入承認

輸入割当

事前許可

② 輸入貿易管理規則(省 令)

(第3条)

(第4条)

(第8条)

(第9条)

(第10条)

輸入貿易管理令を実際に運 用す る場合の規則で,輸 入手続に関す る規

則が示 されてい る。

③ 標準決済方法に関す る省令

輸入貨物代金 の決済に 関す る標 準的 な方法が示 されてお りこの方法に

よらない ときは,別 に通商産業大臣の許可が必要 とな る。`(標 準外決済)
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④ 輸入公表(通 産省告示)

輸入割当てを受け るぺ き貨物の品 目,輸 入について許可を受 けるべ き

貨物の原産地,ま たは船積地域,そ の他貨物 の輸入について必要な事項

を公表する もので,輸 入割当を受けなければならない品 目の リス トを含

ん でいる。

⑤ 輸入発表 お よび輸入注 意事項.(通 産省公示)。

輸入発表 とは,輸 入公表に よ り輸入割当てを受 けるべ きもの として公

表 された品 目につい て,輸 入割 当申請手続を定め,こ れを公示す るもの

で.輸 入注意事項 とは.法 規の解釈,運 用等について一 般的 な注意事項

を発表す るものであ って,何 れ も通 産省公報,お よび通商弘報に記載 さ

れ る。

⑥ その他

貨物の輸入に伴 って,別 個運送契約,積 荷保 険契約等に も とづ き支払

いを行 う場合は,外 国為 替管理令,貿 易関係貿易外取 引の管理 に関す る

省令があ る。

(2)関 税法関係

① 関税法

関税の賦課お よび徴収,な らびに貨物の輸出入に際 しての通 関手続 き

を規定 した もので,輸 入貨物 に対 する関税の賦 課お よび徴 収,船 舶 およ

び航空機の 出入港手続,保 税 地域お よび通関手続等が規定 されて.いる(現

在 は申告納税制度 が採用 されてお り賦課課税の ケースは少い。)

② 関税定率法

関税率,関 税を課す る場合におけ る課税標準,お よび関税の減免税等

につ いて規定 した もので,輸 入 公表の品 目分類は,関 税定率法の別表の

品 目分類に準拠 して公表 され る。

③ 関税暫定措置法

関税定率および関税法の暫定特例が定め られ てお り,各 種 の用途別減
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免税措 置お よび関税の特別還付措置等が主た る内容。

④ 上 記3法 律の施行令

関税 法施行令

関税定率法施行令

関税暫定法施行令

(3)他 法 令関係 。

① 輸出入取 引法

② 食 品衛生法(輸 出国の証 明書が必要,輸 入手続前に検査)

③ 食糧管理法(政 府に売渡す ことが義務づ けられてい る)

④ アル コール専売法(輸 入者は政府 または政府の命を受けた者)

⑤ 阿片法(国 の独 占権があ る)

⑥ 植物防疫法(輸 入検査,消 毒廃棄処分,輸 入禁止 品)

⑦ 家畜伝染病予防法(輸 入種の制限,検 疫,証 明書の交付)

⑧ 狂犬病予防法(船 舶,航 空機か らつれ出す前に検疫)

⑨ 塩専売 法(輸 入者は公社 または公社の委任を受けた者)

⑩ 薬事法(輸 入販売業の許可がなければ輸 入できない)

⑪ たぽ こ専売法(輸 入者は,公 社 または公社の委任を うけた者)

⑫ 銃砲刀剣類所持取締法(都 道府県公安 委員会の許可)

⑬ 火薬類取締法(都 道府県知事の許可,届 出)

⑭ 高圧 ガス取締 法(都 道府県知事 の許 可,検 査)

⑮ その 他

1.1.3輸 入手続 の プロセス

輸入手続の プ ロセスは,外 貨 決済を伴 う場合(有 為 替輸入)と 外貨決済 を伴

わない場合(無 為替輸入)と でかな り異 って来 る。 通常の輸入業務は,代 金 の決

済 を伴 うところの有為替輸入であることと,さ らに無為 替輸入の場合は,ドキ ュ

メンテー シ ョン ・フロー に示 した ように,複 雑 な事前手続 を必要 とせず,無 為

替輸入承認書だけでよろ しいこと,こ の二つの理 由に よって,こ こでは主 とし
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て有為替輸入について検討す ることにす る。

(1)有 為 替輸入

① 輸入公表 の確認

輸入 しよ うとす る貨物が,前 に示 した ような法体 系の中で,ど のよ う

な輸 入管理を受けてい るかを知 るために,輸 入公表をチ ェックす る必要

がある。輸入公表 とは,輸 入貿易管理令第3条 に言 う 「通商産業大臣は,

輸入割当てを受 けるべ き貨物の品 目,輸 入についての許可を受け るぺ き

貨物の原 産地又は船積地域その 他貨物の輸入について必要な事項を定め.

これを公表す る」 とい う規定に よ り,通 産省公報お よび通商弘報 に掲載

され る。輸 入貨物が非 自由化品 目(IQ品 目)で あれば,輸 入割当を受

け なければな らない。 また輸入貨物 の原産地または船積地域が指定地域

であれば,事 前許可を受ける必要がある。

②IQ品 目の確認

IQ品 目については,前 記の よ うに輸入の割当を受けなければな らな

い。IQ品 目か自由品 目であるか をチ ェックした後,IQ品 目であれば,

通産省に輸入割当申請 書を提出 して,割 当の許可を得 なければな らない。

IQ品 目は,原 則 として年2回 申請期間を定め て割当を行 うが,こ の場

合,事 前に輸入発表が行われ る。

③ 輸 入割 当申請

輸入割当を受け ようとす る場合には,定 め られた様式の申請書3通

(又 は2通)を 通産 大臣 あて提 出す る。輸入貿易管理規則第5条 によっ

て,通 産省が割当を行 ったときは,提 出された申請書にその 旨を記 し,

うち1通 を輸 入割当証明書 として,こ れを申請者に返す。申請書は,通

産 省本省,通 商産業局 または通商事務所に提 出す るが,ど こへ提 出すぺ

きかを事前に確かめる必要がある。

④ 事前許可申請

事前許可を必要 とす るケースは,次 の3種 類である。
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(a)輸 入公表に よ り指定 された地域か ら貨物を輸入 しようとす る場合。

(b)標 準外決済(延 払 い等)に よ り輸入 しよ うとす る場合。

(c)委 託販売契約に よ り貨物を輸入 しよ うとす る場合。

何れ も通商産業大臣の許可を必要 とす る。

⑤ 輸入承認申請,輸 入届出

輸入割当および事前許可を受 けた後,こ れ らの書類を添付 して,外 国

為替銀行に輸入承認申請書を提 出す る。 輸入割当お よび,事 前許可 を必

要 と しない品 目の輸入については,輸 入届 出を外国為替銀行に提 出す る

だけで よい。

⑥L/Cの 開設

輸入承認または輸入届出をす ませた後,L/C(信 用状)の 開設を行

う。 これ以前に,相 手国業者 との間 に契約を締結す る。 信用状 に よらな

いで決済す る場合には,こ の手続 を必要 と しない。信用状に よらない決

済 とは,

(a)取 立手形

⑥ 送金 為替

(c)自 由円勘定

等であ る。信用状の内容は輸入承認書,輸 入届出受領証の内容 と一致 し

ていなければな らない。

⑦ 船積書類の引取 りから通関へ

先づ相手因業者に対 して船積の確 認を行わなければならないが,こ れ

は通常相手国業者(シ ッパ ー)か ら受荷 主に対 してテ レックス または電

信に よ り 「船積通知」 として送 られて来 る(貨 物管理 のフ ロー参照のこ

と)。 さらに,相 手国輸出業者 か ら相手 国銀行を経由 して,わ が国の銀

行に船積書類(原 本)が 送付 されて来るので,受 荷主は荷為 替手形の決

済(又 は引受け)を 行い,こ れ らの書類 を引取 り,海 貨通関業者に委託

して,貨 物到着後,通 関を行 う。
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② 無為替輸入

無為替輸入とは有為替輸 入承認 または輸入届出をす る必 要のない貨物で

あ って,次 の よ うな場合 に適用 される。

① 代金の全部について決済を必要 としない貨物の輸入。

② 代金を円ベースで決済す る貨物。 但 し非居住者 自由円勘定 を除 く。

③ 委託加工貿易契約に よる貨物の輸 入。

以上の場合は通商産業大臣に対 して無為替輸入の承認を受けなければな ら

ない。(輸 入貿易管理令第8条)

輸入承認申請書を通産省 または通産局,通 商事務所 に提 出し,輸 入承認

を受け るが,こ の場合,輸 入承認書は,海 貨通関業者の手を経 て,船 積書

類,輸入申告書,他 法令関係許可書 とともに税 関に提 出され る。

無為替輸入は,輸 入手続の主流 ではないので,報 告 書 に 詳 述 す ること

を省略 し,単 に総論において,そ の存在を指摘す るに止め る。

以 上の輸入手続に関す るフ ローチャー トを作成す る と,次 の よ うになる

であろ う。
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1.2輸 入貿 易業務におけ る海貨通関業務の特質 と調査対象の限定

1.2.1輸 入 業務 に お け る海 貨 通関 業 お よび乙 仲 の概 念 規 定 につ い て

この 調査 は,輸 出 の場 合 と同 様 に,海 貨通 関 業 とい う規 定 を用 い る。 海 貨 通

関業 とは.前 年 度 の報 告書(48-RO18総 合 貿 易 情報 シス テ ム調 査 報 告 書

〔皿〕)に 説 明 した よ うに,港 湾 運送 事 業 法 に よ る海運 貨 物 取 扱 業 と.通 関業

法 に よ る通 関業 とを,シ ス テ ム的 に1つ の カ ラ ゴ リー と して扱 った もの であ る。

これ らの 業 種は,通 常"乙 仲"と い う言葉 を も って 呼 ばれて いるが,乙 仲 とい う

概念 は,し ば しば誤 って 使 用 され て お り混 乱 を来 た す の で,特 に 輸 入 業 務を 検

討 す る場 合 に は,海 貨 と乙 仲 との概念 を 明確 に してお か な けれ ば な らない。

乙仲 とは 戦 前 の2種 海 運 仲 立 業 の略 で あ って,ShippingBrokerな

い しSpaceBrokerと い う性 質で あ った。 これ に対 して甲 仲す な わ ち 甲種

海運 仲立 業 とい うの が あ った が,こ れ は船 舶のCharteringBrokerで あ

った。 戦 時 中 に,軍 が 乙 仲 を使 用 して貨 物 の運 送 業務 を 行わせ たこ とか ら,戦 後

に 港湾運 送 事 業法 が制定 された ときに,港 湾 運 送事 業 の 中 に 入れ られ て・ 港 湾 に

おけ る貨 物 運 送 の主 体 と して の 業 の性 格 を取 得 した。 これ を今 日な お 乙仲 とい

う呼 び名 を も って呼 ん でい るが,今 日で は仲 立 業の 性 格 が うす くな り,運 送 業

'の ほ うに業 務 が 移
って い る。 以上 の よ うに 乙仲 とは 本来 船 舶 の スペ ー ス ・ブ ロ

ー カー で あ るの で,先 ず ,こ の点 を 明 らか に して,わ れ わ れ は,乙 仲 とい う言

葉 を一 切 使 用 しない こ とに した 。

1.2.2輸 入 にお け る ラン デ ィン グ ・エ ー ジェ ン トの役 割

輸 入 にお け る業務 の 流 れ を 詳細 に 検討 して み る と,輸 出 の場 合 とか な り異 っ

た性 質 の もの で あ る こ とが わ か る。 先 ずわ れ わ れは,輸 出 の 場合 と同 じよ うに,

定 期船 業務=雑 貨 を主 体 と して考 え,不 定期 船 業 務=バ ル ク ・カー ゴを 除外 す

る。 貿 易情 報 シス テ ム とい う全 般的 な広 い 観点 か ら,わ れ わ れ は,こ の 両者 を

区別 して考 え るの が最 も妥 当 な方 法 で あ る と考 え る。 そ の 理 由 とす る ところは
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輸 入 手 続 の フ ロー(こ の 部 分 は,ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン ・ フ ロー に 組 入 れ ら れ て い る)

シ ソ パ ー
外 国為替銀行

(国 外)

外 国 為 替 銀 行

(国 内)

通 産 省

(諸 官庁)
受 荷 主 海貨通関業(海 貨手摩) 税 関

輸入割当証明書 事前許可書

(有為 替輸入)

⑧

IQ

チ ェ ッ ク

(無 為替輸入)

⑧

自由品 目

輸入割当申請書 事前許可申請書

媒
輸入承認申請書

薮

(荷主 ライン)

(100万 円以上の場合

⌒ 輸入承認書

(船 積 書 類)

C/ICo㎜ercialInvoiee

P/LPaekingList

C/OCertificateofOrigin

B/LBillofLadin

C形

P/L

C/O

B/L

輸入承認申請書

(100万円床満35万円まで)

輸入届出受理証

輸入届出書

輸入割当許可書

一
事前許可書
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.一一 ーーーー一「

定期 船 業 務 とは,船 社 が 特 定 の航 路 に つ い て特 定 の配 船 ス ケ ジ ュール を た て不

特 定 多数 の 荷主 の貨物 を運 送す る ところ の,い わゆ るCommonCarrierで

あ る のに 対 して,不 定 期 船 は 荷 主 が船 舶 を チ ャー タ ー して,特 定貨 物 を特定 地

域 間 で運 送す る業 務 であ る。 時 と して1船 に対 して数10社 の 荷 主が 存 在す る

場合 もあ るが,荷 主 が運 航 の 主導 権 を 持 ってい るこ とに変 りは な い。 以 上 の よ

うな性 質 の ちが い は,情 報 シス テ ムの 立 場か ら考 え る と,前 者 の運 送 形 態 は,

完 全 に船 社 の情 報 シス テ ムの 支 配を 受 け るが,後 者 の運 送形 態 は,む しろ荷主

側 の情 報 シス テ ムが支 配 す る と考 え られ るの で あ る。

わ れ わ れは 先 ず この よ うに して,船 舶 の運 航 形態 か ら第1の 限定 を 行 った。

つ ぎに,定 期 船 に よる輸 入 業 務の 港 湾 に おけ る形態 を 検討 しな けれ ば な らな い。

在 来 貨 物 に見 る と,輸 出 の船 積 み の 方 法 に 「直積 」 と 「戸 前 受」 の2種 類が あ

った よ うに,輸 入 にお い て も 「直 取」 と 「総揚 」 の2種 類 が あ る。 前者 は海 貨

通 関 業 者 が受 荷 主 を代 行 して本 船 船側 で貨 物 を受 取 る方 法 で あ り,後 者 は ラン

デ ィン グ ・エ ー ジェ ン トが船 社 を 代 行 して本船 貨 物 を一 度 に 全 部陸 揚 げ し,こ

れ を 総 揚 倉庫 に保 管 し,倉 庫 戸 前 で 客受 荷 主 を代 行す る海 貨 通 関業 者 に 引渡 す

方 法 で あ る。 外 国 では,貨 物 に 対す る船 社 の責 任 はノ㍉一ス直背 の専 用上 屋 まで

及 ん で お り,こ こで 貨物 を受 渡 しす るの が原則 であ るが,わ が 国で は これ まで

公 共 埠頭 制 度 の法 的制 約 が あ って,特 定 の 船社 あ るいは 業者 が特 定 のバ ース な

い し上 屋 を専有 ない し専 用 す る こ とを拒 否 して来 た。 した が って,わ が 国の 場

合 に は貨 物 は 「船 側 渡 し」 を 原 則 と し本 船 船側 で貨物 の 受 渡 しが 行 われ る とい

う変 則的 な形 を と ってい る。

とこ ろで,輸 出 の場 合 の 貨物 の主 要 な流 れ,と りもなお さず 情報 量 の 大 部 分

が 直積(は しけ 直積 お よび エ ー プ ロン渡 し=GoDown)に あ るの と同様,輸 入

の場 合 に は,直 取 を主 とす るが,な お 可 な りの ものが 「総揚 」 に あ る。 輸 出 の

場 合に は 貨物 は 少量 つ つ 港 に搬 入 され るが,輸 入 の場 合 には 貨 物 は本 船1ば い

に ま と ま って到着 す る。 した が って 貨物 を一 度 に大 量 に 船卸 しを 行 い,且 つ そ

の保 管 業務 があ るの で,倉 庫 業 と直 結 してい る。 この よ うな関 係 で,過 去 にお

一88一



い て は,倉 庫 業 者 が船 社 の エ ー ジェ ン トと して 陸揚 業 務 を 代 行 して来 た。 この

傾 向 は 今 日で も強 く残 って お り,臨 港 倉 庫 の大 部 分 が,こ の輸 入貨物 の保管 を

目的 と して営 業 してい る。 これ に反 し,輸 出貨 物 は,海 貨手 摩 また は 公共 上屋

を 利 用 し,輸 入 貨 物 は殆 ど上屋 を 利用 せ ず,輸 出貨 物 は殆 ど営 業倉 庫 を利 用 し

ない の が 原則 とな ってい る。(上屋 は行政上,輸 出貨物用 として規制 されてい る。)

と ころ で,今 日の船 社 の エ ー ジェ ン トは,港 湾 運 送 事 業法 に よ る無 限定 一 種

業 者 で あ って,海 貨 通関 業 の 免許 を 持 ってい る。 そ れは 海貨 通 関 業界 の メ ンバ

ーで あ るが,過 去 の 「乙 仲 」出 身 であ る海 貨 通 関 業者 とは,自 ず か ら立 場 を異

に して い る。 こ う して,同 じ海貨 通 関 業務 の 中 に あ って,輸 出 にお いて は,乙

仲 出身 の 限 定 業者 が主 導権 を 持 ってい る が,輸 入 に お い ては,そ の情 報 量 の大

きな部 分 を ラ ンデ ィン グ ・エ ー ジェ ン トが握 って い るの が現 実 であ る。 輸 入 の

システ ムに お い て は,こ の区 別 を 明確 に して おか な けれ ば な らない。

次 に コ ン テナ ー貨 物 に つい て み ると,フ ル ・コン テナ ー船→ コンテ ナ ー ・タ

ー ミナル とい う形式 を 報 告 の対 象 と し,在 来船 お よび セ ミ ・コ ンテナ ー船 に よ

る コン テ ナ ー貨 物 の扱 い は,こ の 報告 書 か ら除 外 され て い る。 これ らの もの は,

何 れ もサ ブ シス テ ム と して 考 え られ るぺ き部 分 で あ る。

コン テ ナ ー貨 物 の オ ペ レー シ ョンは,先 ずCY渡 し とCFS渡 しとに 区 別 し

た。CY渡 し とは,コ ン テナ ー ・ヤー ドにお い て コン テナ ーを 受 荷主 を 代 行す

る海 貨 通 関 業者 に引 渡 す方 法 で これが さ らに,CY通 関 で直接 受 荷主 な い しは

ユ ーザ ー に 引 渡 され る場合 と,一 度 海貨 通 関 業者 の 倉庫 に入 り,そ こで デバ ン

ニ ン グを して 通 関す る ケー ス とにわ け た。CFS渡 し とは,陸 揚 げ され た コ ン

テナ ーを,コ ンテ ナ ー ・ヤ ー ドか らコ ンテ ナ ー ・フ レー ト ・ス テ ー シ ョン に移

し,デ バ ン ニ ン グお よび仕 分 を して受 荷 主 を代 行 す る海 貨通 関 業者 に 引渡 す 方

法で,直 接 受 荷 主 ない しユ ーザ ー に配送 され る ケー ス と.一 度 海 貨 業者 の 倉 庫 に

入 れ られ る場 合 と2種 類 が あ る。 これ らの もの を メイ ン ・システ ムと考 え る こ

とに した。 実 際 に は,コ ンテ ナ ーの動 き もな か な か複 雑 であ って,必 ず しも,

この よ うな類型 的 な動 きを しな い場 合 もあ るが,そ れ らの ものは何 れ もサ プ シ
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ス テム と考 え て,こ の 報 告 書 か ら除外 され てい る。

コンテ ナー ・タ ー ミナル は,わ が 国 に おい ては,原 則 と して 船社 の 専用 埠 頭

で あ って,CY,CFSと もに 船社 の 責任 が及 んで い る。 この 点,在 来 貨 物 の埠

頭 とは 全 く異 って い る点 であ る。 そ して,コ ンテ ナ ー ・ター ミナル を オペ レー

トして い るの は,船 社 直属 の ラ ンデ ィン グ ・エ ー ジェ ン トで あ る。 それ は,在

来埠 頭 に おけ る総 揚 げ 形式 よ りも,も っ と完 全 な船 社 支 配 の形 であ って,輸 入

貨物 の 取 扱 い量 お よび 情報 の量 におけ る ランデ ィン グ ・エ ー ジェ ン トの主 導性

が 強い。

1.2.3貨 物 管 理 と ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン

輸 出 に関す る現 状 分 析(前 年度 報 告書)と 同 じよ うに,わ れわ れ の立 場 は,

貨 物の フ ロー と書 類 の フ ロー とを一 体 と して考 え る とい う立場 を と って い る。

そ れ に もか かわ らず,こ の よ うに概念 的 な区別 を した の は,事 態 を 明確 にす る

ため の もの で あ る。 輸 出入 事 務 の よ うに,多 数 の 業者 や官 庁 が 関 係 し,複 雑 な

プ ロセ ス を経 て業 務 が進 行 す る場合,た とえそれ が メイ ン ・シス テ ムの 概要 で

あ って もこれ を一 枚 の フ ロー チ ャー トに あ らわ す こ とは 困難 で あ る。 した が っ

て,そ の 内容 を カテ ゴ リー別 に 分 割 しな けれ ば な らな い が,わ れ われ は,こ れ

を次 の よ うに5種 類 に分 割 した。

①

②

③

④

⑤

輸 入在 来貨 物 直取 の フ ロー

輸 入在 来 貨物 総 揚の フ ロー

輸 入 コンテ ナ ー 貨物 の フ ロー(1)CY渡 し

輸 入 コンテ ナ ー 貨物 の フ ロー(∬)CFS渡 し

ドキ ュ メンテ ー シ ョンの フ ロー

貨物 の フ ロー と ドキ 三 メ ン ツの フ ローを統 一 的 に処 理 す る とい うこ とは,わ

れわ れ の 一 貫 した 考 え 方 で あ る が,そ の 何 れが基 本的 な もの で あ るか とい う選

択 を しな け れば な らな い。 この選 択 に あた って,わ れ わ れは,輸 出の 場合 と同

様 に,貨 物 の フ ローを 基 本的 な もの で あ る と規 定 して い る。 何 故 な らば,わ れ

わ れの 外 国 貿易 に対 す る定義 が,次 の よ うな もの で あ る か らで あ る。
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定 義 ・ 外 国貿 易 とは 生 産 面に 投 下 され た 生 産資 本の 回転 の 現 象的 形 態

で あ る。 この 資 本 の 回転 は商 品(貨 物)と い う形 態 を と って国

境 を越 え,海 外 に お いて 販 売 され,銀 行を通 じて貨 幣(荷 為 替

手 形)と い う形 態 で 生産 者 に還 流す る。 このす べ ての 資 本 の回

転 に含 まれ る プ ロセスが,貿 易情 報 シス テ ムで あ る と規 定 す る。

この 定 義 に した が って,わ れわれは 商 品 す なわ ち 貨 物 を主体 的 な もの と して と

らえ,ド キ ュ メン テー シ ョン とは,そ の 商 取 引の 事務 処 理 で あ る と考 え る。 し

た が って,わ れ わ れ の記 述 は,輸 出 の場 合 と同様 に,貨 物 の フ ローか らは じめ

る。 貨 物 の フ ローに,在 来貨 物 の フ ロー と コ ンテ ナー 貨物 の フ ロー とが あ るが

「歴史 的 に 先 行す る ものが 本 質 的 な もの であ る」 とい う理 論 に基 づ い て,わ れ

わ れは 在 来 貨物 の フ ローの 分 析 か らは じめ る。 現 実 に は コンテ ナ ー貨 物 の オペ

レー シ ョンが 先に シス テ ム化 され,今 後 の貿 易情 報 シス テ ムの 開 発 も,そ の接

点 か らは じめ られ るの で あ ろ うが,シ ス テ ム ズ ・ア ナ リシス にお い ては,そ の

順 序 を変 更すべ きでは な い と考 え .る。

次 に ドキ ュ メ ンテ ー シ ョンの範 囲 であ る が,わ れ わ れ の立 場 か らす れ ば,前

記 の定 義 に した が って,事 務 処 理 に必 要 な基 本帳票 を すべ て包 含 しなけ れ ば な

らな い。 か って,貿 易 関 係 書 式標 準化 委 員会 がCommercialInvoiceに

は じま りBillofLadingに 到 る一 連 の統 一 書 式を 開 発 し,こ の処 理 を ド

キ ュメ ンテ ー シ ョン と した が,こ れは 船 社 主導 型 のB/Lメ ー キ ン グの シス テ

ムで あ って,貿 易 情報 シス テ ムに おけ る ドキ ュメ ンテ ー シ ョン とは,お の ずか

ら性 質 を 異 にす る。 した が って,わ れ わ れ の場 合 に は,貨 物 送 状,タ リー シー

ト,ボ ー トノ ー トの よ うな もの が,基 本 帖 票 と して 取 り入 れ られ てい る。 そ の

範 囲は シス テ ム開 発 の 意図 に よ って異 って 来 る であ ぢ う。 報 告 の フ ローチ ャー

トに輸 入 手続 に関 す る部 分 が 含 まれ てい るが,こ れ は,COTISの 第2貿 易

情報 シ ステ ムの前 段 の メイ ン ・シ ステ ムを 示 す ため に加 え られ た もの で あ る。

1.2.4ソ ー ス デー タの 処理

輸 出 の場 合 の ソース ・デ ー タは,CommercialInvoiceお よびPac－
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kingList,さ らに メ ー カー ・サ イ ドか らの 貨物 送 状(CargoInvoice)

で あ る。 輸 入 の場 合 は 相 手 国 荷主(輸 出者)が 発 送す る船 積 書 類,船 社側 か ら

もた らすCargoManifestな い しは"ContainerLoadPlanで あ る。 と こ

ろで,輸 出 の場 合 と異 って,輸 入 の 場合 には,ソ ース ・デ ー タの 出 所 が,多 国

間 に広 が って お り複 雑 で あ る。 しか しなが ら,幸 いに もECEの 国 際会 議に お

い て,B/Lフ ォ ー ムの 統 一 が 行わ れ,ポ ー トとポ ー トとの 間 の デ ー タ ・ トラ

ンス ミ ッシ ョン ・テ ス トも行 わ れ てい る。 おそ ら く,こ の2,3年 以 内 に,デ

ー タ ・ベ ースで の統 一 処 理 が 可 能 であ ろ うとい う見 通 しで あ るの で,輸 出の 場

合 の よ うに,多 くの帳 票 を あつ め,デ ー タ ・土 レメン ツを 比較 検 討す る こ とを

行 わ なか った;そ の か わ りに,国 際 的 に妥 当で あ る と考 え られ る もの,お よび

国 内の輸 入 業 務 に必 要 な エ レメジ ツを考 慮 して処理 した。

これ ら ソー ス ・デ ー タの 入 手 の方 法 お よびそ の 形態 も多 様 で あ る。

① 航空 便 に よる船 積 書 類 の送付

② 航 空便 に よ るM/Tの 送 付

③ 社 内的 な,デ ー タ ・ トラ ンス ミ ッシ ・ン

④ 補足 的 な テ レ ックス通 信 そ の 他

しか しな が ら,わ れ わ れ の 分析 は,基 本 帳票 に よる デー タ ・エ レメン ツの摘

出を 行 うに と どめ た。 これ は,シ ステ ム ズ ・ア ナ リシ スに お い ては,そ の伝 達

の形 態,方 法 よ りも,む しろ そ の 内容 が重 要 であ る と考 えた か らであ る。 また

東 南 ア ジア等 の近 海航 路 に お い て は,書 類 よ りも本 船 の方 が 先 に 到着 す る とい

うよ うな ケ ース もあ る が,こ れ らの事 態 は,情 報 の 内容分 析 に さい して は考 慮

の外 に 置 い て も差 支 え の ない こ とで あ る。

1.2.5サ ブ シス テ ムへ の 分割

輸 出の 場 合 と同様 に,い くつ かの サ ブシステ ムに分 け る こ とが で きる。 そ れ

らの もの は,Landing-Package(揚 荷 の パ ッケ ー ジ),CustomsPackage

(通 関 のパ ッケー ジ),DeliveryPackage(配 送 のパ ッケー ジ)で あ って,

その 順 序 は,輸 出 の場 合 とは 逆 に な って い る。 さらに 周辺 シス テ ム と して諸 官
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庁へ の 届 出,許 可.承 認 事 務 の システ ムお よび銀 行 の手形 決済 の シス テ ムが考

え られ るが,こ れ は 本調 査 の 対 象外 であ る。 また。 港湾 の オ ペ レー シ ョン情 報

は,港 湾管 理 者 の シス テ ムか ら得 るこ とが で きるが,管 理 者 の シス テ ム も.こ

こで の調査 対 象 外 とす る。

(1)LandingPackage

わ が 国の 輸 入作 業 の特 殊 性 か ら,こ の シス テ ムは,さ らに三 つ に分 け ら

れ るで あろ う。'

① 直取 の シ ステ ム

これは,本 来 の海 貨 通 関 業者 の シス テ ムで あ る。 大 口の ま と ま った貨

物 は,通 常 荷 主(海 貨 通 関 業者 が代 行)が 本 船船 側 に おい て直 接 引取 る

形 の 直取 方 式 に よ って揚 げ られ る。 したが って,そ れ は 船社 の 外 に受 荷

主 の情 報 システ ム との 直接 的 な 関連 を 生 じる。

② 総揚 の シ ス テ ム

これ は,船 社 の 責 任 に おい て,ラ ン デ ィン グ ・エ ー ジェ ン トが 一括 し

て貨 物 を 陸揚 げ して,こ れを 自社 倉庫(総 揚 倉 庫)に 搬 入 し,通 関後 荷

主 業 務 を 代 行す る海 貨 通 関業 者 に 引 渡す 方 法 で あ る。 比 較 的小 口の貨物

が多 く,デ ー タ量 か らす る と,直 取 の場 合 よ り も多 くな る。 船 社 の 責任

で行 う作 業 で あ るの で,直 接 的 に船 社 の シス テ ム との 関連 を 生 じる。

③CY,CFSの シ ス テ ム

CY,CFSは,直 接 的 に船 社 の管 轄下 に あ る。 した が って,コ ンテ

ナ ー輸 送 の 集約 的 性 質 か ら して,そ れ は船 社 の コンテ ナ ー ・オ ペ レー シ

ョンの シス テ ムの 一 部 分 で あ り得 る し,代 行 者 と して の タ ー ミナ ル ・オ

ペ レー タ ーの シス テ ム と して も成 立 す る。 この部 分 に お い ては,さ らに

検数 業者 や 検量 業者 が現 場 作 業 お よび情 報 業 務 に おい て 有力 な役 割 を果

してい る。

↓2) .Customspackage

これ は,輸 出の 場 合 と同様 に・ 本 来税 関 それ 自体 の シ ス テ ムで あ るべ き
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であるので,輸 出の場合 と同様に省略す る。海貨通関業者の関与する部

分 は,主 と して ドキ ュ メンテ ー シ ョンであ る。

(3)DeliveryPackage

①InventorySystem(在 庫管 理 シス テ ム)

在 庫管 理 の システ ムは,入 出庫 お よび残 高の管 理,貨 物 の ス テー タス

管 理 等 か ら成 り立 って い る。 輸 出の場 合 には,荷 主(輸 出者)別 に 入 っ

て来 た 貨物 を船 名別 に仕 分 け し,通 関を す ませ て レデ ィ ・カ ー ゴに仕 立

て る作 業 があ ったが,輸 入 の場 合 に は,本 船 別 に入 って 来 た貨 物 を受 荷

主(輸 入者)別 に仕 分 けす る仕 事 とな る。 通 関 をす ませ た後,受 荷 主 が

これ を引取 るの で あ るが,大 手 の輸 入業 者 に あ っては,輸 入貨 物 の在庫

管 理 を 自 らの シス テ ム で行 うと と もに,デ リバ リー お よび保 管 料の 計 算

ま で行い,倉 庫 業務 の情 報 シス テ ムを 自己 の コン ピュ ー タで処 理 して い

る ケー スが あ る。 輸 出 の場 合 に は,メ ー カ ーの情 報 シス テ ムが 港頭 まで

延 び て来 て い る ケー ス を見 た が,輸 入の場 合 に は,商 社 の 情報 シス テ ム

が 港頭 まで 延 びて 来 て い る例 と して,対 照 的 な もの で あ る。

②DeliverySystem(配 送 の シス テ ム)

.受 荷 主が,直 接貨 物 を 引取 る場 合 と,貨 物 が 受荷 主 を経 由せ ず に.直

接 ユーザ ーに配 送 され る場 合 とが あ る。 そ の他,港 頭 あ るいは 第3の 地

点 へ の一 時 保管,そ の 他 の ケ ース が あ るが,こ れ は基 本 的 形 では な い の

で,こLに 省 略す る。 輸 入 の デ ー タバ ン ぞに おい ては,特 に この デ リバ

リー ・シス テ ムが重 要 な部 分 とな り,自 己 の貨 物 に対 す るInquiry-

Systemが なけ れ ば な らな い と考 え られ る。

1.2.6デ ー タバ ン クの構 想 一 そ の業 務 の関 連 につ い て

輸 入 業 務 の情報 処 理 につ い て も,輸 出 の場 合 と同 様 に,デ ー タ ・パ ン ク構 想

が必 要 で あ る。 輸 出の 場合 と異 って次 の よ うな点 に特 色が求 め られ るで あ ろ う。

① 諸官 庁 の 直接 的 関 与 が輸 出 の場 合 よ りも広 汎 且 つ強 力 な もの とな る。 前

年度 の報 告 に示 され た輸 出業 務 の デ ー タ ・パ ン ク構 想 図 に は この点 が 省略
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され てい る。

② 銀 行 の関 連 が船 積 書類 の伝 達,荷 為 替 手 形 の 決済 を通 じて,よ り直 接 的

な もの とな る。

③ ラ ンデ ィ ン グ ・エ ー ジェ ン トお よび コン テ ナー ・ター ミナル ●オ ペ レー

タの 直接 的 関与 が 現わ れ る。 但 しこれ らの ものは 何 れ も海 貨通 関 業 の免 許

を 持 って い る。

④ 倉 庫(総 揚 倉 庫 お よび海貨 倉庫)お よびCFSの 直 接的 関与 が 必 要 とな

る。

⑤ デ ー タ ・バ ン クの 核 を なす ものは,海 貨 通 関 業(図 に示 す① ② ③),検

数 業,検 量 業 で あ るが この外 に 倉庫 又 はCFSが 加 え られ なけれ ぽ な らな

い で あ ろ う。 税 関お よび港 湾 管 理者 が加 わ らな け れば な らない こ とは輸 出

の場 合 と同様 で あ る。

`
⑥'輸 出 の場 合 に は,旧 乙仲 出 身で あ る海貨 通 関業者 を主 体 とす る比較 的 単

純 な もの で よい が,輸 入の場 合 に は これ が上 記 の よ うに 更に複 雑 な もの に

な るで あ ろ う

⑦ 輸 入 の場 合 特 に注 目すぺ きこ とは,商 社 の 売渡 し業務 と結 びつ くと ころ

の 輸 入 貨物 の在 庫管 理 と配 送 業務 であ る。 あ る場 合 に は,こ れ は商 社 の 情

報 シ ス テ ムの 完全 な一 部分 とな ってい る。 他 の場 合 に も,商 社 の販 売 業 務

と不 可分 の 関 係を 示 してい る。 この ため 輸 入 の場 合 にはlnquirySystem

をつ け 加 え る こ とが 重 要 な課 題 とな る。

⑧ 輸 出 の デ ー タバ ン ク構 想 に おい て は,荷 主 別に ば らば らに到 着す る貨物

デ ー タを配 合 整 理 して 船 名 別 に ま とめ て,船 積 の た めのReadyCargoを

つ く りあ げ る こ と(CargoInventorySystem).お よび船 積 書 類 の

作 成(DocumentationSystem)が そ の 主 な る機 能 で あ った。 輸 入 にお

い ては,貨 物 は1船 ご とに ま と ま って 到着 し,船 積 書類 は一 括 して銀 行か

ら受 荷主 の も とに到 着す る。 した が って,輸 出の よ うな ドキ ュメ ンテ ー シ

ョンは存 在 しな い。 この よ うな事態 の も とで輸 入 の デ ー タバ ン クの 主た る
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輸入業務関連略図(デ ータバ ンク構想)

船積書類 海貨業

港湾管理者

貨物送状
そ の他

は

し

け,

船 社

(本 船)

②

ランデ ィング・

エ ージェ ン ト

海貨通関業務
① ② ③

デ ー タ

バ ン ク

倉 庫 又
はCFS

受 荷 主

(輸 入者)

③
コンテナー

ター ミナル ・オ
ペ レー

トレーラー

叉は トラック

CargoMmifest

ContainerLoad

Plan

輸入手続書類

諸官庁

税 関

(諸 官庁)
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役 割 は,貨 物 の 在庫 管 理 とその配 送 の システ ムに あ る と考 え られ る。 貨

物 は,受 荷 主 別 に 仕 分 け され,配 送 され る。

⑨ い ま一 つ 重 要 な 問題 は 通 関の シス テ ムであ るが.こ れは 本 来税 関 の シ

ステ ムで あ るべ きであ って,大 蔵 省(税 関)自 体 の 業務が 主体 とな る。

海 貨 通 関 業 務の 立 場か らすれ ぽ,こ れ を サ ポ ー トす るため の サ ブ シス テ

ム とな るで あろ う。 こ 入で重 要 な 問 題 は,関 税 評価,内 国消 費 税 の評 価

の シ ス テ ムであ る と考え られ る。
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2.ラ ンデ ィ ン グ ・パ ッケ ー ジ

2.1商 社 業 務

輸 入 業務 の フ ローが,海 貨 通 関業者 の とこ ろ まで到 達 す る前 に,多 くの受 荷

主(輸 入 者)の 多 くの事 前 の 業 務 が存在 す る こ とは,総 論 に述 べ た通 りで あ る。

輸 出 に も,も と よ りこの 部分 が 存在 す るが,輸 出 の レポ ー ト(総 合 貿 易 情報 シ

ス テ ム調 査 報 告 書(皿))で は,こ の 部 分 は 省略 され て い る。 しか しな が ら,

わ れ われ は,輸 入の場 合 に は若 干 この 部 分 の 問題 につ い て 触れ なけれ ば な らな

い こ とは,総 論 に示 した 通 りで あ る。 わ れ わ れ は,こ れ を商 社 業務 と して こX

に一 括す る。

① 船 積 通 知

相 手 国 シ ッパ ー が 発 送貨 物を 船積 した段階 で,当 方 の受 荷主(輸 入者)

あて テ レ ックス また は電 信 に よって,積 荷 の概 要 が通 知 され る。 も と よ り,

輸 出者 に よ って,あ る いは ケース ・バ イ ・ケ ー スでそ の 内容 は若 干異 って

来 るが,基 本的 デ ー タ ・エ レメン ツは,次 の よ うな もの で あ る。(ワ クで

囲 ん だ部 分 は,そ こで 新 ら しくつ け 加 え られ る デー タを示 す。)

001

002

003

004

005

006

007

008

009

シ ッパー名(輸 出者)

受荷主名(輸 入者)

約定書契約NO.

名

数 量

価 格

B/LNO.

船積船名(船 社名)

船積 日時
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OlO積 階 名

011'揚 港 名

012出 港 日時

こ の 船 積 通 知 は 作 業 の 準 備 を す る た め の 予 備 的 イ ン フォ ー メー シ ョ ンで あ

って,こ の 通 知 の す ぐあ と で,船 積 書 類 の コ ピ ー が 航 空 便 で 送 ら れ て 来 る。

② 船 積 書 類

船 積 書 類 は,通 常Co㎜ercialInvoice,PackingList,Certi-

'fi
cateofOrigin,BillofLading等 で あ る。 こ の うち 基 本 と な

るCb㎜ercialInvoiceとBillofLadingの 各 種 フ ォ ー マ ッ トの

比 較 検 討 は,前 年 度 報 告 書 附 録 に 詳 述 さ れ て い る の で,こ 入で 再 び 検 討 す

る こ とは し な い 。 ま た,CertificateofOriginは 特 殊 の もの,あ る

い は 地 域 に 限 定 さ れ て い る の で,す べ て の 貨 物 に 必 要 な 基 本 帳 票 で は な い 。

さ らに,こ れ ら の 船 積 書 類 お よ び デ ー タ は,国 際 的 に 標 準 化 が 進 行 して

い・る の で,わ れ わ れ は,輸 出 の 場 合 と 同 様 に,Co㎜ercialInvoice,

Pack'ingListお よ びBillofLadingに つ い て,標 準 フ ォ ー マ ッ トに

・・も とつ く デ ー タ ・エ レ メ ン ツ の 検 出 に と ど め る こ と とす る
。

(a)ConmercialInvoice'

001Shipper(輸 出 者)+Address

OO2Consignee(受 荷 主,輸 入 者)+Address

Ol3

014

015

016

017

018

019

020

NotifyParty(着 荷 通 知 先)

InvoiceNa(送 状 番 号)

Place&Date(作 成 地 及 び 月 日)

AmountInsuredonCargo(貨 物 保 険 金 額)

ArnountInsuredonDuty(輸 入 税 保 険 金 額)

L/CNo.

L/C発 行 日

ExpiryDate(有 効 期 限)
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021

022

023

008

010

011

IssuingBank(L/C開 設 銀 行 名)

Terms/MethodofPayment(売 買 決 済 の 方 法,条 件)

ReferenceNo.(照 会 番 号)

OceanVessel(船 名)

PortofLoading(積 込 港)

PortofDischarge(揚 港,荷 卸 港)

024,009DateofShipment(積 込 年 月 日)

027

028

004

005

006

ForTranshipmentto/PlaceofDelivery

(最 終 荷 卸 港 名/配 送 場 所)

FinalDestinationfortheMerchant

Referenee(最 終 荷 渡 地)

Mhrks&Nos,(記 号 及 び 番 号)

No.&KindofPackages(貨 物 個 数 及 び 荷 姿)

DescriptionofGoods(品 名)

Quantity(数 量)

Amount(価 格)

029

030

031

UnitPrice(単 価)

受 渡 条 件(FOB.CIF,C&F等)

TotalAmount(合 計 金 額)

a))PackingLi8t

PackingListは,Co㎜ercialInvoice嫡 品 引上 の送 り状 で あ る

の に対 して,そ の名 称 の 通 り,貨 物 の 包装 明細 書 で あ って,輸 出 入 の貨物

処 理 のそれ ぞ れ の段 階 で,こ の リス トと貨 物 の照合(チ ェ ック)が 行 われ

る。(前 年 度報 告書43,44頁 参 照)。 こxで つ け加 え られ るのは,次

の もので あ る。

032

033

包装内容 品名

人数(包 装 内容個数)
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034

035

036

CaseNo.

Measurement

Weight(重 量)

(c)BillofLading

B/Lす な わ ち船 荷 証 券 は,海 上 運 送 の基 本 帳 票 で,荷 為 替手 形 の 付属

書類 の 中 で最 も重 要 な もの であ る(前 年 度 報 告 書,60,61,62頁 参

照)。 そ の デ ー タ ・エ レメ ンツは・ 次 の とお りで あ る。

008船 社名

.001

002

013

008

Forwarder(輸 出 地 の フ オ ー ワ ー ダ 一 名)

Shipper

Consignee

NotifyParty

OceanVesse1

038

039

040

010

011

026

VoyageNo.

LocalVessel

Fromto

PortofLoading

PortofDischarge

Destination

027Mhrks&Nos

O34.028No.ofUnitsorPkgs

O28KindofUnits、orPackage
.s

OO4DescriptionofGΦods

O41.036GrossWeight

O35Measurement
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043

044

045

046

047

048

007 B/LNo.

050 FortheMaster(署 名)

③ 輸 入 業 務 依 頼書

受 荷 主 は,さ きに 船積 通 知 が あ り,引 続 い て船積 書 類 コ ピ「が 到 着す る

と,こ れ と照合 しな が ら,海 貨 通 関 業者 に対 す る輸 入 業 務依 頼 書 を 作成 し,

船 積 書 類 に アタ ッチ して海 貨通 関 業 者 に 渡す。 この 輸 入 業務 依 頼 書 とは,

総 括 的 な 名 称 で,受 荷 主(商 社)に よ って,そ れ ぞれ 別個 の フォ ー ムが あ

り,内 容 も まち まち であ る。 わ れ わ れ が輸 出業務 の フ ローを分 析 した と き

に貨 物 送 り状 の 内容 が まち まち で,一 種 の 混乱 状 態 を呈 して い る こ とを説

明 した が,こ の場 合 も荷 主 ワィ ズの 考 え 方 で 業務 が 行わ れ てい るの で,標

準 的 な フォ ー マ ッ トとデ ー タを選 定 して,実 際 にそ れ を 使用 す る こ とが望

ま しい。 い まこ こに は,代 表 的 な二 つ の 例 をかか げ る こ とにす る。

(a)ImportInstructions(輸 入指 図 書)

051

052

002

(Instruction)No.

Date(書 類 発 行 日 附)

Consignee

053

054

055

007

SectionofConsignee(担 当 部 課)

Messrs(受 荷 主 現 場 業 務 課)

Copyto(海 貨 通 関 業 者 名)

Vesse1

056 ArrlvalDate(onorabout)
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010

011

004

005

034

027

LoadingPort

LandingPort

DescriptionofGoods

Quantity

Packages

Marks&Nos.

057

058

059

060

061

062

064

065

066

068

069

070

ImportDuty(Freeor%

InternalTax(Freeor%

WorkstobePartaken(作 業 内 容)

Deliverto(Name)

Deliverto(Address)

MarineInsuranceApPlicant

(Ourselve`s,ShipPer)

016咋rineInsurance

Conditions

Insurer

Coverage(Fromtovla

InlandInsurance(lfnecesSary)

Applicant(Ourselves,Yourself)

InlandInsurance(lfnecessary)

Conditions

Amount

Coverage(Fromto

Enclosures

ImportLicense(No.及 び 枚 数)

B/L

Invoice(OriginalorProfo㎜)
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一
071

072

Ins.Policy(OriginalorCopy)

Ins.PremiumNote(枚 数)

PackingList(〃)

WeightList(〃)

Etc.(〃)

Remarks

InCharge(印)

⑥ 輸 入貨 物 荷 捌通 関 指 図 書

前掲 イン ス トラ クシ ョン が,商 社 の 本社 担 当 部課 か ら,港 湾 所 在 地の

支店 へ の 指 図書 で あ り,そ の コ ピー を海貨 通 関 業者 に渡 す とい う方 法 を

とって,支 店 を主 体 とす る 業務 の 考 え方 で あ るの に対 して,こ の場 合 は,

商 社 が 直接 海貨 通 関 業者 に 対 して輸 入 の現 場業 務 を依 頼 す る形式 を とっ

て い る。 そ して,ワ ン ラ イ アイ ン グの 別 紙 「受託 書」 を 附 し,海 貨通 関

業者 が これ に署 名 して商 社 に返 送す る こ とを 要求 して い る。 この よ うに,

受 荷 主の 業 務の 規 模,組 織 形 態,商 習慣 等 に よ って,こ れ ら の 内容 に は

可 な りの ニ ュ ア ンスの ち が い が 見 られ る。

051

052

002

053

055

003

007

056

010

012

011

指 図書No.

年 月 日

Consignee

担 当部,課(係,課 長 印)

海貨 通 関業者 名(御 中)

契 約番 号

本 船 名

入 港 予 定 日

積 地(港)

出港 月 日

揚 地(港)

一104一



004

005

027 ク

名

量

一

品

数

マ

073,030契 約(F.A.S.・F.0.B.,C&F.,C&1.,C.1.F.)

006イ ンボ イ ス金 額(上 記各 契 約 別)

042運 賃

063,016保 険 料

074買 入条 件

品質(積 地,揚 地)最 終

075買 入条 件

重 量(積 地,揚 地)最 終

076通 関方 法(保 税,保 税 運 送,通 関 場所,無 為 替輸 入

通 関)

077荷 捌 明細

(060)荷 渡 先

(078)品 種,規 格

(079)数 量

(080)荷 渡 条 件

081輸 送 方 法(艀,貨 車,ト ラ ッ ク)

082検 定(要,否)

083検 定 機 関(指 定)

084検 定 種 類

085検 定場 所

070 添 付 書 類

B/L,L/G,D/O,No.

1/LNo.若 し くは1/DNo.

Invoice(ShipPersorProforma)
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Freight(ReceiptorDebitNote)

InsuranceDebitNote

PaCkingList

W/CorW/L

Certificate(ofOriginetc.)x

願 書

Cable

(以 上 枚 数 ま た は セ ッ ト 数)

086

0'87

088

089

個別評価 申告

包括申告番号

定率法基本通達4-12-(

評価 な し

この 指 図書 は,そ の デ ー タ ・エ レメ ンツを 見 て 明 らか な よ うに,輸 入 荷

捌 の依 頼 書 と通 関 依 頼 書 を1つ に した もの で あ る。 通 関 依 頼書 お よび評

価 申告 書 は,も っ と後 の 段階 で,別 個 に受 荷 主か ら海 貨 通 関 業者 に提 出

す る ケ ース が あ る。

④1/L(輸 入承 認 申請 書)お よ び1/D(輸 入届 出書)

ImportLicenceは.事 前 の 輸 入者 の 業務 で あ って,輸 入 貿 易 管 理

令 第4条1項 の規 定 に よ り,通 産 省 を 主 務官 庁 と し,3通 を外 国 為 替 銀

行 に提 出す る もの で,直 接 海貨 通 関業 者 の業 務 には 関 係 しない。 但 し.

通 関 の さ い,あ るい は 貨 物 の移 転 に あ た っての 必要 添付 書類 とな るの で,

こ 入にそ の 概 要 を示 す こ と とす る。 但 し,そ の デ ータ ・エ レメ ン ツに番

号 を 附 して整 理す る こ とは,こ の 帳 票 が,調 査 の カテ ゴ リーの外 に あ る

と見 られ るの で,こ こで は省 略す る。 この 帳票 は,申 請 様 式 の 別表 第1,

T2010で あ って,そ の 内容 は,次 の通'り であ る。.

申請 者 名

住 所

一106-・



電話番号

記名押 印または署名

資 格

申請年 月 日

輸入の申請は1,輸 入の内容,皿,決 済方法 となってお り,右 上に

輸入承認事項を示す欄が設け られてお り,申 請書がその まま承認書

として帰 って来 る。 まず1の 輸 入の内容についてみ ると

関税率表の番号等

分類符号

商品名

型 および銘柄

数量 および単位

原産地

船 積地域 および船積港

外国為 替金額

総 計

備 考

とな ってお り,皿 の決済方法 は,そ れぞれ書類に示 された該 当番 号

に○ 印を附す ることになってい る。

(決 済の種類)

1.信 用状

2.取 立手形

3.送 金為替

4.そ の他()

つ ぎに決済条件 としては

(決 済条件等)

1.前 払
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2.一 覧払

3.通 関後 日

4.そ の他()

さらに輸入割当の 日付お よび番号を附 し,こ の申請書が正規 の割当

手続をす ませてい ることを示す欄がある。

輸入割当証 明書の 日付 および番号.,

特 別条件

また通商産業大臣の許可もしくは承認 または条件の付与 として

申請受理月 日

許可等の 日付 および番号

許可等の内容

資 格

記名押 印

以上の よ うに,官 庁の諸手続 が完了 してい ることを 明示 した後承認

が与え られ る。

承認番 号

承認年 月 日

有効期間満 了日

延長後有効期間満了 日

内容変更(有 効期間延長を含む)に 係 る通商産業大臣の承認 の内容,

年月 日お よび番号'

承 認 外 国為 替 公 認 銀 行 名

資 格

記 名押 印

1/D,す な わ ちImportDeclaration(輸 入届 出 書)は,輸 入貿 易

管 理 令 第4条 第1項 ただ し書 の規 定 に よ る書類 で,別 表 第1の2,T2011

号 に定 め られ て い る書 式 であ る。 前項 の1/Lと の 関連 で,そ の 内容 を示
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す と,次 の よ うに な る。

申請 者 名

住 所

電 話 番 号

届 出年 月 日

次 に1/Lと 同 様1 輸 入 の 内 容,ll決 済 方 法 にわ かれ,輸 入 の内

容と しては

関税率表 の番号

分類符号

商 品名

型お よび銘柄

数量および単位

原産地

船積地域お よび船積港

外国為替金額

総 計

備 考

と1/Lの 場合 と全 く同様。 皿 の決済 方 法 の 記 入事 項 も1/Lと 全

く同 じであ るの で,こ こでは 省略 す る。 この 書 類 は届 出だ け で よい

(承 認 申請 を 必 要 と しない)性 質の もので あ るの で,次 の よ うに な

って い る。'

届 出受理 月 日お よび 番 号

外国為 替 公認 銀 行 記 名 押 印

2.2在 来 貨 物 直取 の フ ロー

以 上 に示 し た よ うな 船 積 書類 の セ ッ トと,さ らに 受 荷 主 の輸 入 業 務 依頼 書

とが セ ッ トされ て,海 貨 通 関 業者 に送 られ る こ とか ら.ラ ンデ ィン グ ・システ

ー109一



一
ムが は じま る。 これ らの 書 類 の ピ ックア ッ プは,通 常海 貨通 関 業者 の仕 事 で あ

る。 海貨 通 関 業者 は この時 点 で社 内 各 部 に対 す る作 業 依頼 書 を発 行 す る。 この
　

方 法 は 企 業の規 模 や 業 務の 組 織 の ち が い に よって,そ れぞ れ の海 貨 通 関 業者 は,

異 った方 式を 持 ってい る。 しか しな が ら何 等か の方 法 で情報 は伝 達 され て い る

筈 で あ る。 口頭 で指 示す る場 合,黒 板 等 に記 す場 合,あ るい は,こ の 例 の よ う

に一 定 の ドキ ュ メン トと して書 類 を 発 行す る場 合等 々,さ まざ まな方 法 で 行 わ

れ るで あ ろ うが こXで は,内 容 が 最 も整 備 され て い る も'のの一 つ と考 え られ る

1社 の 作業 依 頼書 の分析 を 行 う。 他社 の場 合 も,大 体 に おい て,こ れ と同 じよ

うな 内 容 の もの で あ る。

① 作 業依 頼書

こNに 示 す 作 業依 頼 書 は ワン ライ テ ィン グに よ る6枚 セ ッ トに な って お

り,営 業控,機 械処 理 用,倉 庫 手配 用,艀,ド レイジ 手 配用,受 渡 用,通 関

用 に分 け られ て い る。 この6枚 に共 通 す るデ ー タ ・エ レメン ツは 次 の とお

りであ る。

090

091

092

093

094

095

096

097

)日月年

号

取

揚

ぷ

囎

α

Y

日

台

直

総

R

C

S

貨

EC

内

002 得意先名(受 荷主)

098 担 当者(電 話 番 号,コ ー ド番 号)

004

005

027

品

数

個

名(コ ー ド)

量

数
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036 重 量

099

00

049

重量系数

寄託価格

B/LNo.

02

103

04

027

受 注条 件

検 査 の 種類(植 ・食 ・動 ・薬)

検 査 月 日

合 格,不 合 格

書 類 記載 マ ー ク(B/L記 載)一
008

056

本船名,船 社名

入港月 日

06

107

08

09

12

086

087

088

089

船内(荷 役業者名)

艀旗振(業 者名)

バース,タ ー ミナル(横 浜 ・東京

検数 ・検量

荷 直

倉 庫

艀 名

沖取 日

搬入月 日

事故の有無

通関種別

個 別 評価 申告

包 括 申 告番 号

定 率 法 基 本通 達4-12-(

評 価 な し
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070

補正率

通関申告 日

同検査 日

同許可 日

添付書類

122

23

24

25

注意事項

作業内容

営業部,課

営業担 当者,責 任者

受渡担 当者,責 任者

以 上 の6枚 セ ッ トの 共通 項 目の 外 に,2枚 目の 機械 処 理 用に は,支 払 明

細 の コー ドお よび 数量,金 額 を記 載 す る。(・ 印 は マ シー ンに イ ン プ ッ ト

す る デ ー タ)。

26

27

128

29

30

31

132

33

34

35

・支 払

支 払 先 名

・支 払 先 コー ド

作 業工 程

・同 コー ド

数 量(作 業 別)

・確 概

・金 額(作 業 別)

処 理 月 日

照

上 記 作 業 依 頼 書 は,受 荷 主側 か らの船 積 書 類 コ ピー お よび輸 入 業務 依頼

書 を照 合 して 作成 せ られ る もの であ るが,こ の 間,船 社側 か ら本船 入港

(貨 物 の 到着 を知 らせ るArrivalNoticeが 送 られ て来 る。 船 社 の ア ラ

イバ ル ・ノ ー テ ィス は,通 常 デ リバ リー ・オ ー ダー と同一 の フォ ーマ ッ ト
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で セ ッ トに な っ て お り,船 社 に よ っ て そ の 形 式 や 内 容 は 若 干 ず つ 異 っ て い

る の で,こxに そ の2,3の 例 を 示 す こ とに す る。

②ArrivalNotice(a)

(a)の 場 合 は ア ラ イ バ ル ・ノ ー テ ィス を デ リバ リー ・オ ー ダ ー の 体 系 の 中

に 組 入 れ た 形 を と っ て お り,し た が っ て9枚 セ ッ トの うち ア ラ イ バ ル ・ノ

ー テ ィス は4枚 目に 組 込 ま れ て い る
。

1

2

3

4

5

6

7
…

&

9

DeliveryOrder(Non-negotiable)OfficeCopy

DeliveryOrder(Non-negotiable)Original

DeliveryOrder(Non-negotiable)CustomsUse

ArrivalNotice(FreightBill)

FreightMemo

FreightMemo

FreightMemo

FreightMemo

CargoDeliveryOrder

この うち1.か ら4ま で は完 全 に 同一 フt－ マ ッ トで,

金 年 月 日,形,P/C,Payableat,の 記 入欄 が 設 け られ て い る。 また

9枚 目は 船 内荷役 料 金 の 計 算 を コ ン ピ ュー ター にの せ るた め の帳 票 で,必

要 事 項 が細 か くコー ド化 して 処 理 され る。 この体 系 を見 て よ くわ か る よ う

に,ア ライ パル ・ノ ー テ ィス に運 賃請 求書 の 意味 を持 た せ.そ れ を社 内 の

経 理 事 務 に つな ぎ,さ らに 船 内荷 役 作業 料金 の計 算 をか ら ませ てい る どこ

ろが特 色 で あ る。 ア ラ イバ ル ・ノ ー テ ィス の デ ー タ ・エ レメン ツは,次 の

とお りで あ る。

008,船 社 名

OfficeCopy

CashiersReceipt

TreasuryDiv.Use

他 店 入 金 用

ForCargoExpenseA/C

5.か ら8.ま で は,入

136

137

138

Date

D/ONo.

to(配 布 先)
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011揚 港(到 着 地)

056入 港年 月 日(tnorabout)

002,013貨 物 引 渡相 手(受 荷 主)

008

038

010

011

026

039

040

00-7

027

028

004

036

貨物 引渡 日時(onorabout)

NameandVessel

Voy.No.

積 港

湯 潅

Destination

LocalVessel

From

B/LNo.

咋rksandNumbers

Packages

Description

WeightandMeaSurement

045

047

Prepaid

Collect(ぎ)

142

143

⑤

名

ΣE

署

③Arriva1Notice(b)

こ の 場 合 は 前 者 よ り も っ と簡 単 な もの で,作 業 の 時 系 列 的 に,ア ライ バ

ル ・ノ ー テ ィス を 最 初 に 出 し,デ リバ リー ・オ ー ダ ー と,同 一 フ ォ ー マ ッ

トで4枚 セ ッ トと な っ て い る。(A/ND/aOrigiual,Cu8tomUse

OfficeCopy)
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008

038

040

011

007

027

028

004

141

008船 社 名

136Date

O11到 着 地(港)

056入 港 年 月 日(onorabout)

002,013貨 物 引 渡 相 手

,,

Ex"

VoyNo.

From

To

B/LNo.

Marks&Nos.

NumberofPackages

Description

Remarks

④Arriva1Notice(c)

第3の 例 は,D/0お よ びA/Nを 船 社 が 発 行 す る の で は な くて,船 社

の エ ー ジ ェ ン シ ー が 発 行 して い る 例 で あ る 。 前 者 と 同 じ簡 単 な も の で 同一

フ ォ ー マ ッ トに よ る5枚 セ ッ トに な って い る。 す な わ ち

DeliveryOrderOrig'inal

ArrivalNotice

DeliveryOrderCopy

DeliveryOrderCopy

DeliverYOrderOfficeCopy

デ ー タ ・エ レ メ ン ツ は 次 の とお りで あ る。

144エ ー ジェ ン ト名

136日 付

007B/LNo.
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011Port

OO2,013Messrs

OO8M.S.

038Voy十

〇40From

O27Marks

OO4,028Contents

143署 名

次の 段階 の 作業 は,受 荷主 か らの船 積 書 類 原 本 の受取,B/L裏 書,B/L

とD/0と の 交換,揚 地 払運 賃 の 払込,各 種 作 業手 配 と続 い て ゆ く。(フ

ローチ ャー ト参照)。 この場 合 の 作 業 あ るい は 書類 の流 れか た も,企 業 に

よつ て,あ るい は ケ ース に よ って異 るこ とが 多 い。 フ ロー チ ャー トに は,

最初 に船 積 書 類 の コ ピーが受 荷 主 を通 じて海 貨 通 関業 者 の手 も とに流 れ て

来,さ らに 原 本 が再 度 受 荷 主 を通 じて海 貨 通 関 業者 の手 も とに 来 る形 を と

ってい るが,時 と して船 積 書類 の コピー は受 荷 主(商 社)が 保 管 し,原 本

の セ ッ トが1/Lと セ ッ トされ て,い きな り海 貨通 関業 者 の も とへ流 れ る。

1/L,1/Dす なわ ちImportLicenseお よびlmportDecliration

につ い ては,す で に前 段 の 商 社 業務 に お い て述べ た の で,こXで は 省略 す

る(ド キ ュメ ンテ ー シ ョンの フ ローチ ャー ト参 照)。

銀 行経 由 で,荷 為 替手 形 と と もに 送 付 され て来 た 船積 書 類(原 本)の う

ちB/Lは 海 貨 通 関 業者 が裏 書(署 名)し て船 社 に 持 って ゆ く。 この裏 書

とは,船 社 に対 して取 扱 い海 貨 通関 業者 名 を 明確 に す る 目的 の もの で あ っ

て ネ ゴ シア ブル な 意 味 を持 つ もの では な い が,必 要 事項 と して認 め られ て

い る。 運 賃 の払 込,受 領 書 の受 取 りは,銀 行 払込 等 に よ り受荷 主 が直接 行

う場 合 と,海 貨 通 関 業者 が代 行す る場 合 と2通 りの 方法 が あ る の で,フ ロ

ーチ ャー トでは 赤 色 の 点線 で示 して あ る。 運 賃 の払 込 が終 る と,船 社 は 入

手 したB/Lは フ ァイ ル し,こ れ と交換 に,D/Oを 海 貨 通 関業 者 に渡 す 。
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D/0の ピ ックア ップは,通 常 海 貨通 関業 者 が これを 行 う。 この 間,海 貨

通 関業 者 の 営 業,受 渡,は しけ,通 関 の各 部門 は,さ きの社 内発 行 の作 業

依 頼書 に も とつ いて,そ れ ぞれ の 部 門 で 作業 の 打合 せ,お よび 準 備 を 行 う。

(フ ローチ ャー ト参照)。

⑤ 検数 依 頼 書

本船 貨 物 の は しけ取 お よび陸 揚 に さい しては,海 貨 通 関 業者(総 揚 げ の

場 合 に は ラ ンデ ィン グ ・エ ー ジェ ン ト)が オ ー ダー シー ト(全 校)ま たは

作 業 依頼 書(日 枝)に よ って 検数 の 手 配 を 行 う。 日本貨 物 機数 協 会 と全 日

本 検 数協 会 とで は,そ の 様 式 は若 干 異 るが,大 体 に おい て 記入 事項 は 同 じ

.ような もの で,デ ー タ ・エ レメン ツの 検 出に あた っては,両 者 を 総 合 して

記 述す る こ とにす る。

オー ダー シー ト(作 業 依 頼 書)の フォ ー マ ン トは 検数 業者 が 印刷 し これ

を 得 意 先 に配 布す る。 記 入 は 得 意先 で行 い,1枚 を オ フ ィス ・コ ピー と し,

必 要 枚 数 を検 数 業者 に渡 す(4～5枚)。

002受 荷 主(輸 入者)

055扱 店 社(海 貨 通 関 業者 名)

45

46

47

148

149

008

056

扱店社 コー ド

発行 日

発行担当課

担当者

電 話

本船名

入港月 日

150 本 船 コ ー ド

038

108

144

VoyageNo.

Berth

Agent
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15'1Steve

152Steveコ ー ド

153Lineコ ー ド

54作 業 の 種 類

(155)Devanning

(156)Vanning

(157)沿 岸 回 漕

(158)輸 入

(159)輸 出

160艀 中 扱

161京 浜 間 待 ち

162京 浜 間 船 側

163検 数 業 者 名(支 部 名)

164整 理 番 号

007

011

027

004

B/LNo.(S/ONo.)

'仕 向 港

Mhrks

Co㎜odity

165,004℃o㎜odityコ ー ド

028,034

028

036

035

112

107

No.ofPkgs.

KindofPkgs

Weight

Measurement

艀 船 名

艀 旗 振

1 166 Progressing－
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(167)Date

(168)Hatch

(169)Co㎜encedTime

(170)CompletedTime

(171)No.ofPackages(作 業 毎 の 個 数)

(172)GrandTotal

(173)Trand(作 業 毎 の トン 数)

(174)GrandTotal

s175貸 主 注 意 事 項

(176)ボ ー トノ ー ト(件 数)

(177)ボ ー トノ ー ト(仕 向 先)

(178)施 封 個 所

(179)警 備(乗 船,沿 岸 ・有 無)

(180)そ の 他N/S

181祝 祭 日'N

⑥ タ リー シー ト(Tallysheet)

タ リー シー トは,貨 物 の移 転 に さい して,そ の 個 数 お よび ス テー タ スを

証 明す る とこ ろの 帳票 で あ って,貨 物 の 受渡 しに さい して の基 本 帳票 とな

る。 作業 はD/0と 対 照 しな が ら,船 社 を代 表 す る シ ップサ イ ドの タ リー

マ ン と,海 貨 通 関 業 者 また は ランデ ィン グ ・エ ー ジェ ン トを代 表 す る ドッ

クサ イ ドの タ リー マ ン との立 合 の も とで行 わ れ,両 者 の 合 意 が成 立 して 貨

物 の引 渡 しが 行わ れ る。 この よ うな 検 数の あ りか た は,わ が 国独 得 の もの

で,こ れ は わ が 国の 検 数 制 度 発達 の 歴史 的 背 景 か ら生 じた もの で あ る。 検

数 は本船のハ ッチ ごとに行わ れ各ハ ッチごとのタ リーシー トは本船 に派遣 されて

い る主任検数 員の もとに集 め られ,ボ ー トノー トお よび沖取報告書作成 の基礎デ

ーター とな る

163検 数 業 者 名
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008

011

167

168

169

170

M.,S.S.(本 船 名)

Port

』

Date

HatchNo.

WbrkingTime,From

WbrkingTime,to

183

184

Weather

Lighter/wharf

108

055

Berth

Forwarder

185

186

187

188

Discharge

Load

Shift

Reload

007

027

028

B/L

Mark

Style

189

190

191

192

193

194

195

196

197

Tally(各 巻 ご と の 個 数)

Total,Pkgs(シ ー ト毎 の 合 計)

Tota1,W/T(〃

Total,M/T(〃

Checker(Shipside)署 名

RegisteredNO..

Receiver(Dockside)署 名

RegisteredNo,

SheetNo.

)

)

⑦ ボ ー ト ノ ー ト(cargoBoatNote)
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ボ ー トノー トは,本 船(船 社)と 海貨 通 関 業者(総 揚 の場合 には ランデ

ィン グ ・エ ー ジェ ン ト)と の間 に お け る貨 物 の 受渡 を証 明す る書類 で あ り,

桟 敷 業 者 が タ リー シー トに も とつ い て 作 成す る。 これ に は貨 物 の マ ー ク,

番 号,品 名,個 数,・ ・ッチNo.B/LNo.,は しけ船名,揚 荷 日付 等 の外 に,

貨 物 に故 障 が あれ ぽ リマー クを附 し,本 船一 等 航 海 士 と貨 物 受取 側(海 貨

通 関 業者 も しくは ラ ンデ ィン グ ・エ ー ジェ ン ト)を 代表 して通 常 主任 検数

員 が署 名す る。 この ボ ー トノー トは,は しけ 別に,本 船扱 い,艀 中 扱 い,

そ の他 通 関 手続 のち が う貨 物 ご とに,区 別 して作 成 され る。

この ボ ー トノ ー トは,本 船 か らは しけ 回 漕 を経 て 水切,陸 揚 後 倉 庫 に搬

入 され る ま での船 卸 し通 知 票 とな り,保 税 運 送の 証 明 書 と もな る。 陸 上 の

税 関吏 は この ボ ー トノー トに よって積 荷 目録 の 消込 み を行 い,船 卸 の確認

をす る。

163検 数 業者 名

008ReceivedFromM,ss.(本 船 名)

056Arv.Date

198 LandingPlace(河 岸)

108

168

Berth

HatchNo.

199,(112)LighterNo.

200Date

007

027

171

028

004

B/L

MarksandNos.

No.ofPkgs

Style

DescriptionofGoods

201 Remarks

055 扱店社名
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、

107

193

艀 旗 振

Checker

20

20

204

ChiefChecker

ChiefOfficer

SheetNo.

上 記 ボ ー トノー トは,艀 船 長 にた く して陸 揚 場所 の 倉 庫 に もた ら され,1部

は 海貨 通 関 業者 に フ ァイル され,1部 は税 関 に渡 され る外,そ の コ ピーは

1部 が船 社 フ ァイル,1部 が受 荷主 フ ァイル とな り,そ の 他必 要個 所 に配

られ るの で通 常4～5枚 作成 され る。

⑧ 沖取 報 告書

検数 業 者 が 作成 す る書類 であ って,タ リー シー トに基 づ き,桟 敷 業者 オ

フ ィスに おい てD/0毎 に 集計 して作 成 し,海 貨 通 関 業者(又 は ラン デ ィ

ン グ ・エ ー ジェ ン ト)を 通 じて受 荷 主 に送 られ る。

3

5

6

5

1

0

5

8

4

0

1
▲

0

0

6

3

8

5

5

只
)

0

1

(U

1

1

151

0

2

0

1

n∠

-

7

4

5

2

0

(b

O

O

-

検数 業 者名

海貨 通 関業 者名(扱 店 社)

扱店 社 コー ド

本船 名

本 船 コー ド

入港 月 日

天 候

Berth

Stevedore

Date

艀 船 名(No.)

荷 印

品 名

品 名 コー ド

一122一



028,034

036

035

198

個 数

重量屯

容積(屯)

仕 向先(河 岸)

205 同 コ ー ド

168

200

169

170

鎗 番

月 日

荷役開始時間

荷役終 了時間

206 摘要(D,H,A)

176

178

179

181

182

193 ,195

⑨ 陸 揚 報 告書

同 じ く検数 業 者 が 作 成す る帳 票 の 中に,陸 揚 報 告 書 が あ る。 この 帳票 は,

河 岸 に お い て,は しけ 水切 立 合 検 数 を行 って,確 か に 所定 の 貨 物 を 陸揚 し

た とい うこ との証 明を 行 うもの で,ド ッ クサ イ ドの 検 数 業務 に属 す る もの

で あ る。 この場 合 に も,陸 揚 地 点 で 検数 を行 い,そ の タ リー シ ー トに も と

つ いて,検 数 業者 オ フ ィス に おい て 作成 され,海 貨 通 関 業者 に 送付 され1

部 は海 貨 通 関 業者 が フ ァイル,1部 は 最終 的 に 受 荷 主に 届 け られ る。

163

055

145

008

150

B/N件 数

施封 個所

警備(乗 船,沿 岸,有 無)

祝祭 日N

日曜 日S

現場出張員

検数業者 名(担 当事務所)

海貨通関業者 名(扱 店社)

扱店社 コー ド

本船名

本船 コー ド'

一123一



198

112

027

004

165

028,034

作業場所(河 岸)

艀船名

荷 印

品 名

品名 コー ド

元個数

20

208

209

21

21

214

21

21

218

219

220

1鵠 揚個数
過不足

着 日時

作業時間

摘要(作 業完了か否 か)

当初陸揚予定数量

前 日迄陸揚数量

累 計

差 引

祝祭 日

日曜 日

現場 出張 員

SheetNo.

年 月 日

⑩ 輸 入 検量 依 頼 書

輸 入検 量 は,輸 出 の 場合 と異 って,部 分 的 な業 務 であ る。 輸 出 の場 合 に

は海 事 検定 機 関 が測 定 して 作成 す る メ ジ ャー ・リス トお よびS/0ス リ ッ

プが,船 社 の 海上 運 賃 計 算 の基 礎 デ ー タ とな るの で,原 則 と してす ぺ て の

輸 出 貨物 につ い て検 量 を 行 うが,輸 入 の場 合,個 品につ い て は,積 港 での

メ ジ ャ ー,ウ エ イ トが,そ の ま 入使 用 され る こ とが 多い が,貨 物 の重 量 に

不足 が あ った 場合 の 課 税標 準 決定 等 通 関 のた め,又 はバ ラ物,袋 物 の よ う
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に,ト ン当 りい くら と重量 で取 引 され る貨物 等 の 受 渡 の ため,又 は シ ッパ

ー,保 険 会 社等 に対 す る求 償 の ため,検 量 が 行わ れ る。

海 貨 通 関 業者 が 発 行す る輸 入 検量 依 頼 書 の 内容 は,次 の とお りであ る。

221 海事検定業者名

055

002

001

060

007

014

008

056

010

011

海貨通関業者名

商 社(輸 入者)

出荷主(輸 出者)

受荷主(荷 渡先,最 終消費者)

B/LNo.

C/INo.

本船名

入港月 日

積出港

荷卸港

22

223

224

004

027

028

036

225

226

227

228

検 量 月 日

時 間(時,分)

検 量場 所

名

マ ー ク及 び番 号

個 数

重 量

Grosswt,証 明 書

Grosswt,明 細書

Netwt,証 明 書

Netwt,明 細 書

002,055扱 店 及 び担 当者

229, 料金請求先
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以 上,輸 入 検 量 依 頼 書 の主 支の 外 に,下 欄 に社 内 業務用 と して,検 量 員

の作 業の 進行 を 記 入 す る 日時,検 量 場 所,実 費 等 の記 入 欄 が設 け られ てい

る。 但 しこれ はA協 会 の場 合 でB協 会 で は この 欄 がWeightListの 中 に

設 け られ て い る。

222月 日

230

231

232

233

234

協会発(時 間)

現場着(〃)

作業開始(.時 間)

作業終(時 間)

協会着(〃)

224 検量場所

235

236

237

238

氏名(検 量員)

実 費

出張費

日 当

輸 入 者(受 荷 主)ま た は そ の 代 理 人 で あ る 海 貨 通 関 業 者 が,輸 入 検 量 を 検

定 機 関 に 依 頼 す る場 合 に は,Co㎜ercialInvoiceの ・ ピ ー を 添 付 す る

こ と に な って い る。 また 重 量 欄 に は,イ ン ボ イ ス のGross,Tare,Netの

ウ エ イ トが 記 入 さ れ る 。

⑪Weight]List

輸 入 検 量 を 行 う現 場 の 作 業 リス トで あ っ て,各 貨 物 の ケ ー ス 番 号 毎 に そ

の 重 量 がKgsで 記 入 さ れ,1枚 の 帳 票 で100個 以 内 の 貨 物 のWeight

Listが 作 成 され る。

055CustomsBrokers

OO2,055Applicants

OO8Vessel

O56Arrivedon
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O

1

2

3

4

7

4

2

9

0

1

2

3

4

5

5

6

7

1

1

2

2

2

2

0

1

3

4

4

4

4

4

4

3

4

4

0

0

2

2

2

0

0

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

From

To

Date

Time

Place

Mark,OriginalNos,

Description

Lighter

TemporaryNos,(新 記 入 番 号)

Nos,1,2,3 100

Kgs,1,2,3… ・一 ・100

No.(SheetNo.)

TotalPkgs

Totalkgs

Seal(No.,Max.,Min.)

Weigher

Calculater

Cheeker

前 項 に 示 した よ うにB協 会 の 場 合 に は,こ の ウエ イ ト ・ リス トの 中 に 社 内

業 務 用 の デ ー タ ー を 記 入 す る よ う に な って お り,旦 つ 双 方 と も にRemarks

欄 が 設 け られ て い る 。

⑫CertificateofWeightand/orMeasurement(検 量 証 明 書)

WeightListが 作 成 さ れ た 後,こ れ は オ フ ィ ス(支 部)に 集 め ら れ て 計

算 さ れ,Co㎜ercialIInvoice毎1こ 集 計 され て,現 地(支 部)の マ ネ ー

ジ ャ ー が 署 名 の うえ,依 頼 人 に 渡 す 。 こ の 書 式 は,同 文 の も の が3～4枚

の セ ッ トに な って い る 。

248Date
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249 No.(CertlflcateNo.)

002,055

002

007,014

004,005

008

010,011

012,056

222,224

027

004

035,036

ApPlicants,Messrs.

Buyers/Consiguees:Messrs.

B/LNo.and/orInvoiceNo.

Conirr,odity&InvoiceQuantity

NameofVessel

PortsofShipmentandDischarge

Date'ofSailing/'Arrival

DateandPlaceofMeasurementand/or

Weighing

MarksandNos.

DescriptionofGoods

WeightandMeasurement

250 署 名(Manager)

この 証 明書 は,A協 会,B協 会 ともに 同 じ内 容の もの で あ るが,B協 会 で

は 別 に主 任 検量 員の 署 名欄 が設 け られ て い る。 検量 証 明書 は,"ThepaL

rticulars,asperattachedlist"と して検 量 リス トを 添 え,依

頼者 に渡 され る。 この後 に検 定 機 関 の 作 業料 金の 請求 業務 が続 くが,こ 入

では 省略 す る。

⑬ 入 庫伝 票,入 庫報 告 書,寄 託 申込 書

検数,検 量 の後,海 貨 通関 業 者 の 入庫 事 務処 理 があ る。 これ は 各 店 社 に

よ って,そ れぞ れ の 方式 で行 わ れ て い るが,こxで は,(a)寄 託 申 込 書→ 入

庫伝 票→ 入 庫通 知 書 の体 系 で,作 業 料 お よび保 管料 の請 求書 に続 い て ゆ く。

(b)LandingMemo→ 請 求 書 の 体系 の二 つ の例 を示 す こ とに す る。

(a)は,入 庫 伝票(控),(正),入 庫 通 知書(正),(副),(写),

寄 託 申込 書(正),(写)の7枚 セ ッ トで,最 初 の 入庫 伝 票(控),ぐ 正)

には それ ぞれ保 管 料,荷 役料 が記 入 され る が,入 庫 通知 書 お よび寄 託 申込
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に は,こ れ らの料 金 は 記 入 され ない。

251

252

253

む

む

N

N

票

庫

号

伝

入

倉

OOZO55寄 託者

254

255

256

257

004

027

028

258

259

260

・261

262

263

ロ

　

M

具(

課

台

区

便搬

都

営

貸

違

名

ク

姿

一

品

マ

荷

区

単 位(M.T.)

(k)

テ アー

単 価

保 管料

(264)区 分

(265)従 価

(266)重 量

(267)up%

(268)Less%

269荷 役 料

(270)区 分

(271)Less

(272)種5・ 刑
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(273)単 価

27摘 要

27内 容 不 検査

(276)入 庫 年 月 日

(277)入 庫 高(個 数,数 量)

(278)附 保価 格

なお,入 庫 報 告書,寄 託 申 込書 に は

055海 貨 通 関 業者 名

253倉 庫 名(倉 号,倉 番)

002受 荷 主名

が記 載 され る。(フ ロー チ ャー ト参 照)

⑭LandingMbmo,請 求書 セ ッ ト

(a)が入 庫 事 務処 理 を主 と して い るの に対 して,(b)のLandingMemoは,

通関 料 の 請 求 を含 む.よ り直 接 的 な請 求 事務 につ な が る もので,事 務処 理

の時 間 帯 も亦,出 庫 まで を含 む よ り広 い範 囲を カバ ー して い る。

279

280

008

145

DateofDeclared

P/No.

Vessel

Agent

281 Flag(国 籍)

056

010

007

013

002

014

027

Arrivedon

From

B/LNo.

Messrs

Consignee

Inv./No.

Mhrks&Nos,
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004

028

060

276

Description

P,kgs

Finalconsignee

入 庫 月 日

28

28

035

036

出庫月 日

容積(M/T)

容 積(m3)

重 量(W/T)

28

28

286

28

288

289

263

保管 日数

保管期数

CIF価 格

ス ア へ

扱倉庫会社

許可年 月 日(通 関)

陸揚料

保管料

290

291

292

293

294

295

296

297

298

299

は しけ運 送料

検数料

入出庫賃

通関料

税関検査諸掛

臨時開庁料及諸掛

取扱手数料

書類作成料

運 賃

Total

以 上 の 内容 は,LandingMemo,請 求 書(控),(正),(控),(写)
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の5枚 セ ッ トに つ いて 全 く同 じ様 式 の もの で あ り,そ れぞ れ の 書 類に,海

貨 通 関 業者名,あ て名(受 荷 主)が 記 され,請 求 書(正),(写)の2枚

に は,取 引 銀 行名 が 印刷 され て い る。

⑮ 自主記 帳,又 は 搬 入 届

輸 出の場 合 と同様 に,保 税 地 域 に 貨物 を搬 入 した と きに は,税 関 に対 し

て,自 主 記帳,ま たは 搬 入 届 を提 出 しなけ れ ぽ な らな い。 但 し輸 入 貨物 は,

殆 ど公共 上屋 を利用 しない の で,港 湾 管理 者 に提 出す る搬 入 届 は,極 め て

まれ な ケ ース とな る。 自主 記 帳 とは,税 関 長 が指定 した保 税 地 域 設 営者 に

限 り,搬 入 届 を提 出 せ ず,自 主管 理 記 張 を も って これ に替 え,必 要 あ る と

きに 税 関 が これ を チ ェッ クす る方 式 を さ して い る。 そ の デ ー タ ・エ レメ ン

ツは 下 記 の通 りで あ る。

300 年月 日(届 出年月 日)

055

253

276

海貨通関業者名

搬入場所

入庫年 月 日(又 は予定 日)

301 搬入に関す る許可又 は承認 の種類,番 号,年 月 日

008

108

027

004

028

283

036

010

011

002

257

本船名

バ ース名

記号及び番 号

品 名

荷 姿

容積 トン

重量 トン

積出地

仕 向地

荷主名

運搬具
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2.3在 来 貨物 総 揚 の フ ロー

総揚 げ とは,船 社 を代 行 す る ラ ンデ ィ ン グ ・エ ー ジェ ン トが,本 船 の貨 物 を ,

船 社の 責 任 にお い て一括 して陸揚 げ を 行 い,こ れ を 自己の 総揚 倉 庫に 入 れ る こ

とをい う。 荷 主 が直 接 的 に,本 船船 側 で貨 物 を 引取 る直取 の場合 に は ,比 較 的

ま と ま った 大 口の貨 物 を主 とす るが,総 揚 の場 合 には,多 数 の荷 主 の 小 口の 貨

物 が 多 い。 したが って,情 報 量か らす る と,か え って総 揚 の方 が 多 くな る性 質

を 持 って い る。

とこ ろ で,ラ ンデ ィン グ ・エ ー ジェ ン トは,海 貨 通 関 業 の認 可 を受 け てい る

の で,自 らが 受荷 主か ら船 積 書 類 を入 手 し,前 に示 した よ うな各 種 の帳 票 を作

成 し,同 じよ うな作 業 の手 順 を経 て貨 物 を陸 揚 す る こ とが で きる。 但 し,フ ロ

ーチ ャー トに おい て は ,荷 主 の 業務 を代 行す る海 貨 通 関業 と,船 社 の 業 務 を代

行す る ラ ン デ ィン グ ・エ ー ジェ ン トとを 明確 にす るため に,別 々の線 を 引 いて

あ る。 作 業 の 手 順や 帳 票 の 内容 は 全 く同 じで あるので,こ)・.で再度 説 明す る こ と

を 省略 す る。

2.4コ ン テ ナー貨 物の フ ロー

輸入 コン テ ナ ー貨 物 の フ ロー につ い て,わ れ わ れ は これ を次 の よ うに区 分 し

た。

(1)CY渡 し

(a)CYデ リバ リー →USER

(b)CYデ リ バ リー→ 海 貸 倉 庫

②CFS渡 し

(a)CFSデ リバ リー→USER

(b)CFSデ リバ リー → 海 貸 倉 庫

(CY通 関)

(海 貨倉庫通関)

(CFS通 関)

(海 貨倉庫通関)

こ れ ら の 区 分 は,何 れ も 原 則 的 区 分 で あ っ て,現 実 に は ,コ ン テ ナ ー お よ び コ

ン テ ナ ー 貨 物 の フ ロー は,更 に 複 雑 な コ ー ス を と る 場 合 が あ る
。 また,こ れ ら

の も の は ・ フル コ ン テ ナ ー 船,コ ン テ ナ ー ・ タ ー ミ ナ ル の シ ス テ ム に 限 定 さ れ
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i'sl《

てお り,セ ミコ ンテ ナー 船 お よび在 来船 積 み コンテ ナ ーの取 扱 いに つ い ては,

こXで は 説 明か ら除 外 され て い る。 また コンテ ナー ・オペ レー シ ョンに 特 有な

フ ィー ダー ・サ ー ビスに つ い て も触 れ て いな い。 この 原 則 は,輸 出の 場 合 に も

同様 で あ って,前 年 度 の 報 告 書か ら除 外 され てい る。 わ れ わ れ の研 究 は,何 れ

も,輸 出 入の メイ ン ・シス テ ムの現 状分 析 で あ って,多 くの細 かい サ ブ シス テ

ムを詳述 す る必 要は な い と考 え られ るか らで あ る。

つ ぎに,輸 入 コン テ ナー 貨物 の フ ロー で注 目すべ き点 は,海 貨 通 関 業者 が 直

接 タ ッチす る部分 が,何 れ も通関 業 務か らは じまる こ とで あ る。 フ ローチ ャー

トに 詳細 に 示 してあ る よ うに,受 荷 主(輸 入者)側 か らの ソー ス デー タであ る

船 積 書類 の到 着,船 社側 か らのA/Nの 到着,社 内向 け 作 業依 頼 書 の 発 行,

B/L裏 書,船 社 に お け るB/LとD/0と の 交換,i揚 地払 運 賃 の 支 払,船 社

か らの運 賃受 領 書 の受 取 とい う過程 は,在 来貨物 の処 理 と全 く同 じで あ る。 海

貨 通 関業 に お いて は,社 内 の 作 業 帳票 で は,通 常 コンテ ナ ー貨 物 も在来 貨 物 も

扱 え る よ うに な って い る。 た だ コ ンテ ナーの 場合 に は,コ ンテ ナー-No.で あ る

とか,シ ールNo.で あ る とか 若 干 の,コ ンテナ ーに特 有 の デ ー タを記 入す るだ

け で事 足 りるか らであ る。

さ らに,船 社側 か ら タ ー ミナル ・オペ レータ ーに渡 され る帳 票 は,CLP

(ContainerLoadPlan),M/F(Manifest)で あ る が,こ れ らの 帳 票 ない

しデ ータは,海 貨通 関 業 務 の ル ー チ ン ・ワー クに 入 って 来 な い。 コン テナ ー船

か ら コ ンテ ナー がCY(ContainerYard)に 揚 げ られ て後C/L(Contain-

erList)が 作 成 され る が,こ れ はCLP,M/Fと 共 に,直 接 税 関 に 提 出 さ

れ て,海 貨 通 関業者 の 手 も とに は来 ない。 以上 の 荷主 側 か らの 帳票 の 流 れ,船

社 側 か らの 帳票 の 流 れ は,CY渡 し,CFS渡 しの区 別 にか か わ らず,全 く同

じで あ る。 したが ってLandingPackageに お け る シス テ ムは,海 貨 通 関業 務

に 関す る限 り,全 く同 じで あ る と考 えて よい の で,こ こでは 詳 述 しな い。 た だ

船 社側 の基 本帳票 で あ るContainerLoadPlanに つ い ては,参 考 までに そ

の デ ー タ ・エ レメ ンツ を列 記 す るが,前 に述べ た よ うに,海 貨 通 関 業 のル ー チ
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ソ ・ ワー ク に 入 ら な い の で,一 連 番 号 を 附 す る こ と は 省 略 す る 。

CLPの デ ー タ ・エ レ メ ン ツ

ContainerLoadPlanと は,コ ン テ ナ ー の積 荷 明 細 で,前 年 度 報 告 書 に

述 べ て あ る よ うに,邦 船6社 はCLPと い う名 称 に 統 一 して い る が,外 船 の 場

合 に はContainerDetailReportそ の 他 異 った 名 称 の もの が あ る 。 記 載 デ

ー タは ,大 同 小 異 で,そ れ ぞ れ の 船 社 の 社 内 用 と考 え られ る デ ー タ に 若 干 の ち

が い が あ る が,基 本 的 デ ー タは,ほ ぼ 伺 じ で あ る。 こ れ らの デ ー タ は,国 際 的

に 統 一 の 気 運 に あ る の で,こNで は 前 年 度 の 輸 出 に 関 す る レ ポ ー トと 同 様 に,

邦 船6社 の も の を 示 す に 止 め る 。

OceanVessel

Voy,No.

PortofLoading

Portof'Discharge

PlaceofReceipt(Pick-upPlace)

CY,CFS(受)

PlaceofDelivery(渡 し 地 名)

CY,CFS(渡)

Door(渡 し 地 名)、

Shipper

Dry,Reef,Dang.,Bulk,Liquid(種 類)

No.ofPackings

KindofPackages

M/T(cft)

W/T(Lbs)

コ ン テ ナ ー の 種 類

コ ン テ ナ ー の サ イ ズ

貨 物 詰 込 場 所

'
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Remarks.

Cons.ignee

NotifyParty

D/RNo.

ContainerNo.

SealNo.

Miirks&Nos.

ReeferTemperature

DangerousClassL

B/LNo.

NewSeal

ReasonforBreakipgSeal

TotalNo.ofPackages

TotaIWeight&Measure

Tare'Weight(コ ン テ ナ ー 自 重)

GrossWeight(Lbs)'

Drayman(運 転 手 サ イ ン)

CY(サ イ ン)

Packedby(Shipper/CFS)(1サ イ ン)

そ の 他 の 帳 票 に つ い て は,前 年 度 報 告 書 に 詳 述 し て あ る の で 参 照 さ れ た い 。
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5.カ ス タム ズ ・パ ッケ ー ジ

5.1輸 入通 関

関税 法 に い う輸 入 とは,外 国 か ら 「本邦」 に到 着 した 貨物,ま た輸 出 の許可

を 受 け た貨 物 を 「本邦 」 に 引取 る こ とをい う。 本 邦 とは領 海 また は領 海 の 上空

を さす もの で,外 国船 舶 が 公海 で採捕 した 水 産物 を 本邦 に もた らす 場 合 を含 み,

引取 る とは,税 関 に おけ る法 的 拘 束 か ら解 放 され て,国 内で 自由流 通 の 状態 に

入 るこ とを さ して 言 う。

輸入 は輸 出 の場合 と異 って,多 くの法 的拘 束 が あ る。 この 中 で基 本 的 な もの

は,「 外 国 為替 及 び外 国 貿 易 管 理 法」 で あ って,輸 入 貿 易管 理令,標 準 決済 方

法 に関す る省 令等 に よ って 詳 細 に規 定 され て い る。 輸 入 通 関 に さい しては,先

ず これ らの 法 令 に よる許 可,承 認 が な され て い るこ とを 必要 とす る。 税 関 に 輸

入申 告 書を 提 出す る さい に,こ れ らの 書類 が 添付 され な けれ ぽ な らな い。 税 関

では,輸 入 申 告書 を受理 す る と,外 国 為替 法 令上 の 審査 確 認 を 行 う。 これ は 通

常 「為 替確 認」 とい わ れ る もの で,有 為 替 輸 入承 認 証,無 為 替 輸 入 承認 証,輸

入 自由品 に 該 当の事 実 等 の審 査,貨 物 との 対照 確 認 を 行 う。 委 託 販売(加 工)

貿 易 につ い ては そ の 契約 書を 提 出(又 は 呈 示)し な けれ ば な らな い。 これ らに

はCommercialInvoiceが ア タ ッチ され る。 この外,他 法 令 関 係の 許 可 書 が,

該 当品 目につ い て は必 要 とな る。 また税 関 が特 に必 要 とす る と きには,外 貨 資

金 割 当 証 明書,輸 入 契 約 書,そ の 他税 関 が必 要 とす る書 類 を呈 示 す る こ とが要

求 され る。

次 に 輸 入申 告 であ るが,申 告者 は 当然輸 入者 で あ る。 但 し海 貨 通 関 業者 が 輸

入者 を代 理 す る ことが で き る。 この ときには,輸 入者 が特 定 の海 貨 通 関業 者 に

業 務 を 委任 した こ とを 証 明す る委 任状,あ るい は依 頼 書 を持 ってい な けれ ば な

らない。 この 委任 状 な い し依 頼 書 は,そ の都 度発 行 され る場 合 もあ る し,特 定
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の荷 主 と海貨 通 関 業者 が 連続 的 に業 務 を委 任 または 引受 け る場 合に は ,一 度 発

行 され た 委任 状 あ るい は 依頼 書 が そ の ま)・.有効 とな る。

輸 入 申 告書 の 中に は納 税 価 額 を 申 告す る欄 が設 け られ てい る。 現 在 は 申 告納

税 制度 が 行わ れ てお り通 常 この 方法 に よ って通 関 が 行われ,関 税 を納 付す る こ と

に な って い る。 この方 法 は 次 の とお りであ る。

1.)申 告 価 格(CIF)

関税定率法第4条 に よる課税価 格(CIF)を 円貨に換算 して記入す る。

円貨換 算の方法は,外 国為替相場に よる場合,IMF平 価 による場合,そ

の他がそれぞれ定め られている。

2.)税 表番号 ・税率

関税率表に定め られている税表番号を記入 し,そ の下に適用 され る税率

を記入する。 この税率に したがって基本税率,協 定税率,'暫 定税率の何 れ

に該 当す るかを○印でか こむ。

3.)関 税額

従価税の場合には申告価 格に税率を掛けた数字,従 量税の場合には正味

数量に税率を掛 けた数字 を記入す る。

4.)減 免税条項の適用

輸入貨物が減免税適用条項に該当す るときは,そ の適用条項 を記入す る。

関税額の計算方法等 については,従 価税の場合,従 量税の場合,そ れぞれ詳

細な規定 があるが,こNで は省略す る。 なお コンテナーについては,わ が国で

はこれを輸送用具でな く商 品 として扱 っているので,外 国製 コンテナーで貨物

が輸入 される場合 には,コ ンテナー自体について申告 しなければならない
。

上記の ような,申 告納税制度を補 うもの として評価 申告制度があ る。近年貿

易取 引形態が複雑化 し商品が多様化 した結果,商 品価格の構成要素が非常に複

雑になった。それで通関事務 を迅速化す るため,あ らか じめ輸入者が商 品価格

がどの よ うな要素か ら成 り立 ってい るか,ど んな契約 で取引 され るか等を税関

に申告す る制度 が設け られ てい る。 申告の内容は,そ の主な ものを拾 ってみ る
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と次 の とお りで あ る。

評 価 申告 の 内 容

1.)貨 物 取 引 当事 者 間 に特 殊 な関 係が あ るか ど うか。 た とえぽ本 支 店 関 係

あ るい は 同一 系 列資 本の 関 係等。

2.)価 格 が値 引 され てい るか ど うか,あ る いは特 殊 関 係に よる特 別の 価 格

で あ るか ど うか。

3.)輸 入取 引 の対 価 と して,仕 入 書価 格 の外 に別 決 済 が あ るか ど うか。
ハ

4.)輸 入 申 告価 格 と仕 入 書価 格 との 関 係 が ど うな ってい るか

評価 申 告 は,従 価 税 品 目に つ い て輸 入 申告 書 の 提 出 と同時 に,附 属 書1.お よ

び 附属 書2.と して提 出す る こ とに な って い る。

関 税 の賦 課 徴 収

以上 の 申 告納 税 方 式 は,輸 入者(海 貨通 関 業者)の 自主納 付 をた て まえ と し

て い るが,申 告 納税 方 式 に よ らない場 合 に は,税 関 が納 税 の告 知 を行 い,こ れ

に よ って納 税 す る こ とに な っていゐ 。 また 郵 便 物 の 関税 な ど,納 税 告 知 な しに

関 税 が徴 収 され る ケー スが あ る。

輸 入検 査

輸 入 貨 物は,輸 入 申 告 書等 の 審査 を 受 け た後,検 査 を受 けな けれ ば な らな い

こ とに な って い る。 但 しコ ンテナ ー貨 物 等,取 扱い に 迅 速 を要 す る もの,な い

し内容 が 間 違 い な く書類 と一 致 してい る と思わ れ る もの に つい て は,書 類 審 査

だ け で輸 入 が 許 可 され る ケー スが あ る。 輸 入検 査 の 目的 は,輸 出検 査 と若 干異

って お り,書 類 記 載事 項 と貨物 が一 致 してい るか ど うか,貨 物の性 質,数 量を

検 査,な い し鑑 定 して税 率 を 決 定 しあ るい は 減 免 税 の手 続 を とる こ とにつ い て

の諸 条件 を確 認 す る こ とに あ る。 原 則 と して全 品 検 査 で あ るが,貨 物 の 形状 や

内容 が 同一 で あ る場 合,な い しはバ ラ物 の よ うな場 合 に は,一 部検査 が行 わ れ

る。

5.2輸 入通 関業 務 の プ ロセ ス
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3.2.1在 来 貨物

⑯ 事 前教 示 願 書

輸 出の通 関 業務 は,輸 出貨 物 が保 税 地 域 に搬 入 され た と きか ら始 まるが,

輸 入 の場合 は もっ と早 い 時 点,す な わ ち相 手 国 シ ッパ ー と こち ら側 の イ ン

ポ ー ター との間 に 契約 が 成 立 した直 後 か ら,税 関に対 す る事前 教 示 願 書 の

提 出か らは じまる。 こ の 内容 は 関税 率 表 番 号,関 税 率,統 計 品 目番 号,内

国 消費税,輸 入制 度 等 に 関 して税関 に照 会 す るもの で,複 雑な 関税 を事 前

に確 認 し,且 つ法 令 改 正,通 達 そ の他 の決 定 に よって変 更 され た 手続 等 を

確 認す るため の もの で あ る。

301

302

年月 日

税関 長(あ て名)

002,055照 会 者

303

304

305

306

307

308

004

309

31

31

312

029

002

*関 税率表番号

*関 税率(基,協,特,暫)

*統 計品 目番号

*輸 入制度

*内 国消費税(種 別,番 号)

*税 率

名

銘 柄

製造 者

国

商品説 明

単価(FOB,C&F,CIF)

輸入者

輸 入予 定税関官署名

*税 関記 入欄
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*回 答番 号

*回 答年 月 日

*税 関 署 名

(註)*印 は税 関 記 入

⑰ 他法 令 関係 の輸 入 承 認,許 可 等

第1章1の(3)に 示 した よ うな,多 数 の 他 法 令関 係の承 認,あ るい は 許可

の 事 務 手続 が あ る・ これ らの もの は'甚 だ多 岐 にわ た り,多 くの官 公 署 に

関 係 し,且 つそ の 内容 が 種 々雑 多で あ るの で,メ イ ンシ ステ ム'から外 して,

これ を サ ブ シス テ ム と して 扱 うの が 妥 当 で あ る と考 え られ るの で,海 貨 通

関 業 務 の 中 に組 入れ られ て は い るが,そ の 内 容 を 詳 述す るこ とは,こ こで

は 省略 す る。

⑱ 輸 入 貨物 の 評価(個 別 ・包括)申 告書1

評価 申告 書 は,本 来 受 荷 主(輸 入者)が 作成 す る。 但 し個 別 の場 合 には

海 貨通 関業 者 が これ を 作成 す る こ と もあ るの で,こ こに示 す こ と とす る。

320

302

321

322

323

新規 申告

変更申告

あて名

評価 申告年月 日

変更申告年月 日

*包 括 申告受理番号

004・309品 名 ・銘 柄

002

055

324

325

326

輸入者住所氏名印

代理人住所氏名印

輸入申告番号

包括 申告の関係税関名

業務上特殊関係(無)

業務上特殊 関係(有)
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(327)

(328)

(329)

(330)

(331)

本 支店関係(交 計許可有 ・無)

同一資本系統の関係(本 支店関係を除 く)

代理店又は特約店 の関係

技術援助関係

業務提携その他

002

055

001 欝 この相 互 関係 を 図示 す る。

332輸 出 代 理者

333値 引 価 格 でな く,特 殊 関 係 もない

334値 引 された価 格,そ の 内容

335貨 物 取 引 当事 者 間 に販 売 促進 の取 決 め や別 決 済,債 権,

債 務 が ない。

336上 記 の事 実が あ る

(337)販 売 促 進義 務 者

(338)別 決済又 は債 権,債 務 の 関 係者

(339)別 決 済又 は債 権,債 務 の 内容

(340)別 決 済 若 しくは債 権,債 務 又 は 販 売促 進 の額 また は率

(輸 入 貨物 につ い て)

341輸 入 申 告の価 格につ い て仕 入書等 の価 格の 外課 税 対 象

とな る もの が ない

342輸 入 申告 価格 に 算入 す る課税 対 象 とな る金 額

343*税 関記 入欄

344*担 当者 印

⑲ 輸入貨物の評価(個 別 ・包括)申 告書 皿

評価申告書の 皿は,輸 入貨物が損傷貨物,長 期蔵 置貨物,加 工貨物,無

償 貨物である場合,そ れぞれ課税価格の計算の基礎 を申告す るものであ る。
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319

320

302

32'1

322

323

004,309

002

055

001

332

313

新規 申告

変更申告

あて名

評価申告年月 日

変更申告年月 日

*包 括 申告受理番号

品名 ・銘柄

輸 入者住所氏名印

代理 人住所氏 名印

輸 出者

輸出代理者

包括申告の関係税関名

345

(346)

347

(348)

349

(350)

351

(352)

損傷貨物

課税価格計算の基礎

長期蔵置貨物

課税価格計算の基礎

加工貨物

課税価格計算の基礎
'
無償貨物

課税価格計算の基礎

343税 関記 入 欄

344担 当者 印

以些 示 したものは 「包括」 申告 といわれ・これに対す る 「個 別」の評

価 申 告 が あ って,こ れ は 輸 入 申 告 の と きに行 わ れ る。 包括 申告 の 時 期 は,

船積書類の受 領・他法 令関係の輸入承認 許可等の取得の時点 で行われ る

が,輸 入 申告(個 別 申告)は,B/L裏 書,D/0と の 交 換,D/Oの 取

得 後 に行 わ れ る。
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評価 申告(包 括)か ら輸 入申告に至る間に,必 要に より税 関に提出 しなけ

れぽならない多 くの書類 がある。 これ らの ものは次の よ うな もの である。

船名数量等変 更申請書

臨時 開庁承認申請書

関税修正申告書

本船扱,艀 中扱,搬 入前申告扱,承 認申請 書

関税 更正請求書(内 国消費税更正請求書兼用)

指定地外貨物検査許可申請書,他 所蔵置貨物許可申請書

輸出貨物の製造用原料品に係る関税の払い もどし申請書(別 表 第2品 日

用)の 総括表

違約 品についての関税払い もどし申請書

違約品廃棄承認申請書

輸出貨物の製造用原料品に係る関税払い もどし申請書(品 表 第1品 日用)

違約 品保税地域搬入届

輸入許可前貨物 引取承 認申請書

その他税関が必要 とす る書類

⑳ 輸入(納 税)申 告書(内 国消費税課税標準数量等申告書兼用)

輸入申告書は,申 告納 税制度の実施に よ り,納 税 申告書を兼ね てい る。

税関様式C5020号 に よる もので,輸 入(納 税)申 告書,輸 入(納 税)

申告書(つ づ き)の セ ッ トから成 り,軍 関係貨物については輸入(譲 受)

申告書を提 出す る。 輸入(納 税)申 告書を提出す るに当 っては,第2章 に

述べ た仕入書類の外,輸 入貿 易管理令第4条 第1項 による輸入承認証(通

産省所管),前 記の評価 申告書1,皿,さ らに後 に述べ る関税納付書 ・領

収書の セッ ト9枚,そ の 他税関が必要 とす る書類を添付 して提 出す る。輸

入(納 税)申 告書のデータは次の とお りであ る。

353

354

IC(直 輸 入)

IS(倉 入れ)
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355

356

357

358

359

360

361

362

IM(移 入 れ)

BP(許 可 前 引取)

RE-IMP(再 輸 入)

ISW(倉 出輸 入)

IMW(移 出輸 入)

IBP(輸 入許 可前引 取 貨 物 の輸 入)

あ て先(税 関 の現場 所 長)

申 告年 月 日

111

0]1

010

311

049

蔵 置場所

船(取)卸 港

積出地

原産地(国)

船荷証券番号

36 -3

364

365

366

367

368

369

370

倉 入 又 は移 入 先(承 認 申 請の 場 合 の み)

申 告 番 号

船(取)卸 港 符 号(コ ー ド)

船(機)籍 符号(コ ー ド)

貿 易形 態 別符 号(コ ー ド)

原 産 国(地)符 号(コ ー ド)

輸 入者 符号(コ ー ド)

調 査用 符号(コ ー ド)

以上 は申告書上段の記載事項 であ る。 次に中段 は関税に関す る記載欄であ

る。

371004品 名(輸 入統 計 品 目表 に よ る)

305 統 計 品 目番 号(6桁 の コー ド)

372

373

単位(輸 入品 目統計表 に定め る価 格および数量の単位)

正味数量(上 記 単位に よる数量)
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374(341)申 告 価 格

303(342)

303税 表 番 号

304税 率

関税額

減免税条項適用区分(定 率,暫 定)

税額合計

以上関税 に関す るものであるが,次 に内国消費税に関す る記入欄 が設け ら

れている。

371/酒

2/砂

3803/物

4/揮

825/ト

836/石

84単 位(従 価,従 量 に よって異 る)

385正 味 数 量

内 国消 費税 課税 標 準額

387種 別等 ・税 率(種 別,類 別,号 別,級 別 ・税 率)

388内 国消 費税 額

389減 免 税条 項 適用 区 分

(390)7/輸

(391)8/租

g2税 額合 計

申告 書 下段 の記 載 事項 は 次 の とお りで あ る。

393個 数 ・記 号 ・番 号(品 名 欄 に対 応 す る個 数 記 号,番 号,

お よび 総個 数)
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394

401

402

403

404

405

406

407

(395)

(396)

(397)

(398)

(399)

(400)

添付書類(許 可,承 認,申 請等)

輸入承認又は契約 許可番号

仕入書

仕入書に代 る他の書類

原産地証明書

本船扱,艀 中扱,搬 入前申告扱

輸 入貿易管理 令別表1,2,第 号

許 可 ・承 認 等(食 品,植 物,家 畜,薬 事,そ の 他)

*税 関 記 入 欄(税 関 の 各 種承 認 等,申 告 書(輸 入 許 可

書)面 に 記載 を必 要 とす る事 項

*許 可 ・承 認 印

*許 可 ・承 認年 月 日

*受 理(印)

*審 査(印)

*収 納(印)

通 関 士 記名 押 印

輸 入(譲 受)申 告書 は,譲 渡人 の住 所,氏 名,印,譲 受 人 の住 所,氏 名,

印を 記 入す る のみ で,他 の 部 分は 同 一 様 式 に よ り輸 入(納 税)申 告 書 と全

く同 じで あ る。

408

409

譲 渡 人(住 所,氏 名,印)

譲 受 人(住 所,氏 名,印)

⑳ 国税収納金,整 理資金納付書 ・領収 証書

関税納付 に用いる書類であ って,納 付書は納税者交付用,日 銀統轄店送

付用,税 関送付用.)税 関用 の4枚,領 収証書 は納税者 交付用,日 銀統 轄店送

付 用,税 関送 付 用,領 収 済 通 知 書,税 関 用 の5枚 が,同 一 様 式 に よる ワン

ラ イテ ィ ング とな って い る。

002納 税 者(受 荷 主)
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055 代理人

422

423

受 入 科 目(関 税)

納 付 の 目的

(412)当 初 申 告

(413)修 正 申 告

(414)納 付通 知

(415)更 正 通 知

(416)決 定 通 知

申告番号

昭和 年度

本 税

延滞税

利子税

合計額

取扱庁名

領収年月日

税関印(領 収日付)

領収者

但 し2枚 の税 関用帳票 には延滞税の計算基準,収 納済額,還 付加算金 充当

済額,収 納未済額が記 入 され る。

検査指定票

輸入申告書お よび添付書類を税関に提出 した後,税 関 はこれを受理,審

査の後で必要 と認めた場合検査を行 う。 このさい検査指定票が作成 され る

が,こ れは申告者用,運 搬用,派 出職員控 と同一ーー一様式の3枚 セ ッ トになっ

ている。

426 検査 指定票No.

004(309) 品 名,銘 柄
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008

056

049

002

364

船 名

入港年月 日

B/LNo.

輸入者

申告番号

427

428

429

430

431

見本検査

検査場検査

採取す る見 本の種類

同数量

指定貨物 のケースNo.又 は袋数

027 記 号,番 号

432

433

434

435

436

437

438

発送確認(日,時,庫 主又 は派 出職員印)

到着確 認(日,時,検 査場管理職 員または検査職員印)

発送確認(日,時,検 査場管理職 員または検査職易印)

到着確 認(日,時,庫 主又 は派 出職員印)

見 本採取,採 取者氏名 印

派 出職員 見本採取

要派 出職 員立合

⑳ 見 本 採取 票

採 取 した見 本 を,ど の よ うに処理 した かを 記 録す る帳 票 で,合 格 すれ ば

そ の まX申 告者 に 返 却 し,必 要 に よ り,保 存 また は 分析 を行 う。 この帳 票

も原本,通 知 用,派 出 職 員 控 と同様 式 の3枚 セ ッ トに な ってい る。

439

440

整理番号

年 月 日

055 あて名

441 所 属官 署,氏 名,印

004(309)品 名 ・銘 柄
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430

008

056

049

364

111

数 量

船 名(機 名)

入 港年 月 日

B/LNo.'

申告番 号

蔵 置場 所

442

443

444

445

446

447

448

449

名氏属

印

日

所

取

日

月

員

析

存

却

受

月

考

年

職

者

年

取

取

告

取

採

採

分

、保

返

申

受

備

印

3.2.2コ ンテ ナ ー

コンテ ナ ー貨物 の 通 関は,在 来 貨物 の通 関 と全 く同様 に行 われ る。 異 る点 と

す れ ぽ,多 くの場 合,検 査 が省 略 され て書 類 通 関 とな る こ とで あ る。 但 しコン

テ ナー 自体 が若 し外 国 貨物 で あ る場合 には,コ ンテナ ー に関す る通 関 条約(昭

和46年 条 約 第6号 コン テ ナ ー条 約)適 用 に関 す る輸 入 申告 を 行 わ なけ れ

ぽ な らな い。 また 国際 道 路運 送 手 帳 に よる担 保 の もとで行 う貨 物 の国 際運 送に

関 す る通 関条 約(昭 和46年 条 約 第7号TIR条 約)に つ い ての 手続 き も

必 要 とな る。 もち ろん,こ れ ら に関す る特 例 を も含 ん で い るが,こ 二で は特 例

につ い て は省 略す る。

コンテ ナ ーの輸 入 申 告 は,コ ン テナ ー条 約 第2条(免 税一 時輸 入)の 適用 を

受 け る場 合は コ ンテ ナー ・ リス トを提 出す る場 合 と輸 出入 貨物 の容 器 輸 出入(納

税)申 告 書(C-5220)を 提 出す る2つ の ケース が あ る。 前者 は,国 際 的

.にコ ンテ ナ ーの流 通 を 容易 に し,コ ンテ ナ ー本来 の特 色 であ る一 貫輸 送の 業 務
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を 容 易 にす る た めに と られ た 方策 で,国 際 条 約 に よ り,各 国内 部 に おけ る コン

テ ナ ー の流 通 を無 税 にす るた め の もの で あ る。 した が って保 税運 送 の 承 認 を税

関か ら と りつ け なけ れぽ な らな い。

L)コ ン テ ナ ーの輸 入 申 告

a)コ ン テ ナ ー ・リス トに よ る場 合

外 国 か ら本邦 に 到着 した コ ンテ ナー で,コ ンテ ナ ー条約 第2条(免 税

一 時 輸 入)に 規 定 す る免 除 の要 件 を 満 た す もの につ い ては
,そ の輸 入 申

吉 の さい関 税 を 免 除す る。 船 社 が外 国か ら外 国 製 の コンテ ナー を輸 入 す

る場 合 に も,そ の コ ンテ ナ ーが反 復 して 国際 輸 送 に使 用 され る場 合 に は,

この 条 項 が適 用 され る。

在 来 船 か ら コン テ ナー を陸揚 げ す る場 合 に は,こ れ を関 税法 上 の 「本

船 扱 い 」 とす る。 この 場合 に は,コ ン テ ナー ・ リス トに,標 題 の 下 に

「本 船 扱 い承 認 申請 書兼 用 」 と併 記 しな け れぽ な らない。

輸 入 す る コン テ ナー であ って,船 社 が 実質 的 に これ を管 理 す る場 合 に

は,船 社 が一 括 して輸 入 申 告を 行 う。 但 しコン テナ ー ・ヤ ー ド(又 は こ

れ に類 す る保 税 地 域)に お い て,船 社 に代 って コ ンテ ナーの 操 作 を行 う

者(タ ー ミナル ・オ ペ レー タ)が 船 社 に代 って 申 告す るこ とが で きる。

この 場合,当 該 オ ペ レー タは,通 関 業 の許 可 を 受 けて い なけ れば な ら な

いo

コン テ ナ ー ・ リス トは,当 該 ヤ ー ドの 派 出職 員 に提 出 し,口 頭 で申 告

を行 う。 派 出職 員 が コ ンテ ナー ・ リス トを 受理 した と きに は,前 記 の 口

頭 申告 が あ った もの と認 め る。 派 出職 員 は,提 出 され た コ ンテ ナ ー ・ リ

ス トめ一 部 に受理 印 を押 し,コ ン テ ナ ー条 約 に よ り関税免 除の 旨,お よ

び 受 理官 署 別 の一 連番 号 を 押捺 して 申 告者 に交 付 す る。

b)輸 出 入貨 物 の 容 器輸 出 入(納 税)申 告 書(C-5220)に よ る場 合

輸 入 コ ンテ ナー が,非 居 住者 の シ ッパ ー ズ ・コ ンテ ナー等 であ る場合

に は 書 面 に よる申 告 が必 要 で あ って,こ の場 合 に は 「輸 出 入貨物 の 容 器
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輸 出入(納 税)申 告 書 」を税関に提出 して,無 税 扱 い とな る。 但 し,当 該

コ ンテナ ー は3ケ 月 以 内 に再輸 出 され なけ れ ぽ な らない
。 や む を 得 ない

理 由に よ って,再 輸 出期 限を延 長 す る必 要 が あ る場 合 に は,「 免税 コ ン

テ ナ ー等 の再 輸 出期 間 延長 承認 申 請書 」(A-1030)を 提 出 して ,

更に3ケ 月 間,期 間 を延 長す る こ とが で きる。 書 類 に よる申 請 の場合 に

は,何 れ も2通 を 作 成 し,1通 は税 関 が フ ァイル し,1通 は 押 印 して申

告者 に返 し,承 認 書 とす る。'

■

以上 の 外,免 税 コンテ チ ー の用途 外 使用,免 税 部 分 品の 使 用確 認,免 税 コ

ンテ ナ ーの亡 失 又 は 減 却,変 質 ,損 傷そ の 他 の 各種 の場 合 の手続 きが あ る

が,こ ふでは 省 略す る。 また コン テナー は 船社 の 管 理 に属 す る もので ,原

則 として船社 が申告す るのであるが,通 関 業の範 囲に含 まれ るので,帳 票

の デ ー タ ・エ レメ ン ツ に 一 連 番 号 を 付 し て 処 理 す る こ とに した
。

⑳ 種 卸 ・ ン テ ナ ー一 覧 表(・ ン テ ナ ー ・ リス ト)

450

45

302

提出番号

年月 日

あて名(税 関長)

452 提 出 者(タ ー ミ ナ ル ・オ ペ レー タ ー)住 所,氏 名 印

008 本船名(機)

453

454

本船(機)登 録記 号

コンテナーの種類

記号及 び番号

国産 コンテナー等の表示の有無

㊧ 輸 出入 貨 物 の 容器 輸 出入(納 税)申 告 書

この 帳 票 は,輸 出,輸 入 の双方 に使用 され るの で ,そ れ ぞ れ,輸 出 お よ

び輸 入 の記 入欄 が 設 け られ てい る。 また標 題 の 下 に 「再 輸 出免 税 申請 書 兼

用 」 と記 され てお り,再 輸 出の場 合 は,こ の 書 類 に よ って そ の ま 入免税措 置

が と られ る。
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457

458

申告番号(許 可番号)

申告年 月 日

302

452,055

407

455

あて名(税 関 長)

申告者氏名

通関士記名

記号番号

459

460

461

量

格

額税

数

価

免

008

453

281

船(機)名

登録記号

国 籍

462

4'63

464

465

466

輸 出入の予定時期

予定積出地,輸 入地

使用の場所

備 考

輸入(出)許 可年月 日
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4.デ リバ リー ・パ ッケ ー ジ

4.1輸 入貨 物 の 在庫 管理

輸 入貨 物 の在 庫管 理 の 目的 は,大 別 して二 つ あ る。 一一つ は,本 船 毎 に 輸 入貨

物 は ま とま って 来 るが,こ れ を受 荷 主(輸 入者)鋤 こ(Co㎜ercialInvoice

毎 に)仕 分 けを して,受 荷 主 の 指示 を 持 って配 送 で きる よ うに作 業 を 進 め るこ

とで あ る。 輸 出の場 合 は,荷 主 毎 に集 ま って来 た貨 物 を,本 船毎(Billof

Lading毎 に)ま とめ て,レ デ ィ ・カ ー ゴとす るこ とで あ った が,輸 入 の場合

に は,こ れ が逆 に な る。 輸 出 の 場合 の デ ー タバ ン クの役 割 ば,実 に この 間 の貨

物管 理(CargoInventory.)と 船 積 書類 の作 成(Documentation)に 対 す る

デ ー タ の整 理 にあ るが,輸 入 の場 合 に この よ うな ドキ ュ メン テー シ ョンは存 在

しな い。 そのか わ りに,貨 物 管 理 と配 送(Delivery)業 務 に関す る デ ー タの

整 理 が 主体 とな るの で あろ う。 さ らに 自 己の貨 物 に対 す る受 荷 主 か らの 問い 合

せ の シス テ ム(lnquirySystem)が これ に連 結 され な け れば な らな い。 こ う

した こ とか ら考 えそ,在 庫 管 理 の ため の基 本 的 デー タは,イ ンボ イ ス毎 の品 名,

個 数,マ ー ク,輸 出者 お よび 輸 入 者 名,特 定 の輸 入者 の 貨 物 の所 在地,貨 物 の

ス テー タス,作 業 の進 行 状 況,通 関 の 情報,ト ラ ックな どの手 配,発 送 条件 や

発 送 の 日時 な どの予 定等 々 が管 理 され て い なけれ ば な らな い。

輸 入貨 物の 在 庫管 理 の 目的 の 第2の ものは,各 店 社 の 請 求 業務 に 最 終 的 に結

びつ くと ころの 作業 や情 報 の管 理 に あ る。 前年度 の報 告書 に も述べ た とお り,

在庫 管 理 の一 般的 目的 は,次 の よ うに 規 定す るこ とが で き るで あ ろ う。

1.)入 庫,出 庫,在 庫(残 高)の 確 認

2.)ワ ン ・シ ップ 〃 ト(CommercialInvoice)毎 の 貨物 の確 認(数 量

と内 容)

3.)貨 物が 蔵 置 され て い る場 所 の 確 認(特 に これ は貨 物 の 種類 が多 い場合 に
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必 要 な こ とで,何 号 倉庫 の どこに あ るか を明 確 に してお く必 要 が あ る。)

ス テ ー タス の確 認。

4)出 庫 指 図 に おけ る作 業場 所の確 認。

5.)ト ラ ッ ク等 輸送 手 段 の手 配 の確 認,荷 役 手配 の 確 認。

6.)請 求 書 の 作 成。

請 求 書 の 作 成は,各 店 社 に お け る在 庫管 理 の 最 終 目的 であ るが,こ れ に

は 次 の事 項 を 必要 とす る。'

a)貨 物 の ス テ ー タス ・チ ェ ック

b)作 業 工程 別の 原価 のチ ェ ック

c)下 払 いの チ ェ ッ ク

d)仕 切 単価 の 正 当性 の チ ェ ック(原 価 の 把握)

とこ ろで,輸 出 の場 合 には,荷 主 を代 理 す る 海貨 通 関 業 者 の在 庫管 理 だけ で,

ほ ぼそ の 目的 を達 す る こ とが で きた。 また 海 事 検 定機 関 の 入 庫報 告 書,出 庫報

告書 が 海 貨 通 関 業者 の 在 庫管 理 の デ ー タ とな り,か つ この 間 の業務 が コン ピュ

ー ター化 され て い る こ とは ,前 年 の報 告 書 に 述べ た とお りで あ るが,輸 入 の場

合 に は海 事 検 定機 関 の 情報 システ ムは,一 切 関 係 しな い。 これ は輸 入 貨物,特

に個 品貨 物 につ い ての 全般 的 な検 量 制度 が存 在 しない か らであ る。 つ ぎに,輸

入の場 合 に は,海 貨通 関 業者 だ け でな くラン デ ィン グ ・エ ー ジェ ン ト(総 揚 倉

庫),コ ン テ ナ ー ・ター ミナル の ター ミナル ・オペ レー タ(フ レー ト・ス テ ー

シ ョン)で,そ れ ぞれ の在 庫管 理 が行わ れ るが,こ れ らの もの の業 務 の違 いか

ら,統 一 的 な在 庫管 理 の シス テ ムを考 え る こ とは,輸 出 の場 合 よ り更 に 複雑 と

な る。 輸 出 の 場合 にお い て も,海 貨通 関 業 者 の 倉庫 の性 質,貨 物 の性 質,経 営

組 織 の ち が い等 に よって,多 くの 問 題点 が あ るが,こ の 違 い は,輸 入の 場 合 に

は,更 に大 き くな るで あ ろ う。

また 輸 入 貨物 に つい て は,受 荷 主が 入 庫 以後 の 在庫 管 理 の 業務 を,請 求 書 の

作 成 業 務 まで含 め て,荷 主 の コン ピュー タで処 理 す る ケ ース も存 在す る。 これ

は,輸 出 に お け る 自動 車 や 家電 の メー カー が,港 頭 に おけ る在 庫管 理 を,メ 一
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カ ー 自身 の コ ン ピュー タ で処理 してい るの と全 く同 じ性 質 の もの で,荷 主 が 港

湾 業 務 まで 進 出 して い る例 で あ る。

また 輸 入 貨物 に お い て は,貨 物 が在 庫 の ま 入売 買 され て荷 主 がか わ る場 合 が

あ る。 この さいに は,寄 託 申込 書 の再 発 行 そ の他 が 必要 とな って,輸 出 の場 合

よ りもさ らに複 雑 とな り,入 庫,出 庫 も一 段 と厳 密 に チ ェ ック され る。

41.1在 来 貨 物 の フ ロー

在 庫管 理 の ソー スデ ー タ とな る もの は,第2章 に 述べ た6枚 セ ッ トの 作業 依

頼 書であ る。 これは一 つの例を示 した ものであるが,こ れが貨 物 の到着後 ,入 庫伝票,

入庫通知書,寄 託申込書のセ ッ トecee続 す る。 これは第2章 ⑬ に詳述 されているのでこ

こでは省略する。店 社に よっては,保 管台帳に記入する場合 もある。貨物の在庫管理は,

入庫,出 庫,残 高(在 庫)の 詳細を確 認す ることか らは じまるか ,こ ふに例示 するケー

スは,入 出庫 ,残 高の情報,保 管料,荷 役料等の請求業務がシステム化 されてお り,入

庫伝票 と出庫伝票 とが,統 一 フォームになって,た だ出庫伝票には,出 庫月 日,出 庫高,

残 高 が記 入 され る欄 が あ る。 各店 社 に よっ て ,在 庫 管 理 の 方法 や帳 票 の様式 は

まち まち であ るが,在 庫 管理 の原 則 は変 らない の で
,以 下 に示 す一 つ の 例 を も

っ て,こ れ を代 表 せ しめ る。

㊨ 出庫伝票

251

252

253

002,055

む

む

N

N

票

庫

号

者託

伝

入

倉

寄

501,369寄 託 者 コー ド

254

255

256

257

飢N

)具

課

台

区

(便搬

都

営

貸

運

502, 品 目 コ ー ド
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004

027

028

258

259

260

261

262

のコ

名

姿

分

M

)

価

ク

(

K

－

一

位

(

マ

品

マ

荷

区

単

量

テ

単

503,002請 求 先

504D/0

26g荷 役 料

(270)区 分

(271)Less%

(272)種 戊刑

(273)単 価

505出 庫 年 月 日

506出 庫 高

(507)個 数

(508)数 量(M,T.)

(509)数 量(K.)

(510)附 保価 格

残 高

(512)個 数

(513)数 量(M.T.)

(514)数 量(K

(515)附 保 価 格

摘 要
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以上 の 内容 の 出庫 伝 票 は,控,正,出 庫通 知書 正,副, t写 の5枚 セ ッ トに

な って い る。 在庫 中に,荷 主 に よ り一 部売 渡 し,そ の他 の 理 由 で数 量 に訂

正が あ った と きは,現 場 か ら数量 訂 正伝 票 が本 社 の営 業 部 に あ が って来 る。

2枚 セ ッ トで,う ち1枚 は マ シー ンへの イ ンプ ッ ト用 とな る。

⑳ 数 量訂 正 伝票(在 庫)

253倉 庫(倉 号)一
251伝 票No.

252入 庫No.

258倉 所

503,002寄 託 者

502tt目 コ ー ド

277訂 正 前 個 数

(277)数 量(M.T.)

(277)数 量(K.)

(278)附 保 価 格

518訂 正 後 個 数

(519)数 量(M.T.)

(520)数 量(K.)

(521)阿 保 価 格

522差 額

(523)十 個 数

(524)一 個 数

(525)十M.T.

(526)-M.T.

(527)十K.

(528)-K.
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(529)+附 保 価 格

(530)一 附 保 価 格

責任 者 印

532担 当者 印

533昭 和 年 月

@変 更伝 票

変 更伝 票 とは,名 儀 変 更伝票 であ っ て,連 絡 用 ,控 の2枚 セ ッ トか らな

り,1枚 は イ ン プ ッ ト用 で あ る。 名儀 変 更 とは ,在 庫 中ee貨 物 が 売 買 され

だことを意味す る。輸入貨物の売買には ,凡 そ次の よ うな時系列的段階が あ る。

1.)本 船 渡 し

2.)入 庫渡 し

3.)置 場(在 庫)渡 し

4)出 庫渡 し

5.)工 場 持 込 渡 し

これ らの売 渡時 点 は,そ れ ぞれ 取 引の 内 容 に よ って異 る もの で,輸 入貨物

の 売 渡 しの場 合 に は,そ の時 点 で 貨 主の 名儀 が変 更 され る。 も し通 関前 に

名 儀 変 更 が 行わ れ た 場 合 に は,税 関 に 申請 してそ の 承 認 を得 なけ れ ば な ら

ない。 この輸 入貨 物 の売 渡 しこそ,商 社 業務 の独 壇 場 で あ って,商 社の 情

報 シス テ ムが,輸 入貨 物 の 在庫管 理 に ま で延 び て くるゆ え ん もまた そ こに

あ る。

通 常 最 も多 い売 渡 し方 法 は4.)の 出庫 渡 しで あ るが,こ 玉に 示 す 例 は,

在 庫 中 に名儀 変 更 が行 わ れ,在 庫 管 理 デ ー タを 修 正す る ケー ス であ る。 倉

荷証 券 を 発 行 して い る場 合 に は,そ の裏 書 きに よ って譲 渡 が 行わ れ る。

253倉 庫(庫 号)

534年 月 日

535旧70

251伝 票No.
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252

258

503,002

501・369

入 庫No.

倉 所

寄 託 著 名

寄 託者 コー ド

536変 更 数 量

(537)個 数

(538)数 量(M.T.)

(539)数 量(K.)

(540)附 保 価 格

541変 更 事 由

(542)名 儀

(543)庫 番

(544)品 目

(504)D/ONo.

545出 庫 料 請 求 先

546同 上 コ ー ド

547残 数 量

(548)個 数

(549)数 量(M.T.)

(550)数 量(K.)

(551)附 保 価 格

552保 管 起 算 日

553新60

251

252

258

伝 票No.

入 庫No.

倉 所

554 寄託著名
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同 上 コー ド

変 更 後 の 品 目

(557)同 上 コ ー ト

558保 管 料

(559)従 価

(560)従

(561)up%

(562)Less%

荷 役 料

568

569

570

(564)区 分

(565)Less

(566)種

(567)単

摘

責任者(印)

担 当者(印)

以 上 の よ うに536の 変 更 数 量,547の 残 数量,556の 変 更後 の 品 目,

558保 管料 と・入庫時 との変化の内容を詳細 に記録する。

⑳ 雑荷役報 告書

在庫中に,一 部売渡 しその他の事情 で,倉 替 え,は い替等を行 った場合

には,雑 荷役報告書に よって,そ の 明細を記録す る。

253倉 庫

571 年月 日

251

252

258

545

伝票No.

入 庫No.

倉 所

請求 先
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546

554,503

270

同上 コー ド

寄託者名

荷役種別(荷 役料区分)

572個 数

(573)数 量(M.T.)

(574)数 量(K.)

575負

(576)種 元刑

(577)単 価

(578)Less%

579作 業 人 員

(580)常 傭(男)人

(581)常 傭(女)人

575請 負

(576)種 戊刑

(577)単 価

(578)Less%

582

583

584

摘 要

責任者

担当者

⑳ 倉荷 証券

倉荷 証 券 の 発 行 は本 来 倉 庫 業務 で あ るが,こ の証 券の 裏 書 に よ って在庫

貨物 の売 買 が 行わ れ るの で,こXに 併 記 す る こ とに した。

002,(055)寄 託 主 ・

585,(004)種

586

277 個 数
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027

028

253

277

276

記 号

荷 造(荷 姿)

保管 場所(倉 号)

数 量

入庫 日

587 保管期限

263 保管料

588火 災保 険

(589)金 額

(590)単 価

(591)期 間

(592)保 険者

593年 月 日

594倉 庫会 社 名

以 上 が表 面 であ るが,裏 面 裏 書欄 は 次 の よ うに な ってい る。一
503,(002)譲 渡 人 氏 名(寄 託者,受 荷主)

596(554)譲 受 人 氏 名(新 寄 託 者)

597受 取 高

598日 附

599受 取 人 氏 名

600残 高

601倉 庫会 社 印

4.2配 送業 務

4.2.1在 来貨 物

輸 入貨 物 の配 送 業務 は,さ きに 述べ た よ うに,受 荷 主(輸 入者)の 売 渡 し業
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務 と結 びつ い て い る。'販売 業務 に つ い て 社 内の 情 報 シス テ ムを完 備 して い る大

手 の 商社 では,あ る特 定 の 大宗 貨 物 に つ い ては,輸 入 貨物 の 在 庫管 理 か ら売 渡

し,こ れ に関 す る経 理 事務 ま で,完 全 に 商 社 の シ ステ ムの一 部 を な して い る。

そ うで ない もの は,商 社 の荷 渡 指 図 書 に よ って,保 管 倉庫 か らの搬 出,配 送

が 行 わ れ る。 荷 渡 指 図書 が 発 行 され な い 場 合 には,電 話 等に よ り簡 単 に処 理 さ

れ る場 合 もあ るが,何 れ に して も,受 荷 主(輸 入 者)の 指示 が,配 送 業務 に先

行す る。

配 送 業 務 とは,輸 入 した 貨 物 を倉 庫 か ら搬 出 し,最 終 消費 者 に引渡 す までの

プ ロセ スを指 す。 貨物 は通 関 を終 って内 貨 に な ってい るが,輸 入 許 可 書(税 関)

の コ ピー に よって 搬 入台 帳 を 消 し込 む 作 業 が あ るの で,自 主 記 帳,ま た は搬 出

届 を 出 さ なけれ ば な らない。

⑪ 荷 渡指 図 書(商 社)

602 帳票番号

503,002商 社 名

603

004

585,004● 品 種

028● 包 装(荷 姿)

605 ●仕 様,規 格,寸 法

507● 員 数(個 数)

508,509● 数 量

008積 来 本船

253保 管 場所(倉 号)

07

608

09

備 考

指図書有効期間

●受渡条件

受領証
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610受 領 者(印)

611年 月 日

以 上 の よ うに 指 図書 下 欄 に受 領者 名,年 月 日を記 入 して受 領証 とな る仕 組

に な って お り,指 図 書,正,副,写 の よ うに,2枚 ない し3枚 の セ ッ トに

な って い る。 上 記 の もの は,一 つ の 例 であ る が,● 印を 附 した もの は,商

取 引 に用 い られ る用 語 または概 念 であ って,運 送 上 用い られ る用 語 また は

概 念 と若 干 異 ってい る。 この へ ん の調 整 が 必 要 で あ る と考 え られ る。

⑫ 荷 渡 指 図 書(倉 庫)

商 社か ら荷 渡 指 図 書が 到着 す る と,倉 庫 会 社 は 現場 の倉 庫(倉 庫 会社 は

通 常 複 数 の倉 庫 を持 って い る)に 対 して荷 渡 指 図 書 を発 行す る。 または電

話 等 で指 示 し,あ るい は本 社 か ら係員 が現 場 に 出張 して 指示 す る こ と もあ

る。

,594倉 庫 会 社名

611年 月 日

612,(253)現 場 責任 者(あ て名)

荷渡 先

503・oq2荷 主

613貨 物 の 種類(輸 入 品,輸 出 品,国 内 品)

004品 名

… 漂 数 量

027マ ー ク

⑬ 貨 物 送 状

貨 物 送 状 は,通 常 荷主(輸 入者)か ら最 終 消 費者(又 は メー カー)に 向

け て 発 行す るが,こ の送 状 に 附 して倉 庫 が発 行す る送状 が あ る。

594倉 庫会 社 名

614年 月 日

612(253)現 場 責 任 者(あ て 名)
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613貨 物 種 別

008本 船 名

004品 名

・・7{認 数 量

615納 入方 法

027マ ー ク

616記 事

⑳ 自主 記帳(搬 出届)

617届 出年 月 日

05
.5(594晦 貨 通 関 業者 名

253搬 出場 所

505搬 出年 月 日

301搬 入 に関 す る許 可又 は 承認 の種 類,番 号,年 月 日

008船 舶 名

027記 号及 び番 号

507個 数

004品 名

028包 装 の 種 類(荷 姿)

508容 積 トS/

509重 量 トン

010積 出 地

011・ 仕 向 地

002(503)荷 主 名

257運 般 具

513,514残 数 量

4.2.2コ ン テナ ー

輸 入 コンテ ナ ーの デ リバ リーは,通 常CYお よ びCFSに おい て行 われ る
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(フ ロー チ ャー ト参照)。 デ バ ンニ ン グ後 の貨 物処 理 は在 来貨 物 と全 く同 じで

あ り,前 記 の倉 庫へ の 搬 入,搬 出 の帳 票 は,コ ンテ ナ ー貨 物 に も適 用 で き るよ

うに な って い るの で,デ バ ン ニ ン グ後の プ ロセ スは,こ こで は 省略 す る。

CFS渡 しの 場合 に は,原 則 と してCFSに お い て デバ ンニ ン グを 行 い,貨

物 は個 品 と して海貨 通 関 業者 に 渡 され るの で,こ こで特 別 に 記 述す る必 要 は な

い。 但 しCFS渡 しで も,海 貨 倉 庫 通関 の 場合 に は税 関 の 保 税運 送 承 認 書 が必

要 で あ る。CY渡 しの場 合 に は,CY通 関 の場 合 に も,海 貸 倉 庫通 関 の場 合 に

も,コ ンテ ナ ー 自体 の 事 務 処 理 の た め に タ ー ミナル ・オ ペ レー タが 出すE/R.

(EquipmentReceipt)が 必 要 であ り,か つ 海 貨 倉庫 通関 の 場合 に は,保 税

運 送 承 認 書 を必 要 とす る。

⑮EquipmentReceipt(機 器 受 渡 証)

EquipmentReceiptま た は助uirme⑪tlnterchangeReceiptと 呼

ば れ る も の で 通 常3枚 な い し4枚 の セ ッ トか ら成 っ て お り,機 器 受 渡 しの

証 明 の み に,EquipmentCondition(機 器 状 態)お よ び コ ン テ ナ ー 自

体 のInspectionReport(検 査 結 果)を 記 入 す る こ と に な っ て い る。

618

008

619

455

457

466

620

621

622

623

624

625

DateofInterc .hange/Time(受 渡 時)

船 社 名

PlaceofInterchange(受 渡 場 所)

UnitNo.(コ ン テ ナ ーNo.)

輸 入 許 可 番 号

輸 入 許 可 年 月 日

TrailerNo.(ト レ ー ラ ーNo.).

ReeferUhitNo.(冷 凍 機 番 号)

GeneratorNo.(発 電 機 番 号)

SealNo.(封 印 番 号)

Label(ラ ベ ル の 有 無)

AttachedYes/No.(有 無)
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626

627

628

629

630

631

632

633

008

011

038

056

Empty(空.)

Full(身 入 り)

InDepot(搬 入)

OutDepot(搬 出)

From(出 発 地)

To(行 先)

Discharged

TobeLoaded

Vessel

PortofDestination

VoyageNo.

Arrived(入 港 日)

634 Sailing(出 港 予 定 日)

001

002

Shipper

Consignee

635

636

637

InlandCarrier(搬 出/搬 入 業 者)

Stuffed(バ ン 詰)

Stripped(バ ン 出 し)

以 上 は 受 渡 しに 関す るデ ー タで あ るが,次 に機 器状 態 の検 査 に 関す る 部分

が あ り,コ ン テナ ーの そ れ ぞ れの 部 分 が図示 され てお り検 査結 果 が,そ れ

ぞ れ の 記号 で記 入 され る。

638

639

640

641

642

643

C-(Cut)(切 傷)

B-(Bruise)(ス リ 傷)

H-(Hole)(破 れ)

M-(Missing)(紛 失)

BR-(Broken)(破 損)

D-(Dent)(凹 損)
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64

64

64

64

64

650

652

653

654

655

656

657

R-(Repaired)(修 理 跡)

LeftSide

RlghtSide

Front(前 面)

Top(屋 根)

Floor(床 面)

Rear(扉 面)

Remarks

ReeferHourReading

AttentionTerminalCheck-in(搬 入 時 注 意)

RepairsRequired(要 修 理)

CleaningRequired(要 掃 除)

上 記 検 査 の 結 果 を 附 し署 名(船 社)

(扱 い 業 者)

⑯ 保税運送承認申請書(外 国貨物運 送申告書 －C-4000)

輸 入貨物の保税運送申告は,当 該貨物発送の さいに,運 送手段 お よび運

送 先を異にす ることに,「 外 国貨物運 送申告書(目 録兼用)」(C-4000)

を3通(原 本,承 認書,到 着 証明用)税 関に提 出 しなければ ならない。 ま

た輸入貨物 を保税倉庫または保税工場に蔵す る場合には 「倉入承認申請書」

または 「移入承認申請書」を兼用す ることが できる。

302申 告税関名

658

659

660

311

発送場所

発送年 月 日

最初倉入年月 日

原産地

661 運送の 目的
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257 運送具

008

056

027

004

028

036

342

申告年 月 日

申告番 号

承認年月 日

運送期間

担 保の種類

船 名

入港年月 日

記号及び番号

品 名

個 数

数 量

申告価 格一
055申 告者(住 所 氏 名)

(⑰ 検 数 依 頼 書(OrderSheet)

CFSデ バ ンニ ン グの場 合 は,こ こ では 省略 す る。 コン テナ ーが 海貸 倉

庫 に持 ち こ まれ て デバ ン ニ ン グされ る場 合 には,海 貨通 関 業者 は,通 常検

数 業者 に 対 して オ ー ダー ・シー トを 発 行す る。 これ に よ って検 数 業者 は,

コ ンテ ナ ーの 中 に詰 め られ て い た貨 物 につ い て の タ リー シー ト(前 出)を

発 行 し,コ ン テナ ー報 告書 を 作成 す る。 又 は,コ ン テ ナー詰 め 貨 物 につ い

てのCertificate(証 明書)を 発 行 して,報 告 書 に か え る。

055扱 店 社 名

145扱 店社 コー ド

008本 船 名

150本 船 コー ド
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038

151

152

153

154

007

011

027

004

166

028.034

028

036

035

112

164

Voy.No.

Agent

Steve

Steveコ ー ド

Lineコ ー ド

B/LNo.(So.Noを も っ て い る こ と が あ る)

仕 向 港

Marks

Co㎜odity

Co㎜odityCode

No.ofPkgs

KindofPkgs

Weight

Measurement

艀 船 名

検 数 業 者 名

669署 名

670Remarks

以 上 につ い ては,第2章 の 「検 数 依 頼 書」 を参 照 され た い。 また タ リー シ

ー トにつ い て も ,こ こ で省略 す るの で,や は り第2章 を参 照 され た い。

⑱ コ ンテ ナ ー報 告書(出)

164検 数 業 者 名

055扱 店 社 名

671年 月 日

184天 候

672作 業 場 所

445コ ン テ ナ ーNo.
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007

010

004

028

035

036

623

B/LNo.

仕 出 地

品 名

個 数

容 積

重'量 、

シ ール番 号

$

672

673

荷 役 時 間 ・

ご適 用

196)検 教 員 署 名

⑲Certifi・at・ ・fC・nt・inerizedC・ ・g・

164検 数 業 者 名 ・1

674

675

055

002,055

007

038

011

056

010

Date

Certifi。at。

ApplicantseMessrs

Consignee/Forwarder

NameofVessel

Voy.No.

Arrivedat

on

PortofShipment

676 placeofUnstuffing&Date

455

623

007

027

004

ContaiuerNo.

SealNo.

B/LNo.

Marks

Co㎜odity
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028,034P,kgs

677

678

679

680

681

196

UnstuffingP,kgs

Over

Short

TotalP,kgs

in(個 数)Container

検 数 員 署 名

貨 物 が デバ ソ ニ ン グ され て 以後 の過 程 は,在 来 貨 物 の プ ロセ ス とな るの で,

これ は既 に 述べ た とお りで あ る。 した が って,こ こ では 省略 す る。 また コ

ン テ ナ ーが,CY通 関 でそ の まx受 荷 主の ヤー ドに持 ち こ まれ て,そ こで

開 け られ る過 程 が あ る。 業 務 の プ ロセスは,海 貨 倉庫で開 け られ るの と全

く同 じで あ る が,こ れ は海 貨 通 関 業者 の 業務 とい うよ りは,む しろ荷 主 の

業 務 とな る(フ ロー チ ャー ト参 照)。

な お,こ のCertificateの 名称 は,DevanningReportと よば れ る こ と もあ

る。
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ま と め

(輸 入 業 務 の情 報 システ ムの現 状 お よび総 合 シス テ ムの うちそ のサ プ シ ス テ ム

ム の在 り方 、問 題点 お よび 対 策)

1.以 上,わ れ わ れ は輸 入 業務 の フ ・一 を通 観 し,時 系 列的 に 帳票 を 配 列 し,

そ の デー タ ・エ レメ ンツを 検 討 して 来 た。 この 全過 程 を通 じて 輸 入業 務 に

関す る情 報 シス テ ムが,現 在 わ が国 に おい て どの よ うに な?て い るか を見

る と

① 船 社 は輸 出入(コ ンテナー)業 務 につ い て ・ほ ぼ システ ムを各 社 別 に つ

く りあ げ てい る。

② 商 社 は,輸 入 貨物 の 在 庫管 理 を そ の 社 内 シス テ ム と して つ く りあげ て

い る。 但 しこれ は大 手 の商 社(輸 入 者)に 限 られ,ま た鉄 鋼 そ の 他の 大

宗 貨 物 に 限 られ て い る。

③ 税 関 は 輸 入 申告 書 の あ る項 目を コー ド化 し,コ ン ピ ュー タ で処理 して

い る。

④ ラ ンデ ィン グ ・エ ー ジェ ン トお よび ・ コンテ ナ ーの タ ー ミナル'オ ペ

レー タは,独 自の立 場 で業 務 の情 報 シス テ ム化 を 実施 しつ つ あ る。

⑤ 海 貨 通 関 業者 の シス テ ム化 につ い て は,前 年 度報 告 の とお りであ るが

少数 の 大 手 業者 は,在 庫管 理 お よび請 求 業務 を シス テ ム化 してい る。

⑥ 港 湾 管 理 者 は,横 浜,神 戸,名 古 屋 に おい て,そ れ ぞれ 港湾 の情 報 セ

ン ター 設置 の 研究 を進 め て い るが,そ の考 え方,ア プ ローチ の方 法 は 必

らず しも一 致 して い ない。

2.わ れ わ れ は,こ の よ うな 中で 輸入 貿 易 の 総合 シス テ ムを 考 え なけ れ ば な

らな い。 した が って,輸 出 の場 合 と同様 に,あ る種 の選 択 が必 要 であ る。

先 ず われ わ れ は,シ ス テ ム化の 当 面 の対 象 を,定 期 船 業務(コ ン テ ナ ー船
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を含 む)に 限定 した,(総 論 参 照),、 次 に,定 期 船貨 物 の フ ローを 検 討 し,

これ を3つ のPackageお よび サ ブシ ステ ムに 分 割 した。

{1)LandingPackage

① 直 取 の シス テ ム

12)総 揚 の シス テ ム

③CY,CFSの シス テ ム

(2)CtistomsPackage

(3)t)eliveryPackage

① 在庫 管 理 の システ ム

② 配 送 の シス テ ム

3.以 上の うちDeliveryPackageは,商 社 の売 渡 し業務 と不 可 分 に結 び

つ い て い る。 輸 入貨 物 を商 社 が 売 渡 す方 法 は

(1)本 船 渡 し

(2)入 庫渡 し

(3)置 場(在 庫)渡 し

(4)出 庫渡 し

(5)工 場 持 込 渡 し

等 に,わ か れ て お り,何 れ も商 社 の取 引政 策 が これ を 決定 す る。 貨 物 の売

渡 しが 行わ れ て も,荷 主 の名 儀 変 更 が 行 われ るだけ で・ 通 関 業 務 も・ 貨物

管 理 の 業務 も内 容が 変化 す るわ け で は な いの で,シ ステ ム的 に は 名 儀 変 更

の デー タの 処 理 で事 た りる。 しか しなが ら,こ の よ うな取 引 ない しは 貿 易

管理上の便宜 を供与す るために,輸 入の場合には特に

(1)InquirySystem

(2}StatisticsSystem

が必 要 とな るで あろ う。 前者 は 商 社 お よび 最終 消 費者 が,自 己 の 貨 物 の所

在 地,個 数,ス テ ー タス,お よび作 業の プ ・セ スお よび 時 間 を確 認 す る う

え か ら必 要 な もの で あ り,後 者 は 諸官 庁 が 輸 入貿 易管 理 の うえか ら必 要 と
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す るであ ろ う。StatisticsSystemは,輸 出に おい て も当然 追 加 せ ら

れ るべ き もの で あ ろ うが,そ の必 要度 は,輸 入の場 合 が,は るか に 大 きい

と 考え られ る。

4.輸 入に お け る海 貨 通 関 業の役 割 は,輸 出 の それ よ りも限 定 され た立 場 に

あ る。 輸 出 に お い ては,海 貨 通関 業 の標 準 的 シス テ ムを 開 発 す る こ とに よ

って,定 期 船 貨物 の 輸 出 業務 の処 理 は,ほ ぼ完 成す る。 しか し,'輸 入 に お

い て は 一'

(D海 貨通 関 業

(2)ラ ンデ ィン グ ・エ ー ジェ ン ト

(3)タ ー'ミナル ◆オペ レー ター

の3者 の 業 務 が 平行 して通 関 業務 に接 続 す る。 これ は,わ れ われ が,総 論

の デ ー タバ ン ク構 想 に お い て示 した とお りで あ る。

5.輸 入に お け る通 関 業 務 は,関 税 お よび 内 国 消費税 等,国 税 の 徴収 事 務 が

あ る。 これ は 税関 本 来 の 業 務 であ って,税 関 の関係 す る範 囲 は輸 出:の場合

よ りもは る か に広 範 囲 で,か つ 複 雑 で あ る。 したが って わ れ われ は,輸 入

の情 報 シス テ ムの 開 発 は,税 関 の 通 関 シス テ ムか らは じめ るべ きで あ る と

考 え る。 こ れ は また,海 貨 通 関業 務の 主 要 な部分 を な す もの で あ る とは,

フ ロー チ ャー トに示 され た とお りで あ る。 輸 入 にお け る海貨 通 関 業 務 は

LandingPackageに お い て,前 記の よ うに,部 分 的 な もの であ り,De-

liveryPackageに お い ては完 全 に商社 の 支配 を うけ る。 ただ 通 関 業務

だけ が,自 主 的 な シス テ ム とな るで あろ う。 この よ うな 関 係 で,通 関 の

Packageは

(1)税 関 自体 の 業務 の シス テ ム

② これ を バ ックア ッ プす る海 貨通 関 業 務の システ ム

とな る であ ろ う。

6.デ ー タバ ン クの構 想 は,ざ きに示 した とお りであ,る。 輸 出に お け るデ ー

タバ ン クの 基 本的 役 割 は,荷 主別 に ぽ らぼ らに港頭 に 入 って来 た 貨物 を 船
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名 別 に仕 分け し,通 関 をす ませ て船 積 の ため のReadyCargoを つ く りあ

げ るこ とで あ った,、 こ の 流 の 中 でパ 船 積書類 の 作成(Documentation)

と貨 物 管理(CargoInventory)と が,統 一的 に処 理 され なけ れ ぽ な ら

ない こ とは,前 年 度報 告 書 の 通 りであ る。 輸 入 に お いて は,輸 出の よ うな

Documentationは 存 在 しな い,、 ドキ ュ メ ンツは,銀 行 を とお して受荷 主

(輸 入者)に 一 括 して到 着 し,貨 物 も また本 船 別 に一括 して 到着 す る。 こ

の よ うな事 態 の も とで,輸 入 の デ ー タバ ン クは,通 関 と配 送 とのパ ッケー

ジで あ るが,通 関 の シス テ ムは,本 来 の税 関 の シス テ ムが先 行す る こ とが

必 要 で あ る。 この開 発 と と もに 受荷 主 の管 理 下 にDeliveryを 主 体 とす る

シ ステ ム ・フ ロー が考 え られ な けれ ぽ な らない。 こ こで,本 船 別に 入 って

来 た 貨物 は,通 関 をす ませ て,受 荷 主 別 に整理 保 管 させ て配 送 され る。 か

つ そ のInquirySystemとStatisticsSystemが これ に追 加 され る で

あ ろ・う。

7.輸 入 にお け る基 本帳 票 はConmercialInvoiceで あ る。 これ は 通 関は

も と よ り,貨 物 処 理 の方 々の 場所 で,C/1コ ピーの 添付 を 必要 と して い

る こ とか ら も明 ら か であ る。B/Lは,早 い 段階 にお い て,D/0と 交 換

して,船 社 に フ ァイル され る。 輸 出に お いて はB/Lの 作成 が,ド キ ュメ

ン テー シ ・ ンの頂 点 であ った が,輸 入 に お いて は,B/Lは い ち早 く姿 を

消 して しま う。 こ の関 係 は,Co㎜ercialInvoiceが,国 際 貿 易 の基 本

帳 票 で あ り,B/Lは 海 上 運 送 の基 本 帳票 であ る とい う性 格 に よる。 輸 入

業 務 の分 析 に お い て,こ の 事 態 は極 め て 明確 に あ らわ れ る。 したが って,

国 際 的 な貿 易 情報 シス テ ムの 開 発 にお け るECEレ イ ア ウ ト・キ ーの 設定

そ の もの に一 つ の疑 問を 生 じる。 な るほ ど,現 実 に はC/1の フォ ー ムの

統一 は なか な か 困難 で,B/Lの フォ ー ムの統 一 は 比較 的 に 容易 で あ った。

しか し,貿 易 情 報 シス テ ム と して 考 え る と き,す べ ての 帳 票 をB/Lフ ォ

ー ムに あ らため る こ とで よいか ど うか 。 国 際貿 易 に おけ るB/L優 位 の 考

え方 で よいか ど うか とい う疑 問 であ る。
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8.デ ー タバ ン クの 核 とな るべ き業種 は,輸 入の場 合 には輸 出 の場 合 よ りも

更に 複 雑 とな る。 輸 出 の場 合 に は,海 貨 通 関 業,検 数,検 量 が 核 で あ った。

もと よ りこれ に は税 関,港 湾 管理 者,船 社,荷 主が加 わ らなけ れ ば な らな

い。 輸 入 の場 合 に は,総 論 に 示 した よ うな 更に多 くの業者 を包 含 す る、,ラ

ンデ ィン グ ・エ ー ジェ ン ト,タ ー ミナ ル ・オペ レー タ,倉 庫,銀 行等 々で

あ る。 そ の デ ー タバ ン クへ の 関 連 の度 合 は,そ れぞ れ異 るが,注 目すべ き

点 は,輸 出に お い ては 検量 が,メ ジャ ー リス トの作 成,S/Oス リップの

作 成 を通 じて,す べ ての貨 物 に 関連 した が,輸 入に おい て は,個 品 貨 物 の

検 量 は,原 則 と して存 在 しない。 した が ってそ の立 場は輸 出 とは か な り異

って 来 る で あ ろ う。

9.次 に 全体 の フ ローの 分析 の 結 果,多 くの問 題点 を発見 した。 輸 入 に お け

る関 係 帳票 を 通 観 して最 初に わ か る こ とは,商 取 引 のた め の用 語 お よび概

念,運 送 のたあ の用 語 お よび概念,税 関 の用 い る用 語 お よび概 念 が,あ る

場 合 に は甚 だ しく異 って い る こ とで あ る。 これ は,通 産 省,大 蔵 省,運 輸

省の 統 計分 類 の ち がい と共 に,情 報 シス テ ム を開 発 す る上 か らの 大 きな 問

題 点 とな るで あ ろ う。 理 想的 に 言 えば,貿 易 情 報 システ ム と しての 統一 用

語,そ の定 義 お よび概 念 の設 定 が望 ま しい。

また 港湾 業 務 の 中で も,店 社 を異 にす るに したが って,用 語 の ちが い が

著 る しい。 貿 易情 報 シス テ ムの 統一 用 語の 開 発 を,ま ず この 分野 か らは じ

め るの が 妥 当で あ る よ うに考 え られ る。

10.輸 入 通関 に 際 しては,多 くの 法体 系 の承 認,許 可 の 書類 を添 付 しなけ れ

ぽ な らな い。 これ らの もの も,当 然 の こ となが ら用 語 と概 念 の統 一 の 問 題

に含 まれ るが,特 に他 法 令 関係 の事 務 は甚 だ 複 雑多 岐 であ って,用 語 の 統

一 だ け で な く,事 務 の簡 素 化 が望 まれ る。 他 法 令関 係 は,特 定 の貨 物 に だ

け 関 係 す る もの で あ り,か つ,こ れ を 検討 す れ ば甚 だ膨 大 な量 に な って 限

りが な い ので,こ の報 告 書 に詳 述 す る こ とは と りや め た。

11.貿 易 情報 シス テ ムの 開発 につ い て は,各 種 の アプ ローチ が考 え られ る。
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輸 入 に つ い ては,さ きに述 べ た よ うな税 関 を 主体 とす る通 関 の シス テ ム,

受 荷 主 を含 め ての在 庫 管理,配 送,Inquiryの システ ム,輸 出に おい て

は 昨 年度 の報 告 書 で述 べ た よ うな,荷 主側 の 貨物 発 送 の システ ム,船 社業

務 に続 くとこ ろの ドキ ュ メ ンテー シ ョンの シ ステ ム等 々,各 方面 に可 能性

が存 在す る。 輸 出貨 物 の統 一 在 庫管 理 の シス テ ムは,税 関 に も,港 湾 管理

者 に も・,と もに メ リッ トが あ るで あ ろ う。 これ らの うち,ど の よ うな アプ

ロー チ を求 め るか は,こ れか らの課 題 であ るが,貿 易情 報 シス テ ムの 開発

'いに あた っての 基本 的 原 則は
,関 係す る官 庁,業 界 が,そ れ ぞ れ メ リ ッ トを

得る・とい うこ とが 前 提 で なけ れ ぽ,シ ス テ ムは成 立 しない。 メ リッ トの配

分 を 明確 に して関 係者 の コンセ ンサ スを 得 る こ とが 基 本的 問 題 とな る よ う

に 思 わ れ る。
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L_」

は海 貨通 関業者 が100%そ の業 務 に従事 す るこ とを意 味す る。

一 は海 貨通 関業者 が部分 的 にその業 務 に従事 す るこ とを意 味 す る
。



輸 入 コ ン テ ナ ー 貨 物 の フ ロー(1)CY渡 し 昭和50年3月

(財旧 本情報処理開発センター

港 湾 経 済 研 究 所

港湾業務近代化研究委員会
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〔=
は海 貨通関業者 が100%そ の業務 に従事 す るこ とを意 味す る。

一 は海 貨通関業者 が部分 的 に その業務 に従事 す るこ とを意 味す る。



輸 入 コ ン テ ナ ー 貨 物 の フ ロー(II)CFS渡 し
昭和50年3月

(財)日本1青報処理開発センター

港 湾 経 済 研 究 所

港湾業務近代化研究委員会
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!1一
は海 黄通関業者 が100%そ の業務 に従事 す るこ とを意味 す る。

一ー 一 一 は海 貨通関業者 が部 分的 にその業務 に従・事す るこ とを意 味す る
。



そ う あ げ

輸入在来貨物管理(総 揚)の フ ロー
昭和50年3月

(財)日本情報処理開発センター

港 湾 経 済 研 究 所

港湾業務近代化研究委員会

シ ッ パ ー 受 荷 主 海 貨 通 関 業
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は海 貨通 関業者 が100%そ の業 務 に従事 す るこ とを意 味す る。

は海 貨通 関業者 が部 分的 にその業務 に従事 す るこ とを意 味す る。



じ か ど り

輸入在来貨物管理(直 取)の フロー 昭和50年3月

(財)日本情報処理開発センター

港 湾 経 済 研 究 所

港湾業務近代化研究委員会
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1.貿 易 に お け る 外 国 為 替 銀 行 の 役 割

貿 易 に よ り,貨 物 を輸 出 またに輸 入 しよう とす る時 に ,普 通 の場 合 は貨 物 代

金 が これ と反対 の方 向に 移 動 す る。 そ して,そ の代 金 は通 常 外 貨 ,あ るい は外

貨 に 裏 ずけ られ た 円 に よ り支 払 われ るが,わ が国 で は,こ れ らの 代金 決 済 は外 国

為替 公 認銀 行(以 下 「外 国 為替 銀 行」 とい う)を 通 じて行 うよ うに法 で定 め ら

れ て い る。

この結果,外 国為替銀 行はわが国の外国為替管理機構の なかで
,主 務官庁 で

ある大蔵省,通 産省か ら委 任を うけて一定の範囲内で決済面 か ら外国為替管理

の一翼 をにな っている。

す なわち貿易におけ る外国為 替銀 行の役割 とは,貨 物代金決済の仲介を行い,

必要 に応 じて代金決済の支払のための保証を行 うとともに決済 面においては外

国為替管理 を行 うこ とで ある。以 トこれについて簡単 な説 明 を加 える。

エ.1貨 物 代 金 決 済

輸出入貨物代金の決済 は大 きく分けて荷為替手形(決 済用の手形に船積書類

が添付 され てい るもの。 なお支払地国側などの事情に よ り単に船積書類だけが

外国為替銀行を通 じて送達されるものもこれに準 じる)を用 いる もの と手形を用 い

ない ものとがあ る。 手形を用いない ものは送金 と呼ばれる もので
,我 国 よ り外

国向に送金す る ものを仕 向送金,逆 に外国か ら受取 るものを被仕 向送金 と称す

る。送金は貨物の輸送 とは独立 した代金決済行為 であるが
,船 積書類作成完了

時を基準 にすれば前払送金 と後 払送金 に分類で きる。輸出者 に って船積書類発

送前に代金を受 けとれば前払送金 であ り,発 送後に受取れば後払送金 となる
。

逆 に輸入者 にとっては船積書類到着前に代金を決済すれば前払送金 であ り,到

着後に支払えば後払送金 とな る。一般に貨物代金の前払は輸 出者 に とって有利
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で あ り輸入者 に とっ て,不 利 で あ ると考 え られ る。 反 対 に 後 払 は輸 出者 とっ て

不利 で あ り,輸 入者 に とっ て有 利 であ る。 一般 的 に い え ば,送 金 に よる決済 は

荷為 替手 形 に よる 決済 を行 う場 合 に比較 して,事 務 手 続 も単純 であ り,外 国 為

替銀 行 に とっ て も事務 負担 が小 さい もの と考 え られ る。 即 ち 外 国為 替銀 行 は,

①我 国 か ら送 金 を 行 う場 合 は送 金 人の 依頼 に基 づ き送 金 の 対 価 と引 換 え に海 外

に送金 を 行 い,② わ が 国 向 けの 送 金 は,海 外 の 銀 行 か ら送 金 支 払指 図 お よび 当

該送 金 の 代 り金 を受 領 して受 取 人 に送 金 代 り金 を 支 払 う。 従 っ て上 記 の様 に 輸

出 入 業者 の どち ら か一 方 が 不 利 とな るこ とを容 認 で き るな らば,決 済 に 要す る

コス トは比較 的 低 くて済 む こ とに な る。

通 常 の場 合 は,不 利 な方 の 負担 を軽 減す るため に荷 為 替 手形 が用 い られ る。

この 手 形 は通常 輸 出者 が 輸 入 者 に 向け て振 出す もの で,輸 入者 は この手 形 が外

国為 替銀 行 よ り呈示 され た時 点 で 貨物 の所 有 権 を化 体 す る船 荷証 券 な どの船積

関 係付 属 書類 と引 換 に 支払 または 手形 の 引受 を 行 な う。 この場 合輸 入者 に とっ

て貨物 の代 りで あ る船 積 書類 と引換 に代 金 を支 払 うの で あ るか ら不利 は な い。

一 方輸 出者 に とっ て も代 金 が 支払 わ れ なけ れぽ 船 積 書 類 は輸 入 者 に渡 され な い

ので あ るか ら,後 払 よ りは安 心 で きる。 荷 為替 手 形(以 下 単 に 「手 形」 とい う)

を 用い る輸 出貨 物 代 金 の 取 立 て は,通 常 次 の方 法 で行 なわ れ る。

① 輸 出者 は手 形 と付 属 書 類 を と りそ ろ え,輸 出地 の外 国為 替銀 行 に持 ち込

み,輸 出 地 の銀 行 は これ を 輸 入地 の銀 行 に送付 す る。

② 輸 入地 の 外 国 為 替銀 行 は 輸 出 地の 銀 行 の指 図 に従 い,荷 為 替手 形 を輸 入

者 に 呈示 し貨 物 代金 の 決済 を も とめ,決 済 代 り金 を受 領 しだ い,輸 出地 の

銀 行 に取 立 代 り金 ブ 支払(送 金)を 行 う。

③ 輸 出地 の銀 行 は取 立 代 り金 が 自行の 勘 定 に 入金 され た こ とを確 認 で き し

だ い,取 立 代 り金 を輸 出者 に 支払 う。

この よ うに 荷 為 替 手 形 を用 い て外 国為 替銀 行 経 由で貨 物 代金 の 決済 を 行 う方

法 は,一 般 に 「取 立 手 形」 と呼 ば れ てい る。 この 場 合,輸 出 入 業者 が信用 の お

け る もの で あれ ば,取 立 代 り金 の送金 を待 つ まで もな く,輸 出 地 の銀 行 で手 形
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を 買取 っ て もら うこ とが で きる。 荷 為替 手 形 を 用 いて 貨 物代金 の 決済 を 行 う場

合,輸 入者 が 書 類 と引換 え に代 金 を支 払 う場 合 はD/P(Documentsagai-

nstPayment),手 形 を 引受 け る場 合 はD/A(Documentsagainst

Acceptance)と 呼 ば れて い る。

手 形 の 買取 は 外 国為 替 銀 行 が輸 出者 に対 し行 う金 融 の ひ とつ で あ る。 従 っ て

外 国 為 替銀 行 は手 形 の 買 取を 行 う場 合,当 該手 形 の元 本 を回収 す るの み な らず

手 形 の 買取時 か ら買取 り代 り金 回収 まで の期 間 に お け る銀 行の 資金 負担 に対 応 し

て利 息 を 輸 出者 又 は 輸 入者 か ら求 め る必 要 が 生 じる。 また万一,買 取 っ た手 形

の代 り金 が 回収 不 能 の場 合 は,輸 出者 に 買 い 戻 しを求 め るこ とに な る。 荷 為 替

手 形 を用 い る貨 物 代 金 の決 済 は,後 払 に よる被仕 向送 金 の場 合 に比 較 して危 険

度 は よ り小 さい とい えるが 万 全 で は ない。 なぜ な らば,も し手 形 の支 払 あ るい

は 引受 が 得 られ なか っ た場 合,す でに 貨物 の 積 出 は終 っ てい るに もか か わ らず

そ の代 金 を 回収 す る こ とが で きな くな り,他 に転 売 の手 段 を講 じなけ れ ば な ら

ない か らで あ る。

こ う した輸 出者ee不 利 な状 態 を な くす た め に考 え られ たのが 商 業信 用 状(Co

㎜ercialLetterofCredit,通 常 単 にL/Cと い う)を 用 い る方法である

この 方 法 は本質 的 には 通常 の荷 為 替手 形 と同様 であ るが,支 払 に 対 して銀 行 の

保 証 が付 され てい る とい う点 で異 な る。す なわ ちL/Cは 輸 入者 の依 頼 に も と

つ い て,銀 行 が 発行(Open)す る もの で,輸 出 者ec対 し指 定 した 条 件 の船積書

類を整 えれば,貨 物代金の支払を行 う旨確約す る ものである。輸入 地の銀 行が

L/Cを 発行す るこ とをL/Cの 開設 とい う。輸入者 は通常輸入地の外国為 替

銀行にL/C開 設 を依頼す る。L/Cを 開設 した輸入地の外国為替銀 行は,こ

れを輸出地の外国為替銀行を通 じて輸 出者に送付す る。輸出者 は輸出貨物代金

の支払に対す る輸入地の銀行の保証があるので安心 して取引を行 うことがで き

る。 このL/Cに もとつ いて輸出者 が振出す荷為替手形をL/C付 荷為替手形

と呼び,そ の名宛人(支 払人)は 通常開設銀 行 またはその指定す る支払銀行 と

なってい る。 なお輸入者宛 に振出す ことを要求 され ることもある。
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L/Cに よる 決済 は いわ ば 書 類取 引 であ り,商 品(貨 物)取 引 三:は独 立 して

行 わ れ る。 即 ちL/Cの 開 設銀 行 は 輸 出地 の 外 国 為 替銀 行 を経 由 して送 付 され

た 荷為 替 手 形 お よび船 積 書類 がL/C条 件 に合 致 してい る限 り貨物 代 金 の 支 払

に 応 じ,ま た これ を輸 入者 に 請 求 す る。 従 って,万 一 船積 内容が 売 買契 約通 り

の もの で な い場 合 で も,当 該 売 買 契約 に よっ て裏 打 ち され たL/C条 件通 りの

荷 為 替 手 形 お よび船 積 書類 が 呈示 され てい る限 り,信 用 状 開設 銀 行 お よび輸 入

者 は 代金 決済 を行 わ な けれ ば な らない 。 この意 味 で信用 状 取 引は 幾 分 輸 入者 に

不 利 で あ る と言 わ れ て い る。

1.2外 国 為 替 の 管 理

外 国為 替 銀 行 で 行 う外 国為 替管 理業 務の うち 直接 貿 易 手続 に 関 係す る もの は,

輸 出 の認 証 と輸 入承 認 お よび輸 入 届 出受 理 お よび輸 出 入 に と もな う代 金 決 済 の

証 明等 で あ る。 これ らの 大部 分 は金 融 機 関 と して の銀 行 本来 の業 務 では な く官

庁か ら委 任 を うけ て行 っ てい る事 務 であ る。 従 って これ ら官 庁 委任 事 務 に従 事

す る銀 行員 は刑 法 上 な どに お い て公 務 員 と同様 の取 扱 を うけ る こ とに な る。

輸 出 の認 証,輸 入 の承 認 お よび 届出 は 通 関 の前 に 貨物 代 金 の決 済 が 正 しい方

法 で 行 なわ れ るか ど うか を あ らか じめ銀 行 に おい てチ ュ ックす るた め の もの で

あ る。 これ らの 業務 は 日本 の外 貨 事 情 が悪 くか つ 世 界各 国 の輸 出 入 制限 が 多 か

っ た時 代 に お い ては,国 際 収 支 の 均衡,通 貨 の 安定 お よび 外貨 資金 の有 効 利 用

に きわ め て重 要 な役 割 を 果 して きた が,貨 物 及 び資 本の 自由化 が進 む につ れ そ

の機 能 は 変 化す る こ とが求 め られ,現 行 の もの と異 った管 理 手法 が と られ る こ

とに な る も の と予測 され る。

2.外 国為替銀行を中心 とした貿易業務 フローの現状分析

本分析は,外 国為替銀行が貿易活動 において果 している業務の現状 を調査分

析 したものであ る。
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2.1現 状 分 析 の 範 囲

い うまで もな く,貿 易活動における外国為替銀行の機 能は極め て重要 であ り
,

また業務 も広範 にわ たってい るので,現 状分析を実施す るにあたっては,次 の

よ うに範囲を設定 し,調 査対 象を明確 に した。

① 今回の調査分析は官庁,企 業間情報 システ ムを前提 と していることか ら,

外国為替銀行 と関連官庁,関 連企業関で行なわれ ている貿易業務を調査対

象 と した。 したが って,外 国為替銀行内業務 は調査対 象か ら除外 した。 但

し,調 査業務 の意味を理解する上で外国為替銀行内業務の説明を必要 とす

る場合は,当 該銀行内業務 も調査範囲に含めた。

② 一般の貿易取 引について発生する外国為替銀 行業務を調査対 象 と した。

したが って,仲 介貿 易,委 託加工貿 易等の特殊貿易にかかわ る外国為替銀

行業務は調査対 象か ら除外 した。

③ 貿易取引のつ ど発生す る外国為替銀 行業務を調査対 象 と した。 したがっ

て,特 殊な業務,た とえば輸 出入業者が外国為替銀 行と初めて取 引す るに

あたって行な う外国向為替手形約定業務等は調査対 象か ら除外 した。

④ 原則と して標準決済にかかわ る外国為替銀行業務 を調査対象 と した。

⑤ 帳票については,以 上の調査範囲内での外国為替銀行業務において関係

す る帳票を調査対 象 と した。

2.2現 状 分 析 の 方 法

以 上の よ うな範 囲 を 設 定 し調査 を 実 施 した が ,調 査 方法 に つ い て は次 に 述べ

る よ うな方 法 に基づ い た。

① 業務 分 析 に つ い て は,大 き く輸出 業 務,輸 入 業 務に区 分 し,そ れ ぞ れ に

つ い て輸 出入 貿 易活 動 の 中 心 で あ る輸 出 業者 ,輸 入 業者 が 行 な う手 続 単 位

ご とに 外国 為 替 銀 行 業 務 の 分 析を 実 施 した。

② 実務 分析 を 行 な うに つ い て の決済 方 法 の区 分 は,輸 出 の場 合 は

L/C付 輸 出,B/C(D/P・D/A)輸 出 ,代 金 前受 輸 出
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また 輸 入 に つ い ては

・L/C付 輸 入,B/C(D/P,D/A)輸 入,代 金 前 払輸 入

と した、,

③ 帳票 分 析 につ い て は,貿 易手続 全 体 の なか に おけ る外 国為 替 銀 行 業務 の

位 置 を 明確 にす る 目的 か ら,帳 票 の流 通 系路 を調 査 した。 ま た,デ ー タ'

'エレメツ トにつ い て は
,帳 票 の 大 部 分が標 準化 され て い な い こ とか ら,で

きる限 りの多 くの 帳票 を 参照 し,デ ータ ・ エ レメ ノ トの網 羅 性 を 目指 し

た。

2.3現 状 分 析 の 結果

調 査 結 果に つ い ては,次 の4項 目に分 け た。

・ 輸 出 入手 続 と外 国為 替 銀 行 業 務 の位 置づ け

・ 外国為 替 銀 行 を中 心 と した関 係官 庁,関 係企 業 との業 務 関 係

:巖}資 料編

尚,業 務 分 析 は 外 国為 替 銀 行 業 務 を各 業 務手 続毎 に書 類 フ ロー を中心 に詳細

説 明 した。

帳票 分 析 は,業 務 分 析 で リス ト ・ア ップ され た 帳票 を,帳 票 別 に そ の流 通 系

路 を図示 す る と同 時 に デ ご タ ・エ レメ ン トの 調査 結 果 を示 した。

以上2項 目は量 的 に 多 い た め,資 料 編 と して別 に綴 じた 。

2.3.1輸 出 入手 続 と外 国 為 替 銀 行 の位 置づ け

外 国為 替銀 行 業務 を貿 易 手 続 全 体 の流 れ の なか で位 置 づ けを 行 な い,資 料 編

「業 務分 析」 の一 層 の理 解 に資 す る泪 的 か ら作 成 した 図か 本 節 の終 に 掲 げ る 「

輸 出入 手 続 フロ ー」 及 び 「輸 出入 手 続 前後 関 係 図」 で あ る。 本節 で は,「 手続

フロ ー」 及 び 「前 後 関 係 図 」 を解 説 す る ことに よ り,貿 易 手続 の流 れ の なか に

おけ る外 国為 替 銀 行 業 務 の 位 置づ けを 行 な う。 な お,「 手 続 フロ ー」 及 び 「前

後 関 係 図」 は,以 上 の よ うな 目的 か ら作 成 した図 で あ り,貿 易 手続 全 体 を説 明
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しよ うとい う意 図 を もっ て作 成 した もの では な い。 したが っ て,外 国為 替 銀 行

業 務 の 位置 づ け に関 係 の な い手 続 等 は 省略 して お り,ま た 外国 為 替 銀 行 業務 に

つ い て も作 成 上 困難 な もの は省 略 して いる。 さ らに,貿 易手 続 は 必 ず こ うで あ

る と断 言で きる一 定 した パ タ ー ンは な く,「 手続 フロ ー」 及 び 「前 後 関 係 図」

は あ く まで も標 準的 な一例 を説 明 してい る。

(1)輸 出 入手続 フ ロ ー

'本調査 分 析 の中 心 で あ る外 国為 替銀 行 が 行 な
って い る貿 易業 務 を,業 務

主 体 別 に 貿易手 続 全 体 の流 れ の なか で位 置づ け た図 が,図2.1輸 出 手続

フP-,図2.2輸 入 手 続 フ ロー(WITHL/C),図2.3輸 入手 続 フ

ロ ー(D/P,D/A)で あ る。

これ ら各 図 は,貿 易 業 務 に 携わ っ てい る官 庁,企 業間 で 行 な われ てい る

貿 易業 務 を,業 務 主 体 別に 手 続 フ ロー と して表わ した もので あ り,左 か ら

右 へ 時間 の経 過 を示 して い る。各 図 では,外 国為 替銀 行が 貿 易 業 務 に おい

て 直接 関 係 してい る官 庁,企 業 を 明示す る ため に,関 係官 庁,企 業 を横線

で表 示 す る と同 時 に,外 国 為 替銀 行業 務 の種 類 及 びそ の位 置 を 貿 易手 続 全

体 の流 れ の なか で,マ ク ロ的 に 把握 で きる よ うに した。 以下,各 フ ローの

見 方 を輸 出手 続 フ ロー を例 と して 説 明す る。

「必 要 手続 」 とはL/C付 輸 出,B/C輸 出 に 関 係 な く輸 出貿 易 に お い

て原則 と して発 生 す る手 続 を意 味 してい る。 た とえば,「 輸 出認 証 」 は,

輸 出貿 易 に つ い て必 ず 発生 す る業 務 であ り,し た が っ て 「必 要 手 続」 で あ

る6

「L/Cの みの 手 続 」 とは,原 則 と して信用 状付 輸 出の 場 合 に限 り発 生

す る手 続 を 意 味 してい る。 た とえば 「信 用 状 の通 知」 と い う手続 な どが発

生す る。

「B/Cの み の手 続 」 とは,信 用状 な し輸 出,い わ ゆ るB/C(D/P

D/A)輸 出の場 合 に の み 原 則 と して発生 す る手 続 を 意味 してい る。 た とえ

ば,「 輸 出 手形 保 険 の 付 保 」 が輸 出手形 保 険 制度 本来 の意 味 か らい っ てそ

一186一



うで あ る。

「条 件 に よ り必 要 と な る手 続 」 とは,輸 出 貿 易 にお い て必 ず しも発 生 し

ない手 続 を意 味 して い る。 た とえば ,「 為 替 予約 」 は 決済 通 貨 が外 貨 であ

り,し か も通常 決 済 時点 に円 高 が予 想 され る場 合 にの み実 行 され る手 続 で

あ り,必 ず しもどの輸 出貿 易 に おい て も発 生す る手 続 では な い。

最後 に 「L/Cの みの 必要 手続 」 とは,信 用 状付 輸 出 の場 合 に限 り発 生

す る手 続 で あ り,し か もどの信 用状 付 輸 出 に おい て も発 生す る とは いえ な

い手 続 を 意 味 してい る。 た とえ は,「 信 用 状 の 変 更通 知 」 は ,信 用状 の変

更 が どの信 用 状 付 輸 出 に おい て も発 生 す る とは い えず,む しろ例 外 的 な手

続 で あ る こ とか らL/Cの み の特 殊 手 続 とな る。

(2)輸 出 入手 続 前 後 関 係 図

輸 出入 手 続 フ ロー は,貿 易業 務 に携 わ っ てい る業務 主 体 別 に手続 関 係を

明示 した図 で あ り,手 続 の 前後 関 係 は特 に 明確 に は な っ てい ない。 そ こで,

手 続 の 前後 関 係 を 中心 と して外 国為 替 銀 行 業 務 の位 置 づ け を行 な っ た もの

が,図2-4輸 出手 続 前後 関 係図,図2-5輸 入 手続 前後 関 係 図(WITH

L/C),図2.6輸 入手 続 前後 関 係図(WITHOUTL/C)で あ る ,、

まず 図 の 見方 を下 図 を 例 と して説 明 しよ う。 ○ 印は 業務 の 着手 及 び 完 了

バ
、

竺m圃
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を示 してい る。 た とえば,② はA業 務 の完 了 を示 してい る と同時 に ,B業

務及 びC業 務 の始 ま りを示 してい る。 この 図 の意 図 して い る もの は ,A,

B,C,D各 業 務 の 前後 関 係で あ る。つ まり,B業 務 とD業 務 はA業 務 が

完 了 しな い 限 り着 手 で きな い こ と,ま たC業 務 はB業 務 が 完 了 した後 着 手

され,D業 務 の 完 了 前vc完 了 して い なけれ ば な らな い こ とを上 図 は 表 わ し

てい る。 またA業 務eeつ きFROM甲TO乙 とは,A業 務 は 甲 が乙 に対 して

行 な う業 務 であ る こと,そ して 甲,乙 が そ の業 務 主 体 であ る こ とを 意味 し

て い る。

さて,前 後 関 係 図が 意 味す る と ころ を ,「 輸 出 手 続前 後 関 係 図」 を例 と

・て簡 靴 説明す る・ なお,日 付 の業撚 全て外国緒 銀行が関

与 す る業務 であ る。

まず 本邦 に あ る外 国為 替銀 行が 最 初 に関 係 す る業 務 は 「信 用 状 の接 受 」

で あ る。 「信用 状 の接 受 」 は輸 入 国 に お いて信 用 状 が 開設 され た後 に行 な

わ れ る業 務 で あ り,し た が っ て 「信 用 状 の 開設 」 後 に位 置 して い る。 接 受

銀 行 は,信 用 状 を接 受 す る と受益 者 とな るSHIPPERに 対 して は 「信用

状 の 通 知」 を,ま た 同時 に 日本銀 行 に 対 しては 「接 受報 告」 を 行 な って い

る。 そ こで,「 信 用状 の通 知」 及 び 「接 受 報 告」 は 「信 用状 の接 受」 か ら

派 生 す る こ ととな る。 以上 の 諸業 務 は信 用状 付 輸 出 の場 合 にの み 必要 とな

る業 務 であ り,そ こで他 の 業務 と区 別す るため に図 上 の(注)で 示 した 通

り1点 鎖線 で表 示 した。

既 に 述べ た よ うee,通 常SHIPPERは 決 済時 に 円高 が予 想 され る場 合 に限

り 「為 替 予 約 」 を 行 な う。 為 替予 約 を 行 な う時 期 は ,L/C付 輸 出eeつ い

て は信 用 状金 額確 定 後,ま たB/C輸 出 につ い て は契 約成 立 後 であ るこ と

か ら,「 信 用状 の通 知 」 後,つ ま り信 用状金 額 確 定 後 に位 置 させ た。 た だ

し,「 為 替 予 約 」 は 先物 相 場 の 予約 で あ るこ とか ら,荷 為 替手 形 の買取 依

頼(NEGOTIATION)前,一 一・一一般Veは1ケ 月 前 に 完 了 してい なけ れ ば な らo

ず,「 為 替 予 約 」 の完 了 はNEGOTIATION前 と した。 「為 替 予約 」 を

一188 一



c

受 け た買 取銀 行 は,以 後毎 月,予 約 残 高の 確 認 をNEGOTIATION時 ま

で行 な うこ とか ら,「 予約 残 高 確 認 」 を 「為 替 予約 」 か ら派 生 させ た。 以

上 の 業 務 は,決 済通 貨 が外 貨 であ り,し か も決 済時 に 円 高が 予 想 され る と

い う条 件 の場 合 に お い て発 生 す る業務 であ る こ とか ら,他 の 業 務 と区 別す

るた めに 長 い破 線 で表 示 した。

SHIPPERは,商 業送 り状 金 額 が確 定 し,輸 出 申 告書 の 「建 値 及び 総価

格 」欄 に 正確 な金 額 を記 入 で きる よ うに な る と外 国 為 替銀 行 に輸 出 申 告書

を提 出 し,銀 行 認 証 を 依 頼す る。 そ こで 「輸 出 認証 」 を商 業送 り状 の 作成

が 可能 と な る 「生 産 又 は 集荷 」 の 完 了後 か ら派 生 させ た。 そ して,銀 行 認

証 済 輸 出 申告 書 が 「通 関」 に際 して必 要 で あ る こ とか ら,輸 出 認 証 は通 関

前 に完 了 して い なけれ ば な らない。 そ こで,輸 出 認 証 の終 了は 通 関 前 に示

してあ る。 認 証銀 行 は,輸 出 認 証 を 行 な うと 「認 証報 告」 を 所 属 の通 産局

に 対 して 行 な って い る こ とか ら,「 認証報 告」 を 「輸 出 認証 」 か ら派 生 さ

せ た。

さて貨 物 の船 積 みが 終 り,荷 為 替 手 形 の 買取 依頼 に必 要 な書 類 がそ ろ う

と,SHIPPERは 外 国 為 替 銀 行ee手 形 の 買取 を依 頼す る(NEGOTIATION)

買 取依 頼 に際 し必 要 な船 積 書 類 の なか で船 荷 証 券以 外 は 原 則 と して 「船 積

み」 前ee全 て作 成 可 能 で あ り,し た が っ て 「NEGOTIATION」 は船 荷 証

券 が発 行 され る 「船 積 み」 後 と した。 外国 為 替銀 行 は 荷為 替手 形 を買取 る

と,L/C付 輸 出 の場 合eeは 開 設 銀 行 に対 して,ま たB/C輸 出の 場 合 に

は 取 立 銀行 を 通 じBUYERee対 して,手 形 代金 を 「求償 」 す る。 また 日本

銀 行 に対 しては 「決 済報 告」 を,さ らにB/C輸 出 の場 合 は通 産 省 に対 し

「輸 出 手形 保 険 の付 保 」 を行 な っ てお り,そ こで 「求償 」,「 決 済報 告」,

「輸 出手 形 保 険付 保 」 を 「NEGOTIATION」 後 か ら派 生 させ た。 な お,

「輸 出 手形 保 険付 保 」 につ い ては,原 則 と しそB/C輸 出に つ い て発生 す

る業 務 であ る こ とか ら,2点 鎖線 で表 示 し他 の業 務 と区 別 した。

以 上 簡 単 に 「手続 フ ロー」 お よび 「前 後 関 係 図」 の 見方 を説 明 した が,両 図
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は あ くまで も 「業 務 分 析 」 の一 層 の理 解 の た め に作成 した 図 で あ り,「 業務 分

析」 の各 業 務 を理 解 す る際 に全 体 的 な位 置 付 けを参 照 す る意味 で作 成 した こ と

を 再度 述べ てお きた い。
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図2.2 輸 入 手 続 フ ロ ー(WITHL/C)
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図2・3輸 入 手 続 フ ロ ー(WITHOUTL/c)
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図2.5輸 入 手 続 前 ・後 関 係 図(WITHL/c)'
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図2.6輸 入 手 続 前 後 関係 図 (WITHOUTL/c)
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2.3.2外 国為替銀行を中心 と した関係官庁 ・企業 との業務関係

次に輸出入諸業務 を外国為替銀行を中心 と して関係す る官庁及 び企業別に整

理する と次の よ うになる。

まず関係す る企業は,SHIPPER及 びBUYERた る商社,メ ーカー と在外銀

行であ り,官 庁は 日本銀行 と通産省(通 産局)で ある。 それぞれの企業,官 公

庁 との業務を対 象先別 に列 記 し,主 要 な ものを簡単 に説明す る。尚.詳 細に関 し

ては,業 務分析(資 料編)を 参照 され たい。

1)対SHIPPER又 はBUYER

輸 出業務(対SHIPPER業 務)

① 信用状関係業務(通 知銀行業務)

輸出信用状 の通知,輸 出信用状の変更通知,輸 出信用状の譲渡

② 輸出認証関係業務(認 証銀行業務)

輸出認証,(銀 行認証済)輸 出申告書の訂正変更

③ 輸出決済関係業務(買 取銀行業務)

為替予約,荷 為替手形 の買取,故 障付荷為替手形の処理(L/G

NEGO)

④ 代金前受 関係業務

代金 前受証 明,外 貨 交換済証明

・ 輸 出信 昂状の接受及 び通知

輸 出の場合,外 国為替銀行が まず関与す る業務は 「輸出信用状の接受及 び

通知 」である。 この業務を行な う外国為替銀 行を 「接受銀行」 または 「通

知銀行」 とい う。接受銀行は,開 設銀行(後 述)又 は輸入者(以 下rBU

YER」 とい う)の 意思に よ り決定 され,開 設銀行の海外支店 か コル レス先

である。接受銀行は,信 用状 を接受す ると コル レス契約 によ り受益者 とな

る輸出者(以 下 「SHIPPER」 とい う)ec信 用状 を引渡す義務 を負 う。

・ 輸出認証t

SHIPPERか ら銀 行認証用輸出申告書の提出を受けた外国為替銀行は,
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SHIPPERに 対 して輸出認証を行な う。 この業務を行な う外国為替銀行

を 「認証銀行」 とい う。輸出認証は,輸 出貿易管理令に定め られた行政業

務であ り,そ れ 自体 は銀行に とって無収益業務である。

・ 荷為替手形の買取(NEGOTIATION)

荷為替手形の買取 を依頼 された外国為替銀 行は,特 に問 題がなければ買

取 に応 じる。 この業務を行な う外国為替銀 行を 「買取銀行」 とい う。荷為

替手形の買取は,銀 行の立場か らす れぽ一種 の金融であ り, 、したがって買

取銀 行はふつ うSHIPPERの 取引銀行 であ る。

輸入業務(対BUYER業 務)

① 信用状関係業務(開 設銀 行業務)

輸入信用状の開設,輸 入信 用状 の変 更,輸 出信用状の譲渡通知

② 輸入承認 ・届出受理 関係業務(承 認 ・届出銀 行業務)

輸入承認 ・届出受理,輸 入承 認証又 は届出証の内容訂 正,輸 入承 認証の

有効期限延長

③ 輸入決済 関係業務(開 設銀行又 は取立銀行業務)

為替予約,輸 入決済,輸 入荷物 の貸渡,輸 入 荷物 の引取保証

④ 代金前払関係業務

輸入貨物代金支払証明

・ 輸入信用状の開設 及び通知

BUYERか ら輸 入信用状Q開 設 依頼を受けた外国為替銀行は,BUYER

の信用力に問題がなければ輸入信 用状の開設を行な う。 この業務 を行な う

外国為替銀 行を 「開設銀行」 とい う。輸入信用状 の開設 は,SHIPPERに

対す る支払保証 とな り,与 信行為 であることか ら,開 設銀行はふつ うBU-

YERの 取引銀 行である。 なお,旧 乙種外国為 替銀行は コル レス網及び海

外支店網が不備であ ることか ら開設力が乏 しく,旧 甲種外国為替銀 行に再

依頼す るケースが多い。

・ 輸 入承認 届 出受理
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外国為替銀行は,BUYERか ら輸入承認書又 は輸入届出書の提出を受 け

た場 合,当 該BUYERに 対 し輸入承 認又は届出受理にかかわ る業務 を行 な

う。 この業務を行な う外国為替銀行を 「承認銀 行」又は 「届出銀行」 とい う。

承認又は届出受理 は,L/C付 輸入の場合は信用状の開設前 に,またB/C

輸入の場合は,D/P条 件については代金支払前,D/A条 件 については

手形引受前に完 了 していなければならない。 なお,輸 入承認又 は届出受理

は,輸 入貿易管理令 に定められた業務であ り,輸 出認証同様に無収益 業務

であ る。'

・ 輸 入決済業務

船積書類(以 下 「DOCUMENTS」 とい う)を 受げた開設銀行又は取立

銀行は,そ の旨BUYERに 通知す ると同時eeth入 代金の支払請求又は手形

引受を要求 し輸入決済業務 にはいる。 ここで開設銀行の行 な う決済業務は

自行の もつ債権の回収業務であ り,取 立銀行の行な う決済業務は輸出者 又

は買取銀行の もつ債 権の回収業務 であ る。輸入決済業務はBUYERの 輸入

代金支 払を もって完了する。 なお,「 取立銀行」 とは,B/C輸 入につ き

海外にある買取銀行か ら輸入代金の取立依頼を受けてこれを行な う外国為

替銀 行をい う。

2)対 在外銀行

輸 出業務

① 信用状関係業務(接 受銀 行業務)

輸出信用状の接受,輸 出信用状の条件変更接受,輸 出信用状 の譲 渡実行

通知

② 輸出決済関係業務(買 取銀行業務)

故障付荷為替手形 の処理(CableNEGO),求 償

輸入業務

① 信 用状関係業務(開 設銀行業務)

輸入信用状 の通知,輸 入信用状の条件変更通知 輸出信用状の譲渡通知
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3)

輸出業務

①'輸 出認証関係業務(認 証銀行業務)

輸出認証報告,(銀 行認証済)輸 出申告書の訂 正変 更報告

② 輸 出手形保険関 係業務(買 取銀 行業務)

輸 出手形保険の付保

・ 輸 出認証報告 〔

認証銀行は,輸 出認証 を した場合,認 証後ただ ちに輸出申告書 の写 し1

通 を所轄 の通産局 に送付 し,輸 出認証報告を しなければ ならない。

・ 輸出手 形保険の付保

買取銀 行は,B/C輸 出荷為替手形を買取った場合,不 渡 となった時の

危険ee対 処す るため,輸 出手形保険を付保する。 また,L/C付 輸出荷為

替手形 を買取った時 に も,開 設銀行が信用で きないな ど代金 回収 に危険が

ある場合 には,輸 出手形 保険 を付保す る。付保 については,買 取銀行の判

断 で決め るのが普通 であるが,SHIPPERの 依頼 によ り付 保することもあ

る。

輸入業務

① 輸入承認又は届出受理 関係業務(承 認又 は届出銀行業務)

輸入承認又は届 出報 告,輸 入承 認証有効期限延長申請

接受

・ 輸出決済業務

買取銀 行は,L/C付 輸出の場合は輸出信用状の指図に従いDOCUNEMT

を開設銀行 ない しは支払銀 行を送付 し,手 形代金の求償 を行な う。 また

B/C輸 出の場合eeは,自 行の判断に より在外銀行(取 立銀行)ee

DOCUMENTSの 送付を行 ない手形代金 の取立を依頼す る。

② 輸入決済関係業務(開 設銀行又 は取立銀行業務)

対外決済,送 金 等

対通産省(通 産局),
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・ 輸入承認又は届出受理報告

承認銀行又は届出銀 行は,輸 入承認又は届出受理を行なった場 合,た だ

ちに所轄の通産局 に輸入承認報 告書を送付 し,輸 入承認又は届出報告 を し

な ければ ならない。

4)対 日本銀行

輸出業務

① 信用状関 係業務(接 受銀行業務)

輸出信用状接受 報告,輸 出信用状内容変更報告

② 輸出決済関係業務(買 取銀行業務)

輸出決済報告

・ 輸出信用状接受報 告

接受銀 行は,輸 出信用状を接受 した場合,た だちに当該信 用状 の写 しか

接受報告書を 日本銀 行に送付 し,輸 出信用状 の接受報告を しなければ なら

ない。

・ 輸 出決済報告

買取銀行は,輸 出荷為替手形を買取った場合,当 該 買取用輸出申告書の

所定欄に必要事項を記入 した上 日本銀行に送付 し輸出決済報告を しなけれ

ばならない。

輸入業務

① 輸入承認又は届 出受理関 係業務(承 認又は届出銀行業務)

輸 入承 認又 は届出報告

② 輸入決済 関係(承 認又は届出銀行業務)

輸入決済報告

・ 輸入承 認又 は届出報告

承認銀行又は届 出銀行 は↓ 輸入承認又は届出受理後 ただちに輸入承認証

又は届出証の写 し1通 を 日本銀行ve送 付 し,輸 入承 認又は届出報告 を しな

ければ ならない。
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・ "輸 入 決済 報 告

承 認 銀 行又 は 届 出銀 行 は,BUYERか ら使 用 済 となった 輸 入承 認 証又 は

届出 証 の提 出 を 受 け た 場 合,た だ ちに 日本銀 行 に 送 付 し輸 入 決 済報 告 を し

なけ れ ば な らない 。

以 上 で 説 明を終 え るが,こ れ らの 業務 関 係 を表 に す る と表2-1,表2-2

とな る。

表2.1輸 出業 務 に お け る外 国為 替 銀行 と関 連 官 公庁,企 業 との関 係

在 外 銀 行 SHIPPER 日 本 銀 行 通産省(局)

接 信 用状の譲渡実行 1信 用状の通知 1信 用状接受

通知 2信 用状の条件 報告

受 変更通知
3信 用状の譲渡

銀
1信 用状の通 知 1信 用状 の譲渡依

行 頼
2信 用状の条件変更 2信 用状 の条件変

通知 更同意

調 1輸 出認証 前受報告,外 1認 証報告
回心、

2(銀 行認証済) 貨交換済報告 2認 証内容訂
輸出申告書の訂 (使 用済証明 正変更報告証
正変更 書の送付)

一

飯 1輸 出申告

行
2(銀 行認証済)

輸出申告書の訂
正変更

四 1求 償 1荷 為替手形の買 輸出決済報告 輸出手形保険
貝 2故 障付荷為替手 取 の付保

取
形 の処 理(Cable 2為 替予約

Nego) 3予 約残 高確認

銀
1為 替手形の買取 輸出手形保険
依頼 の契約成立通

行
2上 記L/GNego 知
3為 替予約
4予 約残高承認

前支
受払

1代 金 前受証明
2外 貨交換済証明

前受報告,外
貨 交換報告

金銀
の行 前受証明依頼

凡 外国為替銀行から_一 ー 一 一 一 一

例 外国為替銀行へ
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表2,2輸 入 業務 にお け る外 国為 替 銀 行 と関 連官 公庁,企 業 との関 係

在 外 銀 行 BUYER 日 本 銀 行 通 産 省(局)

開 1信 用状の通知 1信 用状の開設
2信 用状の条件 2信 用状 の変更

設 変更通知 3対 内決済
4貸 渡

銀 5引 取保証

行 1信 用状の譲渡 1信 用状の開設

実行通知 依頼
2求 償 2信 用状 の変 更

依頼
3輸 入代金の 決

済
4貸 渡依頼
5引 取保証依頼

承
1輸 入承認届出

.

1輸 入承 認 ・届 1輸 入 承 認 ・届 出

言刃 受理 出報告 報告
ぽ巳、

2輸 入承認届出 2輸 入決済報告 2輸 入承認証の有

届
証 の内容訂 正
3輸 入承認証の

(使 用済1/L
I/Dの 事 後審

効期間延長依頼

出
有効期間延長 査)

`

銀
1輸 入承認又は

届出
輸 入承認証の有効
期限延長の承認

行
2輸 入承認届出
証の内容訂 正
依頼
3輸 入承認の有
効期限延長依
頼

取
1決 済関係諸通

知

1輸 入代金の取
立

・

立
2取 引代金 の送

金

2貸 渡

■

銀
輸入代金取立依 1輸 入代金 の決

行 頼
済
2貸 渡 依頼

輸入貨物代金支払

前取
報告

払組
金銀
送
金行

凡 外国為替銀行から

例 外国為替銀行へ
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3.外 国 為 替 業 務 の シ ステ ム化

貿 易 手 続 に お い て外 国為 替銀 行 が関 与 す る範 囲,す なわ ち輸 出 認証,輸 入 の

承 認,届 出 お よび貨 物 代金 の決 済 業務 は 総 合 貿 易情 報 シ ス テムの 中 で も重要 な

サ ブシ ス テ ムの一 つ と して 考 え られ る。

この 章 では,貿 易 手 続 に おけ る現状 の 問 題点 の'うち外 国為 替銀 行 が関 与 す る

もの を取 上 げ,こ れ に つ い て考察 す る と と もに,総 合 貿 易情 報 シス テ ムの ザ ブ

シス テ ム と して外 国為 替 業務 シス テ ム化 の 方 向 を さ ぐる こ とに す る。

3.]現 状 の 問 題 点

貿 易 に おけ る外 国 為 替銀 行の 主 な業 務 は,貨 物代 金 の 決済 と,輸 出認 証,輸

入承 認 届 出 等 の官 庁 よ り委任 され た外 国 為 替 管理 業務 の 二 つ で あ る。 以下 この

二 種 の業 務 に つ い て,そ の 問題 点 を 検討 す る。

i)貨 物 代 金 の 決済 業 務

総 合 貿 易 情 報 シス テ ムの 開発 を 行 うに あ た っ ての基 本 的 な問題 認 識 の ひ とつ

は,貨 物 の移 動 は物 流 技 術 の 発達 に より迅 速 に なっ た に もか かわ らず,こ れ に

と もな う事 務 手続 は貿 易 量 の拡 大 に と もな っ た事 務量 の 増 大 に追 い つ くことが

で きず 遅 れ が ちに な っ てお り,こ の ア ンバ ラ ンスを手 続 の 簡 素化,シ ス テ ム化

に よ り解 決 をはか る点 にあ る。

貨物 代 金 の決 済 業務 につ い て も同 じこ とが 言 え よ う。 輸 入 貨物 が 到 着 して い

るに もか か わ らず,船 積 書 類 が 到着 しな い ため に,正 規 の 手 続 を踏 ん で い ては

貨 物 を 引 き とる とい うこ とが で きない とい う問題 が あ る。 これ に つ い ては輸 入

者 は船 社 に対 し,外 国為 替 銀 行 の発 行 したL/Gを 差 し入 れ る こ とee-Xり,貨

物 を 引取 るこ とが 可 能 とな る制度 が 運 用 され て お り,輸 入 者 の信 用 力 が あ る場

合 は船 積 書 類 の 到 着 が遅 れ てい て も,当 該 貨物 が輸 入 者宛 で ある こ とが 確 認 で
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きる場 合 に は 貨物 を 引取 る こ とが で きる。 しか し・ 銀 行 に とっ て信 用 の おけ な

い輸 入者 の依 頼 に よる場 合 は,L/Gの 発行 を 行 うこ とが で きない ため,輸 入

者 は貨 物 を船 積 書 類 到 着 前 に 引 き取 れ ない こ と もで て くる。 またL/G差 入 れ

とい う制度 が あ る とは い え,本 来B/Leeよ り引渡 す ぺ き貨 物 をB/Lな しで

引 渡 す こ とは,銀 行 あ るい は船 会 社 に とって危 険 負 担 が全 くない とい うわ け で

は な く,例 え ば 善 意 の第 三者 がB/Lを 持 参す れ ば 船 会社 は 貨物 を引 渡す 義 務

があ るため,仮 に これ 以 前 にL/Gecよ る貨物 の 引渡 が 行 なわれ てい る よ うな

場 合 に は トラブル の 発生 の 可能性 を含 んで い る。

輸 出者 の作 成 した船 積 書 類 が輸 入 者 に 引渡 され る までに は,ま ず 輸 出地 の銀

行に 書類 を持 ち こん で 買 取 っ て もら う,買 取銀 行 は書 類 相互 間 の整 合 性 お よび

L/C条 件 との 一 致 を チ ェ ッ ク し,輸 入地 の銀 行 に郵 送 す る。 輸 入 地 の銀 行 は

更に 同様 の チ ェ ッ クを 行 っ てか ら,決 済条 件 に 従 っ そ船積 書類 を輸 入 者 に 引渡

す,と い う手 続 が 必 要 で あ る 。 これ らの 手続 は現 在 の 決済 シス テ ムの もとでは。

省略 で きな い もの で あ る。 が,そ れぞ れの手 続 自体 は それ ほ ど複雑 な もの で は

な い。然 しな が ら郵 送期 間 を除 け ばそ れ ぞれ の 手続 に 要 す る時 間 を短 縮す る こ

とは,人 手 に よっ てい るか ぎ りは限 界 が ある。

即 ち,輸 出代 金 決 済 に 関 す る重 要 な問 題点 の ひ とつ と して銀 行 の 買取 代 り金

等 の 取 立 に要 す る時 間 を短 縮 し,外 貨 資金 の回 収 を は やめ る こ とに よ り銀 行の

資金 負 担 の軽 減 を はか り,こ の メ リ ッ トを顧 客 へ還 元 す る こ とが 考 え られ て い

るが;現 状 で は これ は 大 幅 に実 現す る こ とは困難 と認 め られ る。

li)輸 出 認証,輸 入 承 認,届 出

この 制 度 は輸 出 あ る いは 輸 入 しよ うとす る貨 物 の 代金 決済 が品 目あ る いは 決

済 方法 に応 じ,正 しい手 続 に よ り行 わ れて い るか ど うか を,通 関 前 に外 国為 替

銀 行 で チ ェ ッ クを 行 い外 国為 替 お よび貿 易 の管 理 を 円滑 に行 お うとす る もの で

あ る。 これ らの 手 続 を 行 うた め に は外 国為 替管 理 法 規 上 の事 務的 な知識 を必要

とす る点 を 除 け ば 手続 自体 に 時 間 を要 す る もの で は な い。

しか しな が ら,大 部分 の 貨 物 が通 関 前 に これ らの 手 続 を必 要 とす る こ とは,
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それだけ貿易手続を複雑に している と認め られ,貿 易手続の簡素化 とい う立場

か らは,む しろ この 手続 そ の ものが 最小 限必 要 な ものに 限定 す る方 向 で み なお

しを はか る こ とが必要 で あ る と考 え られ る。 貿 易 の 自由化 は世 界 的 な時 代 の要

請 であ り,日 本 も貿 易 を盛 ん にす る こ とに よ りそ の経済 を成 り立 た せ なけれ ば

な ら ないの であ るか ら,む しろ積 極 的 に 自由化 に 向 って 努 力す ぺ きで あ る と言

わ'れて い る。そ して 自由化 とい うこ とは品 目に よる数量 制 限 の 緩 和 あ るい は関

税 の 引下 げ とい うこ とに の み行 なわ れ る もの で な く,貿 易 決済 上 の 制 限 の緩 和

あ るい は,必 要 な手続 の簡 素 化 に よっ て も行 わ れ なけ れ ば な らない の で あ る。

輸 出認 証,輸 入承 認 又 は 届 出証 の 受理 を外 国為 替銀 行 で 行 う制度 は,原 則 と

して貿易 の 決 済方 法 を標 準 決済 に制 限 す るこ とが 目的 で あ り,こ の 意 味 か ら言

えば,こ の 制度 は将来 廃 止 す べ きで あ る とす る意見 を,関 係業 界 か ら聞か れ る。

ま た,こ の 制度 は そ れ が 通 関前 に必 らず行 わ れ る ところか ら,こ れ に 関す る

統 計 が貿 易 の 先行 指 標 と して利 用 され て い る。 しか しなが ら届 出 に して も,認

証 に して も,通 関前 に 行 わ れ る もの もあ り,数 ヶ月前 に 行 われ る もの もあ るの

で,こ れ らの統計 を と って も どの程 度 信 頼 で きる ものか とい う疑 問 が あ る。 む

しろ通 関 シス テ ムが オ ンライ ン リアル タ イ ムで行 わ れ,通 関統 計 が 即 時 に得 る

こ とが で きる よ うに なれ ば,こ の方 が信 頼 で きる もの に な ろ う。

した が っ て官庁 委任 業 務 と して外 国 為 替銀 行が 行 ってい る輸 出認 証 や 輸 入承

認又 は 輸 入届 出 証 の受 理 の シス テ ム化 は制度 面 か らのみ なお しを行 い つ 入検討

され る こ とが 望 ま しい と考 え られ る。

3.2シ ス テ ム化 の 方 向

以上,述 べ た よ うに認 証 届 出関 係 の 業務 は 現 行制度 を前 提 とす る シス テ ム化

は 効率 的 で な い と考 え られ るの でジ こ ふでは 貨物 代金 決済 業 務 の シス テ ム化 に

つ い て検 討す る こ と 入 した い。

3.2.1シ ス テ ム化 の メ リ ッ ト

3.1で 述べ た よ うに,貨 物 代金 の 決済 に要 す る期 間 は現 行 の 入手 を中 心 と
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した処 理 方式 を 前提 とす る場 合 は 困難 で あ る。(注,特 殊 な決 済方 法 と.してTT

リイ ンバ ー ス即 ち電 信 に よ り買取 代 金 を求 償 す る方 法 は あ るが,一 般 的 で は な

い)も しADPシ ス テ ムを導 入 し,デ ー タ伝 送を 行 うこ とに よ りこの期 間 が短 縮

され るな らば,関 係者 に と っ て どの様 な メ リッ トが生 ず るであ ろ うか 。

まず,デ ー タ伝 送 に よる決 済 シス テ ムが 実現 す る とす れば,ど の よ うな形 を

とるか を考 え てみ よ う。 一 一 ・

輸 出 者 はB/Lそ の 他決 済 に必 要 な デ ー タを外 国為 替 銀行 に伝 送ず る。銀 行

で は受 取 った デ ー タをADPシ ス テ ムに よ り自動 チ ー ッ)し,問 題 がなけ れば,

そ の デ ータ を即時 輸 入 地 の銀 行ec伝 送す る。輸 入 地 の銀 行 は,'こ れ を 輸 入者ec

通 知 し,一 一覧 払 で あれ ば輸 入者 が 支払 った金 額 か ら手数 料 を 差 引い て,輸 出 地

の銀 行 に 送金す る。 送金 を受 け た輸 出 地 の銀 行 は更 に 自行 の 手数 料 を 差 引 い て

輸 出者 に支払 う。

この よ うな シス テ ムが で きれ ば,輸 出者 は代金 をそ の 日の 内 または翌 日に,

お そ くとも3日 以 内ee回 収 で き るであ ろ うか ら,従 来 の よ うecth出 地 に お い て

手 形 を 買収 っ て もらわ な く と もよ く,金 利 負担 が 少 な くてす む であ ろ う。 銀 行

に とっ ては サ ー ビス の 向上 と と もに,買 取 とい う行為 が なけれ ば 危 険 負担 が 少

な くな り,輸 入者 に は必 要 な情 報 が早 く得 られ るた め,あ らか じめ荷 さば きの

態 勢 を とSの え てお くこ とが で き る。

3.2.2シ ス テ ム化 の方 法

さて,そ れ で は どの よ うにす れ ば 上記 の よ うな シス テ ム化 が 可 能 で あ ろ うか.

現 在 の書 類 をただ 単 に デ ー タ伝 送 に お きか え ただ け で は通用 しない。 書類 は単

な る情報 の伝 達 よ りも もっ と別 の機 能 を もってい るか らであ る。 最 も重 要 な機

能 と して署 名 の 問題 が あ る。書 類 上 に記 され た署 名 は,そ の書 類 上 の デー タが

た しか にそ の署 名 者 の権 限 と責 任 に もとず い て作成 された もの であ る こ とを証

明す る もの で あ る。

ま たB/Lあ る いは保 険 証券 の よ うな有 価証 券 の場 合 に あ って は,こ れ を占

有 す る もの に対 して 何 らか の経 済 上 の権 利 を有 す る こ とを保 証 す る もρ で あ り

一207一



証 券 自体 に価 値 が付 与 され てい る と考 え られ る。

この よ うなデ ー タが どこ で誰 に よって作 成 され た もの で あ るか を 保証 し,ま

た 書類 に付 与 され て い る価 値 を 交換 す る こ とは,単 な るデ ー タ伝 送 シス テ ムで

実 現 す る こ とは 不 可 能 で あ る。 したが っ て貿 易 決 済 業 務 シス テ ム化 をデ ー タ伝

送 に'よって 行 お うとす れ ば,伝 送 システ ムに これ らの機 能 を付 加す る こ とが 必

要 で ある。

問 題 を海 外 との デ ー タのや りと りに しぼ れば,輸 出 地 の銀 行 か ら伝 送 され る

船 積 書 類の デ 「 タ につ い て輸 出地 の銀 行 が そ の 内容 の 同一 性 お よび真 実性 を 保

証 し,ざ らに 輸 入 地 の 銀 行 が これeeも とず い て銀 行 保 証B/Lを 発 行 す る こ と

に すれ ば,'国 際 間 の デ ー タ伝 送 に関 しては,こ の問 題 を 解 決す る こ とが 可能 で

あろ う。'.しか じなが ら,こ の 方法 は デ ー タの 内 容 を保 証 す る とい う新 た な機 能

を銀 行 が 持 つ こ とに な り,こ れ に よ って生 ず る危 険 を銀 行 が受 入 れ るか ど うか

は疑問 で あ る。 も し,銀 行 が受 入 られ る程 度 にそ の責 任 範 囲 を 限定 す れば,こ

ん どは輸 入 者 あ るい は船 会 社 に とっ てそ の デ ー タが 信頼 で きな くな るおそ れ が

あ る。

以上 の 考 え は,伝 送 シス テ ムに付 加すべ き機 能 を,そ れ を利 用す る者(例 え

ば 銀 行)に 持 たせ る こ とに よ ら,現 在 利 用 で きる伝 送 シス テ ムに よ り貿易 決 済

業務 の シス テ ム化 を 計 ろ うとす る もの であ るが,こ の よ うな考 え方 は,保 証 す

る もの が銀 行 で あ るか ら信用 で きるので あ って,他 の 企 業 に よる保証 で は一 般

に受 入 れ られ そ うに な く,貿 易 の他 の手続 に対 して も応 用す るこ とは難 か しい

で あ ろ う。

そ れ では 伝 送 シス テ ム 自体 に こ の よ うな機 能 を付 加 す る こ とは 可 能 であ ろ う

が,も しそ れ がで きれば,保 証 を行 うもの に よっ て信 用 の 程度 が違 う等 の 問題

は生 じて こな い。(も ち ろん技 術的 問 題 の こと で,取 引相 手 そ の もの が信 用 で

きるか ど うか の 問 題 は残 る で あろ う。)ま た 利 用者 の シス テ ム もデ ー タの信頼

性 を デ ェ ックす るた め の複 雑 な機 能 を必 要 と しな い で あ ろ うo

まず 署 名 の機 能 に代 替 す る機 能 につ い て考 え てみ よ う。 これ は以 下 の よ うに し
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て実 現 す るこ と もで き よ う。

例 えば 買取 を依 頼 す る場 合ee原 産 地 証 明書(C/O)が 必 要 で あ る とす る。

(こ れ は 買取 の時 に必 須 の条 件 で は ない が,輸 入者 が 通関す るた め に,必 要 な

場 合 が あ るの で,し ば しばL/Cに この 書類 を買取 の 時 に必 要 な 書 類 と して指

定 す る こ とが あ る。)C/Oが 必要 な場 合,輸 出者 は商工 会 議 所eeイ ノボ イ ス

デー タを 伝送 して,C/O発 行 を 依頼 す る。 商 工会 議 所 がC/0を 輸 出者 に 伝

送 す る と同 時ec,C/0デ ー タは そ の まx伝 送 シ ステ ムの フ ァイ ル に登 録 され

る。 輸 出者 が買 取 依 頼 デ ー タを銀 行 に 伝送す る と き,同 時 に伝 送 システ ムに登

録 してあ るC/Oデ ー タを も銀 行 宛ee伝 送す る。 こ の時 伝送 シス テ ムは輸 出者

か らの デー タに は 輸 出者 か らの もの であ る こ とを,C/0デ ー タに は も と も と

商工 会 議所 よ り発信 された もの で あ る ことを何 らかの 方 法 で表示 す れ ば,銀 行

は確 かec商 工 会 議 所 がC/Oの 証 明 を与 え た こ とを確 認す る こ とが で きる。 も

ち ろ ん,買 取銀 行 がC/0を 確 認 で きて もそ れ だけ で 買取を 行 うこ とは で きな

い。C/Oは 最 終 的 に は輸 入者 を 通 じて輸 入地 の税 関 に提 出 しなけ れ ば な らな

い の で上 記 の シ ス テ ムが これ らの 関 係者 全 員 の参 加 を条 件 と してい る こ とは い

う まで もない 。

さて,以 上 の機 能 を貿 易 デー タ伝 送 シス テ ムに持 たせ る こ とが で きれ ば こ

れ に よ り有価 証 券 取 引 を行 うこ と も可能 で あ る。

例 をB/Lに とって み よ う。 船 会社 はB/Lを 発 行 す る と,輸 出 者 に伝 送 す

る。 この時B/Lデ ー タは そ の船 会 社 が 発信 した もの と して 伝送 シス テ ムに登

録 され る。 輸 出者 は登 録 済B/Lデ ー タに裏 書 デー タを付 与 して 買 取銀 行 に 伝

送 す る。 この時 裏 書 デー タは 輸 出者 が発 信 した もの と して,伝 送 シス テ ムに登

録 され,そ れ はB/Lの 所 有 権 が輸 出者 か ら買取 銀 行 へ移 され た こ とを証 明す

る もの で あ る。 買取 銀 行 は,船 会社 のB/Lデ ータ輸 出者 の 裏 書 デ ー タec自 行

の裏 書 デー タを 加 え て輸 入地 の銀 行 に伝 送す る。 後 は 同様 で,最 終 的 には 輸 入

地 の船 会社 がB/Lデ ー タ と一 連 の裏 書 デ ー タを受 取 るこ とに よ り,手 続 は終

了す る。
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有 価 証券 取 引 の 機 能 は,ま た有価 証 券 登録セ ンターを設 け る こ とによ り可能 で

あ る。 こ れ は,い わ ば 不動 産 取 引 の登 記所 と似 た機 能 を持 っ てお り,有 価 証 券

の発 行者 お よび 所 持 人 の管 理 を 行 うセンターであ る。 再 びB/Lを 例 に取 る と,

船会社 はB/Lを 発 行す る と,伝 送 シス テ ムを 通 じて有 価 証 券登 録 センタイこ登

録 す る と同時ee,こ れ を輸 出 者に 連絡 す る。 輸 出者 は 買取時 にB/Lの 名 義 変

更をセンターに 依 頼 す る こ とecよ り,B/Lを 買取 銀 行gc渡 す こ とが で きる。 国

ごとに この よ うなセンターが 存 在す れ ばセ ンター同士 が 連 絡 す る こ とに よ り国際 的

に この よ うな取 引 を 行 うこ と も可能 で あ る。

さて,以 上 は 現 行 の制 度 を 例 に挙 げ て貨 物 代金 決 済 の シス テ ム化 に必 要 な条

件 を 論 じて きた が,こ の よ うな シス テ ムが も し実 現 す れ ば,デ ー タの チ ェ ック

郵 送 等 に よる代金 決済 の遅 れ は な くな り,荷 為 替 手 形 の 買 取 とい う制 度 は一 覧

払 の と きは 必 要 な く,ユ ーザ ンス 付 きの場 合 もそ の形 を 変 え ざ るを得 な いで あ

ろ う。 こ の よ うな シス テ ムが 実現 した場 合 には,ど の よ うな決 済 方 法 が考 え ら

れ,そ れ らの うち どの決 済 方 法が どの よ うな場 合 に利 用 され る こ とが望 ま しい

か を論 ず る こ とは非 常 に 興 味 深 い問 題 で あ る。 しか し,各 関 係者 すべ ての 利害

に関 係 し,特 に この よ うな シ ステ ムで は どの よ うな不 都 合 が生 ず る可能 性 が あ

るの か,そ して,そ の よ うな不 都 合 が生 じた時 の 責 任 問題 まで考慮 す る と,こ

の問 題 は早 急 に結 論 を出 せ る もの では な く今 回 の研 究 範 囲 を越 え る と考 え るの

で,後 の研 究 課 題 と したい。
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英 字 説 明'

C/N

L/C

⑬E/D

E/L

Nego

lnv.

B/L

l/P

L/G

⑱1/D

⑱1/.L

SHIPPER

BuYER

ContractNote

LetterofCredit

⑬E】xp《)rtDeclaratiorl

ExportL'icenCae"・,,

Negotiation

Comercia卍lh・voi.とe『 ・'.

BillofLad:輌ng・";一'・ ・

InsurancegPδllicly㌧.'

DOCUments

LetterofGuarantee

⑮lmportDeclarati・n

⑪ImportIＬicence

CHECK

廟 出者

輸 入 者 ・.・

契 約 書 ・.・

高菜 信 用状,

(銀 行認 証 用)輸 出 申告 書

「 輸 出承認 証 、 ‥㌧,

買取 依頼.・ ド ∴一 ・

商業 送 り状.㌧

,船 荷 証券'・㍉.、

' ・海上 保険 証 券

船積 み書 類

保証 状

輸 入届 出 書・

輸 入承認 書

小切 手

記 号 説 明

(N)口

帳票

帳票通敏,但 しNは 数字

関係官 庁 ・企業(当 該業 務主体)

'
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通数(1N,OUT)rr

工1当 該 業 務 の 中 心 とな る外 国 為替 銀 行 にlNPUTさ れ る通 数 。

OUT当 該 業 務 の中 心 とな る外 国 為 替 銀 行 か らOUTPuTさ れ る通 放 。

決 済 区分

輸 出i-L/¢ 決 済,,.氾/C決 済,・前受 決6ξ

輸 入L/C決 済,'B/C決 済,前 払 決 済4.‥

決済 区 分欄 の ○,△;,ブ ラ ンク

○ 当 該業 務 にっ き,当 該決 済 区 分 の場 合に 必要 。,

△ 当該 業 務 につ き,当 該決 済 区 分 の場 合 に条件 に よ り必要 。

プ ラ ン ク 当該 決済 区 分 の場 合,当 該 業 務 は不 必要 。

一212一



1.輸 出 貨 物 代 金 の 前 受(1)

送金銀行

為替送金

仕向銀行

契約書等貿 易による代金前受で

貿易外受取等 あることを証す る書頒

報告書{2}

輸 出貨物 代金

前受証明書ω

貿易外受取等

報告書(1}

▽
File

仕向銀行

C/N等

輸 出貨物代金

前受証明書(1}

↓

輸出貨物代金

前受証明書ほ}

貿易外受取等

報告書四

日本銀行

File
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帳 票 名
通 数

I」/C B/C

前

受IN OUT

・'貿易外受取等報告書

・輸出貨物代金前受証 明書

2 1

2

○

○
ぎ

(注)道 教 は仕 向銀 行 にIN,OUTさ

れ る通数 です 。

説 明 ・,

① 輸 出貨物代金 前受 証明書は,輸 出a94iEにおいてSHIPPERが 貨物

代金の一一部又は全部 を,貨 物 の摘 出認証 前1年(設 前論出の場 合は3

年)以 内に受領 した ことを証する書類 として発行 される。

② 輸出貢物代金 前受証明書の有効期間は.対 外支払手段 の買取等 の翌

日か ら起算 して1ケ 年 である。

③ 外国為替銀行 は,輸 出 貨物代金の前受 金 を取 得 したSHIPPER

が ら,当 該 前受金 にかかわる対外支払手段 を買取 った ときには,当 該

SH ,IPPERか ら貿易外受取等報告書 を徴求 の うえ・日本銀行へ送

付 しなければな らない。
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2.輸 出 貨 物 代 金 の 前 受(2)

BUYER

貿易外受取等

報告書(2}

外国為替銀行

(
外
貨

交

換
)

外貨交換済

証明書ω

貿易外受取等

報告書ω

、

Ψ

)
行

▽

　

銀本日

.(

外貨交換済
ヒ
^

証 明書(1}

一 ＼

!

)(BUYER
'

外貨交換済 ㍉

証明書(1}

貿易外受取等

報告書四

外貨交換済

証明書{1}

SHIPPER

▽
File

File

－215一

(注)こ こでBUYERは

非 居住 者,SHIPPER

は居住 者 で す 。



通 数 前
垣i 1、/C B/C帳.、.名

IN OUT 受

・外 貨交換済証 明書 2 ○

(F・relgnCllrrencyC・ ・nversl・n

Certlflcate)

・貿易外受取等報告書 2 1 ○

(注)通 数 は外 国 為替 銀 行 に －IN,OUT

され る通 数 で す 。

説 明

① 外貨 交換済証明書は,輸 出認証において,SHIPPERが 輸出貨物代金

の支払 として本邦 にある非居住者か ら受取 った内国支払手段 が,当 該非居

住者が適 法に所 有する対外支払手段 を外国為 替銀行に売却 したこ とによ り

取得 された ものであるこ とを証す る書類 として発行 され る。

② 外貨交換済証明書 の有効期間 は,対 外 支払手段等の買取 日か ら起算 して

3ケ 月である。

③ 対外支払 手段 を員取 った銀行 は,当 該非居住者か ら貿易外受取等 を徴求

し,日 本銀 行へ送 付 しなければな らない。
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3.輸 出 信 用 状 の 接 受

開設銀行

②

内 懐

ConflrmaいOll

＼①

、C
able

＼

mail

<《/

Letterof

Credit(1募 ミ本)

1メetter

ofCredlt

接受銀行

報告 書の送 り状

(1}

接受報告書団

⊥
遍 亘

Shipper

e

▽

日
↓
F

左記 ① ② はCab▲eに

よる通知 の1順序 を示

す 。

(注)こ の フ ロ ー に お い て は,

PreliminaryAdvice

は 省 略 した 。

接受統計

L/CCOPY

接受報告書(1|

、(但し左記 において接

受報告書 を送付す る

場合)

▽
File

(注)1./CのCopyを 日

銀 に送 付す る場 合 に は,

L/CCopy上 に接 受

年 月 日 を記 入す る。
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通 致 前
幅 画 名フ∫こ 1、/C B/C

INOUT 受

・輸 出信 用 状接 受 通 知 書(Advice) 1 ○

・嫡 出 信 用 状(LetterofCredlt) 1㈱ 10京本) ○

・輸 出に関す る信用状接受報告書 1 △
、

・輸出信用状等 に関する報告書の送 り状 ] ○

(注)通 数 は接 受 銀行 にIN,OUT

.され る通 数 で す 。・

説 明

① 開 設銀 行 か ら接 受 銀 行 へ の通 知 方 法 は,郵 便 に よ り信 用状 原 本 を送 付 す

る場 合 と電 信 に よ り1冒用状 の 内容 を打 電 す る場 合 の2種 類 あ る 。

② 電 信 に よ る場 合 には,接 受銀 行 にお いて,所 定 の フ ォー ムに よ り電 文 を

翻 訳 し信 用 状 を作 成 し,こ れ を原 本 と して受 益者 た るSHIPPERに 引渡

す こ とにな る 。

③ 電 信 に よ り通 知 され る もの は,送 信 中 に生 ず るMutilat1・nそ の 他の

誤 謬 に よ る不 測 の事態 を さけ る為,打 電 後,郵 便 によ り同一 内容 の 再報

(Conflrmatlon)が 発 行 銀 行 か ら送 付 され る 。 も し,電 信 内 容 と再 報 と

の 聞 に相違 があ れ ば,再 報 が正 当 とされ る。 こ の再報 は,当 該 信 用 状 原 本

に添 付 して使 用 す る こ とにな って い るが,原 本 そ の もの では な い の で,再

報 のみ で取 引す る こ とは で きな い 。

④ 輸 出 信用 状 の確 認(Confirm)は,普 通 接 受 銀行 が行 な って い る 。

⑤ 接 受銀 行 は,接 受 薄(Register)に 信用 状 の接 受 記録 を行 な い,通 知

番号(AdviceNuinber)を 付 し,SHIPPERに 送 付 す る 。'

⑥ 接 受銀 行 は,接 受 日の翌 営 業 日中 に 日本銀 行 に 接受 報告 す る こ と を義 務
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づ け られている。

⑦ な お,本 年(1975年)10月 に 信用 状統 一 規 則 が改 正 され る予 定 で あ り,

改 正 項 目の ひ とつ と して電 信指 図 に よる信用 状 通 知 を行 った場 合 のMail

C・nflrmat1・nの 位 置づ け が ある 。す なわ ち,電 信 又 は テ レ ックス に 「

AirmaillngDetails」 等 の表 示 が あ る場 合,又 はMailConfirmat-

mnを 実 際 の 取引 に使 用 す る信 用 手段 とす る 旨 を明示 して い ない 場 合 を除

き,そ の 電 信 または テ レックスは 実際 の取 引 に使 用す る信 用手 段 とみ な さ

れ る もの と し,こ の場 合 は開 設 銀行 は接受 銀 行 に 対 してMailConfIrm-

at1・nを 送 付 す る必 要 が ない 取扱 とな る見 込 で あ る。
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4。 輸 出 認 証

(1}L/C,B/Cの 場 合

SHIPPER

E/L等(1}

⑱ 已/D(4)

認証 済'

⑬E/D(1}

↓
認証銀行

E/L等(11

認証済

⑱E/D{2}

⊥

認証済

⑧E/D(1}

画↓ SHIPPER

▽
File

認証統計
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(2)輸 出代金 前受の場 合

Shipper

・輸出貨物代金

前受証明書

or

・外貨交換済

証明書

認証銀行

i前 受証明書四

認証済 認証済

⑬E/D(11

⊥ 堂宇
唾=⊃ ⊂三=亘⊃

⑧E/D(1}

認 証済

⑬E/D(11

認証統計 ▽
File

(注)輸 出貨物代金 前受 証明書 の

日銀へ の送付は,裏 面の未認

証残高 がな くな った時に行わ

れ る。
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通 奴 前
面

帳 示 、 名 L/C B/C

IN OUT 受

・(銀 行認証用)輸 出申告書 4(L/C)1レ℃ 3 ○ ○

(⑬ExportDeclaratlon) 3(前 受) 2 ○

・輸 出信用状 1砺(本) 1 ○
、(L

etterofCradlt)

・契 約 書
, ](原 本) 1 ○

(ContractNote) '

・輸出貨物代金 前受証 明書 1 1 ○

・外貨 交換済証明書 1 1 ○

(ForeignCurrency
ConverslonCertif1一 .

cate)

・輸 出承認証 1(原 本) 1 △ △ △

(Exp・rtLlcence) 1

(注)通 数 は認 証 銀行 にlN,OUTさ れ る

通 数 で す 。

説明

① 輸出認証 とは,管 理 法49条 及び輸 出法令弟3条 によ り定 め られた,外

国為替公認銀行 の支払方法に関す る証明である。

② 輸出申告は,船 積単位 ご とに行 ない,申 告時期は通関前でなければな ら

ない。

③ 審査内容

④ 関係貨物 の輸 出について,銀 行認証 を要す るものか どうか。

㊥ 輸出貨物代金の決済方法が,標 準決済 方法 か どうか。

◎ 輸出貨物 代金の決 済方法が,標 準外決済 方法であ る場合は,当 該輸

出にかかわ る通産大臣の承認又は契約の許可 を受 けているか ど うか。
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㊤ 酪出申告書 の内容が信用状,輸 出契約書,輸 出貨物代金前受証明書

等 な らびに関係許可書 も しくは承認書 に定 められた条件に合致す るか,

またはその範囲 内であるか どうか。

㊤ 輸 出者の記名押 印または署名が個人の場 合は本人,法 人 の場合は代

表権 を有す る者以外の者によ り記名押 印または署 名が行われてい る場

合には,委 任状の添 付があるか どうか。

④ 審査 した結果問題 が なければ,認 証銀行は認証年月 日,認 証番号 を付 し

著 名 した後,L/C,B/C輸 出の場合は2通,代 金 前受の場合 は1通 を.

Shipperに 返却す る。

⑤ 同時 に,所 轄 の通産局 に1通 送付 し,1通 は認証銀行 において ファイル

す る。

⑥ なお,代 金前受の場合には,使 用済 とな った輸 出貨物代金前受証明書又

は外貨交換済証明書 を 日銀 へ送 付す る。
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5.輸 出 信 用 状 の 変 更 及 び 取 消

開設銀行

三 ヨ＼

報告書の送 り状

(1)

輸出信用状

内容変更報告書(1}

Alrmail

Ainendnlent

(原 本)

日本銀行

▽
File

接受銀行

Amendment

(1}

左 記①,② は

Cabieに よ る

通 知 の順 序 を示

して い る 。

輸出信用状の内容

変 更報告書(1)

(必要 に応 じ電 話

連絡)

1」etterof

Credit(原 本)

信用状 条件変更

の同意書(1)

接受銀行

File

変 更 裏 書 済

Letterof

Credit(原 本)

(注)L/CのAmendm-

entは 当 該1./C

の原本 に添 付 して 使

用 す る 。

(注)信 用 状 金 鎖 の減 額

につ い て のみ 信用 状

に変 更裏 書 き をす る 。

Shipper
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通 数 前
L/C B/C帳 票 名

IN OUT 受

・輸 出信 用状 変 更通知 書(Anendment) 1(原 本 o京本) ○

・輸 出信用状 内容変更報告 書 1
、 ○

'

・輸 出信用状等に関する報告書 の送 り状 ] ○

・信用状変更 の同意書 1 △
「

・輸 出 信 用 状(LetterofCredlt) 1 △ ,

(注)通 数 は 接受 銀 行 にIN,

OUTさ れ る通 数 です 。

説 明

① 接受銀行は,開 設銀行か ら信用状 の条件変更の通知 を受 ける と,輸 出信

用状変更 通知書 を受益者 たるSHIPPERに 渡す とともに,翌 営業 日中に

日本銀行 へ輸出信用状内容変更報告 書 を送付 しなければな らない 。

② 取 消 不 能 信 用 状(lrrevocableLetter・fCredit)の 変 更 に つ い

て は,信 用 状 統 一 規 則 第3条 の 定 め に した が って,接 受 銀 行 は,Shipper

　 　 　

か ら同意書 を徴求す る。

③ しか し,こ の同意書徴求 には,手 間がかかるので,実 務 では船積み有効

期限の短縮,信 用状金額の減額,商 品単価の引下げな ど,Shipperに 不

利 と思 われる条件変更の場合 に徴求 している。

④ 信用状金額の減額については,接 受銀行はShipperか ら信用状 原本 の

提 出 を求 め減額裏書 きをす る。

⑤ なお信用状 の取消については①～③ までは変更 の場合に準 じて行い,

SHIPPERか ら取 消に関す る同意書 とともに信用状原本 を回収す る。
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6.(銀 行認証済)輸 出申告書 の訂正 変更

(1)為 銀限 りで訂 正変 更可能な場 合

SHIPPER

蝸/＼
銀行認 証済

⑪E/D(2}

通関後

買取 用

⇔E/D{1}

訂正変更済

⑭h]/D②

訂正変更済

⑧E/D(1}

輸出申告書内容訂

正(変 更)お よ

び取 消報告書(11

亙
▽
…

輸 出申告 書内容訂

正(変 更)お よび

取 消報告 書(1)

e

…

▽
m

{2)通 産大臣 の許可 を必要 とする場合

Shipper

|
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理由書

買取 用

E/D(1}

輸出内容訂正

(変更)願(2}

通産局

買取 用

⑬E/D{1}

承 認 済 、

訂正(変 更)願(1)

理由書

輸 出内容訂

正(変 更)

願(1}

File

買取 用

⑬E/D(1)

承認済

訂正(変 更)願{1}

認証銀行

輸 出申告書 内容

訂正(変 更)お

よび取 消報告書

〔1}

通 産 局

承認済

輸 出内容訂正

(変更)願(1)

訂正済

⑬E/D(1)

Shlpper

輸出申告書内容

訂正(変 更)お

よび取消報告書

ω

File

File
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通 数 前
'西
1脹 本 名 L/C B/C

IN OUT 受

通 関 前1〆 ℃B/C 2 2

・(銀 行認証済)輸 出申告書 〃 前受 1 1 ○ ○ ○
(⑭ExportDcclara－ 通 関 後L/CB/C 1 1

tlon)

・輸 出内容 訂正変更願 1 1 △ △

・理 由書 △ △ △

・輸出申告 書内容訂 正(変 更)お よび取 消報告 書 1 ○ ○ ○

(注)道 教 は認 証 銀行 にIN,'OUTさ れ る

通数 で す 。

説明

{1}外 国為替銀行限 りで訂 正変更 可能 な場合

⑳ 条件

① 税関の輸出許 可前の訂正変 更

② 税関の輸出許 可後の訂正変 更であ って も

伶 ミスタイ プ,誤 記又は記載 もれ。

㈲ 運賃又は保険料の変更及びとれに伴う価額の変更。

⇔ 船屋数量の変更(貨 物積残 しの場合も含む)に 伴 う数量及び価額の

変 更 。

⇔ 標鞍 済雄 の醐 内における決勘 法の変更・

以上4事 項 の場合。

⑧ 手続 き

① 輸出申告者の訂 正変 更は,原 則 と して,そ の認証 を行 った為替銀行の

店舗で行 う。
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② 訂正変 更 を行 った為替銀行は,当 該輸出申告書の余白 に銀行店舗名 及

び 日付 を記入 し,責 任者 が押印又 は署吝 して申請者 に返 却す る。

③ 為替銀行は,訂 正変更によ り標 準外決済方法の要素が加わ る場 合は,

新たに輸出の承認若 しくは契約の許可又は輸出承認書等の訂 正変更の許

可 を受けた ことを確認 の うえ,訂 正変 更 を行 うもの とする。'

④ 認証銀行 が輸出申告書の訂正変更又は認証取消 しを行 った場合 には,

その管轄 の通産局に 「輸 出申告書 内容訂 正(変 更)お よび取消報告書 」

を遅滞な く送 付 して報告 しなければな らない。

② 通産大臣の許可 を必要 とする場合

④ 条件

税関の輸出許可後の訂正変更 であ り,し かも上記④～(→以外 の場合。

⑬ 手続 き

① 認証銀行による訂正変更 を受 ける前 に,通 産局又は通産本省の許可 を

得 る以外 は(1}と同様 。

② 通産局 又は通産本 省に提出 を要す る書類 は,

ω 輸出内容訂正変 更願2通

(ロ)買 取用輸出申告 書1通

⇔ 訂正変更の必要 を証す るに足 る書類

③ 許可を得た場合,(イ)1通 お よび㈲ が返却 され るので,こ れ を認証銀 行

に持込む と{1)と同様 の手続 きになる。
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7.信 用 状 の 譲 渡

三
譲渡 依煩 書

(1}

↓
接受銀行

全額譲渡の場合

/

全額 譲 渡L/C

通 知 書11}原 本

↓ ↓
⊂≡垂i⊃⊂≡壷i⊃(≡垂i⊃ ⊂憂 壷⊃

譲渡実行通知書

{1}

譲渡通知書

(1}

譲渡依頼書

(1}

▽
File
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道 教
_▲4」`

別i
'手 函

帳 川 名 L/C B/℃

、IN OUT 受

・輸 出信用状 譲渡依頼書 1 ○
1

▲

・輸出信用状 1(原 本)1 ○

・信用状全額譲渡通知書 1 △

・信用状分割譲渡通知書 1 △ |

・信用状譲渡実行通知書 1 ○
1

(注)通 数 は接 受 銀行 にIN,OUT

され る通 数 です 。

説 明

① 譲渡 可能 の条件

・信用状 にtransterabie(譲 渡可能) .と明示 があること。

・譲渡は第1受 益者 か ら第2受 益者に対 し1回 限 りであ る。

・信用状 が分割船積 み を許容 している ときは ,分 割譲 渡が可能である。

・受益者名の変更のほかは
,原 信用状 に明示 の条件 にも とつ いてのみ譲渡が

可能 である。ただ し,信 用状金額の減額,単 価の減額,有 効期間 ・噴 出

期間の短縮お よび原信用状の発行依願人の氏名の第1受 益者名への変 更

は可能であ る。

② 譲渡の手続 き

・全額譲渡の場 合=第1受 益者 は,銀 行所定 の依頼書 に信用状 を添 えて提

出す る。銀行は,依 頼人が第1受 益者本人 であるこ とを確認 した後,信

用状 全額 譲渡通知 書 をつ くり,信 用状 には全額譲渡済みの文言 を記載 し,

通知書 と信用状 を第2受 益者 に渡す。

・分割譲 渡の場合 ・=銀行 は,依 頼人の確認 後,信 用状分割譲渡通知 書 をつ
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くり,原 信用状 には,譲 渡 した金額,商 品数量 な ど必要事項 を裏書 きす

る。そ して,通 知書 は第2受 益者 に渡 し原信用状は第1受 益者に返す 。

買取時の裏書 きは通知書 に行 なわれ る。

8.為 替予約及び予 約残高確認

為替予約

一
1

L/CorC/N

orE/LI/L

Contract

SlIp(2}

(注)Buyerの 予 約 は売 予約(銀 行 の売,顧

客 の 買,SelllngContract),

Shipperの 予 約 は 買 予 約(銀 行 の 買,

顧 客 の 売,BuyingContract)で あ

り,ContractSl1Pも 売 買2種 碩 あ

る 。

為替銀行

L/CorC/Nor

E/1」1/L

Contract

Sいp(1}

貿易業者

Contract

Slip(1}

月末処理

File

－ い

予約元帳
一一`N

為替銀行

予約残高

確認書(2)

貿易業者

予約残高
確認書(1)

File

承認済
予約残高確認書
(1}

壷
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道 教 前
当'帳 示 名 L/C B/C

IN OUT 受

・為 替 予 約 票(ContractSllP) 2 1 ○ ○

・商 業 信 用 状(LetterofCredlt) 1(原 本) 1 ○

・契 約 書(C・ ・t・actN・t・)' lo京 本) 1 ○

・輸 出 承 認 書(E・p・ ・tLicence) 1 △
、.

・輸 入 承 認 書(Lmp・rtLlceワce) 1 △
`

・予約 残高確認書 ゴ 2 ○ ○

H'
、(注)通 数 は外 国 為替 銀 行 にIN,

,'OUT.さ れる通数です 。

説明'

① 現行管理法上,予 約 の申込 みは実需 に基づ くものであることを必要 と し,

予約締結 の時期 も輸 出入契約成 立時以降 とな っている。、,

② したが って,為 替坂行は実需 による予約であることを確認す る義務があ

り,予 約の申込 に標 しては実需 に基づ く予約 であると どを証ず る書煩一 信

用状,契 約 書,輸 出 入 ライ セ ンXq)1'Xつ れ か一 の 提 出 を求 め る 。

③ 為替銀行は,対 顧客の予約 について,自 行の予約記帳の正確 を期す る為

に～ 毎月末その残高 を各顧客別,、売 買別に算出 し,こ れ を予約残高確認書

に記載の う.え顧客に2通 送付す る。顧客はiその内容の正否 を点検 した うえ,

1通 に署名 して為替銀 行に返却する。

ll
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9.輸 出 手 形 の 買 取

Shlpper

1
Contract

Slip

1/CorC/N{1}

①
用

彫の冶
N

Oth .er.
DocumentS

I/P

B/L

(注)こ こでは,外 国向荷為

替手形約定書等 の包括約

定書 は除外 している。

InV.

j)raft-

NegO'

4・p.pい9,ati ,on

買取銀行

Nego

APPいcation

(1)

File

NegoApplicat"ion

(写

裏 書 済

ContraptSlip

(1}

裏 書 済-L/C

書
表
ほ

告
号
申
番
出
証
輪
講

買取済

⑧E/D(1}

↓園
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帳 票 名
▼

通 数
L/C B/C

前

受IN OUT

・何 為 替 手 形 買 取 依 頼 書

1(Appいc・ い ・nf・ ・N・g・ い ・い ・n),

ドu川

Set

○ ○

・イ、;∫為 替 手 形(D・aft,Bill・fExchange)2

・ll"k"・送 り 状(C・rrmercialr・v・IC;・)F・il

Set

・ 母nイ1;i言‖三券(Bll1《)fLadlng)Full

Set

・il,1,険 証 券(Lnsurancel'・hcy)2

・ 原 産 地 証 明 書(Ccrtificate・fOrigiFl)2

'包 装 明 細 書(Pack
,ing1.1st)2

り ∬ 量 ・容 積 証 明 書2

(Meas。,ement&/'。,W。ightLlsD'tk

・検 査 証 明 書(lnspectlonCertificate)2

・領 事 送 り 状(ConsularInvoice)2'

・税 関 送 り 状(Cust。msInvbice)2

・ 買 取1用 輸 出 申 告 書(Exp6rtDeclaratio1

'
・輸 出 信 用 状(LetterofCredit)'1

●契 約 書(ContractNote)1

・為 替 予 約 票(ContractSlip)1

1
⊥

1

1

1
⊥

○

○

○

○

△

△

△

○

○

○

○

・
△

△

△

・

△

△

△

○

△

△

△

○

○

○

△

,

△

o

(注)通 数 は 買取 銀 行 に1N,OUT

され る通 数 です 。

説 明 、

L/Cに も とつ く銀 行 の 買取,、

① 買取 銀 行 は,依 頼 書 に記載 のDocumentsの 各通 数 が 合致 して い るか,

手形 等必 要な もの に輸 出者の届 出ずみサイ ンがな されているか を点検す る。

② 通数サイ ン等 において誤 りがなければ,依 頼書 の1通 を受付書 として輸
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出者に返却する。同時 に輸出為替手形 受付帳に記帳す る。

③ 信用状 の点検 。、点検項 目は概 して④一流銀行の発行 または確認 した信用

状 であるか。㊥取 消不能 信用状であるか。◎信用状統一規則の適用文言あ

るいは信用状発行 銀行の確約文言があるか。e自 行 で買取可能 の信用状 で

あるか。㊤信用状は原本 が提出 されてい るか。以上'5項 目である。

いつれかの条件が満た さ孔ていない場合には,銀 行は普通 買取 らず,代 金

,取立手形 と して代金の取立 をす ることにな る。`

④ 荷為替手形の点検 振 り出された手形の手形 要件の点検お よび信用状条

件 との一致の確 認 を行 う。

⑤ 船横書規の点検 船積書類の点検は,船 清書碩が信用状条件に合致 し

ていること・および文趾 礪 諏 網 ・預 がない泣 ラかチ・・クさ

:れ る 。'以下 主要 船 横 書 頬 の チ 千 ック 三ポイ ン トを列 挙 す る 。
.

商業 り状 ・④名宛人が即 籾 発行願 人となつているか・、

㊥作 成者の署名はあるか ◎商品名は信用状面記載 の商品名

と一致 して いるか ⇔合計金額{ま,信 用状車頭 を上回、っ.てい

ないか ㊥そ の他の記載事項に不 備はないか。

船荷証券1④ 発行通数全通が提示 されているか,◎ 本船債込済(PN

Boad)の 表示があ るか ◎無 故障 船荷証券(CleanB/D

であひか ㊤荷受人は信用状条件 どお りにな ってい るか

保険証券

㊨建値 と運賃 の表示 の関係は正当であるか

'0船 積期 限内に船積 されてい るか ㊦St
aleB/Lで はない

か ⑦ 甲板債 ではないか ⑨傭船契約 に もとつ く船荷 証券で

はないか ③その他 の法定記載事項 がす べて記載されてい る

か 。

;保 険 証券 はCIF系 列 の価格建の場合のみ船積書類 として要

求 される。
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④保険会社また はその代理人 も しくは保険引受会社によ って

発行 されかつ署名 されてい るか ◎保険金請求権 が買取銀行

に譲渡 されているか ◎付保金額は信用状条件 どお りとな っ

ているか ㊤運送行程 の全区間が担保 されているか ㊥保険

証券 の発行 日付が船積書類の 日付よ り後ではないか6信 用

状面で付保 乞要求 されてい る危険 はすべて担保 されているか

㊦保険証 明書ではないか ⑦その他要項 が記載 されているか。

⑥ 以上の点検 を終 え,問 題がなければ銀行は手形 を買取 り,・Shipper名

義の預金 勘定 に買取 り代 り金 を入金す る(円 貨払,外 貨払の方法がある)。

⑦Shipperが 円貨受 領 を希望する場合,適 用相場 が問題 とな って きます

が,為 替予約がない場 合には直物相場が適用 される。 、

⑧ 為替予約 がある場合には,買 取依頼 に際 して為替予約票 も添付す る。た

だ し為替 予約票 の受渡期間 内になければ,為 替予約 は有効ではない。'tt,

'銀 行 は
,約 定相場 に よ り換算 した円貨の支払 をす る と同時 に,.予 約票裏 面

に④実行 日,㊥ 金額,◎Rate⇔ 邦貨換算碩等 を記入 し,署 名あるいは,

記名押印の うえShipperに 返 却す る。 一

⑨ 銀行は,買 取 りが終わる と,信 用状 に次の事項 を裏書 き し)・Shipperに

返却 する。④買取 日 ㊥買取金額 も◎残高,必 要 に応 じ'◎ 荷物の品各

㊥収量 ㊦債期 ㌧4… ・

⑩ 日本銀行への報 告 と して為替銀行は,買 取 日の翌 々営業 日までに買取済

輸 出申告書に輸 出申告認証番号表 を添 えて提出す るように義務づけ られて

いる。

L/Cに もとつ かない銀 行の買取

①D/P,D/A手 形 の場合信用状付輸出手形に比 べて,代 金回収上の危険

が大 きいので,信 用状 付輸出手形取 引の場合以上 にSHIPPERの 信用状

態が重視 されかつ保証 人や担保徴求 もきび しくなる。
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②D/P,D/A手 形 の場合,銀 行は買取手続 きを始 める前に買取 可否の審

査を行な う。買取 可否 のポイ ン トは次 の通 り ・

④Sl11PPERの 信用度,㊥BUYERの 信用度,◎ 輸出手形 保険 付保可

能か否か,⇔ 輸出相手国の国情,㊥ 契約 書条件 との一致6管 理法上の適

法性 ㊦BUYERが 輸 入為替許 可を取 得 しているか ⑦FOB,C&F建

の契約 の場合,BUY鶴Rが 海 上保険 を付保 しているか。

③ 買取 が不可 とな った場合,銀 行は手形 を取立扱 とす る。

④ 「)OCUMENTSの 点検 。DOCUMENTの チ ェックは し/Cベ ース と

同様に次の点に注意す る。

④ 契約条件に合致 した書類 お よび通奴があるか どうか

㊥ 洛書頬 は有効 かつ適 正な ものであるか

6手 形 および書類相互間 の関連性 および記載 に矛盾 はないか

輸出手形保険付保の場合には,特 に次の点に留意する。

④`手 形支払 人が 「海外商社名簿」に登録 されてい るか否 か,つ ま りブ ラ

ックバイ ヤーではないか 。 ご

@同 名薄における商社格付がrF」 とな っている場合は通産大臣の承認

書が添付 されているか どうか。

⑤ 手形代金 の支払,為 替予約,日 銀への報告 はL/Cベ ースの買取 りの場

合に準ずる。
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10.故 障 付 輸 出 為 替 の 処 理

CableNego. ⊥、/GNego.

)

Ψ

)

)

報
、
＼

Ψ

行録取貞

行銀設闇

電
/

行録取』貝

(

(

(

Shipper

間

合

せ

返

答

通

知

Letterof

Guarantee

買取銀行

開設銀行

Letterof

Gua・rantee

▽
File

File
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帳 票 名 』

通 奴
L/C B/C

前

受IN OUT

・保 証 状LetterofGuarantee 1 ○

(注)通 致は 買取銀行に,

れる通奴です 。

IN,OUTさ

説明

① 為替銀行が信用状付輸 出為替 を買収る場合は輸出者か ら提出 された船債

書類が信用状条件等 と一致 しているか否 か を点検す る。

その 結果 発 見 され た不L致 の 箇所 を1)、scfepancyと い う。

② 故障の形態

④ 信用状自体の問題から発生する場合
['

∫

たとえば支擁 級 言が欠けているとカ〔信 用状叩 額 身が矛盾 し

ている等の問題ご

㊥ 信用状統一規則関連で発生する場合。

◎ 船鶴 頚が醐 糠 件と不一致暢 合・'.
1

③ 処理

④

㊥

◎

(∋

買取 りを行 なわず取立扱 とす る。

i冒用状条件の変更 を求 める。

CableNegoを 行 な う。1

故障の内容 を信用状発行銀行 に電信によ り連絡 し,買 取 りの可否 を照

会 し,応 諾 をえれば買取 りを行な う方法。

srllPPERか ら条件不一致につ きL/G(保 証状)を 徴求 し買取 り

を行な う。

この場合は,故 障 の内容その ものは解消 されず,SHIPPERの 信

用に基づいての買取 とな る。
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U.為 替 買 取 後 の 処 理(WITHL/C)

伶 買取 銀行 に開設銀行の決済勘定 がある場 合

買取銀行

A/S手 形の場合USANCE手形 の場合'

Debit
(注)こ のよ うなケースAdvice

は 円 貨決 済 の場 合 がDo⑩ents『
DraftDocuments

ほ と ん ど で あ る 。

CoverDra'ft

『 監
開設銀行

Acceptance

Advice

＼
Acknowledge
-ment

Acknowledge
-ment

(手形期 日)

↓

一

一1

買取銀行

Debit

Advice

↓
開設 銀 行 ・
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(ロ ー2.1) 開設銀行に買取銀行の決済勘定がある場合

厘 亘

?

Cover

Letter

画
iLJSA.NCE手 形 の場 合

Acceptance

Advicq

Acknowlもdge「'

・-ment

Credit

Advicc

Acknowledge
-ment

ご鎚
醐,5

一

開設銀行

Credit

Advice

買取銀行
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(ロ ー2.2)買 取 銀 行 と開 設 銀行 の間 には 決 済 勘定 がな く,送 金 に よ り

決済 す る場 合 。

ご 亘

B㎝㎝㏄D

n臼D

引

臼
U
㎝
垣

C

↓

行銀設開

＼
　

合

レ

場

』/卿
Acceptance手 形 の

Ad"ice場al

AcknowledAcknowledge
-gement-ment

金(支 払指図)

入金勘定保有銀行

Credit

Advice

買取 銀行

(注)送 金 はA/S手 形 の場 合 には

一寛 後 た だ ちに ,USANCE

手形 の場 合 に は手形 期 日に行

な わ れ る。
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(ロ ー3.1)第3銀 行(支 払銀行)に 買取銀行 ・開設銀行双方の決済勘定 が

ある場合

匝 齢

Cover

Letter

Debit
Advice

Accep'tance

/A…ce

(注)本 フ ロ ー に お け る

求 償 方 法 はClean

・・'R,eimbursementを

想 定 し て い る 。

(注)左 記Reimburse-

mentRequestと

は,た と え ば

.Reimbursement

Draftを さ し て い る 。

』(注)R
eimbursement

RequestはA/S

手形 の場合は買取 後

、たたちに,USANE手

形 の場合は手形期 日・

前メニル期 間 を考慮

して発送 され る。

Credit

Advice

Acknowl'edge
-ment

買取銀行

・-244・ 一 .

(注)AcceptanceAdvice

はUSANCE手 形 の場

合 に 送 付 さ れ る 。

(注)DebitAdv重 ・ce,

CreditAdvice .は

同 時 に 送 付 され る」時 期

はぷ 手 形 の 場 合 に は

求 償 後ただちに,USAN

CE手 形 の 場 合 に は 手

形 期 日 に 送 付 さ れ る 。



1ロa2)第3銀 行(翅 銀行)に 買取銀行の決醐 定がな ぐ送 金に

ょ り決 済 す る場 合 。

方 法 はCleanReim

"-btirsem6… を 想 定

し て い る 。. .R
eimbUrsement

Request

c漂1碧::
、・e'

C・ve・Let'te・
.

D。 。ume。 ・、 ・
,・ 殴)◎ ・・nceA・ …e

はUSACE手 形 の場

c撒
,↓ 合に送付される・

⊂ 麺
、.,_.,酋 磁 岬 、..

Debit

Advic'e

AcceptancC'入 金 勘 定保 有銀 行.

Advice

/'1ト

⊂亟 壷 ⊃'
'
・

.・1-,・

・・IA・k・g:lgeg・e '一 層 .・ ・..i『 『↓}
。e・ 、

'

、 ∵ 　 ☆ ・ ・'、 ・,… 二 い 「…'・'.㌦ 」ぐ'・'ド:㌧:『

買 取 蛎 ・㍑.∵._: .、_い:. .,_.

・
t… 一`1:.1:、',・ 、'/、..㌧"、 一'tt"・1'・.』.・'1:"・ 、

'
.."～.:.
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通 数 前
一

・垣
帳 六 名 L/C B/C

IN OUT 受

送 り状(CoverLetter) 2 ○

船積 書類(Documents) Full ○
Cet

求 償 手 形(ReimbursementDraft) 1 △

ComphanceCertificate 1 △

船債 書 類受 損 害(Acknowledgement) 2 ○

引 受 通 知 書(AcceptanceAdvice) 1 △
'

勘定 借 記 通知 書(DebltAdVlce) 1 △

勘定 貸 記 通知 書(CreditAdvlce) 1 △
`

(注)通 数 は 買取 銀 行 にIN,

OUTさ れ る通数 です 。

説明
ペ コパ き ぐ ぷ

① 買取銀行は ∴買取手続が終 わる と,手 形 ・書類 に必要な裏書 きを して信

用状の指図に従 い発送 し,代 金 の取立 に入いる。

② 代金の取立方法 には,次 の種類 があ る。

θ 買取銀行に開設銀 行の決済勘定がある場 合

一寛払 いの場 合は,買 取銀行は直 ちに決済勘定 か ら手形 代金 を引 き落

とし,書 類 を開設銀行に送付 する。期限付手形 の場 合には,買 取銀行は

直 ちに書煩 を開設銀行に送 付 し,手 形の両期 日に決済 助走か ら手形代金

を引 き落 とす 。

(P)買 収銀行に開設銀行の決済勘定がない場 合

(P-1)1ユ 守内他行 への?,{i{Y・再割依煩

信用状 が,国 内の他行に手形の買取の依頼 を限定(Rlstricted

L/C)し ていた り,提 示 を指図 していた りする場 合,あ るいは他 の
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理 由で直送 できない場合 には,買 取銀行は他行に手形 ・書類 を持 ち込

み,買 取 または再割 を依頼 し代金 を受け とる。

上記(ロ ー1)以 外の場 合には,買 取銀行は手形 ・書類 を外国に向け信用

状の指図す る方法で送 るが,こ の場合送付状に代金の振込先や期限付手形

の場合 の割引の要否な どを明示 する。代金 の受取方には,前 記 フローで示

したよ うにいろいろな方法 がある。

(ロー2)開 設 銀行が手形の支払銀行の場合

(ロー2.1)開 設銀行に買取銀行の決 済勘定 がある場合。

手形 ・書類 の全部 を開設銀行 に送 付 し,開 設銀行 にあ

る自行名儀勘定 に入金 して も らう。

(ロー2.2)買 取銀行 と開設銀行の間に決済勘定 がな く,送 金によ

り決済する場合。

上記同様 手形 ・書類 の全部 を開設銀行に送付 し,送 付

状記載 の銀行(入 金勘定保有銀行)に ある自行名儀勘定

に送金 して も らう。

(ロー3)開 設銀行 と手形 の 支払銀行が異 な り,第3銀 行 が手形の支

払銀行 とな る場合 。

この場合,手 形 ・書類の送 り方には次の よ うな方法があ る。

1)手 形 ・書類の全部を支払銀行に送 る。

lD手 形.・書禎 を開設銀行 と支払銀行 に分けて送 る。

この場合 を分送 とい うが,分 速 については求償方法

とい う観点 か らさ らに次の2橦 頒 ある。

i1-1)DocumetaryReimbursement

開設 銀行に 一組 の書頒 を送 り,手 形 と残 りの

書類 を支払銀行に送 る方法。

ii-2)CleanReimbursement
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開 設銀 行 に全 部 の書 類 を送 り,手 形 だ け を支 払銀 行 に送 る方 法

(ロ ー3.1)支 払銀 行 買 取 銀 行 の 決 済勘 定 が ある場 合

前 記 フ ロー(ロ ー3.1)参 照 の こ と

(ロ ー3.2)支 払 銀 行 に買取 銀 行 の決 済 勘 定 が な く,送 金 に よ り決 済 す

る場 合

前 記 フ ロー(ロ ー3.2)参 照 ⑳ こ と

・i:・ パ
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12.為 替 買 取 後 の 処 理(D/P,D/A)

代金取立及び輸 出手形保険の付保

匡 西

入金勘定保有銀行・←－

Co,ver

Letter

Credit

Advicg

手形買取通知書
の内容説明書 ㌦

輸出手形保険
荷為替手形買
取通知書(マヌ ト

Acknowledgement

(注)左 上 記1

買 取 銀 行

納入告知書

契 約 台 帳

買取銀行

,2,3
は送付の順序 を示
してい るb
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i

通 数 L B 前
西 /帳 示 名

IN OUT
/
C C 受

送付状 2 ○

(CoverLetter) ○

荷為替手形 2 ○

(Draft,BillofExchange)

船積書類 Full ○

(Doc㎜ents)
set

船積書類受領書 2 ○

(Acknowledqement)

引受通知書 1 △
、

(AcceptanceAdvice)

支支払通知書
1 ○

;1(蹄mentAd・iq・)
,

,

勘定貸舗 知書 1 ○

(CreditAdvice)

輸出手形保険荷為替手形買取通知書
1 △

(マ ー ク ・ シ ー ト)

手形買取通知書の内容説明書 1 △

契約台帳 1 △

納入告知書 1 △

(注)・ 通 数 は買 取銀 行 にIN,OUTさ れ る

通 数 です 。

説,明,

1・ 代傘 取 立
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① 銀 行は,買 取手続 きが終 わ ると,手 形 ・書類 に必要 な裏書 きを して,取

立銀行 あてに発送 し代金 の取立 をす る。

② 取立銀行の選 定は・依頼人の指 図があればそれに従 うが,指 図 がなけれ

ば,輸 入地の支店 または適 当なコル レス銀 行 とする。

③D/A手 形 の場合,Buyerの 引受があれば ・取立銀行 か らAcceptance

Advice(引 受通知書)を 送付 して くる。

④Buyerが 手 形代金 を支払 うと,取 立銀行 はPaymentAdvice(支 払

通知書)を 送付 し,同 時 に買取銀行指定 の仕 向銀行(入 金勘定保有銀行)

に手形代金 を振込む な り送金す るな りして取立業務 を完了す る。

⑤ 入金勘定保有銀行は,入 金が あれば,た だ ちに買取銀行にCreditAd-.

viceの 到着 をもって輸 出決済 の完了 とす る。

2.輸 出手形保険 の付保:・ い・1..、

① 輸 出手 形保険 の関 係者

保 険 者=政 府 ・通 産省

被 保 険 者=外 国為替公認 ・銀行.

保険契約者=外 国為替公 認 ・銀行

② 保険価額 と保険金額

保険 価額=手 形金額、

保険金額=手 形金額の80%

手形 が外貨建 の場合は,買 取時 における銀行 の買取相場 によ り換算 され

た円貨相当額 となる。 、

③ 追加補償制度

政府輸出手 形保険 で填補 されない20%に ついては,手 形金額の15%

を限度 として,下 記の地方公共団体 による追加補償 の制 度がある。

東京都,神 奈川県,静 岡県,愛 知県,大 阪府,大 阪市,兵 庫 県,神 戸 市
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岐阜県,多 治見市,

④ 保険 契約は,会 計年度 またはその半期 ごとに,政 府 と外国為替公認銀 行

とのあいだで締結 されたいわゆる包括予定保険契約です。

⑤ したが って,銀 行が荷為替 手形 をShiPPerか ら買 い取 ったことを,「

輸出手形保 険荷為替 手形買取 通知書(マ ーク ・シー ト)お よび 「手 形買取

通知書の内容説 明書」に よ り通知 すれば,買 取 日に さかのぼ って保 険契約

が成立する。'ただ し,買 取通 知書 を買取 日か ら起算 して5日 以内に発送 し

なけれが保険契約は成立 しない。

⑥ また,次 の要件 を満 た していることも契約 成立の条件で ある。

④ 手形金額 が送 り状金額 の範 囲内で取 り組 まれている こと。

(P)手 形名宛人(・Buyer)が,海 外商社名簿においてAかEに 格付 けされ

ていること。ただ し,F格 付Buyerに ついては,「 輸 出手形保険関係成

立承認申請書(F格 付バ イヤー用)」 を提 出 し,通 産大臣 の承認 を得 れ

ば付保可能で ある。'''"一'"

セう 一定要件 を備 えた保険証券そ の他 の書類 が添付 されてい ることポ

⑦ 「輸 出手形保険 荷為替手形買取 通知書」 「手形買取通知書 の内容説明書」

を受 けた通 産省 は,所 定 の審査 を した後,'EDP処 理 して契約台帳及び納

入 告知書 を作成 し,買 取銀 行に送付す る。

⑧ 契約台帳は,輸 出手形保険契約毎 に契約 内容 をプ リン トした台帳であ り,

買取銀 行は この契約台帳 に よ り保険内容の正否 をチ ェ ックす る。

⑨ 納入告知書 は,保 険料請 求書 のこ とであ り,告 知書 に記 された保 険料 を

納入すれば,保 険手続 は完了す る。
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13少 額 輸 入 '

輸入貨物代金
支払報告書(1)

外国向送金
為替依頼書

輸入貨物代金
支払報告書②

為替銀行

外国向送金為替
依 頼 書

翰入貨物代金
支払報告書(1)

(注)本 フ ローは,前 払 送

金 を 想定 してい ます。

国
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帳 票 名
、

通 数 L
/
C

B

/
C

前

払IN OUT

輸入貨物代金支払報告書

外国向送金為替依頼書

2

1

1 ○ ○ ○

○

(注)通 数は外国為替銀行にIN,

OUTさ れる通数です。

説 明

①IQ品 目お よび通産大臣 の事前許可を要す る場合を除 き,総 価額30万

8,000円(1,000米 ドル相 当額)以 下 の貨物(「 少額貨物」)を 輸入す る

場合は,輸 入承 認,輸 出届出の手続 を要することな く自由に輸入す ることがで

きる。

この場合輸入者 は,貨 物代金の支払時に 「輸入貨物代金支払報告書」を外国

為替銀行に提出す る。

② 具体的には,前 払送金 な ら送金時,信 用状 に もとつ く輸入 なら一覧 払いか期

限付 きかにかかわ らず対銀行 決済時,信 用状 な し荷為替手形 なら手形代金の対

銀行支払時 である。
L.
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14輸 入 承 認.届 出

(1)輸 入 届 出

匝亘
o

輸入承認
届出報告書(1)

o

⑭1/D、3)

遍麺

輸入承認 受 理 済
輸出信用状等に 届出報告書(1)⑬1/D(1)
関する報告書の送状

……丁
霊

省(　BUYER)

⑱1/D(1)

通 産

File

▽
File
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② 輸入承認

o

輸 入割 当証明書(1)

輸 入承 認
届出報告書(1)

承認銀行

輸出信用状等
に関する報告書の送状

承 認 済
⑱1/L(1)

日 銀 ,

F'ile

輸入割当
/

証 明書(1)

輸入承認
届出報告書 [承認済

⑬1/L(1)

一

/

＼

＼

/

/

＼

～

/

(通

・

▽

産 省)(BUYER)

File

⑬1/L(1)

File

o
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通 数 L B 前
/ /

IN OUT C C 払

輸 入届 出書(輸 入届出証) 3 2 ○ ○
(⑧ImportDeclarafion)

' '

輸入承認申請書(輸 入承認証) 3 2 ○ ○
(⑧ImportLicence) `

輸 入承 認 ・届 出報 告 書(マ ー ク ・シー ト) 1 1 ○ ○

輸入割当証明書 1 1 △ △

輸出信用状等に関す る報告書の送 り状 1 ○ ○

(注)通 数 は届 出 銀 行又 は承 認銀 行 にIN,

OUTさ れ る通数 です 。

説 明

① 輸入貿易管理の おもな方法は,通 産 大臣に よる輸入割 当と事前許可な らびに

外国為替銀行 に よる輸入の承認 とそれに対す る輸 入の届出である。`

② 輸入届出制度に該 当す る輸入貿易は,∨

品 目 自由化 品 目

決済方法 標準決済

の双方 を満たす もの。

③ 上記以外の ものは,輸 入承認制度 に該 当す る輸入貿易 とな り,具 体的には

品 目、、 輸入割当品 目

＼ 事前要許可品 目

決済方法……標準外決済

のいつれ かに該 当す る輸入貿易。

④ 輸入割当品 目を輸入す る場合には,銀 行承認を受ける前に,通 産大臣に よる

輸入割 当を受 けてお く必要 がある。
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⑤ 事前 許 可 品 目を輸 入 す る場 合 に は,銀 行承 認 を受 け る前 に,通 産 大 臣 の事 前

許 可を受 け て お く必 要 が あ る。

⑥ 輸入 届 出 書 ・愉 入承 認申 請 書 は,貨 物 の通 関前 に為 替 銀行 に 提 出 しなけれ ば

な らない。 な お,輸 入承 認 の 場 合 に は次 の 書類 が必 要 で あ る。

的 輸 入割 当証 明書(IQ品 目の場 合)

←)通 産 大臣 の 事前 許 可 証(事 前 許 可品 目の場 合)

この事 前 許 可 は,輸 入承 認証 上 に な され る。

⑦ 輸 入 届 出証 ・輸入 承 認 申請 書 の提 出 を受 け た為 替 銀 行 は,そ れ ぞ れ の要 件 に

適 って い る場 合 には,こ れ を受 理 して,輸 入 届 出証 ・輸 入承 認証 を 交付 す る。

⑧ 届 出受 理 」輸 入 承 認 は,代 金 決 済 の ため の 支 払 い許 可 も含 め て 行 なわ れ る。

⑨ 輸入 承 認 証⑳ 有 効 期 限 は,承 認 日か ら6ケ 月 で あ るが,輸 入届 出証 の 有 効

期 限 は ない。 た だ し,輸 入 届 出 受 理後10ケ 月 を越 え て も使 用 済 とな ら ない場

合eeは,BUYERは 届 出銀 行ee使 用 中の 旨の理 由書 を提 出 しな けれ ば な らな し:。
、

⑩ 届 出銀 行 または承 認銀 行 は,当 該 承 認又 は届 出 受理 日の翌 営 業 中嬬,・ 当該 輸

入 届出 証 まだ は輸入 承 認 証 の写 しに 「輸 出信 用 状 等に 関 す る報 告 書 の送 り状 を

添 え て,日 本銀 行 に 送付 しなけ れ ば な らな い。'∴ ㌧'ぷ'

⑪ 同時 に,輸 入承 認 ・届 出報 告 書(マ ー クシニ ト)に,'当 該 届 出 ない しは承 認

の 内容 を 記 入 し,通 産 局 に送付 す る。
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15輸 入 信 用 状 の開 設

BUYER

碗
原本

通知銀行

1/D(1)

(銀 行審査用)
開設 申込書

ApP1'ication

forL/C

開 設 銀 行 .

(注)・ この フ ロー に お い ては,商

業 信 用 状約 定 書 等 の 約定 書類

は省 略 して あ ります。 層

L/CCopy

L/C原 本

1/D1)L/C

Reimbursement

Authorigateon

支払銀行

(銀 行審査用)
開設申込書

L/CCopy

Application

forL/C

Fi1・e

File

SHIPPER

令
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通 数 L B 前
幅 西 名 / /不

IN OUT C C 払

ApplicationforLetterofCreditFull
Set ○

(銀 行審査用)信 用状開設申込書Full
Set ○

輸入承認証 1 1

(⑬Import'Lic6nce) ○

輸入届出証 1 1

(⑧ImpρrtDeclaration) ○ 、

輸入信用状 1

(LefferofCredit) 原場 ○

(注)通 数 は開 設銀 行 にIN,OUTさ れ

る通数 です。

説 明

① 信 用状 開 設 依 頼 に あ た っ て,開 設 依 頼人(AccoUntee=BUYER)は 銀 行審

査 用 の開 設 依 頼 書 を銀 行 に提 出 し,銀 行 は開 設諾 否 の審 査 を す る。

'

審 査 の結 果 場 合 に よっ て は100%の 担保 差 し入 れ を求 め る こ と もあ るが,他

方信 用 力 の あ る取 引 先 に よ っては,ク レジ ッ ト ・ライ ンを設 け,そ の 限度 内 な

らあ ま り厳 格 な審 査 を せ ず に 開設 に応 じる方 法 も とられ てい る。

② 上 記 開設 依 頼 書 は,同 時 に 輸入 決済 資金 の借 入 申込 書 も兼 ね てお り,輸 入 金

融 の 申込 み に もな って い る。

③ 銀行の髄 が終 わ り・開設が決定 される ζ・ ただ ちに信用状 め作成 手続に入

い るが,信 用 状 はBUYERか ら提 出 されたApplicationLetterρfCredit

に記 載 の条 件 ど お りに作 成 され るのが 原 則で あ る。 た だ し銀 行 に まか されてい

る事項 は,銀 行 独 自の判 断 で 決定 され る(後 記④ 参照6)信 用状 の デ ー タ ・ア

イ テ ム に つ い て は 帳 票 分 析 のAppli・cationforLetter、o .fCredit,

LetterofCreditを 参 照 の こ と。

④ 開 設 銀 行(OpeningBank)が 独 自の 判 断 で 決 定 で き る事 項 で 特ec重 要 な も1
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の は,通 知銀 行(AdvisingBanlf),支 払 銀 行(PayingAcceptingBa

Bank)補 償 支 払 銀 行(ReimbursingBank)の 選定 で あ る。

通 知銀 行 につ い ては,特 に開 設 依 頼 書 に 指 定 の ある場 合 を除 き,受 益者 と

「sるSHIPPERの 所 在地 に近 い こ.と、,電信 開 設 の場 合 は電 信 の と りきめ が あ る

こ と,陥 認 依 頼 の場 合 は その取 決 が あ るこ と等 を条 件 を考 え 決定 す る。

支 払銀 行 のほ うは,手 形 の表示 通 貨の 種類,決 済 勘定 の有 無,期 限 付手 形 の

場 合 は 引受 に関 す る取極 の有 無 な どの 条 件 を考 えて 決定す る。

補 償 支 払 銀 行 は,支 払銀 行 に 決済 勘 定 が ない ときに必要 であ るが,決 済 通 貨

の勘 定 を お い てあ る銀 行 を選 ぶ こ とに な る。

⑤ 以上 の手 続 が 完了 し,信 用状 が 作成 され る と,信 用 状番 号,発 行 日な どを記

入 の 上,署 名が な され,通 知 の手 続 に 入 る。 通 知方 法 は,郵 便 に よ る通 知 と,

電 信 に よ る通知 が あ り,詳 しくは 「輸 出信 用 状 の接 受」 を参照 の こ と。 同 時 に

支 払銀 行,補 償 支 払銀 行 にReimbusementAuthorizatior汲 びL/Cの

Copyが 送 付 され,求 償 方 法,書 類 送 付 方 法 の指 図 が な され る。

⑥ また,BUYERecはL/CCopy及 び裏書 済1/Lorl/Dが 返 却 され,

信用状 の開設は完 了す る。
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16輸 入信用状の変更

－

Amendment

原 本

Amendment

原 本

1/LorI/D(1)

Amendment

copy

Amendment

copy

輸入信用状
変更依頼書

▽
File

SHIPPER
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L B 前
/ /

IN OUT C C 払

輸入信用状変更依頼 書 Full 1 ○
(Applicat三 〇nforAlteration

ofLetterofCredit)

輸入承認証(原 本) 1 1 ○

輸入受理証(原 本) 1 1 ○

輸入信用状変更通知書 1 ○
AdvieeofAmendment (原本)
ofLetterofCredit)

(注)通 数 は開 設銀 行eeINOUTさ れ る通 数

であ る。

説 明

① 信用状の条件変 更については,銀 行 は与信条件の変更 と技術的 な観点か ら審

査 ・点検 し,そ の結果,商 品の売先の承諾書や追加担保の提供を要求す ること

がある。

② 銀行は・条件変更を擁 すると・通 知銀励 て醜 知するが・受益都 不利

と思われ る条件変更の場 合には,受 益者 の同意取付 とその通知 方法を指図する。

③ 条件変更につ き注意すべ き事項 は次の通 りであ る。

④ 有効期限の延展は,原 則 と して原有効期限内に行な う。

◎1つ の信 用状ec対 し,長 期 間ecわ た り金額 増 額,有 効期 限 の延 長 を 繰 り返

す こ とは な るべ くさけ る。

◎ 積 出期 限 と有 効期 限 の両 方 を延 長す る場 合,同 一 期 間 の延 長 で も,そ れ ぞ

九 を 明示 して延 長 す る。

④ 変 更 の 内容 に よっ ては,1/D・1/Lの 内容 変 更等 の 手続 が必 要 とな るこ

とが あ る。 そ の手 続 につ い ては,輸 入承 認 証 ・輸 入届 出 証 の変 更 を参照 の こ と。
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17輸 入届出証 ・輸入承認証 の内容

(1)外国為替銀行 限 りで変更可能な場 合

⊆ ⊃

(注)内 容変 更 依 頼 書

につ い ては 特 に定 ま

った フォー ムは な い

ま

い

L/C等
原本及び写 し①

輸入割当証明書
原本及 び写 し(1)

⑧1/DorI/L

原本及び写(1)

＼

内容変更依頼書(1)

<

遍 又は届出祠

契約書 または発注書,信 用

状その他内容変更を要す る

ことを立証す るにた りる書

類

L/C等 原 本

輸入割当証明書
原 本

変更済

⑧1/DorI/L

原 本

L/C等

写 し(1)

↓
匝 ⊃

輸入割 当証明書
写 し(1)

⑧LI/LorI/L

写し(1)

内容変 更
依頼書(1)

e

⊥
V
UF
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(2)通 産 大臣 の許可 を必要 とす る場 合

"L停 肇栖 ㌣

輸 入割当証明書

原本及 び写 し(1)

⑧1/D・r

原本及 び写 し(1)

輸入承認証文は
輸入届出証内容
変更許可申請'
書②

省(局

契約書 または発注書,信 用
状その他 内容変更 を要す る
こ とを立証 するに足 る書類

「 ＼-L/C等 写U1)

L/C等

輸入割当証明書

原 本

ん1

本

㏄D

原

/1⑧

輸入承認証文は
輸入届出証内容
変更許可証(D

、L

輸入割当証 明書
写 し(1)

⊂ 亘
1

⑧1/DorI/L

写 しω

輸入承認証文は
輸入届出証内容
変更許可申請
書川

File

次 頁 二続 ク
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先頁 カラ続 ク

ト

,含 予

1
内容変更

依頼書(1)

⑧1/D・r、

1/L原 本

一

輸入承認又
は,輸 入届

出証 内容変

更許可証(1)
/∨

、

〆

唾 認又は届出㊥

変 更済⑧1/D6r
I/L原 本

⊥
匝 亘

内容変更依頼書(1)

輸入承認証又は輸
入届出証内容変更
許可証ω

忍e
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帳 票 名 通 数 ン ヅ
前

IN OUT
C C 払

輸入馴 又は輸入届出証{:翼
翼の許可

2(原 本1(原 本:

写)
1(原 本)1(原 本)

○ ○

輸入割当証明書{灘:
臣の許可

2(原 本

写)

1(原 本) △ 「 △

内容変更を要することを立証するた足る書類
1

(信 用状等)

銀 行 限 り

{要通産大臣の許可

2(原本

写)

1(原 本) ○ ○

輸入承認証文は輸入届出証の内容変更依頼書 1 ○ ○

輸入承認証文は輸入届出証内容変更許可証 1 1' ○ ○
(要 通産大臣の許 可)

(注)通 数は承認銀行 又は届 出銀行 に

IN,OUTさ れる通数 です。

説 明

(1)内 容変更は通関又 は決済等の必要 のために認めてい るものであ り,す でに

全部完了 してい る輸入承認証又は輸 入届出証 については,実 質的 に使用済 と

なってい るので許可 しない ことになってい る。 同様 に輸入承認証 の有効期 限

が満了 してい るものについても,許 可の対象外で ある。

(2)外 国為 替銀 行限 りで内容変更 可能 な場合。,

⑧ 条 件

① 輸入割当品 目以外の場合

㌣f)「 関税率表の番号簿等」の記載 が,記 載要領の規定 に適合 していな

い場合 にお いて,こ れ を適合 させ るためにす る加除訂 正。

←)「 関税率表 の番号等」が当該輸 入承認証 または輸 入届 出証 に記載 さ

れた 「商 品名」 に合致 してい ない場合 にお ける当該 「関税率表 の番号
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等」の訂正で あって,輸 入制度 の別(輸 入割当制度,輸 入届 出制度)

に相違 をきたす こ とがないもの。

⇔ 輸入承認証 または輸入届 出証 の 「商品名」 に関する ミスタイプの正

誤 または一定 の文 言の加除訂 正であっ七,'当 該訂 正によって輸 入承認

証 または輸 入届出証 に記載 された 「関税率表の番号等」 に変更 をきた

さない もの。

⇔ 「型及び銘柄」,「 数量 及び単価」,「 価格条件及び単価」 の各欄

の変更○

困 「外国為替金額」欄 の総計額に変更 をきたす こ とな く,決 済通貨 の

種類 を変更 したため,そ の一部又は全額 を他の決済通貨 に表示 を変更

す る場合。

② 輸 入割当品 目の場合

承認銀行が当該輸入割当証明書に記載 された 「関税率表 の番号等」 ま

たは 「商品名」 を誤 って輸 入承認証 に記載 し,ま たは記載 す ることを要

しない事項 を記載 した場合における当該事項の訂 正または加除。

⑧ 手 続

① 輸入届出証 または輸 入承認証 の変更は,原 則 として 当該承認又は届 出

の受理 を した為替銀行の店舗 で行な う。

② 申請 を受 け付 けた承認銀行又は届 出銀行 は,申 請事項 を審査 して,変

更 を認 める場合 は,変 更箇所 に銀行印 を押印す るとともに変更年月 日を

明記 して,輸 入届 出証 を申請者に返還する。

② 通産大臣の許 可 を必要 とす る場合

④ 条 件

① 輸入割当品 目以外の場合

前記θ～困以外の変 更

② 輸 入割当品 目の場合

前記為替銀行限 りで変更可能 なもの以外 で,変 更 を認 め られない もの
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以外の変更。(詳 細 は省略)

⑧ 手 続

① 承認又は届 出銀行 による変 更 を受け る前 に,通 産局 又は通産本省の許

可 を得 る以外は(1)と同様 。

② 通産局又は通産本省に提 出 を要す る書類 は前記 フローの通 りであ る。

③ 書類 の提 出 を受けた通産局又 は通産 本省は,そ の内容 を検討す るとと

もに関係各課 と協議 の うえ,許 可 して差 し支えない もの と認 め られ るも

のについては,「 輸入承認証 文は輸入届出証 内容変更許可申請書」 の空

欄 に 「許可年 月 日」,「 許可 番号」,「 通産大臣代理輸入課 長の印」及

び 「本申請 は許可す る」旨捺 印 して申請者 に交付す る。

④ 上記許可証を受けたBUYERは ・羅 文は届坦銀行に醐 承認証文は

輸 入届出証 の原本及び変更許 可証 を提 出 し変更依頼 をする。

⑤ 承認銀行 は,当 該変更の内容 を確認 した うえ,当 該輸入承認証 の右上

側部の 「内容変更(有 効期 間延長 を含む)に 係る通商産業大臣の承認 の

内容,月 日及び番号」欄 に所要の事項 をそ れぞれ記入 し,輸 入承認証 の

当該変 更事項について訂正または追記等 を行い,訂 正印 を押 し,申 請書

に返還 す ることになっている。 、

また届 出銀行は,当 該輸 入届 出年月 日の下欄 余白に 「通商産業 大臣 の

許可年月 日及び番号」 を記入 し,輸 入届出証の当該変更事項 について訂

正又は追記等 を行い,訂 正印 を押 印 し,申 請者に返還 する。
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18.輸 入承 認 証 の 有 効 期 間 の延 長

⊆ ⊃

L/c等 肇語 び

輸入契約 書又は発
注書.原 本及び写
し(1)

輸入割当証明書.
原本及び写 しω

延長 を必要 とするこ とを立証す る

書類

鞭
L/C等 写 しω

輸入契約書又は発
注書 写しω

輸入割当証明書
写しω

⑧1/L

写 し ω

輸入承認証有効期
間延長等承認申請
書②

L/C等 原本

輸 入契約 書又は
発注書.原 本

輸入割当証明書
原本

BUYER

税関又は通産局

1
次頁 二続 ク
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1

先買 カ ラ続 ク

税関又は通産局

L/C等 写 し(1)

輸 入契約書又は発
注書 写 し(1)

輸 入割当証 明書
写 し(1)

留 イDL写 し(')

輸 入承認証有効期

間延長等承認証(1)

承 認 銀 行

有効期間延長済

⑧L/D

orI/L原 本

輸入承認証有効期
間中延長等承認申
請書(1)

File

BUYER
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通'数 L B 前
帳 西 名 / /示

IN OUT C C 払

輸入承認証有効期間延長等承認申請書 2 2 ○ ○

(輸 入承認証有効期間延長等承認証) 1 ○ ○

輸入承認証 曇轡 曇轡 ○ ○

輸入割当証明書 2(〃) 2(〃) ○ ○

輸入契約書又は発注書 2(〃) 2(〃) ○ ○

延長を必要とすることを立証する書類 2(〃) 2(〃) ○ ○

(注)通 数は承認銀行 にIN,OUT

される通数です。

説 明 一

① 輸入承認証の有効期 限 の延長 につき必要 とされる申請 書類 の提 出先は,当

該承認銀行(同 一店舗)に 限 られている。

② 申請書類の提 出期限は,輸 入承認証の有効期間 内である。

③ 申請 書類の提 出 を受けた承認銀行は,輸 入承認証有効 期間延長等承認申請

書及び添付書類 の内容 を確認 の うえ,当 該 申請書の 「銀 行の記載欄 」に必要

な記載 を行い,下 記の区分に従い通産局又は税関に申請 書類 を提出する。 こ

の際,当 該輸 入承認証 の有効期間 内に,下 記の提 出先に到着す るよ うに送付

しなければな らない。 当該輸入承認証の有効期間経過後 は,い かなる理 由が

あって も申請は受理 されない。

㈲ 税 『 関

1月 以内の延長 申請で あって,税 関 での延長の期間が通算2月 以内であ

る場合。

(ロ)通 産 局

上記任)以外の有効期間 の延長申請の場合。

④ 申請 書類の提出 を受けた税関 又は通産局 は,次 のよ うな審査 を行 い,そ の

結果問題 がなければ 申請 を承認す る。承認 した ときは,当 該申請書1通 の
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「通産省又 は税関 の記載」欄 に承認 番号,承 認年 月,延 長等 承認 された有効

期間満 了 日等 が記載 され,か つ通産 大臣又は税関長の官印が押 印 されたのち

承認銀行に返却 される。

⑤ 輸 入承認証 有効期間延長等承認証 を受けた承認銀行は,申 請者 か らす でに

提 出 を受けてい る輸入承認証の 「延長後有効期間満了 日」 及び 「内容変更

(有 効期間を含む)に 係 る通産大臣 の承認 内容,年 月 日及 び番号」 の欄に必

要な記載 を行い,銀 行確認印を押印 したのち,当 該申請者 に交付す る。

⑥ なお,有 効期間延長等承認証の交付 を受 けた承認銀行 は,当 該延長等承認

証 を3年 間保管 しなければな らない。
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19輸 入 為 替 の 決 済(WITHL/C)

⊆ 麺
対外決済『

Debit

Advice

Acceptance

Advice

Documents

Cover

Letter

(注)本 フ ローは,前 記

「IL為 替 買取後の処

理(ロ ー2.3)」 を

想定 した もので あ り,

支払 銀 行 に開 設銀 行
の決 済 勘定 が ある場

合 の フ ローで あ る。

(注)

上記AccepanceAdvice

はUSANCE手 形 の場 合 のみ 開

送 付 され,手 形期 日には
DebitAdviceが 送 付 され

る。A/S手 形 の場 合 には,

DebitAdviceが 求償 後 た

だ ち に送 付 され る 。

設 銀 行

Inv.

Arrival

Notice

⊥

Acknoledge
-ment

買 取 銀 行

File

Buyer

対 内 決 済

USANCE

手 形 約束手形
む て

為替手形

CHECK

Contract

Sいp

1/L・r

I/D(1)

A/S手 形

金
の

支

も

次頁 二続 ク
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USANCE手 形1

唾 亘
手形… ～

BUYER

先 頁 ヨ リ続 キ

裏 書 済Controct

Slip

裏 書済1/Dorレ/L

(
代
金

の
支
払
)

Contract

Slip

1/1、orI/D

(1)

A/S

手形

裏 書 済

Contract

裏 書済
1/L・r

、

Documents

受 領 書

Documents

受 領 書

開設銀 行

(注)こ の フローにおいて は,作 図上の都
合か ら対外決済完 了後に対内決済が実
行 される様 にな ってい るが,実 際は
A/Sの 場合 ……対外決済 のあ とメー
ル期期間経過後 に対内決済が行

なわれる。
USANCEの 場合 ……対 内決済 と対外

決済 は原則 として同時 に行なわ
れる。
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帳 西 名
通 数
ン タ

前
木

IN OUT C C 払

送 付 書 2 ○
(CoverLetter)

船積書類 FIIII FUII ○
(Documents)

引受通知書 1 ○
(AcceptanceAdvice)

支払通知書 1 △

(PaymentAdvice)
勘定借記通知書 1 ○
(DebitAdvice)
Documents受 領 書 2 ○
(Acknowleclgement)
船積書類到着通知書 2

'

○

(ArrivalNoticeofShippingDocu
輸入承認証ments〕 1 1 ○
(⑧ImportIパcence)

輸入届出証 1 1 ○
(⑧lmportDeclaration)

為替予約票 1 1 △

(ContractSlip)
船積書類受領書 1 ○

(注)通 数は開設銀行にIN,OUTさ れる

通数です。

説 明

(1)対 外決済

① 信用状の手形 の支払 人が開設銀行になっている場合 には,買 取銀行か ら

手形 と書類が開設銀行に送 られて くるが,海 外 の支店 か コル レス銀行が支

払人 となる場合が 多 く,普 通 手形は開設銀行に送 られて こない。

② 海外支店 または ゴル レス銀行 である支払.補 償 支払銀行 にある開設銀行

の勘定 を決済勘定 として使 う場合は,ま ず支払銀行か ら,A/S手 形(一

覧払手形)に ついては支払通知(PaymentAdvice),USANCE手 形

(期 限付 手形)に ついては引受通知(AcceptanceAdvice)が 送 ら

れて くる。

③ そ して,決 済勘定 を保有 している支払銀行か補償支払銀行か らは,A/S

手形の場合は支払後ただ ちに,USANCE手 形 の場 合は満期 日に,勘 定 を
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引 き落 と した事 を知 らせ る勘定借 記 通知(DebitAdVlce)が 送 られ て

くるが,こ れ を もって対 外決 済 は完 了す る。

④ 開設 銀 行 が手 形 の支払 銀 行 とな るの は,通 常,円 貨 手形 振 出条 件の 場 合

で あ る。 こ の場 合,買 取 銀 行 の指 定 す る勘 定 に 支払 代 金 あ る いは割 引 代 金

を振 り込 む こ とに な るが,開 設 銀 行 に ある勘 定 に入金 す る こ ともあれ ば,

送 金 振 り込 み とな る こ とも あ る。

92}対 内決 済

① 開 設 銀 行 は,書 類 を接 受 す る と.信 用状 統 一 規 則 を基 準 と して,支 払銀

行.買 取 銀 行 が指 図 どお りの取 り扱 い を してい る こ と,お よび 書類 が 信 用

状 条 件 に 一致 してい る こ とをすみ や か に点 検す る。

② 銀 行 は,書 類 の点検 が終 わ る と,依 頼 人 た るBUYERにArrival

N・tlceofShippingD・cumentsを,買 取 銀 行 にはAcknowledgem-

entを 送 付 す る 。

③ 開 設 依頼 人 た るBUYERは,A/S手 形 の 場 合 はAir'iv'a1Notice

に よ り通 知 を受 けた後 た だ ちに代 金 を支払 い決 済 をす るbま たUSANCE
o

手 形 の 場 合 に は,ArrivalNoticeに よ り通知 を受 けた 後 た だ ちに約 束

手形 な い しは為 替 手形 を差 し入れ てお き,そ の 手形 の満 期 日 にそ れぞ れ 代

金 を払 い決 済 をす る。

④ そ の際,為 替 予約 が あれ ばC・ntractSlipを また決 済 証 明 を受 け る為

に輸 入承 認 証 また は輸 入届 出証 も併 せ て提 出す る。

⑤ 代 金 の支 払 を受 けた 開設 銀 行 は,た だ ちに船 積 書 類,裏 書済Contract

Siip,裏 書済1/、L・rI/DをBUYERに 渡 し,BUYERは 船積 書 類

受 領書 を提 出す ることに よ り対内決済 は完 了す る。
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20.輸 入 為 替 の 決 済(p/P,D/A)

DocumentsagainstPaymentの 場 合

一－
DraftAcknowleclge

-ment

Arrival

Notice

↓

匝 ⊃
1
,CHECK

Contract

sliPJ.
1<Lo「1/D

取 立 銀 行

(
代
金

の
支
払
)

難 済C-、 ≒ 、i
S
.lip

裏書済1/LorI/D

送
金

買 取 銀 行

File

Documents

↓

入金勘定保有銀行

⊂ 記

Payment

Advige

Credit

Advice

買 取 銀 行
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●

D・cum・nt

.ag・i・ ・tAcceptanc・ の 場 合

唾 亘

(
手
形
引

受
)

Draf

Arrival

Notice

↓
⊆ ⊃

A。k。6wi,dg・

-ment

買 取 銀 行
、

1/1」orI/D

(1)

引受 署 名済
Draft

取 立 銀 行

轡☆ ・＼

BUYER

l
Documents

受 領 書

File

:Ac㌶ 罐e

買 取 銀 行

1

蕊

取 立 銀 行

次頁 二続 ク
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先 買 ヨ リ続 ク

手形期 日一
(代

金

の
支

払
)

Contract

Slip(1)

、L

遍 ⊇

裏書済
Contract

Sli

入金勘定保有銀行
Payment

Advice

舗;ll。 ・

買 取 銀 行
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西
通 数 L B 前

帳 爪 名
IN OUT 〆 ∠ 払

船積書類到着通知書 2 ○
(Ar臼valNoticeofShipping

船 積 書 類 受 領 書D・cum・nt・) 2 ○
(Acknowledgement)

為替予約票 1 1 △

(C・ntractSいp)

輸入承認証 1 1 △

(⑧ImportLicence)

輸入届出証 1 1 ○
(⑬lmportDeclaration)

D・cuments受 領 書 1 ○

引受通知書 1 △

(AcceptanceAdv{ce)

支払通知書 1 ○
(PaymentAdvice)

(注)通 数 は取 立 銀 行 にIN,OUT

される通数 で あ る。

説 明

① 銀 行 は,送 付 状 とそ れ に添 付 された 手 形.書 類 を接受 した場 合,普 通 特 に

問 題 が なけ れ ば,取 立 業 務 を引受 け る。

② 手 形取 立 統 一 規 則 第1条 に,取 立 銀 行 に は手形.書 類 の 点検 義 務 は ない こ

と を定 め てい るが,送 付 状 は詳 しく,手 形.書 類 につい て もあ る程 度 の 点 検

は 行 な ってい る。

③ 銀 行 は,点 検 が終 わ る と,Arriva1N・ticeを つ く り,こ れ に手 形 を添

えてBUYERに 渡 し,接 受 通知 及 び一 覧払 手 形 の 支払 請 求,期 限付 手 形 の

引受 通 知 及 び 一覧 払 手 形 の支払 請 求,期 限付 手 形 の 引受 請 求 を行 な う。

④BUYERは,ArrivalNoticeを 受 け取 る と,商 業 送 り状等 と

ArrivalNoticeと 契 約 書 を比 較 し,契 約 条 件 に合 ってい る か ど うか を点

検 し,支 払.引 受 を行 な うか ど うか を決 め る。

⑤ 契約 条 件 に合 ってい れば,一 覧 払 の場 合 に は,た だ ち に銀 行 に代 金 を支 払

い,Documentsを 引取 る。'
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⑥ 期限付手形 の場合 には,手 形 に引受 の署名 を行なって銀行に返 却 し,満 期

日に銀行 に代金 を支払 う。なお,D/A条 件手形 であれば,手 形差 し入れに

対 しBUYERはDocumentsを 引取 る。

⑦ 支払.引 受 に際 し,BUYERは 輸 入 承認書または輸入届出書 を銀行に提

出 し,決 済欄の裏書きを依頼す る。

⑧ 代金 支払いに際 し,適 用為替相場は,為 替 予約 がない場合は,支 払 日の銀

行の電信売 相場が適 用 される。

⑨ 取立銀行は,手 形 の引受があれば引受通知 を,手 形代金の支払があれば支

払通知 を買取銀行 に送付 し,代 金 を買取銀行指定の仕 向銀行に振込む ことに

よ り,取 立業務 を完 了する。
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21.輸 入 荷 物 の 貸 渡

仔)L/C付 輸入の場合 の貸渡

BUYER

1/LorI/D〔1)

約 束 手 形

(注)こ の フローにおいては,「 輸
入担保荷物保管に関す る約定 書
は省略 した。

貸 渡 依 頼 書(1)

開 設 銀 行

裏書 済1/LorI/D

(1)

Documents

約 束 手 形

貸 渡 依 頼 書(D

BUYER ▽
File

(注)倉 庫証券は,
乙号貸渡 の場

合に銀行に

提 出す る。

倉庫証券ω

Documents

受 領 書 ω

開 設 銀 行 .

(注)「 貸 渡 依 頼 書 」 はArrival

NoticeとOneWritingに な

っ て お り,ArrivalNotlce

に 添 付 され てBUYERに 送 ら

れ て く る。

File
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(ロ)B/C(D/P),本 邦 ロー ン実 行 に よ る貸渡

匝 コ
1/LorI/D(1)

本邦 ロー ン実行
依頼書D

約束手形

貸渡依頼書(D

本邦 ロー ン
実行依頼ew1)

約 束 手 形

貸渡依頼書1)

⊆ ⊇

(注)こ の フローにおいては,「輸
入担保荷物保管 に関す る約定

書」は省略 した。

o

e

▽
四

対外決済

送 金

裏 書済1/Lor
I/D(1)

↓

入金勘定保有銀行

倉 庫 証 券(1)

Documents

受 領 書

取 立 銀 行

Credit

Advice

Payment

Advice

遍 ⊇
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通 数 L B 前
/ /帳 票 名

IN OUT C C 払

貸 渡 依 頼 書 1 ○ ○

輸 入 承 認 証 1 1 ○ ○～
(⑧lmportLicence)

輸 入 届 出 証 1 1 ○ ○

(⑧ImportDeclaration)

本 邦 ロ ー ン 実 行 依 頼 書 1 ○

倉 庫 証 券 1 △ △

説 明

① 銀行 にD・cumentsが 到着 してい るにもかかわ らず,Buyerの 資金繰等 の

都合か ら決済できない場合に対処 して,銀 行 が貨物 に対 し有 している担保権

を喪失す ることな く,か つBuyerが そ の本来の業務 として貸物 の処分 を行な

って,そ の売 却代金に よって輸入手形 の支払 に充当できる ことを目的 とした

制度が,輸 入荷物貸渡 し制度 である。ただ,B/C(D/P)輸 入の場合,

取立銀行は単に買取銀行の有す る債権の取立代行業務 を行なってい るにす ぎ

ないので,貸 渡 を実行する前提 として,本 邦 ロー ンによる対外決済 を行ない

ー債権 の移転 を計
ってお くことが必要 である。

② 貸渡には次 の2種 類あ る。

④ 甲号方式:こ の方式は,銀 行が輸 入者に銀行 の代理 人 と して,荷 物 の引

取か ら売 却まで行な うもので,貸 渡本来の方式 とい える。

㊥ 乙 号方式:こ の方式は,銀 行が輸 入者に銀行の代理 人 として,荷 物の引

取 か ら倉入れまでや って もらうが,倉 入の倉庫は銀行指定 の もの とし,倉

庫証券は銀行 名儀 として銀行 に提 出する。

この場合,荷 物 を売却す る ときは,銀 行に 「荷渡指図書(Delivery

Order)」 の発行 を依頼す る。

③Buyerは,貸 渡依頼 に際 して,貸 渡依頼書,約 束手形,輸 入承認証文は輸

入届出証 を銀行に提出する。B/C輸 入 の場合には,さ らに本邦 ロー ン実行

依頼書 を提 出する。
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④ 銀 行 は,特 に問 題 が な け れば 貸 渡 しを受 諾 し,船 積 書 類 及 び 裏書 済 ⑥1,イ 、

or⑧1/DをBuyerに 引 渡 す。B/C輸 入 の場 合 に は,同 時 に 本邦 ロー ンを

実 行 し,対 外決 済 を完 了 す る。
'

1

⑤Buyerは,B/Lを 船 会 社 に提出す ることに よ り貸物 を引取 り,売 却ない

し倉入 をはか る。.、

⑥ 乙号貸渡の場合は,倉 庫 証券 を銀行に差 し入れる。

⑦ 貸物 を売却 した場合は,Buyerは 包i括約定書の定めに したがい,売 却代

金 を荷物 に代わる担保 として銀行に差 し入れる。
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22,輸 入 荷 物 の 引 取 保 証

『
1

保 証 取 付 前

Letterof

Guarantec(1)

↓

1/L・rl/Dω

保証取付前L/G,

引取保証
依頼 書(1)

↓
画

(注)引 取保証 は,普
通L/C付 輸入の
場合に実行 され る。

裏書済1/L・r
I/Dω

1メetterof

Guarantee.ω

1」etterof

Guarantee(1)

船 社

引取保証

依頼書{1)
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通 数 L B 前
西 名 / /帳 木

IN OUT C C 払

保 証 状 1 1 ○

(1.etterofGuarantee)
輸入荷為替付帯荷物引取保証依頼書 1 ○

輸 入 承 認 証 1 1 ○

(⑧lmportLicence)

輸 入 届 出 証 1 1 ○

(⑧ImportDeclaration)

(注)通 数 は開設 銀 行 にIN,OUTさ れ

る通 数 です 。.

説 明

① 輸入荷物引取保証制度 とは,貸 物炉港 に到着 しているにもかかわ らず,船

積書類(特 にB/L>が 未着 のため,BUYERに 生 じる経済的損失 を回避す

ることを 目的 として,BU'YERの 依頼 に もとづ きB/Lの 代わ りに銀行 の保

証状(LetterofGuarantee)に よ って貸 物 を引取 らせ る制 度である。

②L/Gに よ りBUYERと 銀行 は,船 社に対 して,のBUYER以 外 の第3

者か らB/Lの 呈示が あった場合に生 じる損害補償,及 び(ロ)B/L提 出の義

務 を負 うことになる。

③BUYERは 引取保証 に先だ ち,銀 行 に銀行保証取付 前L/G及 び引取保証

依頼書,輸 入承認証文は輸入届 出証 を提 出す る。 ここで引取保証依頼書が貸

渡依頼書 を兼 ねてい る場合 もある。

④ 書類の提出 を受けた銀行は,所 定 の審査 を した後,問 題がなければ保証状

に署名 し,BUYERに 返却 する。

⑤BUYERは それぞれ船社 に提 出 し,荷 物 を引き取る。

⑥ 後 日,書 類が到着 し,BUYERが それ を銀行か ら受け取 る と,B/Lを 船

会社に提 出 し,保 証状 を回収 の うえ銀行に返却す る。
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帳 票 分 析

行政関係帳票

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

輸出貸物代金前受証明書

外貨交換済証明書

(銀 行認証用)輸 出申告書

輸出内容訂正(変 更)願

輸入割当証

輸入承認書

輸入届出書

輸入承認証又は輸入届出証内容変更許可申請書

貿易外受取等報告書

輸出信用状接受報告書

輸出信用状内容変更報告書

輸出申告書内容訂正(変 更)お よび取消報告書

輸入貸切代金支払報告書

信用状関係帳票

。(取 消不能)信 用状開設依頼書

。(取 消不能)商 業信用状

。 信用状変更依頼書

。 信用状変更通知書

。 輸 出信用状譲 渡依 頼書

NEGOTIATION関 係 帳 票

。 商業 送 り状

。 船 荷証 券
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o

o

o

o

o

o

o

o

O

o

海 上保険証券

包装 明細書

重量.容 積証 明書

原産地 証明書

税関送 り状

航空運送状

荷為替手形(WITHL/C)

荷為替手形(WITHOUTL/C)

荷為替手形買取依頼書(WITHL/C)

荷為替手形 買取依頼書(WITHOUTL/C)

求償関係帳票

o

O

'
O

o

送付状(WITHL/C)

送付状(WITHL/C再 割 用)

送付状(WITHOUTL/C)

船積書類到着通知書(WITHL/C)

船積書類到着通知書(WITHOUTL/C)

送金関係

・ 外国向電信送金為替依頼書

・ 外国蟻 鍵 羅 替依鰭

そ の 他

。 為替予約票

。 輸入荷為替 付帯荷物引取保証依頼書(兼 貸渡依頼書)

。 倉庫証券

。 貸物引渡指図書
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帳票 分析 の見方

流通系路

1.A >2.B

(N)

。 当該帳票がAか らBに 流 れるこ とを示す。

。A,Bは 業務主体である。

。(N)は 当 該帳票の流通通数です。

項 目分析

o

o

o

o

o

o

項 目名 ………… 当 該帳 票 の デ ータ.ア イテ ム名

内 容 ………… 項 名 目の説 明

記 入時 点 ………… 当 該 項 目を記 入 す る業 務主 体 を,流 通 系 路 の業 務 主 体

番 号 に よ り示 す 。

記 入符 号 …………A英 字 及 び 「.」(プ リオ ド),「,」(カ ンマ)

N数 字 及 び 「.」(プ リオ ド),「,」(カ ンマ)

Z`英 数 字 以外 の特 殊 記 号。 た と えば,「/」,「$」 等

邦 漢字 及 び カナ

印 印 λ

原 帳票 ………… 当該項 目が転 記 され た原帳 票 を示す 。

内容 の種 類数 … 当該項 目に 記入 され る 可能 性 のあ る デ ー タ.ア イ テ ム

の種 類 数 を示 す 。

C/N

L/c

Amend

⑧E/D

、 「原帳 票 」 欄 の英 字 説 明'`

ContractNote

LetterofCreclit

adviceofAmendmentof

⑧ExportDeclaration

契 約 書'

商業 信 用状

etterofcredit

商 業 信 用状 変 更 通 知 書

(銀 行 認証 用)輸 出申告 書
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◎E/D

E/L

Inv

B/L

S/I

B/O

I/P

I/A

P/L

P/9・
.

M/W

C/O

C.lnv

C.・.InV

Insp.Cert

◎ExportDeclarat、ioロ

Exp《)'rtIＬicence

Draft

Co㎜ercialInvoice

BillofLading

ShipPingInstraction

BookingOrder

InsurancePohcy

I・ …
.・・ceApPlicati'…

Pack・`且gList・t:・

・・P,qckト ロ90rd(re'

Nego.Appiication

◎1/D

⑧1/1、

◎1/D

(税 関申告用)輸 出申告書

輸出承認証

荷為替手形

商業送り状.

船荷証券

横取指図書

船腹予約票

海上保険証券

海上保険申込書'

包装.明細書

包装指図書

Mi・・a・s・,N・eetw,,aiKes:・WeightLi・t重 量 容 積 証 明 書

eeirte,i・f;icateofOrigin原 産 地 証 明 書

Cust'emsIrivoice'税 関 送 り 状

C。nsularInvo.ice領 事 送 り 状

InspectionCertificate検 査 証 明 書

CoverLet'ter送 付 状

Application・forNegotiationof

DocumentaryB川ls

荷 為 替 手 形 買 取 依 頼 書

ContractSいp.為 替 予 約 書

⑬lmportDeclaration輸 入 届 出 書

⑧ImportLicence輸 入 承 認 書

◎Imp・rtDcclaration(税 関 申 告 用)輸 入 申 告 書
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帳票名;輸 出貨物代金前受証明書

流(3}(
1)(1)(1)

≡1　 →2外 為銀℃:=r-→ ⌒ 行一>5日 銀

路

項 目 名 内 容
記入

時点 原 帳表 記入符号
内容の

種類数

一

備 考

証 明番号 2 ＼ AN 店舗 ごとの一連第号(歴 年更新)

有効期限 2 ＼ AN 発行年月 日か ら1ケ 年

(L輸 出貨物代金の前受 の内容)

イ輸出貨物代金 として前受 した

通貨の種類 2 ＼ AZ

ロ前受 した輸 出貨物代金 の額 2 ＼ ANZ

ハ輸 出貨物代金の前受 の方 法 2 ＼ A 2 送 金,自 由 円

二輸出貨物代金を前払した者の名 2 ＼ A

ホ買取,預 入,払 出または提示の年月日 2 ＼ AN

へ貿易外受取報告書番号 2
貿 易外受
取等報告書

ANZ

(2輸 出の明 細 ノ

イ買主名お よび住所 1 ⑳ ANZ
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項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符号

内容の

種類数
備 考

ロ輸 出者お よび住所 1 C/N ANZ

ハ仕向地 1 〃 A

商品名 1 〃 A

金 額 1 〃 ANZ

船積予定 日 1 〃 AN

備 考 1 〃 ANZ

証明依頼者署名 または記名押印 2 A

証明銀行名 2 A・ 印

責任者署名 または記名押 印 2 AN

証 明年月 日

以下裏 面(認 証欄) 4 A

商品名 4 (DE/D ANZ

認証金額 4 〃 ANZ

未認証残額 4 〃 ANZ

認証番号 4 〃 AN



項 目 名 内 容
記入
時点 原帳票 記入符号

内容の
種類数 備 考

認証年月 日 4 〃 AN

認証銀行名 4 ＼ A

責任者署名 または 記名押 印 4 ＼ A印
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帳 票 名;外 貨 交 換 済 証 明 書;ForeignCurrencyConversionCertificete

流(3)(1)(1)
.(1)(1)

㍍ 卵r→2エ ㌔ じ 篇 →4　 四三→5三 行→6日 銀
路

項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符 号

内容の

種類数
備 考

証明番号 2 ＼ ANZ 店舗ごとの一連番号(歴 年更新)

貿易外受取報告書番号 2
貿易外受取
等報告書

ANZ

(証 明事項) ＼
外貨の種類及び買入額 外貨 2 ＼ 4ANZ

〃 円貨 2 ＼ N

証明額 外貨 2 ＼ ANZ

〃 円 貨 2 ＼ N

外貨買入 日 2 ＼ AN

日 的 支払 目的 2 ＼ A

〃 支 払 地 2 ＼ A

証 明依頼人 1 A



項 目 名 内 容
記入

時点 原帳票 記入符 号
内容の

種類数 備 考

証明年月 日 2 ＼ AN

証明銀行名 2 ＼ A

責任者署名又は記名押印 2 ＼ A印

有効期限 2 ＼ AN 証 明年月 日よ り3ケ 月 間

*以 下 裏 面

支払受領の 目的 1 A
■

支払受領年月 日 1 AN

支払受領金額 1 AN

(支 払受 領者)

住 所 1 ＼ AN

氏名又は商号 1 ＼ A

印' 1 ＼ 印

、
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帳 票 名;(銀 行 認 証 用)輸 出 申 告 書;ExportDeClaration

流(4)(2)(2)(2)(1)(1)(1)
3Shipper-→4.海 貨 業者 一 →5.税6Shipper→7.買 取 銀 行 →8日 銀

璽　 　 職 行玉__用)
囲 代金前受 の場 合}お 通数}お1→2;(3)2→3;(1),2→9;(1)と な ります。 囲67&はL/C,B/Cの 場 合 の み の ル ー トで す。路

○

関τじ

、,銀

項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符号

内容の

種類数
備 考

輸出者記 名押印又は署名 1 ＼ 邦

輸 出者住所 1 ＼ 邦

輸出者電話番号 1 ＼ N

(承 認又は許可関係)

種 類 1 E/L X印 5
①鮮 外決済 ②委託販売 ③委託
力[江(張 期延払 ⑤その他

承認又は許可番号 1 〃 ANZ

(1)(商 品 明細)

商品名 1 C/N,lnv A

統計品 目番号 1 ＼ N CITCコ ー ドの上3桁

数 量 1 Inv N

数量合計 1 Inv N



項 目 名 内 容
記入

時点 原 帳票 記入符号
内容の

種類数 備 考

(2)(建 値 及 び総 価 額)

建 値 1 Inv A FOBYOKOHAMA等

価 額 1 C/N' N

総価額 1 Inv N

US$換 算額 1 ＼ N
アメ リカ合衆国通貨以外で決済

す る場合のみ記入

(3)仕 向地 1 G小 江nv A

買主名 1 〃 A
買主 と荷受 人が異 なる場合,荷

受 人名 も併記す る

買主住所 1 〃 AN

(4)(外 国 為 替)・

種 類 1 G/N,lnv X印 6
①L/C(取 消不能),(江/C(取 消可

能)(i拠D/逓 送金 ・ノ」切手⑥その他

手形期限 1 C/N,1/C
X印,N,

邦
4
① 一覧払,② 一覧後 ・・日払,③ 船積

後 ・・日払,④ その他

㈲ 信用状内容

未使用残高 1 L/C ANZ

接受年月 日 1 〃 AN

有効期限 1 〃 AN

参考事項 1 馨鐸
あ

ANZ
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項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符号

内容の

種類数
備 考

銀行認証年月 日 2 ＼ AN

銀行認証番号 2 ＼ ANZ 店舗ご との一連番号(歴 年更新)

(認 証銀行記名押 印又は署名)

認証銀行店名 2 ＼ A

責任者記名押 印 2 ＼ A 普通支店長代理名

(統 計 用 コー ド欄)

① 統計品目番号 8 N

② 建値価額 8 ANZ

③ 仕向地 8 A

④ 外国為替 8 N L/C,D/P,D/A等

⑤ 信用状内容 8 AN

(⑥,⑦) (外国為替の証明)

(信 用状 に よる もの)

買取 日 7 AN

受領通貨金額 7 ANZ

(そ の他)



項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符 号

W容 の

種類数
備 考

買取日 7 AN

受領通貨金額 7 ANZ

⑧ 7 AN

備 考 2 AN
前受の場合は,貿 易外受取等報告

書番号を記入する。

(決 済銀行記名押印又は署名)

決済銀行店 名 7,＼ A

責任者記名押印 7 ＼ A

税関輸出許 可月 日 5 ＼ AN

税関輸出許可番号 5 ＼ ANZ

'」
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帳票名;輸 出内容訂 正(変 更)願
一302一

流 本系略図は,認 証 済輸 出申告書 の訂正変 更につ き,通 産省 の許可 を要す る場 合の系略図です。

通(2)(1)(1)

系 ユ・S・・pPe-一 → 樋 産局 一 一 →3Sh'pPer-一 →4認 証 銀 行

路

項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符号

内容の

種類数
備 考

原承認番号 1
E/L

ANZ
※本書類は下記の訂正変更につ

き必要ですが ここでは⑤の訂
正変更を想定 しています。銀行承認番号 1

(DE/D
ANZ

申請者記名 1
〃

A
①輸出承認書

申請者署名又は押印 1
〃

Aor印
②委託加工貿易契約許可書

申請者住所 1.
〃

AN
③委託販売貿易契約許可書

電話番号 1
〃

N ④輸出取引承認書

原承認又は認証の内容 1
〃

ANZ
⑤認証済輸出申告書

訂正(変 更)の 内容 1

c/IN

Amend等 ANZ

理 由 1 ANZ

承認 又は不承認 2 X印 2 ① 承 認 す る。 ② 承認 しな い。

(大 蔵大臣の同意)
、



項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符号

内容の

種類数
備 考

日 付 2 AN

資 格 2 邦

記名押印 2 邦
■

(通 産大臣又は税関長の記名押印 〕

日 付 2 ＼ AN

資 格 2 ＼ 邦 1 通産大臣

記名押 印 2 ＼ 邦
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帳票名;輸 入割 当申請書(輸 △割当証 明書)

一304-

(1)

:一 」㌧一 二〔曇 ⊥ 一
系

路

項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符号

内容の

種類数
備 考

申請者名 輸入者名 1 ＼ 邦

住 所 1 ＼ 邦

電話番号 1 ＼ N

記名押 印または署名 1 ＼ 邦

資 格 1 ＼ 邦

申請月 日 1 ＼ 邦

1,予 定輸 入契 約 の概 要

1喫 約締結 の時期 1 ＼ AN 予定 の月、

2貨 物船積の時期 1 ＼ AN
■

予定の月

3貨 物 人差の時期 1 ＼ AN 予定の月

4.価 格 条 件 1 ＼ A 3 FOB,C&F,CIF



項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符号

内容の

種類数
備 考

単 価 1 ＼ ANZ

5総 額 1 ＼ ANZ

6.そ の 他 1 ＼
申請の明細

1.関税 率 表 の 番 号等 1 ＼ N

分数符号 1 ＼
2商 品名 1 ＼ A

3型 お よび銘 柄' 1 ＼ ANZ
機械類のように 方型および銘柄を記
載しなければ,正 確な商品を指定す
ることが困難iな場合に記載

国 名4.原 産 地 ・ 1 ＼ A

5.船 積 地 域 1 ＼ A

6.数 量お よ び 単位 1 ＼ ANZ
数量割当品目については数量単位,
金額割当品 目については金額を表示

皿割 当て

割当数量および単依(割 当額) 2 ＼ ANZ

証明書番号 2 ＼ ANZ ,

割 当月 日 2 ＼ AN

∨

期間満了 日 一〉.
ひ 、

2 ＼ AN
一

一 「
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項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符号

内容の

種類数
備 考

(担 保)

比 率 ＼ / 輸入担保制度が廃 止されたこと
に伴 ない

現在,本 欄 の記入は行 なわれ て
いない。種 類 / ＼

通産大 臣の条件の附 与または特別
の有効期間の設定

数量の変更限度 2 ＼ N

拘束事項 を定め る項 2 ＼ N 皿の申請の明細の番号を記入

特別条件 2 ＼ 邦

通産大臣の記名押 印

資 格 2 ＼ 邦

記名押印 2 ＼ 邦

*以 下裏面

輸入の承認を受けた 日 4 ⑬1/L AN

輸入承認 に係 る数量(金 額) 4 ⑬1/L ANZ

未承認数量(金 額) 4 ⑪1/L ANZ

銀行名および押印 4 ＼ A邦



帳 票 名;輸 入 届 出書(輸 入 届 出証);IMportDeclaration

流(3)(1)(1)(1)(1)(1)(1)

㌻ →⌒ ∵ ㌻ 　 →当 意 ㌶芸1:…ご 日銀
路

項 目 名 内 容
記入

時点
原 帳票 記入符号

内容の

種類数
備 考

輸入者記 名押 印又は署名 1 ＼ 邦
`

輸入者住所 1 邦

電話番号 1 ＼ 邦

届 出年月 日 1 ＼ 邦

(1輸 入の内 容)
ノ

関 税率 表 の番 号. 1 ＼ N

分類符号 1 ＼ AN

商品名 1 C/N A

型お よび銘柄 1
〃 ANZ

数量お よび単位 1
〃 NZ

原産地 1 〃 A 国名
一 一
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一

、項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符号

内容の

種類数
備 考

船積地域 および船積港

n

1 C/N A

外国為替金額 1 〃 ANZ

総 計 1 ＼ ANZ

(決 済方法)

種 類 1 C/N ○印 4
1.信 用状,2取 立 手形3送 金

為 替,4そ の 他

決済条件等 ] C/N ○印 4
L前 払,2一 覧払,3通 関後××

日払,4そ の他

届出受理月 日 2 ＼ AN

届出受理番号 2 ＼ ANZ 店舗ごとの一連番号(歴 年更新)

外国為替銀行記名押印 2 ＼ A印 普通支店長代理名
,

*以 下裏面

(1信 用状開設に関する銀行証明)

信用状金額 4 L/C ANZ

信用状開設月 日 4 〃 ANZ

(2.外 国為替決済に関す る銀行証 明)

決済金額 6 Draft AN



項'目 名 内 容
記入

時点 原帳票 記入符号
内容の

種類数
備 考

決済方法 6 Draft AN A//S,ot60daysafter8ight等

信用状等の番号 6 L/C ANZ

決済月 日 6 Draft AN 引受 の場合は 引受年月 日

決済銀行 記名押印 6 ＼ A印 普通支店長代理名

(3通 関)

税 関申告番号 8 ⑤1/D ANZ

.税 関 申告 月 日 8 ⑥1/D AN

商品名 8 Inv. A

、 エ

送状数量 8 〃 AN

送状金額 8 〃 ANZ

通関数量 8 ◎1/D AN

通関金額 8 〃 ANZ

,

許 可又 は承 認月 日・ 8 ＼ ANl

税 関押 印 い 一 ㌶ ぺ' 一 ・ ㍉i

㎡1

8' ＼ 印

「'
!ご1

「馳"一

,

"・ り・ ㍉
,∵ '

・・ .ト ∫
:

一
.

'

一－S ・'og;
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帳 票 名;輸 入承 認 申 請 書(輸 入 承 認 証);ImportLicence(1)A
流(3)(1)(1)(1)(1)(1)(1)

適当 欝 →撒 ご㈱ 行一　曙 税関一→← 一～)銀
10.承 認 銀 行 一 一 一 一 〉 .11.日

系

路

開設銀行or取 立銀行 一→7Buyerコ

項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符号

内容の

種類数 備 考

申請者名 1 ＼ 邦

住 所 1 ＼ 、
＼
邦

電話番号 1

、＼

＼＼

＼ ＼
N

記名押印又は署名, 1

＼ ＼

、＼
.、

＼ 、

＼ 、
、

邦

資 格
1

]

、、
9
＼、
、、
、 、
r、
、
＼ 、

＼

邦

申請年月 日. :i

＼ ＼
.＼

＼、.、

、、
、、

＼

邦

(1輸 入の内容)

関税率表の番号等 ]

＼.
＼ 、、'＼ N

分類符 号 1

、

＼ AN

商品名 1 CレりN A

型お よび銘柄 1 u//N ANZ



項 巨i 、
-

数 量 お よび 単 位

ny-"t"一'

原 産 地

船積地域お・爾 蚕㌫ 一づ

よ

寸

亦

斗

,
l

I.̀

外国為 替金額

総 計

」

1 O/N

備 考

(皿 決済 方 法)

L
.

「

→[二

二

種 類 、

決 済 条 件等 『.こ

輸入割当証 崩書の 日付

輸入割 当証明書 の番号

輸入割当証明書の特別条件

(通 産 商 業大 臣 の許 可 も し くは 承
三、又は 条 件の付 与)

申請受理月 日

許可等の 日付お よび番号

許 可 等 の 内 容'層

1

1

1

t

1

1

1

1

Q/N

O/N

輸 入割当
証 明 書

〃

〃

記入符 号

NZ

A

A

ANZ

ANZ

ANZ

○印

○印

AN

ANZ

邦

AN

AN

邦

内容の

種類数

4

4

備 考

ドル以外の通貨建ての場合は米
"ル カツコ し き

米 ドル建てで記載

1.信 用 状,2取 立 手 形3.送 金

,替4.そ め 他

1.前 払2.一 覧 払3.通 関 後 × ×

日4.そ の

輸入割 当品目を輸入する場合のみ

通 産 大 臣 の 目1。可 又は 認

が 要 す る輸入 の場合

一311一
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項 目 名

《

内 容
記入

時点
原 帳票 記入符号

内容の

種類数
備 考

` 、

資 格
ψ

1 邦

記名押印 1 邦 印

承認番号 2 ＼ ANZ

承認年月 日 2 ＼ AN

有効期間満了 日 2 ＼ AN
通産大 臣の承認を受けた場合
を除いて承認年月日より6ケ月後

延長 後 有 効 期間満 了 日' 2 ＼ AN

内容変更に係 る通商産業大臣の承
認の内容年 月 日および番号

2
内容変更

申請書
ANZ 内容変 更を した場合

承認外国為替公認銀行 2 ＼ A

資 格 2 ＼
記名押印 2 ＼ 邦 印

*以 下裏面

('1外 国為替決済1二関す る銀行証明 )

決済金額 6 Draft ANZ

信用状金額 4 L/C ANZ

信用状開設月 日 4 L/C AN



項 目 名 内 容 記入

時点・
原帳票 記入符号

内容の

種類数 備 考

決済方法
」1 4 L/C A

、、

'

信用状等 の番号
`

4"門

'
L/d: AN乞

・

決済 月.日 6 ＼' 餌 D/Aの 場合は 引受年月 日

銀行名および押印 6 ＼' 岬
(2通 関)

'ζ:v

税関申告番号
・〉い 三・川

・A

3''''"
,' @1々`～

.

ANZ
一

税関 申告月 日
]'・ 、.、 ・

8 ◎エ/P A粛,
、 」ケ1

齪 名 8'
'

1耳 》.
、

A』

送状数量
8:唱

1亘輌∴
: AN

}・

謎錨 8; Inマ.' AN
'1
9

.一 ・

通噸 量 8 φ1/D AN
1

通関金額
F 8 @1/D ANZ

一

詩碑 たは承認月日 8 ＼ AN" 「 、
,

税関押印 9 ＼ 印,

－r3職 三'
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帳票 名;輸 入 承 認証 文 は輸 入 届 出証 内 容変 更許 可 申請 書
一

通産 大 臣 の許 可 を要 す る内 容 変 更 につ ぎ必 要

流(
2)(1)(1)

通1.Buyer-→2通 産 局 一 一3Buyer-4承 認届 出銀 行

:
項 目 名 内 容

記入

時点
原帳票 記入符号

内容の

種類数
備 考

申請先名 通産大臣承認

届出銀行名
1
(DI/L
.(BI/D 邦

申請年月 日
`

1 ＼ N

申請者名 1 ＼ 邦

電話番号 1 ＼ N

記 名 1 ＼ 邦

押 印 1 ＼ 邦

承認番号又 は届 出番 号 1
(DI/L

o、〈B)亙/D
ANZ

承 認月 日又は届 出月 日
、 '
1 〃 邦

商品名 1 〃 邦

外国 為 替 金額 総計(米 、ドル,
価格 条 件併 記)

1' 〃 ANZ



項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符号

内容の

種類数
備'考

数 量 1 〃 AN

.

変更の箇所 1, 鱗
＼

邦

変更の理 由'

メ

.'1 邦 「}

許可年月 日 2 ＼ 邦'

■

許可番号 2 ＼ ANZ

「通産大 臣代理輸入課長」肩] 2 ＼ 印

「本 申請は許可する」 2 ＼ 印

一

A

v,

A

ご

一315一



帳票名;貿 易外受取等報告書
一316一

流(2)(1}
A,輸 出貨物 代 金 前受 証 発 行の場 合1.Shipper-一 一>2仕 向 銀 行 一 → .a日 本 銀行通

系 ②(1)B
,外 貨 交 換 済証 明書 発 行 の 場合1.BUYER-一 〒 一デ2交 換 銀行 →a日 本 銀 行

路 一 一

項 目 名 内 容
記入

時点.
原帳琴 記入符 号

内容の

種類数 備 考

取 引 日
対外支払手段
買取 日 1＼ ・AN

(受 取入)

氏 名又は商号 1 ＼ A
Aの 場 合 はShipper,

Bの 場 合 はBuyer

住所又は所在地 !＼ AN

(1.送 金 人)

氏名 又は商号 ゴ C/N A
Aの 場 合 の み 記 入,Buyer

の些名又は称号

所在 国名 1 C/N A

オ

〃

2.金 額 1
送金為替霊

鑑 願
ANZ 決済通貨名により記入すること

(3.許 可 等関 係)

日 ・ 付 1 E/L 姻'
Aの 場合 のみ 標準外決

済の許可等

番 号 1 〃 ANZ 〃^



項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符 号

内容の

種類数
備 考

国際収支項 目 2 N 100

参考事項 2 A
国 際 収支 項 目番 号 「1000」に 該

当す る場 合 の み 記 入

取扱銀行店舗名 2 A

責任者記名押印 2 邦印 普通支店長代 理

銀行整理番号 2 ANZ 店舗ごとの一連番号(歴 年更新)

'

一317一



帳票名;輸 出信用状接受報告書 一318-.

●

流(1)
1接 受 銀行>2日 本 銀行

通

系

路

項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符 号

内容の

種類数
備 考

認証番 号 ⑬E/D ANZ

報告 日付 1 ＼ AN

信用状番号 1 L/C ANZ

信 用状 の種類 1 〃 A Irrevocable,RevocabIe等

発行銀行 1 〃 A

受益者 1 〃 A

金 額 1 〃 ANZ

有効期限 1 〃 AN

商 品q)商 品名' 1 〃 A

(2)数 量 1 〃 ANZ

(3)船 積 日 1 〃 A



項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符号

内容の

種類数
備 考

(4)仕向地 1 〃 A

㈲分割船積 1 〃 A

備 考 1 〃 ANZ 特殊な支払条項その他 を記入

銀行整理番号 1 ＼ ANZ

.

外国為替公認銀行名 1 ＼ A

署 名 1 A

◆

■
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帳票名;輸 出信用状内容変 更報告書
一320一

流(1)
1接 受銀 行 一ー一一一一>2.日 本銀行

通

系 ・

路.

項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符号

内容の

種類数
備 考

報告番号 1 ＼
接受年月 日 1

信用状番号 1 L/C

決済通貨 1 〃

商品名 1 〃

輸 出先国 1 〃

増減額 増額 1
信用状変

更通知書

〃 減 額 1 〃

増減後の信 用状金額 1 〃 取消 の場合には0を 記 入

変 更後の有効期間 1 〃
回転信用状 に係 る変更の場合

に限 り記 入

回転期間の変更内容 1 〃



項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符 号

内容の

種類数
備 考

発行銀行名 1
信用状変

更通知書

受益者名 1 〃

備 考 1 〃

外国為替公認銀行名 1 ＼
署 名 1 ＼

←

一 」'一,

、 卜

≠ ㊨・'A-

⊥.,

,イ ニ'い'L-"
ニ ー 一

シ

一一321 一



一322 一

帳票 名;輸 出 申告 書 内容 訂 正(変 更)お よび取 消報 告 書

'
流(1)

1.認 証 銀行>2通 産局

通

系

路

項 目 名 内 容
記入

時点 原 帳票
記入符 号

内容の

種類数
備 考

報告月 日 1 ＼ AN

認証銀行名 1 ＼ A

1.認 証 番号 1 (BE/D ANZ

2認 証 月 日 1 〃 AN

3輸 出著名 1 〃 A
、

4商 品名 1 〃 AN

5訂 正(変 更)箇 所 ＼
(原 認証の内容) 1 ⑪E/D ANZ

(訂 正(変 更)の 内容) 1 〃 ANZ



帳票名;輸 入貨物代金支払報告書

流(1)(1)
1・Buyer-一 一 → ・2外 為 銀 行 一一 ーー一>3日 銀

通(決 済 時)

系

路

項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符 号

・

内容の

種類数
備 考

氏名 または商号 1 ＼ 邦 囲 本報告書 は,IQ品 目および

通 産大臣の事前許可を要す る場

合 を除 き,総 価額30万8000円

(1,000米 ドル相当額)以 下の

有償輸入の場合に提 出す る。

住所 または所在地 1 ＼ 邦

担 当者名 1 ＼ 邦

担当者印 1 ＼ 印

1.支 払 の金額 1
C/N
Draft ANZ 決済通貨建で記載

米 ドル換算額 1 ＼ N

2支 払年月 日 1 ＼ AN

a商 品名 1 C/N A

4原 産地 1 C/N A 国名

5.船 積地 域 1 C/N A

6。輸 入 通関年 月 日 1 ⑥1/D AN
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項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符号

内容の

種類数
備 考

または予定輸入通関年月 日 1 ＼ AN

取扱銀行店舗名
2 ＼ 邦

責任者印
2 ＼ 印

銀行取 引番号 2 ＼ AN

■



帳 票 名;(取 消 不 能)信 用 状 開 設 依 頼 書;Applicationforletterofcredit

流

通1 .開 設依 頼人 一ーー一 →2開 設 銀 行

系

路

項 目 名 内 容
記入

時点
原 帳票 記入符号 内容の

種類数
備 考

依頼年月 日 1 ＼ AN

開設方法 air㎜iレ6able . 1 ＼ ×印
1×3

1

電 信 につ い てはetter/

ordinaryんrgentの 区 別有

確 認 ・無確 認 の別 1 ＼ ×印 2

Advisethrough
指定通知銀行名

及び住所
1 C/N AN

Beneficiary 受益者名

及び住所
1 〃 AN

Accountee 依頼人名及び住
所

1 〃 AN

手形振出期限 1 〃 AN

手形期限 1 〃 AN

手 形 金 額..、
商業送状金額に

"

対する比率
1 〃 N

、

Atsight30days

after8ight等

商 業 送 状 の 通 数".、 _,
ゴ'、 1 ＼ A 普通2通

輸入承認証or輸 入届出受理証番号
－r-●-

.

一・1
⑬1/L

⑬1/D
ANZ

一一325 -一
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項 目 ・ 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符号

内容の

種類数
備 考

保険書類形態の別
保険証券or保

険証明書
1 ＼ ×印 2

MarineInsurance

PoIicyorCertificate

付保 額'..
商業送状金額に
対する比率

1 ＼ N ' 普通110%

(貨 物海上保険)協 会積荷約款
の種類

1 ＼ ×印 3
F.P.A/W.A./AII

Risks

付保者の別"
1 ＼ ×印 2 ShipPer/buyer

(船 積 貨物 の場合)

荷送先
1 ＼ ×印 2

普 通to・rderof

開 設 銀 行/shipper

運賃支払方法
1 C/N ×印 2 collect/prepaid

notify

1 〃 AN 普通輸入者
・

(航 空貨物の場合)

荷送先
1 ＼ A 普通開設銀行

運 賃 支 払 方法.
'

1 C/N ×印 2 collect/prepaid

船積地
1 〃 A

仕向地
1 〃 A

価格建の種類
1 〃 ×印 3 C.1.F./℃.&F./F.O.B

積送商品名 と数量
1 〃 ANZ



o

項 目 名 ・ 内 容
記入

時点
原 帳票 記入符 号

内容の

種類数
備 考

(附 属船積書 類の通数)

InspectionCertificatu 検査証明書 1 A 普通2通

CertificateofVVeight 重量容積証明書 1 A

、

〃

CertificateofAnalysis 分析証明書 1 A 〃

CertificateofOrigin 原産地証明書 1 ＼ A 〃

paCking]Li8t' 包装 明細書 1 A
・

〃'

船積期限. 1 AN

A

paitialshipments 分割船積の可否 1 ×印 2 aIlowed/prohibited

.一 ‥T

Tran8shipment 積換 の可否 1 ×印 2 allowed/prohibited

Specialin8tructions
その他特別の
指図

1 AN

Acceptance、anddiscount

charge8

引受手数料及び
、割引料の負担者

1 C/N ×印 2 acc。untee/beneficiar

Advi8ingco㎜i8sionand
「

通知料及び手形

支払手数料の負

1 〃 ×印 2 accountee/beneficiary

pa卿entco㎜ission 担者

ImportLicence.No. 輸入承認証番号 1 ⑬1/L AN

.

ApprovaIdate 承認年月 日 1
.

〃 AN

Expiry.. 有効期限 1 〃 AN
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項 目 名

'

内 容
記入

時点
原帳票 記 入符 号

内容の

種類数
備 考

^r、 、

Anount 》 外国為替総額 1 〃 AN

依頼者署名 1 ＼ A



帳 票 名;(取 消 不 能)商 業 信 用 状;Irrevoca .bleLetterofCreIit

流

㌢ 　 Li:諜 ご 　 　工::㌶=畿
,路 ・

項 目 名
、 、

内 容
記入

時点
原 帳票 記入符 号

内容の

種類数
備 考

'

}

信献 新 蛎 名 1 ＼ A

㌔麟徹 '

1 ＼ AN
7、.

㌔.

一信用状発行年月 日 1 ＼. AN
, ・ 一'9

信用状%1…
)

1 ＼ ANZ

信用状金額 1
L/C
Applica

りon

ANZ

臓 依願 名∵ミ 1 A

・ ご

受益者名
〔

1 A
一

・

'、'・ ㌧ ㌃

受 益 者住 所 .. 1 AN

通知銀行名
エ'∵

・・㍑ ・.≡ ∵ i
(L/c

襯lca
A

開設依頼者が通知銀行を指 定した

場合のみL/CAppIioation

接 写年 月盲 _._一_一._ 一

4 ＼ AN

手 形振 出期 限iiお
1

らllこ ,二1
1/C
Applica
tion

'
AN

一321g」
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・ 項'目 名 内 容

一

記入

時点

9⊆ 一 －A'

原 帳票' 記入符 号
内容の

種類数
備 考

手形名宛 人 1 〃 A

手形金額
商業送状金額に
対する比率

1 〃 N 普通100%

手形期限
,

1 .
〃 AN

手形買取銀行の指定 1 A 指 定 した場 合 はri8trictedL/℃

商業送 り状の通数 1
L/C
>PPユication A

輸入承認証 ・輸入届 出証 の番号 1 〃 ANZ

船荷証 券上の荷送先 1 〃 A

運賃支 払方法'. 1 〃 A 2 CollectorPrepaid

着荷通知先 1
〃

A

保険証明書の可否 1 〃 ×印 2
MarineIn8urancePolicy
orCertificate

付保額
商業送り状金額

に対する比率
1 〃 N 普 通110%

付保者 1 〃 A 2 Buyeror8hipper

協会積荷約款の種類 1 〃 A 3 RP.A)rW.A.orAllRisk8

保険金支払地 1 〃 A

商品名 1 〃 A

数 量 ∴ 1 〃

'
AN



項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符号

内容の'

種 類数
備 考
.

価格建の種類 1

L/C
APPlic
ation

A 3

●
C.1.F.orC&ForF.0.B

船積地 1 〃 A

仕向地 1 〃 A

分割船積の可否 1
〃 A 2 alIowedorprohibited

積換の可否 1 〃 A 2 allowedorprohibited

船積期限 1 〃 AN

附属船積書類の通数 1 〃 A

その他特別の指図 1 〃 AN
外為銀行 関係諸手数料の負担

者等

一 一

π 「

♪
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帳 票 名';'信 〉用'状 変 更 依 頼 書';A,pprica'tioh

－ 一一β3,2-

fOralterati6h
,o'f

『1
etCerofcredit

流 『『1
.開 設 依 頼 者"』

通

系 ・

「

路

.>2開 設 銀 行

A

■.

項 目 名
F参,

内 容
記パ

時点
原帳票 記入符号

内宕の

種類数
.

備 考

依 頼 年 月 日 .. .1 AN
*信 用 状 の変 更につ い ては

Buyer,ShipPer'

OpeningBank3者 の 承 認

が必 要で あ る。

また,信 用 状 の変 更は,信 用

状 の 有効 期 間 内 か,Negotiati,

on前 で な い と認 め られ ない。

Beneficiary
受益者名及び住
所

1 AN

ミAcCoUhte6・ ∫・
依頼者名及び住
所

1 AN

・～㎞oui二t ..・ ・ 三 信用状金額
'1

AN

Dateofis8ue
ＬA

信用状発ヨ年月日

,

1 AN

LetteビofCreditNo.
・---,

信用状%
:1

AN

、

EXpiry通ate～ofIetterofCredit信 用 状 有 効 期 限
・1

AN
`

Dateofapplication

ofCredit
1 AN

通知芳法
A」"

airmail/・

,cable

1 ＼ ×'印
1×3

1

電信 につ い ては 』tter/ordina

ry/urgentの3種 あ り

>
AIteratiこon8 変更内容 1 ＼ AN ●

r,A

Accoun垣e署 名 .,] r ＼ A

・



項 目"名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符号

内容の

種類数
備 考

'
Impo〔tLicenCe%" 輸入承認番号 1 1/L AN

Date. 輸入承認年月日 1 〃 AN

Expiry 輸入承認証有効
期限

1 〃 AN

Amount・ 外国為替総額 1 〃 ANZ

、

一 ρ

'
、
.1・ ㌔

,9,」

、

-

、 ▼'一,

)-・:`」 層.
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帳 票 名;商 業 信 用 状 変 更 通 知 書;AdviceofAmendmentofLetterofCredit

流
1.開 設銀 行一 一>2接 受 銀行 一一 →3受 益 者

通

系

路

項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符 号

内容の

種類数
備 考

信用状発行銀行名 1
＼
＼ A

上記所在地 1

-＼
AN

Advi8ingbank 1 ＼ A

Advi8edthrough 1 ＼ A

Beneficiary
受益者氏名及
び住所

1
L/C

変更依頼書
AN

Accountee
依頼者氏名及
び住所

1 〃 AN

DateofAmendmeIIt
変更通知書発

行年月日
1 AN 原信用状の有 効期間内

Amendment% 変更通知書% 1 ＼ AN

Dateofis8ue' 信用状発行年月日 1
L/C

変更依頼書
AN

Letピerofcreditノ 吃 信用状% 1 〃 AN

変更内容 1 変更依頼書 ANZ



項 目 　 名 内 容
記入

時点

、

原帳票 記入符 号
内容の

種類数
備 考

発行銀行署名 1 〃 A

、

接受年月 日 2 ＼ AN

`

→

〔

191∴

o

・

A
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帳票名;輸 出信用状譲渡依頼書 一336一

一,

流
1.受 益 萱 一 一 → .2通 知 銀 行通

系

路

o

項 目 名 内 容 記入

時点

原帳票 記 入符 号
内容の

種類数 備 考

依頼年月 日 1 ＼ AN *信 用 状 の 譲 渡 は 譲 渡 可能

f言用 状(Transferable

Credit)に つ い て の み 認

め ら れ る。 具 体 的 に は,信

用 状 上 にTran8ferable

と の 文 言 が 明 示 さ れ て い る

こ と が 必 要 で あ る。

Tran8fer% 譲渡番号 2 ＼ AN

IrrevocableandTran8fera

bleCredit%
商業信用状% 1 L/C AN

18suedby.
信用状開設銀行

名
1 〃 AN

For 原受益者名 一1 〃 ANZ

dated
信用状発行

年月 日
1 〃 AN

Tran8feree;Name 被譲渡人名 1 ＼ A

〃Addre88 〃 住所 1 ＼ AN

〃Telephone% 1 ＼ NZ

Term;AmoUntinfigure8
andletter8 1 ＼ ANZ アラビア数字及び英字で記入

〃L誕e8t8hippingdate 1 B/O AN



項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符 号

内容の

種類数
備 考

Term;Expirydat・ 1 L/C AN

〃others
1 ＼ ANZ

依頼者署名 1 ＼ A

被依頼銀行名及び所在地 2 ＼ A

被依頼銀行署名 2 ＼ A

、

㌔㌧

づ

9、,

'

'、

パ ・・㌔ 一
.

噛A

一

、ミ.、 ≒...^ 、 ● ・ ご'千 、.

A'『9
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帳 票 名;商 業 送 り状;CommercialInvoice_338_

(・)→ 。開 設 銀 行 .↓ 〉 。B。y。,

:二 　 →2買 取銀行玉 迦 立銀行ン

系 。海貨業者⊥ 。税 関 」_・,本 刷

路

項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符 号

内容の

種類数
備 考

Invoice% 商業送 り状% 1 ＼ ANZ

Invoice作 成 地 1 ＼ AN

Invoice発 行 年 月 日 1 ＼ AN

Soldto 名宛人名 1
C/N
L/0

A

L/C付 輸出の場合 には,必 ず

Accoutee名

Addres8 名宛人住所 1 ノ, AN

Country 名宛人所在国名 1 〃 A

Sailingon・orabout 出帆目迎 ま予定 日 1 B/O AN

From 船積港 1
C/N
L/C

A

To 仕向地 1 〃 A

Per 船 名 1 B/O A B/0・ ・…Bookingorder

Via 経由地 1
C/N
I./C

A



項.目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記 入符 号

内容の

種類数
備 考

ShippingMark8&No8, 荷印荷番号 1
C/N
P/0

ANZ P/0・Packingorder
ρ

DeschptiollofGood8 商品名 1
C/N
L/C

AN

Quantity 数 量 1 〃 AN

Unitprice 単 価 1 〃 NZ

Amount 価 格 1 C/N NZ

梱包総数 1 P/L AN

総価格 1 ＼ NZ

Import.Licence% 輸入承認番号 1 L/C ANZ

Contract拓 契約書番号 1 C/N ANZ

L/○% 商業信用状番号 1 L/C ANZ

IssuingBank L/C開 設銀行 1 〃 A L/C決 済 の場合のみ

輸 出者署名 1 ＼ A邦
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帳 票 名';一 船 荷 証 券 ・;・Bi'lI

－ .340-

of-LANDING(在 来 船)

・一'一 －withL/C

.流(1.海 貨 業 者)二 三2船 社 一→ 繊 貨 業者 一→ ±Sh'pPer-5買 取趣 ＼ ・6開 発 銀 行一一→7B・yer

通 迦 立 銀行/

系"
wishoutL/C

路
可

項.目 名 内.容
記入

時点
原帳票 記 入符号

内容の

種類数 備 考

B/L% 2 AN

SHIPPER
荷送人名及び
住所

1
L/C
S/1

AN

CONSIGNEE層
荷受人名及び
住所

1' 〃 AN

NotifyParty 着荷通知先 1 〃 AN

Locarve88e1 内航船 1 S/1 A

、

Ldca1・ves8elの 船 積 港 1 〃 A

OCEANVe88el 船 ・ 名 1
B/O
S/1

A

Voy.% 航海% 2 AN

PortofLoading'ド 船積港 1
1./C
S/1

A

Portowfdi魯 ℃harge!'P 荷卸港 、 1 〃 A

o

transhipment , 積換地 1 〃 A

/'



項 目 名 内 容
記入

時点
原帳票 記入符 号

内容の

種類数
備 考

Finalde8tination 最終目的地 1 A

Mark8a,・dNumber8 荷印荷番号 1
C/N
Inv

ANZ

No.ofPkg8.orunits パッケジ 個数 1
B/LInv
S/1

N .

Kindofpackage8 パッケ⇒ の種類 1 〃 A

de8criptionofgood8 商品名 1
CンM/C

Inv
A

Grossweight 総重量 1 吻 AN

Mea8urement' 才 数 1 〃

.

AN

TotalIwmberof

package80runits
パッケ」斑 総個数 1

P/Llmv
S/1

AN

Freightandcharge8 貨物量及び諸掛 1 AN

Revenueton 運賃徴収屯 1 Triff N
A

Rate 運賃率 1 〃 ANZ

Per 建 屯 1 〃 AN

Prepaid 前払金額 1 ANZ

Collect 後払金額 1 ANZ
「

Exchangerate 為 替 レー ト 1 ANZ

Prepaidat
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原帳票 記入符号
内容の

種類数
備 考項 目 名

.

内 容
記入

時点

Payableat 1 A

馳
Placeanddateofi8sue

ノ

B/醜 行地及び1

発行年月 日
AN

Totalprepaidinlocalcurrency
'

1 AN

No.oforiginalB(s)/L
Negotiable

B疏 通 数
1 AN

.

FortheMaster 船社サイン 2 A

「

・



帳 票 名;海 上 保 険 証 券;MarinInsurancePohcy

1口1竺一〔 一 難 ㌘一
項 目 名 内 容

記入

時点
原 帳 票

記・入

符号

内容の

種類数
備 考

PolicyNo. 保 険 証券No. 1 ＼ AN

Amountinsured 保険金額 1
L/C,
Inv.i/A

AN
保 険 証 券 のDetai1は*

B/Lと 一 致 。

Name(s)ofassured(s),etc 仲保者名 1 L/C,i/C A

Shiporウesselcalledthe 船名 1 B/L,i/A A

Sailingonor、about・ 出帆 予定 日 1 〃 AN
・',・

atandfrom 船積港 1 〃 A
w

arrvedat .' 荷揚港 1 〃 A

wぺw「w・,,",7

Goods.andMerchandises 商品名 1 C/N,i/A A

w-・ 丁 吟 「 ■

Quantity L
,・'

商品数量 1 Inv.i/A AN

Mark(s)andNumber(合)-as・

DerInvoiceNo、
商 業 送 り状No. 1 "

, AN
一

1/P発 行 地 『 … …-…
-・,「 「 婿 一 一 ⌒ ・ ・一■9_

《 「、へ

・一 ー 一.P

ぶ1「 ＼ :A

..二r3.4-3層 二
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項 目 名 内 容
記入

時点
原 帳 票

記入

符号

内容の

種類数
備 考

1/P発 行年 朋 、
1 ＼ AN B/L発 行年 月日前

保険証券の通数 1 L/C,1/A N 信 用状 に指図がない場合は2通

r

保 険条件 、
1 〃 A

保険金支払地 1 〃 A

保険金支払者名及び住所 1 ＼ AN

貨物検査機関名及び住所 玉 ＼ AN

保 険 会 社 署 名 ・ 一 1 ＼ A

、



帳 票 名,包 装明 細 書PackingList

withL/C

㍍ 晦 欄 銀行弍 欝 欝74㊥ 『→5税関
経

→ 噛 貨 緒_今 、欄wi・h・u・L/C路

項 目 名 内 容
記入

時点
原 帳 票

記入
符号
内容の

種類数
備 考

InvoiceNo. 商 業 送 り状No. ] Inv. ANZ

Invoice発 行 年 月 日 1 Inv. AN

Commodity' 商品名 1 C/N AN

Consigee 荷受人 1 C/N,L/C A

Shippedper 船名 1 B/0 A

.from'
A

船積港 1 C/N,L/C A

－T
o}" 荷揚港 1 C/N,L/C A

via『 経 由地 1 C/N,L/C A

Sailingonorabou『t" 出帆 予定 日 1 B/O AN

Marks&Nos. 荷印荷番号 1 C/N ANZ

ContentsperCase 梱包 単位 の内容 1 ＼ A
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一

.L

項 目 〉'名"

F-一

… 内'容 ⊥'

1弐 ・ 寸
F

一

記入
時点
原 帳 票

記入
符 号

内容の

種類数
備 考

Quantity育'1ぶ'"『
二 、・:

も 数 量'… 一'

ご ウ

'r
AN

NetWeight'F　 … 正味 重 量 ⌒
㌧ 《ぷ

1 AN

GrossWeight 総 重 量 一 5 M/W AN

Measurement
、

容積 5 〃' AN

n

、

^.層

」

一



帳 票 名;髄;容 積 証 囎;Certifi・at・&/・ ・Li・t・fM・a・u・em・nt&/・ ・W・ight

流

通

経

路

項 目 名

No.

M/W発 行地

M/w発 行 日

海貨業者名

Shipper

Vessel

PortofShipmentandDischarge

出帆 日

Discription

Mark&Number

NumberofPackages

内 容

M/WNo.

船 名

船積港及 び荷揚港

'商 品 明 細

;荷 印荷番号

包装個数.

入

点
記
時

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

'1

'

-347 一

原 帳 票

P/L

〃

〃

〃

〃

〃

〃

入
号
記
符

ANZ

A

AN

A

A

A

A

AN

ANZ

ANZ

'N

内容の
種類数

備 考



一348 一

項 目 名 内 容
記入
時点
原 帳 票

記入
符号
内容の
種類数

備 考

た てFt. フ ィ ー ト 1 ＼ N

た てIn. イ ン チ 1 ＼ N

よ こFt. 1 ＼ N

よ こIn. 1 ＼ N
・

た か さFt.
1 ＼ N

た か さFt.
1 ＼ N

Cft・PerP:kgFt・ 1個 才 量 ブ イ ー ト 1 ＼ N

〃In. 〃 イ ン チ 1 ＼ N

TotalCftFt. 合 計 才 量 フ ィ ー ト 1 ＼ N

〃In. 〃 イ ン チ 1 ＼ N

WeightPerPackage 単位重量 1 ＼ N

TotalWbight
〃 1 ＼ N

検定協会署 名 1 ＼ A



帳 票 名 原 産 地 証 明 書CertificateofOrigin

withL/C

流

通 ■Sh'p㏄ 「→2商 工余割 ・貿易協会→3Ship㏄ 「→4買 願 行 ご5醜 行ブ エ輪 「→&税 関

経6取 立銀行

路withoutL/C

項 目 名 内 容
記入
時点
原帳票

記入
符号
内容の
種類数

備 考

InvoiceNo. 商業 送 り状No. 1 Inv. AN

Invoice作 成 地 1 Inv. A

Invoice作 成 年 月 日 1 Inv. AN

ContractNo. 契 約 書No.' 1 C/N AN

ContractDate 契約年 月日 1 C/N AN

L/CNo. 商 業信 用 状No. 1 L/C AN

IssuingBank 開設銀行 名及 び所在地 1 L/C AN

Consingedto 荷送先 1 C/N,L/C A

Shippedper 船名 1 B/0 A

Sailingonorabout 出帆 予定 日 1 B/O AN

From 船積港 1 C/N,L/C
、

A
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項._.且___名 1.三'『ll戸_溶
記入

時点
原 帳 票

記 入

符 号

内容の

種類数
備 考

'・"ゴ ㌔'"

To_.,__.._一_.一.._一

v

i荷揚港 1 C/N,L/C A－
Quantity... 梱 包個数 1 P/L AN

Discription 商品明細 1 C/N,Inv. ANZ

ShippingMarks&Nos. 荷印荷番号 ] C/N,Inv. ANZ

PlaceofProductionorManu-

facture

'

原産国名 1 ＼ A

輸出者名 1 ＼ A

輸出者署名 1 ＼ A

C/0発 行 日 2 ＼ AN

商 工会 議所 又 は貿 易 協 会 署.名. 2 ＼ A



帳 票 名;税 関 送 り状;SpecialCustomsInvoice(1)

withL/C流

ポ 翫i　 → 獅 銀行 驚 讃…74㎏ →5バ
路

withoutL/C

項 目'名 内 容
記入

時点
原 帳 票

記入
符号
内容の
種類数

備 考

(SectionI) 駐)こ こ に 記 載 の デ ー タ ・エ レ

1)当 該 商品 の輸 入方 法
売 買取 引 に よるの か,そ れ

以 外 か
1 C/N X印 2 メ ン トは,ア メ リカ合 衆 国 フ

・)蒜,芸dda‥ta'鵬dby 当該 商 品 の 引 渡場 所,日 時 1 C/N,L/C AN ナー ムの税関送 り状 に従 ってい

3)Nameofexportingcarrier 船 名 1 B/L A ま す 。

4)Dateofshipmenτ 出帆 日 1 B/L AN

(Sec…nm… 霧雪瀦 ま よる

1)Nameandaddress.ofseller 輸 出者氏名及 び所在地 1 C/C/N A

Nameandaddressof2)

purchaser
輸入者氏名及び住所 1 C/N AN

3)DateOrderaccepted 受 注 年 且 日' 1 C/N AN

(Section皿[)… 讃 ㌶ ま

プ

.'.._ン.._-

1)N・m・and・ddressqfpers・n
. 当.該商品の発送考氏名 1 ＼ A

一351-－
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項 目 名 内 容
記入

時点
原 帳 票 記入

符号

内容の

種類数
備'考

fromwhomgoodswereobtaind 及 び所在地

2)N・mr・and・dd「essof
conslgnee

受取 人氏名及び住所 1 ＼ AN

3)Nameandaddressofperson

forwhoseaccuntgoodsare
shipped

運値 負担者氏 名及 び住所 1 AN

(SectionlV)

MarksandNumberson1)
shipPingPackage

荷印荷番号 1 C/N ANZ

2)Manufacture'sorSellers ブ ラ ン ド 1 ＼ ANZ

NumbersorSymbols

QuantityandFull3)
DiscriptionofGoods

商品名及 び数量 1 C/N AN

4)InvoiceUuitPriceValue 単 価 1 C/N ANZ
`

5)商 業送 り状金額及びその内容 1 Inv. ANZ 普通 別紙 にす る

6)国 内通貨表示 単価 1 ＼ ANZ

7)FOB単 価 1 ＼ ANZ US$表 示

8)Country 原産地 国名 1 C/N A

9)決 済 為 替 レー ト ] ノノ ANZ 但 し,決 済為替 レー トが契約書等

10) で取極められている場合のみ記入



項 目 名 内 容
記入
時点
原 帳 票

記入
符号
内容の
種類数

備 考

(SectionV)

設 問1 1 ＼ X印 2 Yes,orNo

設問2 1 ＼ 〃 2 Yes,orNo

決済通貨名 1 ＼ AZ

設 問4A-1 1 ＼ X印 2 Yes,orNo

A-2 1 ＼ 〃 2 Yes,orNo

B-1 1 ＼ ＼ 〃 2 Yes,orNo

B-2 1 ＼' 〃 2 Yes,orNo

設問51 1 ＼ 〃 2 Yes,orNo

2 1 ＼ 〃 2 Yes,orNo

3 1 ＼ 〃 2 Yes,orNo

4
,

1 ＼ 〃 2 Yes,orNo

設問61 1 ＼ 〃 2 Yes,orNo

2 1 ＼ 〃 2 Yes,orNo

設 問7Rate 当該商品国内税率 1 ＼ AN

kind 税 の種類 1 ＼ A

.-353一



帳 票 名,航 空運 送 状;AirWaybill

r354一

霊
経

路

1発 行代理店

'・

4
>2荷 送 人 二 →3買 取銀行

>6.引 渡 し航 空会社

>7着 地 空 港税 関

8.第1番 目運 送 航 空会社

,○

'一.

'

一→
.4荷 受 人

`

.5発 行 航空会社

ノ ・第・継 送航空会社>10.第3番 目運送 航 空会社

項 目 名 内 容
記入
時点
原 帳 票

記入
符号

内容の

種類数
備 考

(AirWaybillN㎜ber) 航空運送状N6.

AirlinePrefix 1 N 103 航 空 会 社 毎 に コンスタ ン トNo.

SerialNumber 発地 空港名 1 N 連続番号

AirportofDeparture 1 A

ExecutionDate 1

1

NZ

TC 1 NZ

Chgs Code 1

Cur・cyCode 支 払 通 貨 コー ド 1

AirportofDeparture 発地空港名 1

Repue・stedRouting 運送経路 1 A

AirportofDestination 目的地空港名 1

/



項 目 名 内 容
記入

時点
原 帳 票

記入
符 号
内容の

種類数
備 考

Flight/Day フ ラ イ トNo./日 1 AN

Flight/Day フ ラ イ トNo./日 1 AN

(1)(RoutingandDestination)

To 発行航空運送着地 名 1 A

ByFirstCarrier 発行 航空会社名 1 A

To 第1番 目運送着地 名 1 A

By 第1番 目運送会社 名 1 A

To 第2番 目運送着地 名 1 A

By 第2番 目運送会社名 1 A

To 第3番 目運送着地 名 1 A

By 第3番 目運送 会 社 名. 1 A

(2)Consignee・sAcco皿tNumber 荷 受 人A/CNo. 1 ANZ

Consignee,sName 荷受人 1 L/C,C/N A

Consignee'『Address 荷受人住所 1 ANZ

(3)Shipper・sAccountNumber 荷 送 人A/CNo. 1 ANZ

ShipPer・sName 荷送 人名 1 A

ShipPer・sAddres 荷送人住所 1 AN

(・)1霊 鑑 「'e「'sAgent・ 発行代理店A/CNo. 1 ANZ

一355一



一356一
.・一

記入

時点
原 帳 票

記入

符号

内容の

種類数
備 考

..、

項 目 名 』

・

.内 容

IssuingCarrier'sAgentt

Name.
発行代理店 名 1 A

IssuingCarrier'sAgent,

City.
発行代理店所在地 1 AN

AgentsIATACodc . 発 行 代理 店IATAコ ー ド 1 ANZ

(5)Currency 支払通貨名 1 AN

DeclaredValueforCarriage 運送 申告価 格 1 ANZ

DeclaredValueforCutoms 税関 申告価格' 1 ANZ

AmountofInsurance 保険金額 1 N

Weight/ValuationCharge 1 X印 2 Prep・idイC・llect

AllotherChargesatorigin 発地空港におけるその他諸掛 ] k印 2 Prepaid/Collect

AccountImformation 1 ANZ

(6)No.ofPackages 運送貨物個数 1 N

ActualGrossWeight 正味総重 量 1 N

Kg/Ib 重量単位 1 A 2 K/L

RateClass 適用料率区分 ] A 9
M/R/N/S/Q&/orC
&/orU&/orE&/orX

CommodityItemNo・ 1 N

ChargeableWeight' 課料重量 1 N

Rate/Charge 適用料率 1 N



項 目.名 内 容
記入

時点
原 帳 票

記入

符号

内容の

種類数
備 考

Total 運 賃 1 N

Natu㎏andQuantityofGood 商品名及 び数量 1 AN 、

(7)PrepaidWeightCharge 前払 い運 賃、 1 N

PrepaidValuationCharge 1 N

(TotalOtherPrepaidCharges)
.

DueCarrier 1 N

DueAgent 1 N

-

TotalPrepaid-' 前払 い料金合 計 1 N

・
OtherCharges その他諸掛 1 ANZ

(8)CollectWeightCharge 後払い運 賃 1 N

CollectValuationCharge 1 N

(TotalOtherCollectCharges)

DueCarrier 1 N

DueAgent 1 N

CODAmount COD金 額 1 N

(CollectChargesinDestinationCurrency)

.

CODAmount COD金 額 1 N

一357-
.
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項 目 名 内 容
記入

時点
原 帳 票

記入

符号

内容の

種類数
備 考

TotalCharges 諸掛合計' 1 N

TotalCollect 後払 い金合計 1 N

(9)HandlingInformation 1 AN

SignatureofShipPer 荷送 人署名 1 A

ByBroker/Agent
1

1

ExecutedOn 発行年 月 日 1 AN

ExecutedAt 発行地 1 A

SignatureofIssuing

CarrierorIstAgent
代理店署 名 1 A

.



帳 票 名 荷 為替 手 形(withI、/C)BillofExchange

流

通 ②1
.Beneficiary-一 一 →2.買 取 銀 行 一→(2!支 払 銀 行)一 ー一>3開 設 銀 行 一 一→・4Accountee経

・
'

路

項 目 名 内 容.
記入

時点
原 帳 票

記入
符号
内容の

種類数

、

備 考

No. 手 形No. 1 ＼ ANZ

For 手形金額 1 Inv. ANZ ア ラ ビア数字 表示

手形振出地 1 ＼ A

手形振出 日 1 ＼ AN

手形期 日 1 L/C AN

支払を受け る者の名 普通買取銀行名 1 (L/C) A

手形金額
A

1 Inv. A Plainwords表 示

Accountee 開設依頼 者名 1 L/C A

信用状開設銀行名 1 L/C A

L/CNo. 信 用状No. 1 L/C ANZ

L/C発 行年月 日 1 L/C AN

支払人又は引受人名
"

1 L/C A

一 覧 払 の場 合 一支 払 人

期 限 付 の場 合 一引受 人'

振 出人 署 名 了一 1 ＼ A

L359一



帳 票 名;荷 為 替 手 形(withoutL/C)

一360-

;BillofExchange

流

通'1
.Beneficiary-→2買 取 銀 行 一 →3取 立銀 行 一 一→ ±Accountee経

路

項 目 .名 内 容
記入
時点
原 帳 票

記 入

符 号

内容の

種類数
備 考

No. 手 形No.' 1 ＼ ANZ

For 手 形金額 1. Inv. ANZ ア ラ ビア数 字 表示

手形振出地 1 ＼ A

手形振出日 1 ＼ AN

D/P,D/Aの 表 示 船積書類 の引渡条件 1 C/N A

手形期 日
.

1 ノノ AN

支払を受け る者の名 普通取 立銀行名 2 ＼ A

手形金額 1 Inv. A Plainwords表 示

支払 人名 輸入者名 ] C/N,Inv. A'

振出人署名 1 ＼ A



帳 票 名;荷 為 替 手 形 買 取 依 頼 書(withL/C);ApplicationforNegotistionofDocumentarBills(ll

流

通1輸 出者 一→2 .買取銀行経

路

項 目 名 内 容
記入
時点
原 帳 票

記入

符号

内容の

種類数
備 考

買取銀行名
'1 ＼ A

依頼者署名 1 ＼ A

'

Applicant 依頼者名及 び住所 1 ＼ AN

(DdtailsofDraft(s)) 手形明細

No. 手 形No. 1 Draft AN

－
TenororMaturity 手形期 日 1 〃 AN

一.、

(Dueon) (手 形満期確定期 日) 1 〃 AN

Drawer 手形振 出人名 1 〃 A Applicantと 異 な る場合 のみ 記 入

(LetterofCredit)

No.

'

信 用状No. 1 L/C ANZ

、

Expiry 有効期限 1 L/C AN

IssuedBy 開設銀行 1 L/C A

Accountee 開設依頼者名及 び住所 1 L/C AN

一361一



一362一

項 目 名 ㍗内 ・ 容 記入
時点
原 帳 票

記入
符号

内容の

種類数
備 考

(DetailsofShipment)

Marchandise
'

商品名 1 Inv. A

From 船積港 1 B/L A

To 荷揚港 1 ノノ A
、

B/LDate B/L発 行 日 1 〃 AN

(DocumentsAttached) (道 教)

Draft 荷為替手形の通数 ] Draft N

Inv. 商業送状の通数 1 Inv. N

C.Inv. 税 関/領 事送状 の道教 口 C.Inv. N

B/L 船荷証券の通数 1 B/L N

Ins.Pol. 保険証券の過敏 1 1/P N

Pkg.List. 包装明細 書の通数 .1 P/L N

Insp.Cert. 検査証明書の通数 ] Insp.Cert N

W/MCert. 重量 ・容積証明 書の通数 1 W/M N

Cert,Orig. 原産地証明書の過敏 1 C/0 N

その他船積書類 名 1 ＼ A AirWaybill等

上記書類 の通数 1 ＼ A



項 且 名 内 容
記入
時点
原 帳 票

記入
符号

備 考

E/DNo. 輸 出承認番号 1 E/D ANZ

.

(ExchangGContraet)

'N
。. 為 替 予約No. 1

Contract

Slip

Amount 予約金額 1 〃

・

Rate 予約 為 替 レー ト 1 〃

Remarks ANZ

一

-

一一363一



帳票名

ロ方方リ の 　 コ 　 ヨ　　　

荷 為 替 手 形 買 取 依 頼 書(WithoutL/C):ApplicationforNegotiationofDocumentaryBills(1)

流
通

藷.IShipper-一 →2買 取 銀 行

項 目 内 容
記 入
時 点 原 帳 票 記入符号窟霧 備 考

買取銀行名 1＼ A

依頼者署名 1＼ A

Applicant 依頼者氏名及び住所 1＼ AN

CDetailsofDraft(s))

陀 手形% 1 draft ANZ

Date 手形発行 日 1 〃 AN

Amount 手形金額 1 〃 ANZ

TenororMaturity 手形期 日 1 〃 AN

(dueon) (手 形 満 期確 定 期 日.)一一

1 〃 AN

DraweesName 1 〃 A

DraweesAddress 1 〃 AN

Drawer 振出人名 1 〃 A

(DetailsofShiμnent)

Merchandise 商品名 1 Ihv. A



項 日 名 .内 容
己入

時 点 原帳票 記入符 号,
内容の

種類数 備 考

From 船 積 地 1 B/L A

To 荷揚地 1 肌 A

B/LDate B/L発 行 ・日 1 〃 姻

正ンD% 輸出申告書 廠 1 じの ♪ANZ

(exchcont) .

% 替為予約% 1 Co§路ct 皿

Amount 予約金額' 1 〃 ANZ

Rate 為替 レー ド 1 N

(DocumentsAttached) (通 数)'

Draft 荷為替手形の通数 1 draft N

Inv-・ 商業送 り状の通数 1 lnv N

CInv 税関/領 事送状の通数 1 Clnv N

B/L 船荷証券の通数 1 B/L N

Ins.Pol. 保険証券の通数. 1 1/P N

Pk&List. 包装明細書の通数
9

1 肌 N

InsaCert. 検査証明書の通数 … 1 1nspCbrt N。

「-

VレMCert
'重
量.容 積証崩書の通 ゴ 碗 N

CerLOrig
数

原産地証明書の通数 1 ⑭ N

一365一
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項 目 名

`, 、

'.

内.:溶
1

記入

時 点
原帳票 記入符 号

内容の
種類数

備 考

そ の他 の船 積 書類 名 、` 1 ＼ A・

上記 書類 の通類'
÷

1 ＼ N

(Foll(wThe/nstructionAhrkedx)指 図 『

指図1 D/PD/Aの 別 .1 ×印 DeliverDocumentsAgainstPayment
/Acceptance

指図2
支払 引受拒絶の場合
の通知方法

1 ×印
;;躍%罐 。rnaccepted品vise

指図3が 必要か否か 1 ＼ × ×印

指図3が 必要な場合 手形満期の通知方法 1 ＼ ×印
鵠 。言1腸 詰pmofmatu「iiy

指図4が 必要か否か 支払.引 受拒絶書が必要 1 ＼ ×印 ProtestforNbn-Payment(隻 ン%)rNbn-

Acceptance

指図 が必要 支払.引 受拒絶書が不要 1 ＼ ×印 DonotPrtestforNbn-Payment&/て}r

NonAcceptare

指図6が 必要 か否か
貨物到着まで支払.引
受の留保可能

1 ×印 瓢 罐,蒜,酷r:麟 ξ。7it

指図7が 必要 か否か 名宛人が外国諸掛を

負担するか否か

1 ×印 C㎜ission&伍argesoutside

JapanTobeCollectedfromdrawee

指図8が 必要か否か
手形利子の指図が必
要か否か

1

1 ×印 InterestAt%PA.Fromthedate
ofpresentationtill

指図8が 必要な場合 手形年利率 1 N
賠1麗:do鵠 ぽ 認 。istobecollec 1

指図9が 必要 か否か 遅延利子の指図が必
要か否か
遅延利子年利率

1 ×印 Overduefnterest%P.A.istobec
collectedfromdrawee

指図9が 必要な場合 1 N

疑問がある場合の問合せ先
'

1 AN

Collectthrough
>

1
一 }　 -9



一367・ 一一

項 目 名 内 容
記入
時 点

⊥一'一

原帳票 記入符号
内容の
種類数 備 考

輸出手形保険付保が必要 1 ＼ ×印

輸出手形保険付保が不必要 1 ＼ ×印

(●(portContract)

DateofContract 契約締結 日 1 C/N AN

d。ntract加ount 契約金額 1 〃 ANZ

TradeTerms 価格建条件 1 〃 ×印 3 口CiF口C&F口FoB

IDsuranceCompany 保険会社名 1 1/P A C&ForFoBの 場合 のみ記入

OpenPolicyNb 包括予定保険証券% 1 ANZ 〃

MitiBuyersCodeNo 海外商社 コー ド 1 海外商社名簿

InvNo 商業送 り状% 1 Iny ANZ

B/LNo 船荷証券孤 1 B/L ANZ

1皿sPolNo 保険証券面 1 1/P ANZ

一367一



帳票名 送付状(WithL/C)

一368-

CoverLetter直 送 用

流
通
系1.買 取銀 行 一ω一_>2.開 設 銀行
路

項 目 名 内 容 記 入
時 点 原帳票 記入符号

内容の
種類数 備 考

Mailto 通知先 1 L/C A

当該送付状Ref% 1 AN

送付年月 日 1 AN

送金 々額 1 ANZ

1.Particulars・ofDraft・'

DrawerorLastErdorse 振出人 ・撮 終裏書人名 1 draft A

DraftDate 振出年 月 日 ・ 1 〃 AN

Draft% 手形% 1 〃 AN

Drawee 手形名宛人 1 〃 A

Tenor 手形期 日 1 〃 AN

DraftAmount 手形金額 1 〃 ANZ
、

DrawnunderL/CissuedbyL/C開 設銀 行名 1 L/C A

L/C% 1 〃 ANZ

2.Particulandise

Mbrchandise 商品名 1 B/L A



項 目 名 内 容 記 入
時 点 原帳票 記入符号

内容の種
類数 備 考

CarryingVessel 船 名 1 B/L A

伐stination一 荷揚港 1 〃 A

B/LDate B/L発 行 日 1 〃 AN

3DocumentsAttachea'`' て送付書類通数)

Draft 手形 の通数 1 ＼ N

Comlnv= ,商業 送 状 の通 数 1 ＼ N

Cons/CustInv 領事/税 関送り状の通数 1 ＼ N

OceanB/L 海上船荷証券の通数 1 ＼ N

N.N.B/L B/L .の コ ピ ー 1 ＼ N

AirWaybil1 蹴 り状の通数 1 ＼ N

Ins・Pol・/イ)ert/4)ecla、 保険証券証明証の通数 1 ＼ N

PKG.List. 包装明細書の通数 1 ＼ N

Insp£ert 検査証明書の通数 1 ＼ N

W&MCert 重量 ・容積証明書の通数 1 ＼ N

C6rt.ofOrigin・ 原産地証明書の通数 一1 ＼ N

41nstructionsincaseofNonAcceptanceand/orNonPayment

Notifyusbycablegivingreasons" 1 ＼ × 印 引受 ・支払拒絶理 由の通知方法Cable

Storeandinsurethegoods
A

-' 一! ＼ ×印 貨物の庫入.付 保の必要性

HoldthedraftProtestedPendihg'/δ 亘r"

furtherinstrucions.

「 ・

1 ＼ ×印

5Specialinsructionsand/brRemarks. . 、1. AN その他特別の指図
:w> ' -369一



帳 票 名:送 付 状(withL/C):CoverLette再 割 用 一370一_一一

流

繁 ・・ 買職 行一 → トー-2支 払銀行
路

項 目 名 内 容
記 入
時 点 原帳票 記入符号

内容の
種類数

備 考

Mailto 送付先 1 ＼ A

当該送付状Ref倣
1 ＼ AN

送付年月日 1 ＼ AN

1.PartcularsofShipperDraft

手形振 出名orD
rawerorLastEndorse「 最 終 裏 書 者 名

1 draft A

DraftDate 手形振 出 日 1 〃 AN

Drawee 手形名宛人名 1 〃 A

Tenor 手形期 日 1 〃 AN

DraftAmount 手形金 額 1 〃 ANZ

Drawn皿derレCissuedbyL/C開 設 銀 行名
1 L/C A

L/C% 1 〃 ANZ

2.ParticularsofShiμnent

Merchandise 商品名 1 B/L A

CarryingVessel 船 名 1 〃 A

Destination 荷揚港 1 〃 A

_370_



項 目 名 内 容
記入
時 点 原帳票 記入符号

内容の
種類数 備 考

B/LDate B/L発 行年 月 日 1 B/L AN

3.ParticularsofReimbursemertDraftonAboveDra weeBank

DraftDate リイ汐 〉スメソト手形振 出日

出 日

1 ＼ AN

、

Draft%
"

リインシー ス メ ソ ト

手 形 、%

1 ＼ ANZ
.

Tenor
、

リインバースメント

手形 期 日 ・

1 ＼ AN

Drawer
.

、

リイソノー スメント

手形 振 出者

1 ＼ A

Drawee
、

リイソノミースメソト

手形 名 宛 人名

1 ＼ A

Amount リインンく一入メソト

手形金 額

1 ＼ ANZ

4.ParticularsofDbcuments ＼
ShipPersDraft 荷為替手形約数 1 N

C㎝.Inv 商業送状の通数 1 ＼ N

Cons./Cust.Inw 領事/税 関送り状の通数 1 ＼ N

OceanB/L 船荷証券の通数 1 ＼ N

N.N.B/L B/Lの コ ピー 1 ＼ N NonNegotiable'B/L

AirWaybill 航空送 り状の通数 1 N

Ins.Po1./℃ert/Decla 保険証券/証 明書の通数 1 N

PKGList 包装明細書の通数 1 ＼ N

Insp.Cert. 検査証明書の通数 1 ＼ N

W&MCert 重量 ・容積証明書の通数 1 N

一371一



一372-一 －H

粕 国 名 内 『 容
記 入
時 点 原帳票 記入符号

内容の
種類数 備 考

CertofOrigin 原産地証明書の通数 1 N

5.Instructionsincaseofnon-acceptanceand/ornon-Payment

Notifybycablegilingrcasons 1 ＼ ×印 引受 ・支払拒絶理由通知方法
Cab1ρ

Storeandinsurethegoods
.

1 ×印 貨物の庫入'付 保の必要性

Holdthedraftprotestedpending 1 ＼ ×印

ourfurtherinstructions

6.Specialinstructionsand/orremarks 1 ＼ AN

.

,



帳 票 名 送 付 状(WithoutL/C):CoverLetter

流
通1.仕 向 銀 行一ーー一②→2.取 立 銀行
系
路

項 目 名 内 容
記 入
時 点 原帳票 記入符号

内容の
種類数 備 備

MailTo 送達先 1 ＼ AN

当該送付状Ref% 1 ＼ AN

送付年月日 1 ＼ AN

・

取立 ・再割引の別 1 ＼ N 2 1.Collection2.Rediscount

送 金 先 1 ＼ AN

1.ParticularsofDraft !手 形明細)

Drawer 手形振 出人 1 draft A

DraftDate 手形振 出 日 1 〃 AN

Draft% 手形% 1 〃 ANZ

Drawee 手形名宛人 1 〃 A

Tenor 手形期 日 1 〃

'

AN
、

DraftAmount 手形金額 1 〃 ANZ

2.ParticularsofShilmeht(船 積 詳 細)

Merchandise 商品名 1 B/L A

Carryi㎎Vesse1 船 名 1 〃 A

一373一



`-374
一

1

項 目 名 内'容 鱗 原帳票 記入符号
内容の
種類数 備 考

Destination 仕向港 1 B/L A

B/LDate B/L発 行 日 1 〃 AN

3.Documents (送 付書類通数)

Draft 為替手形の通数 1
NegoAN

Application

Com.Inv. 商業送 り状の通数 1 〃 N

Cons./Cust.Inv 領事/税 関送り状 1 〃 N

OceanB/L 船荷証券の通数 1 〃 N

AirWaybil1 航空送 り状の通数 1 〃 N

Ins.Pol./Cert.∩cla.保 険 証券/証 明書 1 〃 N

P㎏List 包装明細書の道教 1 〃 N

Insp.Cert 検査証明書の通数 1 〃 N

W&MCert. 重量 ・容積証明書の通数 1 〃 N

Cert.ofOrigin 原産地証明書の通数 1 〃 N

4.Instructions(AsIndicatedByX)

DeliverDocsAgainstPayment 1 Draft ×印 引渡条件D/p
l

I

DeliverDocsAgainstAcceptanee 1 〃 〃 引渡条件D/A

NotifyUsofAcceptarcebyCable引 受 通 知方 法 1 ＼ 〃 引 受通 知C胞ble

NotifyUsofAcceptancebyAirmail" 1 ＼ 〃 引受通 知Airmail

NotifyUsofPaymentbyCable決 済 通 知方 法 1 ＼ 〃 決 済通 知Cable
・ ')7:



項 目 名 内 容
記 入
時 点 原帳票 記入符号

内容の
種類数 備 考

NbtifyUsofPlaγmerlt

AImal1

'

決済通知方法 1 X印 決済 通 知Aimai1

ほmittheP「ocee6監
b艦
電信 為替に よる送金か 1 〃

ほmittheP「o㍑ 濡
。ヤY
郵便為替 による送金か 1 〃

CoUectInterestAt%P.A.B/Cユ ーザ ンス利息利 率1 C/N N

From 支 払 者 1
'

〃 A

.

To 受 取 者 1 〃 A

CollectInterestAt・ 修).A.ForDelayInPayment1 〃 N 遅延利息率

ChargesTobeCollectedFromDrawee 1 〃 X印

ChargesTobeDeductedFromTheProceeds,
NotifyingusofAllParticulars

1 〃 X印

PresentDraftonArrivalofGoods 1

(InCaseofNbrrrAcceptance&/orNbn-Payment)

NDtifyusbyCablewithReasonsand
goodsstatusofPresent

1 X印 引 受 ・支 払 拒 絶 の通 知Cable

Mfyusbも 躍 晋ci]
、瓢 確 認 ま、and

1 X印 引受 ・支払拒絶 の通知Airmail

HbldDraftProtesti㎎untilour

furtherinstructions

1

・

X印

HbldDraftwi'thqutProtesi㎎until

our伽therintructlons

1 X印

5.SpecialInstructionsAnd/orRemarks'(そ の 他 特 別 の 指 図)

Incaseofneedreferto
一

1 .AN

Presentthrough 1 A

・A

Remarks ..・

.」r「 ■ 一 一

一 「 一 　 '.

●.へ.1ρ

w'1
・'

AN

一3 .75一



帳票名

一376一

船 積 書 類 到 着 通 知 書(withL/C-):ArrivalNoticeofShi ingDocuments

流

豊1・ 開設銀行 一一 一2開 設依鯖
路

)・

'

項 目 名.『

`(.シ

内 ∵ 溶 、記 入
時 点 原帳票 記入符号

内容の
種類数 備 考

開設銀行店 名 1 ＼ A

ArrivalDate 船積書類到着年月日'
さ

1 ＼ AN

Messrs 通知先名 1 1/C・lnv A 開設依頼 者

DraftAnount 手形金額 、 1 draft AN

Drawer 手形振出人名 1 〃 A

ReimburingBank 決済銀行名 一

1 Cover
Ietter

A

AcceptingBank 引受銀行名 1 〃 A

NegotiatingBank 買取銀行名 1 〃 A

L/C発 行 日 1 L/C AN

L/C% 1 〃 ANZ

L/COpeningAmount L/C開 設額 1 〃 ANZ

L/CBalance L/C残 高 1 〃 ANZ

L/CExpiry L/C有 効期間 1 〃 AN

ユー ザ ンス期 間 1 〃 AN

確認の有無 1 〃 卿



項 目 名 内 容 記 入時
点 原帳票 記入符号

内容の種
類数 備 考

DateofEntry 手形買取年 月 日 1

漉 提,
〃

AN

Acc/DeBitDate 引 受 ・引 落 し年 月 日 1 AN

Duedate 手形満期年月 日 1 ＼ AN

Merchandi8e 商品名 1
Inv

A

Quantity 商品数量 1 〃 AN

Term 建値条件 1 〃 A

CarryingVessel 船 名 1 B/L A

PortofShilment 積出港 1 〃 A

Destination 荷揚港
一

1 〃 A

B/LDate B/L発 行 年 月 日 1 〃 AN

B/L% 1 〃 ANZ

B/LIssuer B/L発 行 者 ・1 〃 ANZ

CountryofOrigin 仕入地域 1 C/O A

(付 属書類の通数Istset&ZndSet) 1

Comn.Inv 商 業送 り状の通数 1 Cover
Letter

N

OceanB/L 海上船荷証券の通数 1 〃 N

AirWaybil1 航空送 り状 の通 数 1
"

〃 N

InsPol/Cert 保険証券/証 明書の通数 1 〃 N

P/L 包装明細書の通 数… 一 1・ 〃 N

一377一



・.
、 ,.、 一378一

一'一 一'

項 目 名
・'内 ㌧ 容 層

記 入
時 点 原帳票 記入符号

内容の
種 類数 備 考

OrigCert

一

原産地証明書め通数 1 Cover

I£tter

N

W&MCert 重量 ・容積証明書の通数 1 N

InspCert 検 査証明書の通数
1 N

AnalyCert 分析証明書 の通数 1 N

1/LorI/D面 輸入承認証or届 出受理証% 1 ANZ

承認or受 理 日
1

適用相場 の別 為替 レー トにつ き現 物 ・先 物の男1 1 卿 2 口Spot口Cont

(Contの 場 合)

Cont% 為替予約% 1 ANZ

Rate 予約 為 替 レー ト 1 N

(決 済金額計算)

(1)手形 金額(外 貨 額) 1 draft N

換 算 レー ト
1 ControctN
SIip

先物予約 がある場合のみC
ontractSlip

手形金額(円 貨額) ひ
1 ＼ N

②(ユ ー ザ ン ス 手 数 料 又 は サ ー チ ャ ー ジ)

利息起算 日 1 Acceptanc訓

AdVlce

満 期 日
1 draft N

日 数 1 ＼ N
}一



項 目 名 内 内 容

一 ー －w

記 入時
点 原帳票 記入符号

内容の
種類数 備 考

料率%P・A i Cover

Ietter,

〃

N

ユーザ ンス手数料又 はサ ーチャ ージ外貨額 1 N

換 算 レー ト 1 N

ユーザ ンス手数料又はサ ーチャージ円貨額 1 N

③(メ ール期 間金利)
亀

利息起算 日 1 N

満期 日 1 ＼ N

日 数 1 ＼ N

料率%P・A 1 N

メ ール期 間金利外貨額 1 N

換 算 レー ト 1 ＼ N

メ ール期 間金 利 円貨額 1 N

(4)・(メ ー ル期 間後金 利)

利息起算 日 1 N

満期 日 1 N

日 数 1 N

料 率%P・A 1 N

メール期間後金利外貨額
一 一

'1 N

換算 レー ト}
、「-

1 N

一379 一
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項 目 名 内 容
記 入
時 点 原帳票 記入符号

内容の
種類数

備 考

メール期間後金利円貨額 1 N

⑤郵便 ・電信料 外 貨額 1 ＼ N

換 算 レ ー ト 1 ＼ N

郵便 ・電信料 円貨額 1 ＼ N

⑥最低 手数料 外貨額 1 ＼ N

換算 レニ ト 1 ＼ N

最低手数料 円貨額 1 ＼ N

⑦'1・計 〔(2)～(6)の 計)

小計外貨額 1 ＼ N

小計 円貨額 1 ＼ N

⑧合計(ω ～⑦)

合計外貨額 1 ＼ N

合計円貨額 1 ＼ N・

Remarks 備 考 1 ＼ ANZ

開設銀行 責任者署名 1 ＼ A



帳 票 名 船 積 書類 到着 通 知 書(WithoutL/C):Advice

流
豊.・ 諏 澱 行 一 ー 一2BUYER
路

項 目 名 内 容
記 入
時 点 原帳票 記入符号

内容の
種類数 備 考

取立銀行店名 1 ＼ A *船 積書類到着通知書ONE－

ArrivalDate 到着年月 日 1 ＼ AN WRiTiNGで 下図の様 になつて

Messrs 通知先名 1 Inv A い ま す。

DraftAmount 手形金額 1 Draft AN

Drawer 手形振 出人 1 〃 A

DraftDate 手形振 出 日 1 〃 AN

DraftTenor 手形期限 1 〃 AN

AcceptanceDate 手形引受年 月 日 1 ＼ AN

Duedate 手形満期年 月 日 1
＼

＼ AN

ReimbursingBank 決済銀行名 1 A

TheirDate ＼ AN

TheirRef%' AN

RemittingBank
「

仕向銀行 名及 び所在地 1 Cover
Ietter

AN

船積書類の引渡条件 1 Draft 蜘 4 D/PD/AD/TRCIean

Merchandise 商品名 1 Inv A

一381 一



一382一

項 目 名
・内 .容

記 入
時 点 原帳票

記入符号
内容の
種類数 備 考

Quantity 数量 1 Inv N

Terms 建 値 1 Inv A 3 F.0.B.C&F.CiF

CarryingVesse1 船 名 1・ B/L A

PortofSh三pment 積 出 港 1 〃 A

1たstination 荷 揚 港 1 〃 A

B/LDate B/L発 行 日 1 〃 AN

B/L% 1 〃 ANZ

B/LIssuer B/L発 行 者 1 〃 A

CountryofOrig{n 仕入地 域 1 C/O A

(付 属 書類 の通 知 －IstSet&2ndSet)

Draft 荷為替 手形の通 数 1 Cover
Letter

N

ComInv 商 業送,り状 の通 数 1 〃 N

OceanB/L 海 上船荷証券 の通 数 1 〃 N

AirWaybil1 航 空送 り状 の通 数 一 1 〃 N

InsPol/Cert 保険証券/証 明書の通 数 1 〃 N

PKGList 包装明細書 の通数' 1 〃 N

Insp.Cert 検査証明書 の通数 1 〃
A

N

W&MCert 重量 容 積証崩書の通数 1 〃 N

OriginCert 原産地証明書の通数 1 〃 N

⊥
1/LorI/D% 輸入承認証 ・届出受理証 盃 1 Inv ANZ



.

項 目 名 内 容

A←',、 罰

記入
時 点 原帳票 記入符号

内容の
種類数 備 考

承認or受 理 日

送金の別 郵便為替or電 信為替 1 Cover

Lβtter

)(印 2 Remittancebymail/勺ycable

(支 払金額 の計算)

(1)手形金額(外 貨額) 1
draft N

換算相場 1
Contrac

叉
tN 先 物 予 約 の あ る場 合 のみ ρontroct

Slip
円 貨 額 1 N

②(B/Cユ ーザンス利息)

利息起算 日 1 ＼ N 利息Buyer負 担の場合のみ

満期 日 1 draft N 〃

日 数 1 ＼ N 〃

料 率%P.A. 1 ＼ N 〃

外貨額 1 draft N

換算相場 1 ＼ N

円貨額 N

③(決 済銀行利息)

利息起算 日 1 Cover
Letter

N

満期 日 1 〃 N

日 数 1 〃 N

料率%P.A 1 〃 N

利息外 貨額 .1 〃 N
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項 目 名1 内 容
記入
時点 原帳票 記入符号

内容の
種類数 備 考

換算相場 1 ＼ N

利息 円貨額 1 ＼ N

(4)(決 済銀 行 諸掛 料)

外貨額 1 Cover

Letter

＼
N

換算相場 1 N

円貨額 1 ＼ N

⑤ 〔決済銀行郵便料)

外 貨額 1 Cover

I£tter

＼
N

1 N

円貨額 1 ＼ N

(6)計((1)+(2)+(3)+(4)+(5))

外貨額 1 ＼ N

円貨額 1 ＼ N

(7)取立銀 行 電信 ・郵 便 料 1 ＼ N

⑧ 〃 諸掛料 1 ＼ N

(9)〃 支 店 諸掛 料 1 ＼ N

OOSuBToTAL((7)十(8)十(9)) 1 ＼ N

01)決済 円貨額合 計(⑥ 斗⑩ 1 ＼ N



帳 票 名:外 国 向 電 信 送 金 為 替 依 頼 書:ApplicationforTelegraficTransfer

流

豊 ・.・㏄ …2外 繊 行
路

項 目 名 内 容
記入
時点 原帳票 記入符号

内容の
種類数 備 考

電信方法の種類 1 ＼ X印 3 LetterTeregramOrdinary

支払方法 1 C/N X印 2

CobleUgentCoble

通 知 払 請 求 払

送金仕向先銀行 2 ＼ AN

決済銀行 2 ＼ A

Payee'sName 受取人名 1. C/N A

Payee'sAddress 受取人住所 1 C/N AN

AccounttobeCreditedWith受 取 人 取 引 銀 行 1 ＼ AN

Amount 送金外 貨額 1 Inv AN

送金外貨の種別 1 ＼ X印 3 Spot外 貨 預 金 予 約

(上 記予約 の湯谷)予 約票% 1 ContractANZ
SIip

Rate 為 替 レー ト 1 〃N

CableMessageifany 電文 中に挿入すべ き文言 1 ＼ AN

Licence面 許 可書番号 1 i/L,i/DANZ

L㎏te 日 付 1 〃 〃 AN

Amounttobeused 使用金額 1 〃 〃 ANZ

一385一
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項 目 名 内 容
記 入
時点 原帳票 記入符号

内容の
種類数 備 考

PorposeofRemittance 送金 目的 1 C/N AN

ApPlicantSignature 依頼 人署名 1 ＼ A

Address 住 所 1 ＼ AN

CableAddress 依頼 人電信略 号 1 ＼ AN

,



帳票名:外 国向送金 小切 手 ・郵便送金 為替依頼書

一387-

ApplicationforDemand'Draft/MailTranster

流

繋 ・B胆>2外 鰭 銀行
路

項 目 名 内 容
記 入
時点 原帳票 記入符号

内容の
種類数 備 考

支払方法 1 C/N X印 3 送金小切手 通知払 請求払

送金仕向先銀行 2 ＼ AN

決済銀行
2 ＼ AN

PayeesName 受取人名 1 C/N A

PayeesAddress 受取人住所 1 C/N AN

AccounttobeCredited
With

Amount

受取人取引銀行 1 C/N A

送金外貨額 1 Inv ANZ

送金外貨の種別
1 ＼ ＼ X印 3 Spot外 貨預 金 予 約

(上 記予 約 の場 合)予 約 票 孤
、

・ 1
Slip

ContractN
Slip

ContractANZ

Rate 為 替 レ ー ト 1 Spot及 び予約 の場 合

＼ AN
Messageifany 銀行振込の場合挿入すべき文言1

Licence% 許可書番号 1 1/LI/DANZ

Date 日 付 1 1/LI/DAN

Amounttobeused 使 用金額 1 1/LI/DANZ

PuposeofRemittance
・

送金 目的
、

1 C/N AN

㌧.-387一

亀
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項 目 名 内 容
記 入
時 点 原帳票 記入符号

内容の
種類数 備 考

ApPlicantsSignature 依頼人署名 1 ＼ A

ApplicantsAddress 依頼人住所 ゴ ＼ A

NameinBlcckLetter 依頼人英文名 1 ＼ .A

o

び



帳 票 名:為 替 予 約 票:ContractSlip ,

・

鑑 ・・S・ ・pP・・一(・ 〉一.2顕 銀行 ・.3Sh・pPer(売 予 約)

露 ユ.・Wer-一(・ ト →2開 設 銀行 ・・Bwer・ 買 予 約 ・

項 目 名 内 容 記 入
時 点 原帳票 記入符号

内容の
種類数 備 考

No(ExchangcContractNb))為 替 予 約% 2 ＼ ANZ

Date 為替予約年 月日 1 ＼ AN

Soldto 買い主名 1 ＼ A
送金輸入の場合は顧客名,被 仕向送
金 ・輸出の場合は銀行名

Boughtfrom 売 り主名 1 ＼ A 上 記 の 逆

on 建 地 1 ＼ A US8の 場 合N6WYorkStgの 場 合

London,

Amount・ 予約金 額 1 C/Nlnv ANZ

●

Tenor 相場 の種類 1 ＼ A 通 常 電信 売 ・買 相 場T.T

Rate 建 値 1 ＼ NZ

Delivery 渡 し 日 1 ＼ AN 通 常6ケ 月以 内

(Remarks)

1.L/CNoorContractNo 1 L/CC/NANZ
,

D/PD/Aの 場合 はContract%

Date 上記発 行or締 結年 月 日 1 レ℃C/NAN
,

2L/CIssuingBank L/C発 行銀行名 1 L/C A

3.L/CExpireson
●

L/C有 効期限 1 〃 AN

4.Importer 輸 入著名 1 L/C,C/NA

一389一
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1項 目 名
●

内 容
記 入
時 点 原帳票 記入符号

内谷の
種類数 備 考

1

・

5.Exportcr' 輸 出著 名' 1 L/℃CレNA
,

6.Commodity 商品名 1 L/℃C/NA
,

7.LicenceNo 輸入承認証 孤 1 1/L ANZ

Seller 売 り主名 1 ＼ A

Seller署 名
1 ＼ A

Buyer 買い主名 1 ＼ A

Buyer署 名
2 ＼ A

・

.

b

一390一



帳票名:輸 入 荷為替付帯荷物引取保証依頼書(兼 貸渡依頼書)

流

豊1BΨer-2職 ・取 立)銀 行
路

●

項 目 名 内 容 記 入
時 点 原帳票 記入符号

内容の種
類数 備 考

L/GNo
2 ANZ

保証先
1 ＼ 邦

船 名'
1 NN靴 A

船荷証券%
1 〃 ANZ

船荷証券発行 日
1 〃 AN

船荷証券発行者 一

1 〃 A

積 出地 1 〃 A
←

陸揚地 1 〃 A

到着 日 1 〃 AN

〔商 品明 細)

商品名 1 織%. A
●

数 量 1 〃 ANZ

単 価'"一' 1.1' '.層 〃

A

ANZ
1

価 格
'

●

1-
'・f

〃 ANZ 曽

三
、

建 値
'

]ポ・一

・一 一 ≒,7・ 、9

'

ユ.

し

〃 A

一39'1=－
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一3'92 一

項 目 名 内 容
記 入
時 点 原帳票 記入符号

内容の
種類数 備 考

荷印 荷番 号 1 NNB/L

NNInv

＼
ANZ

依頼年 月 日 1 N

債務者署名 Buyer 1 ＼ 邦

債務者印 1' ＼ 印

連帯保証人 1 ＼ 邦

連帯保証人印 1 ＼ 印

(輸 入承 認 証 ・届 出書)

番 号 1

拓 、or
ANZ

裏書すべ き金額 1 NNInv ANZ

一 一



帳票名 倉庫 証券 WarehouseReceipt

流

通1 .海 貨 業 者 一2Buyer-一 一 一 .3開 設銀 行 〔取 立銀行)

蕗

項 目 名 ら 容 記 入
時 点 原 帳 票 記入符号

内容の
種類数 備 考

ForwardingAgent 海貨業 者名 1 AN
・

Messrs 輸 出著名 1 InvS/i A

貨物受取年 月 日 1 AN

貨物受取地 1 A

MarksandNumbers 荷印荷番 号 1 InvP/L ANZ

NumberofPackage 梱包個数 1 玩 AN

DescriptionofGoods 才 量 1 Invp/L ANZ

Measurement 重 量 1 脚 AN

Weight 1 w AN

荷送先 1 InvS/1 A

船積期限 1 S/1 AN

荷揚港 1 A

・

信用状開設銀行 1 S/1 A

発行年月 日 1 Inv AN

WarehouseReceipt孤

■

1 ANZ

発行者署名
、 〉.'丙A-.

1 A

一393 一



帳票名'貨 物引 渡指図書 BahkRei6asも
『-394 一

,元一← 、.一.、

鑑 ・、.1融 銀賂_2 .-B。y,艮.,1、.〉 日 送 航 空 会社 ・
系

路.←.一

項 目 名 '内 容" 記 入
時 点 原 帳 票 記入符号

内容の
種類数 備 考

Date
一

発行年 月 日 1 AN

●

M/AWB%〔IVUsterAirWaybill面) 1 MAirWaybill ANZ
、-

H/AWB%(HouseAirWaybill面) 1 HAirWaybill ANZ

AirWaybill退 行航空会社名 1 Airwaybill A

荷受人名
w

1 L/C A

発行銀行名 1 A

署 名
←

1 A

一

A

o

.〆

'



帳 票 名:輸 入 荷 物 引 取 保 証 状:LetterofGuarantee

流
通1 .B。yer－_2職 銀行_⊥>3B。yer(1)>4船 飾.(1)。 。 開繊 行
系
路

項 目 名 内 容
記 入
時 点 原帳票 記入符号

内容の
種類数 備 考

S.S/MV.

Marks 荷 印, 1 NNB/L ANZ

Nos 荷番号 1 〃 AN

Packages 1 〃 ANZ

Cntents 商品 名 1 〃 A

Shippers 1 〃 A

Vessel 船 名 1 〃 A

EbteofShi迦ent 出港 日 1 〃 AN

PortofShipment 船積港 1 〃 A

Destinatl・n 荷揚 港 1 〃 A

Buyer署 名 1 ＼ A

保証銀行名及び署名 2 ＼ A

rhte 銀行保証年月 日 2 ＼ AN

一395一
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